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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実

子どもの成長への支援

千円8,801,159 35.2% 77.2%

健康福祉局

　市内の１８歳未満の児童及びその保護者 　全ての子どもの健やかな成長を社会全体で支え、子ど
もを生み育てやすいまちづくりを推進する。

　妊婦や乳幼児に対する健康診査を始め、子どもの成長・発達についての情報提供や相談を実施し、子どもと親の心
身の健康保持に寄与したほか、ひとり親家庭の自立に向けた就労支援などにも取り組んだことにより、子どもと保護
者への支援の充実につながった。

　子どもの健やかな学びを支援するために、子ども一人一人の発達段階に応じた質の高い教育・保育を安定的に提供
することが必要である。
　また、地域ぐるみでの子育て支援の充実が求められていることから、様々な形態や種類の子育て支援団体との相互
交流とネットワークづくりや連携強化など、体制強化が必要である。

　平成２７年３月に策定した、「子ども・子育て支援推進計画」に基づき、子どもの心身の健やかな育ちへの支援、
健やかな成長を促す学びへの支援、配慮を要する子どもと保護者への支援などに取り組むことにより、子どもの成長
と子育てを社会全体で支援していく。

１歳６か月児健康診査受診率

　受診率は、目標値に達しており、健診受診によ
り、必要な支援へつながり、保護者の育児に関する
不安や負担を軽減できている。
　引き続き、未受診者への受診勧奨を行うことなど
により、受診率の更なる向上を目指していきたい。

101.2%

実績H30

％94.1

目標H30

％93

認定こども園数

　認定こども園への移行を予定していた施設が、移
行を延期したことなどにより、目標を達成できな
か った。
　なお、平成２９年度に中間見直しを行った「高松
市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、評価し
ている。

94.4%

実績H30

施設17

目標H30

施設18

自立支援プログラム策定者の就職率

　目標値には達しなかったが、就職件数として�カ
ウントされないプログラム策定者の中には、当初転
職を希望していたものの、結果的に継続就労を選択
した者や、専門性の高い職に就くため、学校に通い
始めた者等が含まれており、就労支援という点にお
いて、一定の役割を果たすことができている。

86.0%

実績H30

％72.2

目標H30

％84

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
こども未来館

　こども未来館施設に係る保守点検、設備総合管理業務、保安警備業務、建物清
掃等、適正な施設管理を行った。
　また、こども未来館の運営業務として、非常勤嘱託職員を適正に配置し、業務
を行った。

千円44,396

（評価対象外）こども未来館管理運
営事業

1

健康福祉局

96.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　子どもの健全育成を推進するため、未熟児養育医療、育成医療、小児慢性特定
疾病医療に係る医療費の公費負担を行い、患者家族の医療費負担の軽減に寄与し
た。

◎各事業の給付件数　実績１，２０８件（目標１，２５０件）

千円121,847

各種医療給付事業

2

健康福祉局

132.0% 93.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　生後間もない乳児がいる家庭を、助産師や保健師が訪問し、専門的な立場から
様々な悩みを聞き、子育てに関する情報の提供、母子の養育環境等の把握や助
言、育児支援を行った。
　助産師・保健師の、きめ細やかな支援や情報提供等により、産婦の不安や負担
の軽減につなげることができた。

◎新生児訪問指導の未把握数　実績３４人（目標５０人）
◎訪問実施率　実績９３％（目標１００％）千円18,234

こんにちは赤ちゃん事業（新生児訪
問指導）

3

健康福祉局

104.0%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　保健センター及び総合センターに「子育て世代包括支援センター」を設置し、
保健師等の母子保健コーディネーターを配置し、妊娠届出時の面接や相談の充実
などに取り組んだ結果、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援につなげる
ことができた。
　また、産科医療機関や地域子育て支援コーディネーターなど、関係機関等との
連携及び協力体制を強化するため、「子育て世代包括支援ネットワーク会議」を
開催したことにより、子育て世代の支援体制を更に充実させることができた。

◎把握しているハイリスク妊産婦のうち支援につながった割合

���������％（目標�８０％）

千円12,937

妊娠期からの子育て世代包括支援事
業

4

健康福祉局
保健センター

　妊婦・乳児健康診査や妊婦歯科健康診査の助成を行うことにより、必要な時期
に健康診査を受けることができ、健やかな妊娠出産に寄与した。
　また、新生児に対する聴覚検査の助成を行うことにより、新生児の聴覚異常に
ついて、早期の発見と支援につなげることができた。

千円395,344

（評価対象外）妊婦・乳児及び歯科
健康診査事業

5



－ 22 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

91.7% 拡充Ａ Ｂ Ｂ Ａ

保健センター

　特定不妊治療を行っている夫婦に治療費の一部を助成したことにより、経済的
負担の軽減に寄与した。

◎特定不妊治療助成件数　実績５２８件（目標５７６件）

千円106,157

不妊治療費助成事業

6

健康福祉局

65.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

保健センター

　妊娠期には保健師等の専門職による、はじめてのパパママ教室やふたごのマタ
ニティ教室を開催し、沐浴や着替えの体験、講義や相談により、育児に必要な知
識や育児支援の情報提供などを行った。
　また、乳幼児期にも保健師等の専門職による４か月児相談、ことば相談、ひま
わり個別相談、のびのび教室等を実施し、子育て中の悩みや不安を聴き、子ども
との関わり方のアドバイスや子育て支援情報の提供などを行い、育児の不安感・
負担感の軽減に寄与した。

◎各事業参加者数　実績２１，２９４人（目標３２，６８０人）

千円8,694

母子健康相談事業

7

健康福祉局
保健センター

　幼児健康診査時の保健師や心理士、言語聴覚士等の専門職による個別相談や、
保育士、子育て支援コーディネーターによる子どもとの具体的な関わり方のアド
バイス、子育て支援情報の提供等により、子どもの発育・発達や育児に対する不
安や負担を軽減することができた。

千円32,069

（評価対象外）幼児健康診査事業

8

健康福祉局

172.0% 124.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

子育て支援課

　次代の親となる子どもの豊かな人間性を育成するため、地域子育て支援拠点事
業実施団体と協働して、中学生を対象に、乳幼児や保護者と出会い・ふれあい・
交流する場を提供し、赤ちゃんとの関わり方等の学習及び抱き方、遊び方等の体
験学習を行った。
　体験学習に参加することにより、結婚や子育てに対する理解が深まった。

◎ライフデザインを考えるきっかけとなった生徒の割合
実績８６％（目標５０％）

◎乳幼児に関心を持つようになった生徒の割合
実績９３％（目標７５％）

千円1,734

年長児童の赤ちゃん出会い・ふれあ
い交流事業

9

健康福祉局

100.0% 100.0%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども園総務課

　公立保育所・幼稚園において認定こども園への移行整備等を実施したことによ
り、教育・保育環境が向上した。

◎認定こども園対象児童数　実績２５８人（目標２５８人）
◎大規模修繕実施施設対象児童数　実績９２４人（目標９２４人）

　なお、工程調整に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能
となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１００，５７９，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である川島地区幼保一体化施設整備に伴う造成工
事や実施設計業務等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１１３，５８０，８８８円）

千円323,422

公立保育所・幼稚園等施設整備事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

91.3%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども園総務課

　待機児童の解消や施設の老朽化への対応を行うため、私立保育所等の創設や大
規模修繕などの施設整備に対して助成を行うことにより、保育環境が向上した。

◎待機児童数（４月１日現在）　実績６２人（目標０人）
◎大規模修繕実施施設対象児童数　実績９８２人（目標１，０７６人）

　なお、実施主体の事業が遅れたことにより、年度内に補助金の支出が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１６，６４０，０００円）

千円245,789

私立保育所・幼稚園等施設整備補助
事業

11

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園総務課

　子ども・子育て支援新制度に移行する私立幼稚園に対し、法で定める公定価格
に基づき、施設型給付として給付することにより、私立幼稚園の適正かつ円滑な
運営を助長し、就学前教育の充実につながった。

◎待機児童数（４月１日現在）　実績６２人（目標０人）

千円380,011

私立幼稚園施設型給付事業

12

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園総務課

　子ども・子育て支援新制度において、私立認定こども園に対し、法で定める公
定価格に基づき、施設型給付費として給付することにより、保育サービスの充実
につながった。

◎待機児童数（４月１日現在）　実績６２人（目標０人）

千円2,281,624

私立認定こども園施設型給付事業

13

健康福祉局
こども園運営課

　児童福祉施設最低基準に基づき、公立保育所・こども園に正規職員及び非常勤
嘱託職員等を配置し、社会状況や地域の保育ニーズに沿った保育事業を実施した
ほか、給食の提供や食育を実施した結果、入所（園）児童の健やかな育成につな
がった。

千円1,637,707

（評価対象外）公立保育所等運営事
業

14

健康福祉局

94.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園運営課

　芸術士と派遣先である保育所・こども園及び幼稚園児童が協同し、継続して創
作活動を実施したことにより、子どもたちが持っている感性や創造力を伸ばすこ
とができた。
　また、平成３１年２月には活動報告展を開催し、多くの市民に事業内容や成果
を発表したほか、活動内容の冊子を作成し、市内外に事業内容を周知した。

◎芸術士派遣事業実施施設の満足度　実績９４％（目標１００％）千円38,000

保育所・幼稚園等への芸術士派遣事
業

15

��.3%

��.3%

��.3%
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
こども園運営課

　幼稚園設置基準に基づき、公立幼稚園の維持管理を適正に行うことにより、保
育している幼児の心身ともに健やかな育成に寄与した。

千円215,698

（評価対象外）幼稚園管理運営事業

16

健康福祉局
こども園運営課

　教育委員会主催の新規採用研修が行われない保育所配属の新規採用保育教育士
に対し、退職した保育所長が訪問し、職務の遂行に必要な事項に関する研修を実
施したほか、具体的な相談を受けることにより、使命感や実践力を養うことがで
きた。
　また、新任保育所長等に対しても、適切な施設運営に関する指導や、相談を受
けることにより、組織マネジメント力を養うことができた。

千円1,530

（評価対象外）新規採用保育教育士
等実地研修指導事業

17

健康福祉局
こども園運営課

　児童福祉施設最低基準に基づき、公立保育所・こども園の維持管理を適正に行
うとともに、安全で快適な保育環境を整えたことにより、保育している乳幼児の
健やかな育成に寄与した。

千円165,176

（評価対象外）公立保育所等管理事
業

18

健康福祉局

141.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども未来館

　みんなのひろば・プレイルームを子どもと保護者がともに育ち合う場として、
また保護者同士の交流や情報交換の場として、子どもと保護者の居場所を提供
し、子育て支援に貢献した。

　◎みんなのひろば・プレイルーム利用者数　実績８０，４４３人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目標５６，８００人）

千円21,488

子ども・子育て支援事業

19

健康福祉局

127.5% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども未来館

　こども未来館の施設を活用した体験的な学習活動を通して、子どもたちの想像
力（創造力）と探究心を育むことで、健やかな成長への支援に寄与した。

　◎こども未来館学習実施延べ人数　実績４，８２１人（目標３，７８０人）

千円36,119

こども未来館学習体験事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

146.1%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども未来館

　子どもの夢や想像力を育むような魅力あるイベントプログラムを提供すること
により、子どもを中心とした幅広い世代の人々が来館し、世代間交流の場とし
て、また子どもの遊び・体験・学びの場として貢献した。

　◎わくわく体験事業参加者数　実績５，５５０人（目標３，８００人）

千円2,550

こども未来館わくわく体験事業

21

健康福祉局
こども女性相談課

　社会問題となっている児童虐待の増加を防ぎ、減少させるために必要な事業で
あり、予防のための各種啓発活動、具体的事例の解決のためのケース会議、関係
機関を対象とした講演の実施など、積極的に行ってきた。また通告のあった児童
の進行管理を確実に行うことができた。
　高松市児童対策協議会
　代表者会議　　　　　　１回
　実務者会議　　　　　１６回（情報交換会を含む）
　個別ケース検討会　２０９回千円4,963

（評価対象外）要保護児童対策事業

22

健康福祉局
こども女性相談課

　児童虐待につながる恐れのある、養育に不安を抱える家庭を訪問することによ
り、状況悪化の歯止めとなった。
　養育支援員１３人　主任養育支援員４人
（うち主任養育支援員３人）
　養育指導・相談　延べ２５０人日
　家事支援　　　　延べ　２５人日
　特定妊婦　　　　延べ　　９人日
　計　２８４人日（訪問回数２１６回）千円872

（評価対象外）養育支援訪問事業

23

健康福祉局
こども女性相談課

　保護者が病気、仕事、育児疲れなどで、一時的に養育が困難となった場合に、
児童養護施設等で児童を一時的に養育・保護することにより、保護者の子育てと
仕事の両立に寄与した。

千円350

（評価対象外）子育て短期支援事業

24

健康福祉局
こども女性相談課

　社会問題となっている児童虐待の増加を防ぎ、減少させるために、養育に不安
のある保護者に対し、家庭訪問や電話対応など、問題解決に向けて積極的に活動
できた。
　家庭相談員１人　子ども家庭支援員２人
　相談日時　月曜日～金曜日　８時３０～１７時
　延べ相談対応件数　８，７４５件

千円8,998

（評価対象外）児童家庭相談事業

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
こども女性相談課

　配偶者のいない女子又はこれに準ずる事情にある女子（ＤＶ被害にあった女子
等）とその者の監護すべき児童が福祉に欠けると認められた場合において、母子
保護を実施し、自立促進のための生活支援を行った。
　なお、平成２０年度から、市の直営から指定管理制度に移行し、管理運営を社
会福祉法人に委託している。

　平成３０年度末入所状況　３世帯７人（実入所世帯・入所者数）千円20,141

（評価対象外）母子生活支援施設運
営事業

26

健康福祉局

129.8% 継続Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

こども家庭課

　生後６か月から小学校６年生までの子どもを養育するひとり親家庭を対象に、
たかまつファミリー・サポート・センターの利用料金の一部を助成することによ
り、ひとり親家庭の父母等の育児の負担軽減につながった。

◎利用時間数　実績１，４２８時間（目標１，１００時間）

千円594

ひとり親家庭子育て支援事業

27

健康福祉局

111.4% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

こども家庭課

（事業概要、事業実績等）��母子・父子自立支援員３人を配置し、ひとり親家庭の自立に関する相談に応
じ、必要な情報提供及び指導を行い、ひとり親家庭の自立に寄与した。
　就労全般に関し専門性の高い就業支援専門員１人を配置し、ひとり親家庭の自
立に関連した情報発信等を積極的に行った。

◎母子自立支援相談解決件数　実績１，６７１件（目標１，５００件）

千円11,536

ひとり親家庭自立支援事業

28

健康福祉局

継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

こども家庭課

　ひとり親家庭等を対象に、保険診療に係る高額医療費までの自己負担分を助成
することにより、対象世帯の経済的負担を軽減できた。
　年間支給件数　１５０，７６７件
　年間助成額　４２１，７２２千円

千円434,576

ひとり親家庭等医療費助成事業

29

健康福祉局

60.8% 375.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

こども家庭課

　児童扶養手当受給者等を対象に、各人の状況に応じた自立支援プログラムを策
定し、きめ細やかで継続的な就労支援を実施した。
　また、本庁舎２階ジョブコーナーとの連携により、職業紹介や求人情報の提供
などを行ったほか、こども家庭課内に開設している無料職業紹介所から職業紹介
を行うなど、効果的に就労を支援した。

◎自立支援プログラム策定件数　実績７９件（目標１３０件）
◎職業紹介件数　実績１５件（目標４件）千円5,718

ひとり親家庭無料職業紹介事業

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

72.2% 100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

こども家庭課

　ひとり親家庭父母等を対象とした母子家庭等就業・自立支援センター事業を香
川県母子寡婦福祉連合会及びＮＰＯ法人面会交流支援センター香川に委託し、就
業支援講習会や面会交流支援事業等を実施した。また、疾病や就職活動のため一
時的に生活援助が必要となった場合に、高松市社会福祉協議会の家庭生活支援員
を派遣し、家事等のサービスを一時的に提供するひとり親家庭等日常生活支援事
業を実施した。
　
　◎講座受講申込者数　１３人（目標１８人）
　◎ひとり親家庭等日常生活支援事業利用登録者数　
　　　実績２３人（目標２３人）

千円6,110

母子家庭等就業・自立支援事業

31

健康福祉局
こども家庭課

　ひとり親家庭の父母等に対し、看護師等の資格取得を目的として養成機関で修
業する場合高等職業訓練促進給付金（修業期間修了時には修了支援給付金）を、
就職に役立つ技術を取得するための通信教育受講や専門学校への通学等、教育訓
練施設等に支払った経費の一部を自立支援教育訓練給付金として支給した。
　高等職業訓練促進給付金（支給人数２４人、支給額２３，１３９千円）
　高等職業訓練修了支援給付金（支給人数７人、支給額３００千円）
　自立支援教育訓練給付金（支給人数５人、支給額２７９千円）
　過年度収入精算返還金２２５千円千円23,942

（評価対象外）母子家庭等自立支援
給付金事業

32

健康福祉局
こども家庭課

　ひとり親家庭の父母等に対し、母子福祉資金等を貸し付けることにより、対象
世帯の経済的自立と生活意欲の向上が図られ、当該家庭の児童の福祉の増進につ
ながった。

　貸付件数　４４件
　貸付金額　２７，１７６千円

千円165,909

（評価対象外）母子福祉資金等貸付
事業

33

健康福祉局
こども家庭課

　ひとり親家庭の生活の安定及び自立を促進するため、１８歳到達後最初の３月
３１日までの間にある児童（政令で定める程度の障害の状態にある児童は２０歳
未満）を養育しているひとり親家庭の父又は母等に、「児童扶養手当」を支給し
た。

　受給者数　　　　　　　　　　　　　３，５４４人
　支給額　　　　　　　　　１，８１５，９９４千円
　支給事務費　　　　　　　　　　１０，９８２千円
　過年度収入精算返還金　　　　　　１，２５８千円

千円1,828,234

（評価対象外）児童扶養手当支給事
業

34

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園総務課

　発達障がい児を受け入れる私立保育園、認定こども園及び小規模保育事業所に
対し、受入費用の一部を支援したことにより、発達障がい児の健やかな成長に寄
与した。

　◎発達障がい児等受入率　実績１００％（目標１００％）

千円10,028

発達障がい児等支援事業（こども園
総務課分）

35
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園運営課

　公立保育所、こども園及び公立幼稚園に支援員を配置し、関係機関等と連携を
しながら、早期に対応することで、支援を必要とする乳幼児一人一人のニーズに
応じた教育・保育環境を提供することができた。

　◎発達障がい児等支援員配置率　実績１００％（目標１００％）

千円166,522

発達障がい児等支援事業（こども園
運営課分）

36

健康福祉局

116.0%一般重点 統合Ａ Ｂ Ａ Ａ

地域共生社会推進室

　平成３０年４月に専門のコーディネーターをこども女性相談課に１人配置し、
関係機関等と連携することにより、子どもの貧困対策について、ワンストップで
相談に応じた。
　また、当該事業を紹介するリーフレットを作成・配布するなど、連携による関
係機関相互の情報共有とネットワーク構築の重要性の周知・啓発を行った。

　◎コーディネート研修会・勉強会等参加者数
　　　実績１１６人（目標１００人）千円83

子どもの貧困対策コーディネート事
業

37
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実

子育て家庭への支援

千円15,683,119 30.7% 77.0%

健康福祉局、教育局

　市内の１８歳未満の児童及びその保護者 　全ての子育て家庭が、心身共にゆとりをもって子育て
ができる環境を整える。

　子ども医療費の助成や多子世帯の保育料の減免など、各種の経済的な支援を行ったほか、地域子育て支援拠点事業
など、子育て家庭に対するサポート体制の充実を図り、子育てしている保護者の負担を軽減した。
　また、延長保育、一時預かり、休日保育、病児保育など、市民ニーズに即した保育サービスを提供した結果、保護
者が安心して就労できる環境を整え、子育てと仕事の両立支援に一定の効果が得られた。

【健康福祉局】平成３０年版「少子化社会対策白書」（内閣府）によれば、第１子出産後に就業を継続した女性の割
合は５割を超えたものの、離職した女性の４分の１が仕事と育児の両立の難しさが理由としており、仕事と子育てが
両立できる環境整備を、国・県・企業等と連携を図りながら、推進していくことが求められている。
【教育局】ボランティアや保健師等の連携・協力の下、引き続き、４か月児相談を活用したブックスタート事業を積
極的に実施し、読書活動の更なる推進が必要である。

　平成２７年３月に策定した、「高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、地域における子育て支援や、子育
てと仕事の両立支援などに取り組むことにより、安心して子育てできる環境の充実を図っていく。

子育て支援拠点施設設置割合

　教育・保育提供区域全てにおいて、子育て支援拠
点施設を設置できており、目標は達成できている。

100.0%

実績H30

％100

目標H30

％100

放課後児童クラブ入会率

　直営の放課後児童クラブを新たに３教室開設する
など、受け皿の確保に努めたが、利用を希望する児
童数の増加により、目標を達成できなかった。

97.1%

実績H30

％94.7

目標H30

％97.5

保育施設等待機児童数（４月１日現在）

　「高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づ
き、認定こども園の創設等により、受入れ枠を増や
したものの、それを上回る保育需要の伸びがあった
ことや、保育士不足により、目標を達成できなかっ
た 。 実績H30

人62

目標H30

人0

Ａ

��.�%
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

103.8% 136.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

子育て支援課

　子育て支援総合情報発信事業（子育てハンドブックの発行、らっこネット運
営）や子育てに関するネットワークづくり（地域組織活動育成事業、こども未来
ネットワーク会議開催）を支援することにより、地域ぐるみで幅広い分野での子
育て支援を効果的に推進することができた。

◎ネットワーク会議参加者総数：実績１３５人（目標１３０人）
◎らっこネットアクセス件数：実績６８，３２３件（目標５０，０００件）千円10,284

子育て支援対策推進事業

1

健康福祉局

64.4%一般重点 廃止Ｃ Ａ Ｃ Ｃ

子育て支援課

　離れて暮らす子ども世帯及びその親世帯等が引越しにより、高松市内で同居又
は同一校区内に近居する場合に、転居の費用の一部を助成した。
　なお、補助実施世帯へのアンケート調査の結果、本事業の同居・近居を誘引す
る効果が限定的であったため、平成３０年度をもって事業を廃止した。

◎助成件数：実績２９件（市内転居１６件、市外転居１３件）
（目標４５件（市内転居３５件、市外転居１０件））千円3,035

子育て世代親元近居等支援事業

2

健康福祉局

107.7%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

子育て支援課

　子どもの孤食を防止するほか、安らげる場所を確保するため、子ども達に無料
又は安価で温かく栄養バランスの取れた食事を提供するとともに、地域住民との
つながりの強化や学習・生活習慣についての支援も行う「こども食堂」等の開設
や運営に係る費用の一部を補助した。
　また、積極的な周知により、こども食堂についての理解が深まり、こども食堂
の新規開設につながった。

◎こども食堂か所数：実績１４か所（目標１３か所）千円255

こども食堂等支援事業

3

健康福祉局
子育て支援課

　児童厚生施設管理運営事業を実施することにより、子どもが安心・安全に遊べ
る場を提供し、子どもの健全育成に寄与した。
　利用者数５８，０１６人

千円47,926

（評価対象外）児童厚生施設管理運
営事業

4

健康福祉局
子育て支援課

　子育て家庭が安心して子どもを生み育てられる環境整備を推進するために設置
した健やか子ども基金の適切な管理を行った。
　【基金を用いた平成３０年度の事業】
　風しん予防接種等補助事業
　施設等遊具整備事業（保育所等）

千円10

（評価対象外）健やか子ども基金管
理事務

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

98.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

子育て支援課

　地域子育て支援拠点事業の実施により、子育て家庭の抱える育児への不安・負
担感、閉塞感を和らげ、安心して子育て・子育ちができる環境の整備につながっ
た。
　実施か所：委託１０か所、直営２か所

　◎利用者数：実績７８，４７８人（目標８０，０００人）

千円112,202

地域子育て支援拠点事業（子育て支
援課分）

6

健康福祉局
こども女性相談課

　保健上必要があるにもかかわらず、生活保護世帯及び市県民税非課税世帯の経
済的理由により、入院助産を受けることができない妊産婦に対して、助産を援助
することができた。
　年間利用件数１５件

千円5,264

（評価対象外）助産施設運営事業

7

健康福祉局
こども女性相談課

　養育に不安をもつ保護者に対し、専門の相談員が、助言を行うだけでなく適切
な窓口や専門機関を紹介することができた。
　年間相談件数　２２３件

千円2,830

（評価対象外）子育て相談事業

8

健康福祉局

拡充Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

こども家庭課

　子どもの医療費のうち、通院については小学校卒業まで、入院については中学
校卒業までの、保険診療に係る高額医療費までの自己負担分を助成することによ
り、対象世帯の経済的負担の軽減につながった。
【受給者数（月平均）】
　乳幼児・小学生　４４，４０２人
　中学生　３５２人
【支給額】
　乳幼児・小学生（入院・通院）１，５９４，１５０千円
　中学生（入院）１５，８３３千円

千円1,682,301

子ども医療費助成事業

9

健康福祉局
こども家庭課

　家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健や
かな成長に資するため、中学校修了前の児童を養育している父又は母等に「児童
手当」を支給した。

　受給者数　　　　　　　　３２，５４８人
　支給額　　　　　６，９００，６３０千円
　支給事務費　　　　　　１７，３７１千円千円6,918,001

（評価対象外）児童手当等支給事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

125.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園総務課

　保育所を拠点として、育児・保育に関する専門的知識・経験を有する保育士と
しての能力を活用し、子育て中の親子の支援を実施したことにより、子育て家庭
の育児不安の解消に寄与した。

◎地域子育て支援拠点事業相談件数　実績１４，９５６人
（目標１１，９００人）

千円130,597

地域子育て支援拠点事業（こども園
総務課分）

11

健康福祉局

縮小Ａ Ａ Ａ Ａ

こども園運営課

　私立幼稚園児の保護者の経済的負担を軽減することにより、公・私立幼稚園間
の費用負担における格差を是正し、子育て環境が向上した。

◎待機児童数（４月１日現在）　実績６２人（目標０人）

千円300,238

就園等奨励事業

12

健康福祉局

99.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

こども園運営課

　多子世帯に対し、保育料等を減免することにより、子育て世帯の経済的負担を
軽減し、子育て環境が向上した。

◎保育所・幼稚園等入所（園）児童数　　実績１６，０５０人
（目標１６，１４８人）

多子世帯保育料等減免事業

13

教育局

95.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

中央図書館

　４か月児相談時に、ブックスタートパック（絵本・ブックリスト・図書館案
内）の配布や読み聞かせを実施したことにより、子育て支援と子どもの読書活動
の推進につながった。

◎ブックスタートパックを配布した人数
実績：３，２８６人（目標：３，４３５人）

千円2,285

ブックスタート事業

14

健康福祉局

95.2% 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

子育て支援課

　病児・病後児保育事業を実施することにより、保護者の子育てと仕事の両立支
援やワーク・ライフ・バランスの推進など、安心して子育てができる環境の整備
につながった。
　病児・病後児保育施設：５か所

◎病児・病後児保育事業利用者数：実績７，２４２人（目標７，６１０人）

千円114,132

病児保育事業

15

��.�%
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

120.3% 98.5%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

子育て支援課

ファミリー・サポート・センター事業を実施することにより、地域で育てる子
育てサポートとして仕事と育児が両立できる環境を整備し、子育て家庭への支援
に貢献した。

◎ファミリー・サポート・センター事業利用件数　実績８，１８１件
（目標６，８００件）

◎ファミリー・サポート・センター登録会員数　実績２，５６２人
（目標２，６００人）千円12,890

ファミリー・サポート・センター事
業

16

健康福祉局

83.2% 82.0%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ｂ

子育て支援課

　放課後こども教室事業を推進することにより、児童に安心安全な居場所を提供
し、児童の健全育成に寄与した。
　実施校区　３３校区

◎参加児童数　実績４２，４２１人（目標５１，０００人）
◎登録児童数　実績２，９５２人（目標３，６００人）

千円19,795

放課後子ども教室事業

17

健康福祉局

97.1%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

子育て支援課

　放課後児童クラブ事業を実施することにより、児童にとって安全な居場所を提
供するとともに、保護者が安心して就労できる環境を整え、子育てと仕事の両立
支援に貢献した。

◎放課後児童クラブ入会率　実績９４．７％（目標９７．５％）

　なお、年度内に事業の完了が不可能となった施設整備については、事業の一部
を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６０，９５５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である施設整備事業については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：５６，２３２，９２４円）

千円816,250

放課後児童クラブ事業

18

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園総務課

　認可外保育施設に対して補助を実施したことにより、認可外保育施設の保育水
準及び入所児童の福祉の向上に一定の効果があったほか、認可外保育施設に入所
している第２子以降の児童の保護者に対して補助を実施したことにより、子育て
に係る経済的負担の軽減につながった。

◎待機児童数（４月１日現在）　実績６２人（目標０人）

千円45,981

認可外保育施設支援事業

19

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園総務課

　通常の保育事業に加えて、私立保育所が実施する各種特別保育事業に係る経費
を支弁したことにより、保育所の安定的な経営につながった。

◎待機児童数（４月１日現在）　実績６２人（目標０人）

千円4,964,487

私立保育所運営支援事業

20

��.�%

��.�%
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園総務課

　子ども・子育て支援新制度において、小規模保育事業等に対し、法で定める公
定価格に基づき、地域型保育給付として給付することにより、保育サービスの充
実につながった。

◎待機児童数（４月１日現在）　実績６２人（目標０人）

千円493,567

小規模保育事業等地域型保育給付事
業

21

健康福祉局

特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

こども園運営課

　待機児童解消に向け、保育士確保が喫緊の課題となる中、特に保育士が不足傾
向にある私立保育所等における保育士の確保を図るため、潜在保育士等の市内私
立保育施設への就職を支援する市独自の緊急対策事業を実施した。

◎待機児童（４月１日現在）実績６２人（目標０人）

千円293

保育士確保緊急対策事業

22

��.�%

��.�%
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域福祉の推進

千円461,877 22.3% 74.9%

健康福祉局、市民政策局

　市民 　地域福祉の推進や福祉施設の適正な運営に関する各種
事業を展開し、みんなで支え合う地域福祉を推進する。

　民生委員・児童委員の充足率を高めるため、欠員が生じている地区での補充推薦に努め、目標に対し９７．７％の
達成率であった。
　また、第３次高松市地域福祉計画の周知や、民生委員・児童委員に対する研修等、社会福祉法人の指導監督、ユニ
バーサルデザイン基本指針に基づくユニバーサルデザインの普及・啓発のほか、地域共生社会の実現に向けた包括的
支援体制構築事業として、まるごと福祉相談員を２名配置し、市民からの相談や情報提供を「まるごと」受け、様々
な支援機関と連携して支援するなど、本市の地域福祉を推進した。

【健康福祉局】住民相互のつながりや信頼関係を築き、ともに助け合い支え合って行ける地域社会を実現するため
に、今後さらに、避難行動要支援者名簿の登録率や民生委員の充足率を高めていく必要があるほか、複合的な課題に
も対応できるよう、福祉の総合相談窓口を設置するなど、包括的な相談支援体制を充実させていく必要がある。
【市民政策局】年齢や性別、障がいの有無、国籍の違いなどにかかわらず、誰もが快適に生活できるように、市全体
でユニバーサルデザインの考え方を広げていくことが必要である。

　引き続き、安全・安心に暮らせる福祉環境の整備に向けた、みんなで支え合う地域福祉を推進するほか、分野を超
えた複合的な課題にも対応できるよう、包括的な相談支援体制を構築するなど、「地域共生社会」の実現を目指す。

民生委員・児童委員の充足率

　民生委員・児童委員は、全国的に、なり手不足の
状況ではあるが、欠員が生じている地区での補充推
薦に努めたことで、概ね目標を達成することができ
た。

97.7%

実績H30

％97.7

目標H30

％100

指導監査における文書指摘がない社会福祉法
人等の割合
　日頃からの社会福祉法人等への制度周知や実地監
査の実施など、適正な運営を指導することにより、
達成度は７４．９％に向上した。

74.9%

実績H30

％48.7

目標H30

％65

実績H30 目標H30

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
健康福祉総務課

　職務上必要な知識・技術を習得するため、民生委員児童委員連盟大会、民生委
員児童委員研修会を開催し、民生委員児童委員の資質向上に寄与した。
　また、地区間の連携強化のため、地区民生委員児童委員協議会会長研修や主任
児童委員研修を実施した。

千円118,301

（評価対象外）民生・児童委員活動
支援等事業

1

健康福祉局

62.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

健康福祉総務課

　避難行動要支援者の新規対象者に対して、登録希望調査票を個別に送付し、登
録を直接呼びかけたほか、広報たかまつ等を通じた広報活動を積極的に行い、避
難行動要支援者の更なる登録につなげた。

◎避難行動要支援者新規登録率　実績１２．５％（目標２０％）

千円4,113

災害援護事業

2

健康福祉局

71.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

健康福祉総務課

　広く市民の相談に応じるなど、地域福祉推進のための事業を実施する高松市社
会福祉協議会に対して、補助金を交付することにより、地域福祉活動の充実に寄
与した。
　また、社会福祉諸団体に補助金を交付することにより、地域福祉を支える基盤
づくりに寄与した。

◎相談件数　実績２８３件（目標２２０件）千円129,752

社会福祉団体活動助成事業

3

健康福祉局

116.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

健康福祉総務課

　遺族の高齢化や、若年層の戦争に対する関心の希薄化に伴い、追悼式への参列
者が減少傾向にあるため、遺族に向けて案内状を個別に発送するとともに、関係
団体に対しても出席依頼を行うなど、広く周知することで、ほぼ例年どおりの参
列があった。

◎追悼式参列者率　実績９．４％（目標８．１％）

千円3,579

戦争犠牲者追悼式等事業

4

健康福祉局
健康福祉総務課

　平成２６年４月からの消費税引き上げに際し、低所得者への影響に鑑み実施す
る臨時福祉給付金等給付事業を円滑に進めた。
　なお、平成２９年度をもって事業は終了したが、平成３０年度に国庫補助金の
精算返還金の返還を行った。

千円39,971

（評価対象外）臨時福祉給付金給付
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
健康福祉総務課

　各種社会福祉統計調査を実施した結果、市民の現状やニーズを踏まえた国の施
策立案の実現に貢献するとともに、本市の福祉行政の向上に寄与した。

千円833

（評価対象外）社会福祉事業

6

健康福祉局
健康福祉総務課

　前年度の援護金支給者に対し、申請案内を送付するとともに、支給制度につい
て、広報紙への掲載を行うことにより対象者への周知を行った。

千円11,224

（評価対象外）法外援護事業

7

健康福祉局
健康福祉総務課

（事業概要、事業実績等）
　令和元年１０月からの使用開始に向けて準備を進めるため、平成３１年３月補
正予算に事業費を計上したが、��������するため、全額を翌年度に繰り
越した。
（繰越明許費繰越額：１８４，０４９，０００円）

（評価対象外）低所得者・子育て世
帯向けプレミアム付商品券事業

8

健康福祉局

107.2% 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

地域共生社会推進室

　平成３０年８月から勝賀総合センターエリア・香南地区の２か所で「多機関の
協働による包括的支援体制構築事業」のモデル事業として、「まるごと福祉相談
員」を２名配置し、地域に関わりながら、市民からの相談や情報提供を「まるご
と」受け、様々な支援機関と連携して支援した。

◎まるごと福祉相談員のアウトリーチ件数　実績３４３件（目標３２０件）

千円8,460

地域共生社会の実現に向けた包括的
支援体制構築事業

9

健康福祉局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域共生社会推進室

　困難を有する若者やその家族を包括的に支援するため、高松市若者支援協議会
を開催し、関係機関相互のネットワーク形成を図ったほか、相談できる支援機関
へとつながり、はじめの一歩を踏み出すことができるように「たかまつ若者支援
サポートブック」を作成した。

◎協議会の構成団体数　実績２７団体（目標２７団体）

千円561

若者育成支援推進事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
健康福祉総務課

　施設の利用を通じて、身体障がい者や高齢者の生きがいづくりが図られるとと
もに、社会生活への適応性が高まるなど、市民福祉の向上に寄与した。
　また、施設情報を積極的にＰＲすることで、施設の利用増進に取り組んだ。

千円132,400

（評価対象外）総合福祉会館管理運
営事業

11

健康福祉局
健康福祉総務課

　社会福祉法人及び施設等に対し、指導監査を行った結果、適正な運営を確保す
ることができ、引き続き、利用者や家族が安心して福祉サービスの提供を受けら
れるなど、市民福祉の向上に寄与した。

千円370

（評価対象外）社会福祉法人指導監
督事業

12

市民政策局

88.2% 115.7%特別重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

ユニバーサルデザイン推進室

　一人一人の多様性が尊重され、年齢や性別、障がいの有無、国籍の違いなどに
かかわらず、誰もが快適に過ごすことのできる、ユニバーサルデザイン社会の実
現を目指すとともに、その考え方を周知啓発するため、「たかまつユニバーサル
デザインマップ」の公開、小中学生用ユニバーサルデザイン啓発動画の作成、心
のユニバーサルデザイン啓発事業等を実施した。

◎施策全体の満足度（市民満足度調査）　実績２５．３％（目標２８．７％）
◎ユニバーサルデザイン啓発講座等参加者数　実績５３２人（目標４６０人）千円12,313

ユニバーサルデザイン推進事業

13
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

千円2,954,517 26.9% 79.9%

健康福祉局

　高齢者等 　住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最後ま
で続けられるよう、医療・介護・予防・生活支援・住ま
いなどが一体的に切れ目なく提供される状態となる。

　「第７期高松市高齢者保健福祉計画」に基づき、各種施策・事業を実施し、地域全体で高齢者を支える体制づくり
を推進した。高齢者保健福祉事業の取組として、シルバー人材センターや老人クラブへの補助による生きがいづくり
の促進、在宅生活支援、認知症高齢者対策及び虐待防止、高齢者居場所づくり事業や、三層構造による地域で支え合
う見守り体制の強化、徘徊高齢者保護ネットワーク事業などを推進した。
　介護保険対象施設等の充実への取組として、特別養護老人ホームの計画的な整備、軽費老人ホームへの運営補助、
地域密着型サービス施設整備の補助等を行うとともに、老人福祉施設等の指導監査を行った。
　地域包括支援センターにおいて、高齢者に関する総合相談支援、介護予防ケアマネジメント、権利擁護等のほか、
認知症ケアの推進、地域ケア会議の開催、介護予防教室などを行い、介護予防の推進に取り組んだ。
　新しい総合事業を実施し、多様な主体による様々なサービス提供体制を構築するとともに、地域の在宅医療・介護

　高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるため、切れ目のない医療と介護の提供体制の構築を推進するほ
か、介護保険サービス基盤の充実、介護予防の推進、地域全体で高齢者を支える体制づくりに取り組んでいる。
　今後においても、高齢者一人一人の状態に応じて、様々な支援が切れ目なく提供される環境づくりや、共に支え合
う社会づくりが求められている。

　住み慣れた地域で共に支え合い、高齢者が自分らしく安心して暮らし続けられる社会の実現を目指し、包括的な支
援体制の構築や介護予防と社会参加の推進、生活環境の充実に努める。

要介護者の在宅比率

　在宅で生活している要介護認定者の割合は、目標
値の７８．６％を０．５ポイント上回り、目標を達
成した。

100.6%

実績H30

％79.1

目標H30

％78.6

自立高齢者率

　介護・支援を必要としていない６５歳以上の高齢
者の割合は、目標値の７８．９％を０．１ポイント
下回った。

99.9%

実績H30

％78.8

目標H30

％78.9

自立後期高齢者率

　介護・支援を必要としていない７５歳以上の高齢
者の割合は、目標値の６２．２％を０．４ポイント
下回った。

99.4%

実績H30

％61.8

目標H30

％62.2

Ａ

関係機関との連携を推進した。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　在宅医療と介護を一体的に提供できる体制を構築するため、在宅医療・介護関
係者の情報共有及び連携強化に係る８項目の事業について、全て着手している。
また平成３０年１０月に、在宅医療に関する相談や退院調整への支援などを行う
在宅医療支援センターを庁内に開設した。

◎多職種連携構築度評価平均得点（多職種連携研修等に参加している専門職によ
る、地域の多職種連携構築度評価の平均得点）実績５点（目標５点）千円7,196

在宅医療・介護連携推進事業

1

健康福祉局

316.7%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

長寿福祉課

　国のガイドラインに基づき、サービスの提供体制構築に向けたコーディネー
ター機能を果たす「生活支援コーディネーター」を中心に、地域の困りごとの把
握や問題解決に向けた「地域福祉ネットワーク会議」を設置している。平成３０
年度においては市内４４地区のうち３９地区に設置でき、地域の課題を解決する
中で、住民主体のサービスの提供がされるなど、地域で高齢者を支える体制づく
りを推進することができた。

◎住民主体によるサービスを提供している（地域コミュニティにおいてサービス
Ｂを提供している）地区数
　実績１９地区（目標６地区）

千円55,676

生活支援・介護予防サービス提供体
制構築事業

2

健康福祉局

91.6% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

介護保険課

　第７期高松市高齢者保健福祉計画に基づき施設整備事業に着手した。また、離
島での介護サービス提供事業者に補助金を交付したほか、社会福祉法人等におけ
る介護サービス利用者のうち、生活困難者に対して利用額を軽減することによ　
り、介護サービスを利用する高齢者の安心と安全を確保することができた。

◎社会福祉法人等利用者負担減額の対象となる登録率
実績８７％（目標９５％）

なお、施設整備事業については、国の補正予算事業の執行に当たり、実施期間
を確保するため、事業費を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，６３４，０００円）

千円5,698

介護保険補助金等事業

3

健康福祉局
長寿福祉課

　新しい総合事業の実施に当たり、住民主体によるサービス提供を行う団体に対
し、立上げ及び運営に要する費用について補助を行い、地域での支え合い体制づ
くりを推進した。

　実績　立上補助　　訪問型サービス　１０団体
通所型サービス　　１団体

運営補助　　訪問型サービス　１８団体
通所型サービス　　６団体千円8,413

（評価対象外）介護予防推進事業（
地域包括ケア推進室分）

4

健康福祉局
介護保険課

　香川県国民健康保険団体連合会に審査支払事務を委託するなどにより、適正な
事業費の支給を行った。

千円1,212,491

（評価対象外）介護予防推進事業（
介護保険課分）

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
地域包括支援センター

　長寿福祉課実施のいきいきデイサービス事業からの移行を多く想定していたた
め、目標値を下回った。
　高齢者人口の伸びと共に、平成２９年度実績５５，０３０件と比べ、８．８％
増加している。

介護予防ケアマネジメント件数
目標　　６０，５６４件
実績　　５９，８７５件千円311,684

（評価対象外）介護予防支援事業

6

健康福祉局

104.3% 110.5% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

地域包括支援センター

　高齢者が運動、栄養、口腔及び認知機能の向上に取り組むための教室を実施し
た。また、元気を広げる人の養成講座、のびのび元気体操講習会の実施により、
介護予防ボランティアの養成に取り組んだ。
　介護予防教室（各種）　６２８回、延べ１５，６４８人
　元気を広げる人の活動、のびのび元気体操　５，６８０回

延べ８２，８５８人

◎教室参加者数（介護予防教室・認知症予防教室）
実績１５，６４８人（目標１５，０００人）

◎事業参加者数（元気を広げる人の活動・のびのび元気体操等）
実績８２，８５８人（目標７５，０００人）

千円19,544

介護予防推進等事業

7

健康福祉局
地域包括支援センター

　小学生から高齢者まで幅広い年齢層の住民を対象に認知症サポーター養成講座
を開催し、認知症サポーターを継続して養成した。

　認知症サポーター養成講座（参加人数）
　　平成３０年度目標：３，０００人
　　平成３０年度実績：４，７２５人

千円4,832

（評価対象外）認知症高齢者等対策
推進事業

8

健康福祉局
地域包括支援センター

　新しい総合事業の介護予防・生活支援サービス事業について職員研修会等で説
明したことにより、相談・指導を行うことができた。

　訪問型サービスＣ（Ⅰ）実績３件（目標６件）
　訪問型サービスＣ（Ⅱ）実績０件（目標２０件）

千円73

（評価対象外）介護予防推進事業（
地域包括支援センター分）

9

健康福祉局

112.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　平成２７年１０月にコトデン瓦町ビル８階ＩＫＯＤＥ瓦町内に開設した瓦町健
康ステーションにおいて、各種講座を開催し、市民の健康づくりや生きがいづく
りに寄与した。

◎瓦町健康ステーションの年間来場者数
実績３８，２５２人（目標３４，０００人）

千円27,923

瓦町健康ステーション事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

85.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

長寿福祉課

　６５歳以上の一人暮らし高齢者等に外出時の援助、家周りの掃除、家屋内の整
理・整頓など、在宅の一人暮らし高齢者等の生活支援に資する軽易な日常生活上
の援助を行うことで、自立した生活の継続を可能にするとともに、介護予防に資
することができた。
　（登録者数　２，７９８人、延べ利用回数　１３，７３０回）

◎軽度生活援助利用率　実績３０％（目標３５％）千円24,967

軽度生活援助事業

11

健康福祉局

100.0% 縮小Ａ Ｂ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　敬老の日の前後に各地区で長寿をお祝いする催しを行うほか、８８、９９歳の
節目の年を迎える方に祝い金を、１００歳の高齢者及び市内男女最高齢者の方に
は祝品を贈ることで、長寿をお祝いし、高齢者の生活の向上に努める意欲を高め
ることができた。（敬老会対象者数５９，１４８人、敬老祝金支給対象者８８歳
：２，０５６人　９９歳：１３１人　、敬老祝品贈呈件数　１３０件）

◎敬老事業参加率　実績１００％（目標１００％）千円46,183

敬老事業

12

健康福祉局

�����%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

（事業概要、事業実績等）
　介護予防や健康増進、地域のボランティア活動、世代間交流など、様々な地域
活動の場となる高齢者の居場所を設置することで、高齢者の孤立化防止や、介護
予防を促進することができた。
　また、小学生以下の子どもとの交流を行った場合に、子どもとのふれあい加算
を実施することで、世代間交流を促進することができた。
（居場所数２４１か所　子どもとの交流数４６か所）
������������������������������������
������������������������������������
����������������������������������

◎主観的健康感の維持向上率�実績９�．�％（目標９３％）

千円11,991

高齢者居場所づくり事業

13

健康福祉局

96.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　地区のボランティアの協力により、コミュニティセンター等で月１回程度、会
食等方式の食事をすることで、高齢者の孤独感の解消及び地域社会との交流を図
ることができ、高齢者福祉の向上及び共助と連携の地域福祉づくりに寄与した。
（実施２８地区・３０か所、延べ食数２３，１４９食）

◎高齢者と地域の交流事業実施個所
実績３０か所（目標３１か所）千円10,074

高齢者と地域の交流事業

14

健康福祉局

107.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　高齢者が住み慣れた地域社会で、健康で生きがいを持って生活を送ることがで
きるよう、高齢社会にふさわしい保健福祉施策を推進した。
　また、出前講座や様々なサービスをまとめた冊子の配布等を通じて、高齢者福
祉サービスについて広く周知することができた。
（高齢者在宅福祉サービスリーフレット作成部数　１３，０００部）

◎施策に対する満足度（市民満足度調査）
実績２６．９％（目標　２５％）千円20,940

高齢者福祉施策推進事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

93.2% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

長寿福祉課

タクシー助成券を交付することで、外出することが難しい在宅の高齢者の外出
を支援することができた。（交付人数３，１７２人）

◎タクシー助成券利用率
実績４６．６％（目標５０％）

千円13,917

高齢者福祉タクシー助成事業

16

健康福祉局

71.4% 縮小Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ

長寿福祉課

　福祉電話や緊急通報を貸与又は給付することで、一人暮らし高齢者等の孤独感
の解消を図るとともに、急病、災害その他緊急時に迅速かつ適切な対応ができる
環境を整備することができた。（福祉電話貸与台数９３台）

◎高齢者福祉通信機器貸与率
実績１％（目標１．４％）

千円2,147

高齢者福祉通信機器貸与等事業

17

健康福祉局

134.6% 38.5%特別重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ｂ

長寿福祉課

（事業概要、事業実績等）
　地域で支え�う見守り協定、特別あんしん見守り事業の三層構造による見守り
活動を推進するとともに、介護相談専用ダイヤルの開設により、２４時間３６５
日、介護や日常生活の不安を相談できる体制を整えた。
　さらに、緊急通報装置から、見守り機能を持つあんしん通報装置への切替えを
終了したほか、弁当配達時に安否確認を行い、異常時には関係機関に連絡を行う
サービスを実施した。（地域で支え�う見守り協定事業所数　８２事業所、地域
で支え�う見守り協力員　約１１，０００人、介護相談専用ダイヤル相談件数　
４４３件、あんしん通報装置設置件数　１，６２７件、配食見守り事業利用者数

　７９０人）

◎見守り協定に基づく通報件数　実績３５件（目標２６件）
◎見守り対象としたハイリスク高齢者のカバー率　実績２０％（目標５２％）

千円74,045

高齢者見守り事業

18

健康福祉局

96.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

長寿福祉課

　在宅で高齢者を介護している方に、寝たきり高齢者等介護見舞金、高齢者短期
入所等のサービスを提供することで、家族の介護の負担を軽減することができ
た。
　さらに、対象者全員が受給できるよう、要介護認定更新結果通知に、本事業に
ついて、分かりやすく記載したチラシを同封するとともに、介護支援専門員や民
生委員等の関係者に本事業の更なる啓発を行った。
（介護見舞金支給者数６５６人、短期入所事業利用日数延べ　９６０日）

◎在宅認定者率（要介護４、５）
　　実績５２．８％　（目標５５％）

千円39,766

在宅高齢者家族支援事業

19

健康福祉局

92.3% 継続Ａ Ｂ Ｃ Ｂ

長寿福祉課

　高齢者活躍人材育成事業の実施による高齢者への技能講習や、就業を通じて社
会活動への参加の場を提供している高松市シルバー人材センターの円滑な運営を
促進するため、補助金の交付を行うことにより、高齢者の生きがいづくりを促進
することができた。
（延べ受注件数　２０，２３７件、就業延べ人員　１５０，７７０人）

◎シルバー人材センター会員数　実績　１，７１６人
（目標　１，８６０人）千円17,060

シルバー人材センター運営補助事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

70.9% 拡充Ａ Ａ Ｂ Ｂ

長寿福祉課

　委託先の特別養護老人ホーム等の給食施設において調理された食事を、社会福
祉協議会員や民生委員の協力を得て、一人暮らし高齢者等の家庭に配食すること
で、栄養バランスの取れた食事を提供することができた。（利用者数３６６人、
延べ食数２４，３０１食、２３施設　２６地区）

◎配食を受けた高齢者率　
　　実績３．９％（目標５．５％）千円4,956

高齢者と施設の交流事業

21

健康福祉局

107.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　寝たきり等の高齢者に紙おむつ給付等のサービスを提供することで、日常生活
上の不安を和らげ、在宅での生活を支援することができた。（寝たきり高齢者等
紙おむつ給付事業登録人数　１，８２１人、延べ給付人数　１９，６４４人）

◎施策に対する満足度（市民満足度）
　　実績　２６．９％（目標２５％）

千円66,076

寝たきり高齢者等支援事業

22

健康福祉局

83.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

長寿福祉課

　地域でのボランティア活動や交通キャンペーンなどの社会奉仕活動や、伝統文
化の継承など地域を豊かにする社会貢献活動を展開し、各地域において、重要な
役割を果たしている老人クラブの活動を支援することにより、高齢者の生きがい
づくりと社会活動への参加を促進することができた。（単位クラブ数　３４８ク
ラブ）
　

◎老人クラブ会員数　実績１７，５６０人
　　　　　　　　　（目標２１，０００人）
　（平成３０年４月１日時点）

千円33,825

老人クラブ活動助成事業

23

健康福祉局
長寿福祉課

　高齢者が、住み慣れた地域社会で安心して自立生活を営むことができるよう、
老人福祉センター、老人いこいの家などの地域に密着した既存施設の有効活用を
行うことで、高齢者の生きがいづくりと社会活動への参加を促進することができ
た。（香南ふれあい館等　延べ１，２５４人、ふれあい福祉センター勝賀　延べ
５５，２３６人、老人いこいの家　延べ１１，９２３人）

　なお、高松市ふれあい福祉センター勝賀の敷地内にあるブロック塀の改修工事
費について、平成３０年度第２次補正予算における地域介護・福祉空間整備等施
設整備交付金を活用するため、翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，１４３，０００円）

千円64,688

（評価対象外）老人福祉センター等
運営事業

24

健康福祉局

115.4% 改善継続Ａ Ｃ Ｂ Ａ

介護保険課

　介護相談員の派遣施設を４事業所増やし、合計２７事業所に拡充したことによ
り、介護相談員派遣回数が増加し、利用者の利便性の向上と派遣施設における　
サービス内容の改善につなげた。

◎介護相談員が受けた相談件数　実績４，９８５件（目標４，３２０件）

千円3,252

介護相談員派遣等事業

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

86.4% 189.4%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域包括支援センター

（事業概要、事業実績等）
　地域ケア小会議（個別プラン検討）：目標値３２回、９６事例。実績３２回、
９６事例。前年と比べ、開催回数・事例も増えた。マネジメント委託率�６０％
�高いため、委託先介護支援専門員も対象とし、マネジメントの質の底上げに寄
与できている。事例提供者の所感でも、本人の課題解決、多職種の視点からの気
づき、利用者らしい生活のイメージ化、次期計画に活かすポイント等が挙げられ
ている。プラン検討を継続することで、アセスメントやプラン作成能力がつくこ
とで、確実に自立支援に繋がり、介護予防や重症化予防が期待できる。

◎地域ケア小会議（地域課題）を開催している地区の割合
実績８６．４％（目標１００％）

◎事業所等の介護支援専門員が事例提供した割合
実績９４．７％（目標５０％）

千円648

地域ケア会議推進事業

26

健康福祉局

252.5% 10.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

地域包括支援センター

（事業概要、事業実績等）
　認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし
続けられる社会の実現を目指し、認知症の人や家族を支援する「認知症地域支援
推進員」を配置し、「認知症ケアパス」や「認知症あんしんサポート手帳」の普
及を促進するとともに、「認知症初期集中支援チーム」が訪問支援等を行った。
また、認知症カフェ��平成３０年度目標値����新たに６か所設置運営��
�������
　認知症カフェ参加人数　延べ１，０１２人（平成３０年４月～３１年３月）
◎�����������相談件数のう�����������������
������������������ 

◎�������������訪問件数のうち、医療や介護サービス等につな
がった実人数��実績９人（目標９０人） 

千円6,348

認知症ケア推進事業

27

健康福祉局
地域包括支援センター

　保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員などが連携し、高齢者に関する総合
相談支援、介護予防ケアマネジメント、権利擁護、包括的・継続的ケアマネジメ
ント等を行い、介護予防の推進に取り組んだ。

千円181,325

（評価対象外）地域包括支援センタ
ー運営事業

28

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　軽費老人ホームの運営に要する経費の一部を補助することで、自立した生活を
営むことに不安のある高齢者が、収入に応じた低額な料金で利用できる施設を確
保することができた。（交付法人数１３法人（１３施設）、軽費老人ホーム定員
数４８８人）

◎入所者実数（延べ）　実績５５６人（目標５５６人）

千円211,573

軽費老人ホーム事務費補助事業

29

健康福祉局

30.0% 縮小Ｂ Ｂ Ｂ Ｄ

長寿福祉課

　在宅で生活している高齢者が利用する、浴室・玄関などの手すりの取付けや段
差の解消、和式便器の洋式便器への取り替えなどの改造工事に対して助成金を交
付することで、高齢者の在宅生活を支援するとともに、介護者の負担を軽減する
ことができた。（高齢者住宅改造助成件数　１１件）

◎高齢者住宅改造助成を行った高齢者率　実績０．０６％（目標０．２％）

千円3,704

高齢者住宅改造助成事業

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

80.3% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

長寿福祉課

　高齢者世話付住宅へ生活援助員を派遣し、日常生活の相談・指導、安否確認、
緊急時の対応等のサービスを入居者に提供することにより、高齢の入居者が自立
して安全かつ快適に生活できる場を確保することができた。
（県営住宅１棟２８戸、市営住宅３棟６１戸）
　
◎生活援助員への相談件数　実績５，２１９件（目標６，５００件）

千円8,147

高齢者住宅等安心確保事業

31

健康福祉局

115.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

長寿福祉課

　老人福祉施設整備のため、社会福祉法人が、独立行政法人福祉医療機構から借
入れた資金について、その利子の一部を同法人へ補助すること及び施設整備等に
対する補助金を交付することにより、老人福祉施設整備が促進され、入所者の生
活の場を確保する効果があった。

◎補助金を交付した老人福祉施設数　実績２３施設（目標２０施設）
　
　なお、事業主体の事業着手が遅れたことにより年度内の事業完了が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７５，１２２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：３０，８００，０００円）

千円109,055

老人福祉施設整備支援事業

32

健康福祉局
長寿福祉課

　居宅において養護を受けることが困難な高齢者を、養護老人ホームに措置入所
させることで、保護することができた。（養護老人ホーム入所者数　１６４人）

千円346,300

（評価対象外）老人保護施設措置事
業

33
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の
促進

千円10,308,704 19.9% 70.3%

健康福祉局

　障がい者及び障がい児 　必要な障害福祉サービスに係る給付その他の支援を行
うことにより、障がい者及び障がい児が自ら選択した場
所に居住し、自立した日常生活を送ることができるよう
にする。

　障がい者及び障がい児が、自立した日常生活又は社会生活を送ることができるよう、必要な支援を実施した。
　障がい者サービス利用者数　　２，８０８人
　障がい児サービス利用者数　　　　８５７人
　障害者医療受給者　　　　　１１，４６４人
　更生医療支給認定者　　　　　１，０７７人

　支援の対象となる障がいの多様化に伴い、障害福祉サービスコストの増加が予想されるため、より効果的なサービ
ス提供について検討する必要がある。

　障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らし、積極的に社会活動に参加できる地域社会づくりを目指し、よ
り一層効果的で適正な施策の実施に取り組み、成果の向上を図る。

施設入所者の地域生活への移行者数（累積）

　障がい者の自立支援と社会活動への参加の促進を
図るため、施設入所者の地域移行を推進した結果、
目標値を達成できた。

170.4%

実績H30

人92

目標H30

人54

福祉施設から一般就労への移行者数

　障がい者の自立支援と社会活動への参加の促進を
図るため、地域生活支援拠点等を活用し、福祉施設
から一般就労への移行を推進した結果、目標値を達
成できた。

101.9%

実績H30

人55

目標H30

人54

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

104.4% 126.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

障がい福祉課

　障害者福祉施設等の整備を実施したことにより、障害者福祉施設等の利用促進
に効果があった。

◎共同生活援助事業所の定員数　実績２６２人（目標２５１人）
◎就労継続支援Ｂ型の定員数　実績８８８人（目標７０１人）

　なお、障害者福祉施設等における安全対策整備にあたり、実施期間を確保する
ため、事業を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２，７１９，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である防犯対策整備事業については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２，０９５，０００円）

千円6,460

障害者福祉施設等整備事業

1

健康福祉局
障がい福祉課

　特別障害者手当、障害児福祉手当等の支給を行うことにより、障がい者及びそ
の家族の経済的負担が軽減した。

千円268,439

（評価対象外）福祉手当支給等事業

2

健康福祉局
障がい福祉課

　障害者施設等を運営し、障がい者（児）に対し、必要とされるサービスを提供
したことにより、障がい者の自立支援や社会活動への参加促進に効果があった。

千円5,950

（評価対象外）障害者福祉施設等運
営事業

3

健康福祉局
障がい福祉課

　審査会を開催し、障害支援区分認定基準に照らして適正な審査及び判定を行っ
たことにより、障害福祉サービス支給決定手続きの透明化・公平化に効果があっ
た。

千円3,811

（評価対象外）介護給付費等審査会
事業

4

健康福祉局
障がい福祉課

　障害支援区分の認定等のために調査を実施するとともに、医師の意見書を作成
したことにより、審査会事務が効果的に実施できた。

千円22,990

（評価対象外）障害程度区分認定事
業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

102.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者を対象に医療費（保健診療の自己負担額（高額療養費及び入院時食事
（生活）療養費に係る標準負担額は除く。））の全部又は一部を助成したことに
より、障がい者の医療費に係る経済的な負担が軽減した。

　◎受診率　実績２３４．４７％（目標２２９．３８％）

千円1,640,533

障害者医療費助成事業

6

健康福祉局

80.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

障がい福祉課

　成年後見制度利用の支援、虐待案件に対する支援等を行うことにより、障がい
者の権利擁護の促進に効果があった。

　◎成年後見人申立決定人数　実績８人（目標１０人）

千円5,055

障害者権利擁護事業

7

健康福祉局
障がい福祉課

　平成３０年３月に策定した、本市の障がい者施策にかかる総合的計画となる　
「たかまつ障がい者プラン」の進捗管理等のため、高松市障害者施策推進懇談会
を開催し、関係団体他、福祉に携わる人々の連携強化に効果があった。

千円234

（評価対象外）障害者施策推進事業

8

健康福祉局

60.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

障がい福祉課

　中央商店街の空き店舗を活用し、障がい者を雇用し事業を行う事業者への支援
を実施することにより、知的・精神障がい者の就労促進、社会的・経済的自立に
寄与する効果があった。

　◎雇用契約をした障がい者数　実績３人（目標５人）

千円10,730

障がい者就労支援促進事業

9

健康福祉局
障がい福祉課

　自立支援医療を認定し、医療費の自己負担額の軽減を行ったことにより、障が
い者の自立と社会参加の促進に効果があった。

千円556,215

（評価対象外）障害者自立支援医療
事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

109.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　在宅福祉サービスの利用援助、社会資源を利用するための支援、ピアカウンセ
リング、介護相談及び情報の提供を総合的に実施したことにより、障がい者やそ
の家族の不安解消、生活の利便性の向上に効果があった。

　◎障害者相談件数　実績７６８件（目標７００件）

千円90,471

障害者相談支援事業

11

健康福祉局

133.1%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者の地域での生活を支援するため、基幹相談支援センター（中核拠点及
び地域拠点）を運営している。
　また、福祉の拠点として、高松市総合福祉会館から移転したコスモス園を運営
している。

　◎基幹相談支援センター相談件数　実績１，４６４件（目標１，１００件）

千円114,174

障がい者地域生活支援推進事業

12

健康福祉局

95.5% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者からの手帳交付申請に基づき、適正な障害認定を行い、障害者手帳の
交付等を行うことにより、障がい者福祉の増進に寄与した。

　◎サービス提供による決算額　　
　　　実績２４，９１６千円（目標２６，０９３千円）

千円59,052

障害者手帳交付事業

13

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　養護学校に通う児童のうち、放課後帰宅しても保護者の監護を受けられない児
童に対し、放課後支援事業を実施したことにより、障がい児の健全な育成、保護
者の負担軽減に効果があった。

　◎放課後支援事業利用日数　実績２８３日（目標２８３日）

千円17,943

障害児放課後支援事業

14

健康福祉局

127.5% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

障がい福祉課

　発達障害者支援コーディネーターを配置して、各種相談を行った結果、発達障
がい者の福祉の向上に効果があった。
　また、「発達障がい児・者サポーター養成講座」を開催したことにより、発達
障がい児・者の基本的理解を深めるとともに、ライフサイクルに応じた支援や、
地域で生活していくための支援ができる人材の育成に効果があった。

　相談受付件数　４２１人
　サポーター養成講座修了者　８９人

　◎障害児通所サービス受給者数　実績８５４人（目標６７０人）

千円6,456

発達障害者サポート事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

165.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者（児）に対し、紙おむつの給付、車いすの貸与、福祉電話の貸与、住
宅改造の助成等を行ったことにより、本人及びその家族の精神的・経済的負担が
軽減した。
　
　◎紙おむつ支給件数　実績４，９４９件（目標３，０００件）

千円33,082

福祉用品助成等事業

16

健康福祉局

101.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障がい者（児）に対し、補装具や日常生活用具の給付を行ったことにより、本
人及びその家族の精神的・経済的負担が軽減した。

　◎補装具給付件数　実績１，０１８件（目標１，０００件）

千円198,801

補装具費・日常生活用具支給等事業

17

健康福祉局
障がい福祉課

　障害福祉サービス費を支給することにより、障がい者（児）の自立した日常生
活や社会生活が向上した。

　障がい者サービス利用者数　２，８０８人
　障がい児サービス利用者数　　　８５７人

千円6,957,366

（評価対象外）障害福祉サービス給
付事業

18

健康福祉局

250.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　希望する障がい福祉サービス事業所へアーティストを派遣し、障がい者が継続
して芸術活動を行う中で、作品展などを通じて社会とつながったり、活動が認知
されたりすることを通じて、障がい者の社会参加促進に効果があった。

　◎アートリンクに参加した障がい者（児）延べ人数
　　　実績５，５００人（目標　２，２００人）

千円12,487

障がい者アートリンク事業

19

健康福祉局

94.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　障害者団体への支援を行うことにより、障がい者（児）の自立支援や社会活動
の参加促進に効果があった。

　◎障害者社会見学事業における参加者数
　　　実績１，２３１人（目標１，３００人）

千円7,312

障害者社会活動支援事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

118.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

障がい福祉課

　地域活動支援センター事業や意思疎通支援事業等を行うことにより、障がい者
（児）の自立支援や社会活動の参加促進に効果があった。

　◎利用人数　実績　２１，２９４人（目標１８，０００人）

千円86,685

障害者地域活動支援事業

21

健康福祉局

75.7% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

障がい福祉課

　障がい者（児）に福祉タクシー券を交付することにより、障がい者（児）の外
出機会を創出し、自立支援や社会参加の推進に効果があった。

　◎タクシー助成券使用率　実績３７．８３％（目標５０％）

千円36,267

障害者福祉タクシー事業

22

健康福祉局

70.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

障がい福祉課

　香川県福祉のまちづくり条例に基づき、特定施設新築等届出書等の提出を促し
審査・指導・助言を行ったことにより、市民の誰もが安全かつ円滑に利用できる
ような公共的建物等の福祉的環境の整備促進に効果があった。
　
　◎特定施設整備主に対する指導及び助言数　実績５６件（目標８０件）

千円10

福祉のまちづくり推進事業

23

健康福祉局
障がい福祉課

　外出の際の移動の支援、創作活動及び生産機会の提供を行うことにより、障が
い者（児）の社会活動への参加の促進に効果があった。

　サービス利用者数　９５４人

千円168,181

（評価対象外）障害者移動支援等事
業

24
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

生活困窮者等への自立支援

千円11,279,766 13.6% 47.0%

健康福祉局

　生活困窮者 　困窮の程度に応じ、最低限度の生活を保障するととも
に、自立を助長する。
　生活保護に至る前の生活困窮者に対して、生活困窮者
自立支援法に基づき早期的な支援を行うことにより、生
活困窮状態からの早期自立を図る。

　生活困窮者に対し、困窮の程度に応じ、健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともに、自立を助長した。
　生活保護に至る前の生活困窮者に対して、生活困窮者自立支援法に基づき、困窮者それぞれの状態に応じた包括的
かつ継続的な自立相談支援事業等を実施したほか、高松市生活困窮者自立支援事業連絡会を開催し、庁内外の関係機
関等の連携体制の強化を図るとともに、庁内の連絡会構成課の担当者研修会を実施した。また、就労訓練事業所とし
て、新たに１事業所の認定を行った。

　経済状況と雇用環境を反映し、生活保護受給者数はやや減少傾向にあるが、ケースワーカー及び査察指導員数の充
足を図るなど、実施体制の整備が必要である。
　生活困窮者自立支援事業については、早期支援を実現するため、地域における生活困窮者の把握など、地域ネット
ワークを活用した包括的な取組が必要である。

　引き続き、生活困窮者に対して健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともに、自立支援施策を推進すること
により、自立を助長する。
　生活困窮者自立支援事業については、ニーズに応じた支援を計画的かつ継続的に行う。

勤労収入の増加による生活保護廃止率

　稼働能力のある者には、ハローワーク等と連携し
て就労指導するとともに、被保護者の状況を把握し
ながら、段階的に就労機会を増やすなど、経済的自
立を目指し取り組んだが、目標を下回った。

52.5%

実績H30

％10.5

目標H30

％20

支援プラン作成率

　生活困窮者それぞれの状況に応じて、継続的かつ
包括的な支援を実施するための支援プランを作成
し、困窮者の早期自立を促したが、支援プランの作
成に至るまでの相談者が少なく、目標を下回った。

51.0%

実績H30

％15.3

目標H30

％30

実績H30 目標H30

Ｄ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
生活福祉課

　療養の確保及び日用品等の援助物資を支給した結果、ホームレスの生存が保障
され、生活の安定を確保した成果が得られた。

千円3

（評価対象外）ホームレス自立支援
事業

1

健康福祉局
生活福祉課

　行旅死亡人に対して適切に葬祭・埋葬や、旅費等の救護を行った結果、公衆衛
生が維持され、行旅人に係る旅行中の生活を安定させる成果が得られた。

千円3,789

（評価対象外）行旅死亡人等取扱事
業

2

健康福祉局
生活福祉課

　中国残留邦人等の置かれている特別な事情に鑑み、老後の生活の安定と地域で
の生き生きとした暮らしを実現するため、支援給付や日常生活の助言等の支援を
した結果、生活の安定を確保できた。

千円48,797

（評価対象外）中国残留邦人生活支
援事業

3

健康福祉局
生活福祉課

　要保護者に対して、生活保護の実施及び被保護者就労支援事業を通じて日常生
活への自立支援を行った結果、要保護者の最低生活が保障されるとともに、自立
を助長した成果が得られた。

千円11,194,151

（評価対象外）生活保護扶助事業

4

健康福祉局
生活福祉課

　平成２７年度から施行された生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者が抱
える複合的な課題を十分に把握し、他の機関と連携して支援計画を作成するな
ど、それぞれの状態に応じた包括的かつ継続的な自立相談支援事業を実施し、困
窮状況からの早期脱却に向けて支援した。

千円33,026

（評価対象外）生活困窮者自立支援
事業

5
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

健康づくりの推進

千円1,756,632 49.8% 79.5%

健康福祉局

　市民 　健やかで心豊かに生活できる。

　各種健康診査や健康教室、食育の推進等の取組により、市民の心身両面の健康づくりを推進した。
　また、予防接種事業等の実施により、感染症予防対策を推進した。

　平成３０年度に中間見直しを行った、市民の健康づくりの指針である「高松市健康都市推進ビジョン」に基づき、
各種検診・健診の充実や食育の推進など、市民主体の健康づくりの取組を引き続き推進するとともに、これらの取組
の周知・啓発に努め、市民の検診等の受診や事業への参加を促す必要がある。

　健康都市高松の実現に向け、乳幼児期から高齢期に至る、それぞれのライフステージに応じた心と体の健康づくり
や食育の推進、予防接種事業等の感染症予防対策などの取組を通じて、市民の健康づくりへの意識を高めることなど
により、市民一人一人が健やかに暮らせる環境づくりを推進していく。

介護保険の要介護２～５の認定率

　現時点では、目標値以上に達成できている状況で
ある。引き続き、市民の健康づくりの取組を進め、
更なる向上を目指していきたい。

102.7%

実績H30

％10.8

目標H30

％11.1

がん検診受診率

　がん検診の対象者数算出方法の変更に伴い、受診
率が低下しており、目標達成が困難な状況である
が、引き続き、がん検診の周知啓発に努めることに
より、受診率の向上を目指していきたい。

20.0%

実績H30

％10

目標H30

％50

内臓脂肪症候群該当者出現率（国保ベース）

　現時点では、目標値を達成できていない状況であ
る。市民の健康づくりの取組を、一層、効果的に推
進することなどにより、目標達成を目指していきた
い。

45.3%

実績H30

％21.2

目標H30

％13.7

Ｄ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ａ Ａ

保健対策課

　ドナーに対する助成を６件及び事業所に対する助成を４件行った。

千円800

骨髄等移植ドナー支援事業

1

健康福祉局
保健対策課

　統計法に基づき実施される統計調査（人口動態調査等）の厚生労働省受託事務
として円滑に実施した。

千円1,115

（評価対象外）保健統計調査事業

2

健康福祉局
保健対策課

　効率的な保守点検に努め、必要な修繕措置を行った結果、施設・設備とも適正
に維持管理できた。

千円28,808

（評価対象外）保健所管理運営事業

3

健康福祉局
保健センター

　巡回指導等を通じて、特定給食施設等への指導及び助言を行ったことにより、
対象施設の適切な給食管理に資することができた。

千円3,667

（評価対象外）栄養改善指導事業

4

健康福祉局
保健センター

　原子爆弾被爆者を対象とした健康診断の通知を行うなど、被爆者の健康の保持
増進に寄与した。

千円68

（評価対象外）原爆被爆者健康診断
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
保健センター

　国から委託を受け、国民健康・栄養調査を実施する事業であるが、平成３０年
度においては、国からの調査該当地区指定がなかったため、実施しなかった。

千円1

（評価対象外）国民健康・栄養調査
事業

6

健康福祉局

113.4% 83.3%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　自殺予防について、地域や職域で広く健康教育や啓発事業に取り組んだ。特
に、９月の自殺予防週間には瓦町ＦＬＡＧで展示啓発や県と合同でキャンペーン
活動を実施したほか、３月の自殺対策強化月間には琴電瓦町駅でのキャンペーン
と図書館及び瓦町ＦＬＡＧでの展示啓発を行った。
　また、若者層への自殺予防対策として「こころの体温計システム」を活用し、
高校文化祭や２学期開始時に市内中学３年生に向け「こころの体温計カード」を
配布し、自殺予防啓発に取り組んだ。
　さらに、自殺予防や相談対応の知識・技術等の向上を図るため、職員及び相談
従事者研修を実施した。

　◎健康教育の参加者数　実績５，３３２人（目標４，７００人）
　◎支援人数　実績５人（目標６人）

千円4,921

自殺対策推進事業

7

健康福祉局

73.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

保健センター

　精神障害者社会復帰支援事業の一つとしてデイケアを実施し、グループ活動を
通して、精神障害者同士の交流を図り、仲間づくりの場を提供できた。
　また、当事者のための生活スキルアップセミナーを実施し、精神障害者の社会
参加や自立を促した。
　さらに、障害者を支える家族会に対して運営補助を行い、家族活動の充実に資
することができた。

　◎デイケア参加者延べ数　実績５２５人（目標７１０人）千円3,225

精神障害者社会復帰支援事業

8

健康福祉局

115.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　こころの健康相談やこころの健康セミナーを実施し、市民に対して、こころの
健康づくりやこころの病気の理解と正しい知識の周知啓発活動に取り組んだ。特
に、こころの健康セミナーでは、開催場所を瓦町ＦＬＡＧで実施するなど、より
参加しやすい環境づくりに努め、効果があった。
　また、統合失調症家族教室も実施し、家族に対して病気への対応と正しい知識
の周知啓発を行い、精神保健福祉に係る普及啓発に寄与した。

　◎啓発事業・家族教室の参加者数　実績５９０人（目標５１０人）千円2,121

精神保健福祉普及啓発・相談事業

9

健康福祉局

92.8% 83.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

保健センター

　野菜摂取量増加に向けた取組を「たかまつ野菜たっぷり生活プロジェクト」と
題し、食育フェスタや野菜たっぷり生活キャンペーン、ラリー等を実施するとと
もに、食生活改善推進協議会活動の支援や、「食」の大切さを伝えるフードス
タート運動を継続的に実施した結果、市民の「食」への関心を高めることができ
た。

　◎食育に関心をもつ人の割合　実績８３．５％（目標９０％）
　◎伝達講習会参加者数　実績２，５０２人（目標３，０００人）千円2,408

地域食育推進事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

199.3% 93.7% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

保健センター

　地域に密着した、きめ細かな保健事業を推進するため、保健委員会連絡協議会
の運営を補助し、ブロック研修会及び本市との共催事業等を開催した結果、市民
の健康意識が向上した。
　また、地域及び企業・事業所等の職域に対して、健康運動指導士を派遣した運
動教室を開催し、運動推進に寄与した。

◎講演会等参加者数　実績３，１８９人（目標１，６００人）
◎講演会等参加者満足度　実績９３．７％（目標１００％）千円2,172

地域保健推進事業

11

健康福祉局

102.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　難病患者及び家族に対して、地域における保健医療・福祉の充実と連携を図る
ため、保健師等の家庭訪問及び健康相談により、在宅療養の支援を行い、医療講
演会・相談会・交流会等の開催により、安定した療養生活の確保と生活の質の向
上に寄与した。

◎事業参加者満足度　実績９２％（目標９０％）

千円144

難病患者地域支援ネットワーク事業

12

健康福祉局

180.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

保健センター

ライフステージに応じた歯科保健事業を実施し、歯と口腔の健康づくりを推進
した。
　協会けんぽとの連携により、歯科健康教室を企業へ出向き実施することで、働
く世代への歯科保健の普及啓発を行うことができた。

◎幼児歯科健康診査受診者数　実績１，９８７人（目標１，１００人）

８０２０（歯科保健）推進事業

13

健康福祉局

93.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健センター

　保健師等による家庭訪問、健康相談、事務所相談、健康診査、健康教育、地区
組織活動を実施したことにより、市民の健康づくりの気運が向上し、健康増進に
寄与した。

◎参加者の満足度　実績９３．１％（目標１００％）

千円29,260

保健活動事業

14

健康福祉局
保健センター

　施設運営に支障を来さないよう、年間を通して計画的に各種保守点検業務を実
施したほか、修繕については、空調の不具合による緊急工事など、緊急性の高い
ものから順次取り組んだ結果、安全かつ良好な施設の維持管理ができた。
　また、各地域保健活動センターについては、地域の保健事業等の利用に供した
ことにより、各地域での市民の健康の保持及び増進に寄与することができた。

千円80,402

（評価対象外）保健センター管理運
営事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
保健センター

　ハウス美装工業株式会社を指定管理者として運営を委託し、適切に維持管理を
行ったことにより、市民の健康増進に資することができた。

千円21,000

（評価対象外）ほっとぴあん運営事
業

16

健康福祉局

20.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｄ

保健センター

　がん検診対象者の全市民に受診券を送付し、胃がん・肺がん・大腸がん・乳
がん・子宮頸がん・前立腺がん検診を実施した。
　また、地域や職域におけるがん予防の普及啓発、乳がん・子宮頸がん検診未受
診者に対する再勧奨、精密検査未受診者に対する受診勧奨などを行い、がんの早
期発見・早期治療につなげることができた。

　◎がん検診受診率　実績１０％（目標５０％）千円343,802

がん対策推進事業

17

健康福祉局

75.0% 82.4% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

保健センター

　健康増進法に基づき、生活習慣病予防、健康増進など、心身の健康に関する正
しい知識の普及啓発を行ったことにより、壮年期からの健康保持・増進に寄与し
た。

　◎健康教育の参加者数　実績１０，４９７人（目標１４，０００人）
　◎健康相談の参加者数　実績６，１７７人（目標７，５００人）

千円58,983

健康づくり推進事業

18

健康福祉局
保健センター

　子どもの定期予防接種及び高齢者に対する成人用肺炎球菌予防接種、インフル
エンザ予防接種を実施することで、感染症予防等、市民の健康維持に寄与した。

　なお、風しんに関する追加的対策については、国の補正予算事業の執行に当た
り、実施期間を確保するため、事業費を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１０８，２４９，０００円）

千円1,117,375

（評価対象外）予防接種事業

19

健康福祉局
感染症対策室

　保健所でＨＩＶ抗体無料検査、相談等を行い、エイズについてのまん延防止、
正しい知識の普及啓発を行った。
　また、従来からの一般市民を対象とした活動に加え、近年では青年層を対象と
した講演や文化祭でのパネル展示を実施する等、積極的な啓発活動を行った。

千円242

（評価対象外）エイズ相談事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
感染症対策室

　研修会、出前講座といった職員や市民に対する啓発活動の機会を増やし、予防
啓発を推進した。感染症発生時においては、疫学調査、まん延防止対策等、迅
速・適正な対応を行った。
　肝炎対策については、保健所と指定医療機関でのＢ・Ｃ型肝炎無料検査により
早期に陽性者を発見し、受診勧奨等を行った。

千円31,555

（評価対象外）感染症予防事業

21

健康福祉局
感染症対策室

　保健所と医療機関が連携を密にして、結核患者に対し適正な指導を行い、再発
防止のために服薬支援を実施した。家族等の接触者には健康診断を実施する等、
早期発見に取り組んだ。
　また、健康教育や講演会を開催する等、市民に対して結核についての正しい知
識の普及啓発を行った。

千円24,563

（評価対象外）結核予防事業

22
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

医療体制の充実

����������円 46.8% 85.9%

健康福祉局、市民政策局

　市民 　安定した医療供給体制を整えることにより、市民が安
心して暮らすことができる環境づくりを目指す。

　医事監視指導事業　医療機関への立入検査を実施した。
　医療安全支援センター運営事業　市民からの医療に関する相談対応など、医療安全の確保を図った。
　薬事監視指導事業　薬局・医薬品販売事業者等の許認可申請に対する審査・薬事監視指導を実施することにより、
医薬品等の有効性・安全性を確保し、市民の保健衛生の向上に寄与した。
　市立病院運営　市民病院と香川診療所を移転統合し、平成３０年９月からスタートした「みんなの病院」では、急
性期病院としての医療機能の充実を図る一方、地域包括ケアの後方支援にも取り組んだ。また、塩江分院では、保
健、医療、福祉が一体となった「地域まるごと医療の実践」を基本方針として病院運営に当たり、地域医療に貢献し
た。
　新病院整備事業　　建設工事を施工するとともに、医療機器の購入、病院移転計画の策定を行い、平成３０年９月

【健康福祉局】医療現場においては、地域間・診療科間における医師の偏在等による医師不足や専門診療科不足が深
刻であり、医師の確保や地域医療等の充実が必要である。また、災害時医療救護体制の整備を更に進めるため、災害
時医療救護活動マニュアルを踏まえ、地域災害医療対策会議を設置するとともに、災害医療コーディネーターを委嘱
する必要がある。
【病院局】新規患者の更なる獲得を図るとともに、可能な限り経費圧縮に努め、病院事業の健全経営に取り組む必要
がある。また、附属医療施設については、できる限り早期に開院する必要がある。

【健康福祉局】地域医療や救急医療体制を確保するため、地域間・診療科間の医師偏在を解消するなど、国・県主導
の下、関係機関と連携しながら医師の確保に努める必要がある。また、災害時医療救護体制については、地域災害医
療対策会議や災害医療コーディネーターと連携しながら、災害時医療救護活動マニュアルに沿った実践的な訓練・研
修に取り組む必要がある。
【病院局】「第３次高松市病院事業経営健全化計画」に基づき、引き続き、救急患者の積極的な受入れや、がん医療
に重点的に取り組むなど、良質な医療の提供と経営の健全化に取り組む必要がある。

立入検査違反率

　平成３０年度の立入検査件数は１３２件で、違反
施設数は３１件であった。２９年度と比較して違反
率は減少し、目標を達成することができている。違
反施設に関しては、改善計画書の提出を求め、適正
な管理となるよう努めた。

148.1%

実績H30

％23.5

目標H30

％45.3

地域医療機関からの紹介率

　地域医療支援病院として、地域医療機関への訪問
や地域医療連携カンファレンス、セミナー等の症例
検討会を通して、顔の見える関係を築き、スムーズ
な連携・受入れを行った。３０年９月仏生山町への
病院移転に伴う入院調整により、前年度実績をやや
下回ったものの、移転を機に順調に回復している。

96.7%

実績H30

％58

目標H30

％60

地域医療機関への逆紹介率

　後方支援病院として、かかりつけ医を推奨してい
ることから入退院のスムーズな連携に取り組んでい
る。３０年９月仏生山町への病院移転に伴う入院調
整により、７、８月は著しく伸びたが、９月を境に
初診患者数が増加したことで逆紹介率は前年より
１７ポイント下がっている。

72.9%

実績H30

％62

目標H30

％85

Ａ

１日に「高松市立みんなの病院」を開院した。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

146.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健対策課

　医療安全支援センターの運営により、医療に関する市民の相談に対応した他、
医療機関へ医療安全に関する情報提供を行うなど、市民の医療に対する信頼の確
保に寄与した。結果、医療相談の対応に納得した相談者は、目標値５５％に対し
て実績値８０．４％で、相談満足度が向上した。

◎相談者の納得度「納得した」の割合　実績８０．４％（目標５５％）

千円335

医療安全推進事業

1

健康福祉局
生活衛生課

　保健衛生上の見地から、医薬品医療機器等法に基づき薬局、医薬品販売業者、
医療機器販売業者等の許認可申請・届出に対する審査・指導及びこれらの施設に
対する監視指導を実施することにより、医薬品、医療機器等の有効性及び安全性
を確保し、市民の保健衛生の向上に寄与した。

千円758

（評価対象外）薬事監視指導事業

2

健康福祉局

98.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　看護師及び准看護師の養成所に対し、運営費の一部を助成することにより、医
療人材の確保に努めるとともに、医療体制の充実に寄与した。
　
　入学定員数　　１２５人
　卒業者数　　　１２２人
　資格試験合格者数　１１９人（合格率９８％）

◎養成所卒業生の資格取得率　実績９８％（目標１００％）千円3,555

看護師養成所運営補助事業

3

健康福祉局

100.0% 100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　災害時における円滑な医療救護活動を行うため、高松市内３医師会連合会及び
高松市歯科医師会の医療救護事業に対し、助成を行うことにより、医療救護班の
派遣体制の確保に寄与した。
　また、災害時に避難所・応急救護所等で使用するための備蓄医薬品等のうち、
期限切れのものについて更新を行った。

◎備蓄医薬品のうち有効期限内である医薬品の割合
　　実績１００％（目標１００％）
◎医療救護活動の実施率　実績１００％（目標１００％）

千円1,602

災害時医療救護事業

4

健康福祉局

87.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　医療施設が産科医及び助産師に支給する、分娩手当に係る費用の一部を助成す
ることにより、処遇改善を通じ、産科医等の確保に寄与した。
（負担割合は国・県１／２、市１／６、事業者１／３）

　対象施設　４施設
　医師・助産師従事者数　４０人
　分娩件数　７７１件

◎該当施設における産科医及び助産師の従事人数
　　実績４０人（目標４６人）

千円4,389

産科医等確保支援事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

525.0% 33.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

地域医療対策室

　香川大学医学部に寄附講座を設置し、過疎化や高齢化が進む地域に存在する、
高松市民病院塩江分院をフィールドとした診療や、医学生等の教育を行うことに
より、地域包括医療を実践する専門医を育成・確保するとともに、保健・福祉等
の関係機関と連携した地域に必要な医療を研究することにより、あるべき地域医
療提供体制の確立に寄与した。
　また、徳島大学医学部に寄附講座を設置し、高松市立みんなの病院において、
フィールドワークとして専門性の高い消化器内科・総合内科及び循環器内科診療
を行いつつ、医学生及び専門的診療能力を有する医師等の人材育成を行い、高松
地域における医療レベルの向上に寄与した。

◎大学からの医学生受入数　実績４２人（目標８人）
◎地域医療に関する講演会開催数　実績１回（目標３回）

千円69,652

寄附講座開設事業

6

市民政策局
地域振興課

　本市の離島において救急患者が発生し、船舶を借り上げて輸送した場合の輸送
費補助を行うことにより、離島住民等の福祉の向上に寄与した。　
　なお、平成３０年度は、男木島で１件の実績があった。

千円937

（評価対象外）離島救急患者輸送事
業

7

健康福祉局

100.0% 111.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　地区医師会に委託し、各医師会調整の下、休日（日曜・祝日）に当番制で休日
診療（原則９：００～１８：００）を行うことにより、休日における初期救急医
療体制の確保に寄与した。　
　診療日数　７２日
　患者数　　２９，７８７人（綾歌地区医師会を除く。）

◎休日における休日当番医の開設稼働率　実績１００％（目標１００％）
◎市民満足度調査における「医療体制の充実」の満足度
　　実績４６．８％（目標４２．１％）

千円23,073

在宅当番医制等事業

8

健康福祉局

100.0% 111.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　休日及び夜間に、歯科救急医療センターにおいて歯科診療を行う高松市歯科医
師会に対し、運営費の一部を助成することにより、休日・夜間における歯科救急
医療体制の確保に寄与した。
（診療時間は休日９：００～１６：００（１２：００～１３：００は休憩）、夜
間は月～土曜１９：３０～２２：００）　
　診療日数　（休日）７５日　　　　（夜間）２９３日
　患者数　　（休日）１，５２８人　（夜間）１，１４０人

◎休日・夜間における救急歯科診療の開設稼働率
　　実績１００％（目標１００％）
◎市民満足度調査における「医療体制の充実」の満足度
　　実績４６．８％（目標４２．１％）

千円12,000

歯科救急医療センター休日・夜間救
急歯科診療事業運営補助事業

9

健康福祉局

100.0% 111.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　夜間の二次救急医療体制を確保するため、輪番病院の運営・調整に係る費用に
対し、助成をすることにより、夜間における重症患者の受入体制の確保に寄与し
た。　
　輪番制による受入患者数４，５７５人（補助対象外の県立中央病院を除く。）
　夜間急病診療所からの転送患者数　３９２人（県立中央病院を含む。）

◎夜間における輪番病院の開設稼働率　実績１００％（目標１００％）
◎市民満足度調査における「医療体制の充実」の満足度
　実績４６．８％（目標４２．１％）

千円66,081

病院群輪番制運営補助事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

100.0% 111.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域医療対策室

　輪番病院の設備整備に係る費用に対して助成を行い、診療に必要な設備を整備
することにより、二次救急医療体制の充実に寄与した。
　
　対象施設数　１病院
　対象設備　　内視鏡システム

◎夜間における輪番病院の開設稼働率　実績１００％（目標１００％）
◎市民満足度調査における「医療体制の充実」の満足度
　実績４６．８％（目標４２．１％）

千円12,694

病院群輪番制病院設備整備費補助事
業

11

健康福祉局
地域医療対策室

　夜間における初期救急医療体制を確保するため、高松市医師会を指定管理者と
して、夜間急病診療所の運営を行った。診療時間は１９：３０～２３：３０で、
診療科目は毎日の内科・小児科に加え、木曜日に耳鼻咽喉科、土曜日に眼科の診
療を行うとともに、重症患者は二次輪番病院に転送するなど、二次救急医療機関
との連携体制を確保した。
　
　診療日数　３６５日
　患者数　　１４，４２１人
　　（内科）　６，６３７人
　　（小児科）７，４２７人
　　（耳鼻咽喉科）１７８人
　　（眼科）　　　１７９人

千円182,302

（評価対象外）夜間急病診療所運営
事業

12
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

社会保障制度の適切な運営

������������� 26.1% 79.9%

健康福祉局、市民政策局

　市民（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険及び
国民年金制度の各事業の対象者）

　市民が健やかにいきいきと暮らせるよう、安心して医
療・介護・年金を受けることができる社会保障制度を適
切に運営する。

　国民健康保険の保険料の賦課・徴収事務及び保険給付事務の適正な執行により、国民健康保険事業の適切な運営を
図った。また、国民健康保険及び介護保険の保険給付費の適正化の周知活動に努めるとともに、新たな事業に取り
組んだことにより、市民の健康保持に対する意識が向上した。また、直営診療施設事業により、離島の医療体制を確
保し、住民の健康保持・増進に寄与した。また、後期高齢者医療制度の適切な運営の支援・促進を行った。
　さらには、介護を必要とする高齢者が、地域において安心して必要なサービスを受けられるよう、介護保険料の賦
課・徴収事務や、介護保険給付、要介護認定、サービス事業所の指定等の事務の適正な執行とともに、介護給付費等
適正化事業の推進やサービス提供事業所の指導監督の徹底など、介護保険事業の適切な運営を行った。
　また、国民年金制度について広報たかまつ等を通じて周知するなど、市民の年金受給権確保に努めた。

【健康福祉局】国民健康保険・介護保険の被保険者一人当たりの保険給付費を抑制するため、生活習慣病予防の取組
や重症化予防、介護予防の取組とともに、地域包括ケアシステムの構築による在宅医療・介護連携を推進する必要が
ある。後期高齢者の急増に伴い、介護給付費が増嵩する中、介護保険料収納率の向上や、適正な保険給付が課題とな
っている。また、公正かつ的確な要介護（要支援）認定のほか、介護サービスの質の向上を始め、見込量の適切な把
握とともに、これを充足する介護サービス提供体制を確保する。
【市民政策局】国民年金制度について、更に積極的な周知・啓発に努める必要がある。

【健康福祉局】国民健康保険料の賦課・徴収及び保険給付事務の適正な執行により、国民健康保険事業の適切な運営
を図るほか、後期高齢者医療制度の適正な運営の支援を行う。また、介護保険制度の安定的な運営を図るため、介護
保険料の賦課・徴収、保険給付事務や要介護（要支援）認定を適正に行うとともに、サービスの質の向上を図ること
により、介護や支援を必要とする高齢者が、適切かつ効果的に介護サービスを利用できるようにする。
【市民政策局】国民年金制度について広報たかまつ等を通じて周知するなど、市民の年金受給権の確保に努める。

国民健康保険の被保険者１人当たりの保険給
付費
　����������������������
������保険給付費の上昇抑制を図ったもの
の、一人当たりの保険給付費は上昇する結果とな
り、目標の達成には至らなかった。

99.4%

実績H30

円369,981

目標H30

円367,817

介護保険サービス利用率

　適切な介護サービスの利用について助言や指導な
どを行い、適正に管理することができた。

99.6%

実績H30

％83.3

目標H30

％83.6

１人当たり介護サービス費用額

　介護予防の推進やケアマネジャー及び事業所への
指導・助言を行うなど、給付費の適正化を図ったも
のの、医療系サービスの利用者の増加のほか、報酬
改定の影響もあり、一人当たり介護サービス費用額
は上昇する結果となり、目標の達成には至らなかっ
た。

98.7%

実績H30

円148,693

目標H30

円146,799

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

99.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

国保・高齢者医療課

（事業概要、事業実績等）
　�����������������������������������
������������������������������������
�����������������������������
�また、施策を達成するための成果指標である国民健康保険の被保険者１人当た
りの保険給付費の上昇抑制に取り組んだ結果、実績は３６９，９８１円（目標
３６７，８１７円）となった。

◎国民健康保険の被保険者１人当たりの保険給付費の上昇抑制
実績３６９，９８１円（目標３６７，８１７円）

千円426,071

国民健康保険保健事業

1

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　広域連合が保険者である後期高齢者医療制度の窓口業務等を行い、適正に運営
した。
　人間ドック・歯科ドックの助成をすることで、早期発見による疾病の発生や重
症化・長期化を防止し、市民の健康保持に対する意識の向上に寄与した。

千円9,887,452

（評価対象外）後期高齢者医療事業

2

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　国民健康保険法等に基づき被保険者に保険証を交付したほか、適正な資格管理
や保険料の賦課限度額の引き上げ等、適正な賦課を行うとともに、一般会計から
の繰入金を充当することにより、国民健康保険事業の適正で安定的な運営を行う
ことができた。
　また、介護納付金等、他の法律等に基づく費用等を納付すること等により、国
民健康保険事業の健全な運営を確保し、社会保障及び市民福祉の向上を図った。

　なお、システム改修内容の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：８，８５６，０００円）

千円12,500,358

（評価対象外）国民健康保険運営事
業

3

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　国民健康保険被保険者に対し、疾病・負傷の治療を目的とした療養の給付や出
産・死亡に関する必要な保険給付を行うことにより、適正な事業運営を行うこと
ができた。

千円31,631,480

（評価対象外）国民健康保険給付事
業

4

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　保険料等納付推進員の雇用、休日・夜間開庁による納付相談、コールセンター
を含む電話催告を実施することにより、保険料の収納を確保した。
　また、長期滞納者に対し、滞納処分を適切に執行することにより、滞納保険料
の収納につながった。
　このほか、口座振替の推進、コンビニエンスストアでの収納を行うことによ
り、被保険者の利便性を確保した。

千円51,829

（評価対象外）国民健康保険料収納
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　離島（女木島・男木島）の医療体制を確保するとともに、診療所事業の適正な
運営を行うことにより、住民の健康保持・増進に寄与した。

千円26,222

（評価対象外）国民健康保険直営診
療施設運営事業

6

健康福祉局
介護保険課

　サービスの適正利用のため、介護給付費通知をサービス利用者及び家族に発送
し、点検を促したほか、ケアマネジャーや事業所への指導・助言を行ったことな
どにより、不適切な給付を抑制した。

千円30,791

（評価対象外）介護給付等費用適正
化等事業（地域支援任意事業）

7

健康福祉局
介護保険課

　保険料の適正賦課や納付における口座振替制度の利用促進のほか、保険料等納
付推進員制度を活用することで保険料収入を確保することができた。

千円954,019

（評価対象外）介護保険運営事業

8

健康福祉局
介護保険課

　香川県国民健康保険団体連合会に審査支払事務を委託するなどにより、適正な
事業費の支給を行った。また、自己負担軽減等の制度を活用してもらうことによ
り、利用者にとっても使いやすい介護保険とすることができた。

千円35,640,769

（評価対象外）介護保険給付事業

9

健康福祉局
介護保険課

　公正かつ的確な要介護（要支援）認定を行うために、介護認定審査会委員及び
認定調査員の能力の向上を図り、介護認定審査会を適正に実施することができ
た。

千円287,254

（評価対象外）介護保険認定事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
市民課

　国民年金に関する各種届出事務や相談業務等を適正に実施した。また、市民の
年金受給権を確保するため、国民年金制度について広報たかまつ等を通じて周知
した。

千円9,806

（評価対象外）国民年金事務

11
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

男女共同参画社会の形成

男女共同参画の推進

千円42,163 14.0% 54.1%

市民政策局、健康福祉局、教育局

　市民 　男女共同参画社会を形成するため、男女共同参画市民
フェスティバルなど、様々な機会を通じて意識啓発を図
るとともに、男女共同参画センターを市民の活動拠点と
して、家庭や職場など、あらゆる分野への参画の促進
や、共に豊かで安心できる生活・環境づくりを推進し、
男女共同参画の社会づくりを進める。

　女性活躍推進法に基づく女性の活躍促進事業として、企業等の一般事業主行動計画策定支援のためのアドバイザー
派遣や企業認定・表彰などを行うとともに、女性の就労相談事業を行った。
　また、コミュニティセンター等において女性教室を開催し、女性の自主的な学習や社会活動への参画を促した。
　さらに、女性相談業務において、配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受けた被害者を始め、様々な悩みを抱える女性に
対する事情に即した情報提供や、必要性・緊急性に応じて、関係機関と連携しながら適切な保護を実施する等の支援
を行った。

【市民政策局】女性の活躍推進や子育て世代の女性の就労環境など、経済情勢や新たな社会問題から生じる課題に対
応するため、男女共同参画への更なる意識啓発が必要である。　【健康福祉局】配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受け
た被害者を始め、離婚問題や生活困窮等さまざまな悩みを抱える女性に対し、自立に向けた支援が必要であり、女性
相談業務の専門性の向上や関係機関との連携強化等、更なる支援体制の充実を図ることが必要である。　【教育局】
社会情勢の変動等に伴い、多様化する女性の価値観やニーズを的確に把握して、時代に即応した講座の実施が求めら
れている。

　男女共同参画社会の形成に向け、これまでの取組を継承しつつ、「第４次たかまつ男女共同参画プラン」において
取り組むこととしている各種啓発活動や相談事業などについて、市民参画の手法を用いながら、総合的・計画的に実
施する。

審議会等における女性委員の割合

　平成３０年度における目標数値は達成できなかっ
た。今後とも、高松市における審議会等委員への女
性の登用推進要綱等に基づき、女性委員の割合拡大
を推進する必要がある。

95.6%

実績H30

％39.4

目標H30

％41.2

事業所における女性従業員の割合

　平成３０年度調査において、目標達成状況として
は７割程度であるが、今後とも意識啓発に努め、女
性が継続して就労できる環境づくりや職域を拡大し
ていく必要がある。

67.1%

実績H30

％31

目標H30

％46.2

男性の育児休業者がいた事業所の割合

　平成３０年度調査において、目標達成状況として
は７割程度である。今後とも男性の育児休業取得に
向けた意識啓発を行う必要がある。

66.7%

実績H30

％2.6

目標H30

％3.9

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

68.7% 125.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

男女共同参画・協働推進課

　男女共同参画の視点から、地域社会の発展に寄与することを目的とした女性団
体の活動を支援した。
　
◎地域コミュニティ協議会における正副会長のうち女性の割合　実績２１．３％
（目標３１％）
◎団体活動回数　実績２５回（目標２０回）

千円950

女性団体育成事業

1

市民政策局

50.0% 100.0%特別重点 継続Ａ Ｂ Ａ Ｂ

男女共同参画・協働推進課

　女性活躍推進法に関するセミナーの開催や女性活躍企業認定・表彰の実施な
ど、女性の管理職登用やワーク・ライフ・バランスに取り組む企業を増加させる
事業を実施したことにより、女性の職業生活における活躍を推進し、男女が共
に、あらゆる分野で活躍できる社会の形成に寄与した。
　
◎管理職に占める女性の割合が３０％以上である事業所の割合　
　　実績１５％（目標３０％）
◎本市の支援を受けて策定された一般事業主行動計画の数　
　　実績５本（目標５本）

千円4,222

女性の活躍促進事業

2

市民政策局

166.7% 167.5%一般重点 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

男女共同参画・協働推進課

　女性のための就労相談窓口において、働くことを希望する女性の就業機会を増
加させる事業を推進したことにより、女性の職業生活における活躍を推進し、男
女が共に、あらゆる分野で活躍できる社会の形成に寄与した。

◎女性の就労相談窓口利用者のうち就業につながった人数　
　　実績５０人（目標３０人）
◎女性の就労相談件数　実績２０１件（目標１２０件）千円2,000

女性の就労相談事業

3

健康福祉局
こども女性相談課

　配偶者等からの暴力をはじめとする問題・悩みを抱える女性に対して、事情に
即した情報提供を行うことや、必要性・緊急性に応じて、関係機関と連携しつつ
適切な保護を実施する等の支援を行った。
　平成３０年度　相談延べ件数：３，４３５件
　　　　　　　　　　　実人員：　　６４９人
　うち、ＤＶ被害相談延べ件数：１，１４６件
　　　　　　　　　　　実人員：　　２５５人千円8,693

（評価対象外）女性相談事業

4

市民政策局

95.9% 90.0% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

男女共同参画・協働推進課

　男女共同参画都市宣言の趣旨を踏まえ、男女共同参画週間に講演会、弁護士相
談、パネル展を実施したほか、男女共同参画市民フェスティバルなどの機会に、
広く市民に対する啓発活動を行うなど、男女共同参画社会の推進に寄与した。
　
◎事業に対する満足度（アンケートなど）　実績９４％（目標９８％）
◎講演会等の参加人数　実績１６２人（目標１８０人）

千円1,104

男女共同参画社会推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
男女共同参画・協働推進課

　男女共同参画社会の実現に向けた市民活動拠点である高松市男女共同参画セン
ターの管理運営を、前年度に引き続き、特定非営利活動法人たかまつ男女共同参
画ネットに委託し、学習研修事業や相談事業を実施するなど、男女共同参画社会
の実現に寄与した。

千円24,220

（評価対象外）男女共同参画センタ
ー管理運営事業

6

教育局

87.2% 統合Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯学習センター

　女性の自発的な学習意欲に基づき、豊かな人間形成を培うとともに、資質や能
力の向上を促すため、４９コミュニティセンターにおいて、人権、環境、男女共
同参画、防災問題などの現代的課題に対応した各種講座を実施した。
　
◎女性教室の受講延べ人数　実績：１０，９００人（目標：１２，５００人）

千円974

女性教育推進事業

7
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H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
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H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

2

3

4

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

学校教育の充実

千円1,897,096 22.0% 71.0%

教育局

　高松の子どもたち（児童生徒）、学校、家庭及び地域 　教員の資質の向上と教育指導体制の充実を図り、高松
の子どもたちの確かな学力、豊かな心と体を育成すると
ともに、学校・家庭・地域が、その役割を十分に担い相
互に連携して学校教育を充実させる。

　学習指導要領の趣旨に沿った授業、少人数学級の推進等で、総合的な学力の向上を図り、また、特別支援教育、帰
国児童生徒・外国人児童生徒指導援助、高等学校教育等を充実させ、確かな学力の育成に寄与した。
　道徳教育や学校人権教育の推進、体験活動による地域の人々との交流、読書活動による本とのふれあい、児童生徒
が運動に親しむ習慣づくりや家庭との連携による基本的生活習慣の育成により、豊かな心と体を育てる教育を推進し
た。
　教員に対する研修を充実させ、教員の資質向上を図り、また、特別支援教育支援員配置や学校評価推進による学校
運営の改善等により、教育指導体制の充実に取り組んだ。

　本施策については、日々教育活動を充実していくことが重要であり、また、子どもの健全育成のために、地域や家
庭の教育力の向上を支援する取組の充実、また、確かな学力の定着と個性と創造性を伸ばす教育を更に進めるため、
わかりやすい授業の創造や授業内容を向上させる具体的な取組が課題として挙げられる。

　学校・家庭・地域の連携を基本に子どもの健全な育成を推進するとともに、教育環境の変化に対応した特色ある教
育内容・方法の開発、学校図書館の充実などの学習環境を整備し、学校教育の充実を図る。

学校評価平均評価得点（確かな学力の育成に
関すること）
　知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力
や総合的な学力向上を図るため、学習指導要領の趣
旨に沿った教育課程の編成や少人数学級編制の推
進、学校ニーズに応じた特別支援教育支援員、英語
指導補助員等を配置するなど、きめ細かな指導に取
り組んだ。

101.6%

実績H30

点3.25

目標H30

点3.2

学校評価平均評価得点（体力・運動能力の育
成に関すること）
　家庭や地域と連携して、体力の向上、食育の推進
と心身の健康づくり等に取り組み、豊かな心と体を
育てる教育の推進を図ることにより目標は達成でき
た。

100.0%

実績H30

点3.2

目標H30

点3.2

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

総合教育センター

　就学等教育相談会７回、就学指導委員会５回を実施し、新規就学児童２７７名
の相談、在学児童生徒を含めた就学判定を５０４名実施した。

◎就学指導委員会判定率　実績１００％（目標１００％） 

千円1,631

教育相談・就学指導委員会開催事業

1

教育局

84.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

高松第一高等学校事務局

　選抜コースの国際文科コースにおいて、外国からの招聘講師による授業や、外
部講師による英語での授業、海外語学研修などを実施したことにより、国際化に
対応できる人材を育成した。

◎国際文科コース卒業生の国公立大学合格者数　実績２１人（目標２５人）

千円5,312

高等学校英語教育推進事業

2

教育局

111.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

高松第一高等学校事務局

　教師用教科書・指導用図書及び理科・数学などの教材の購入のほか、ピアノの
調律、パソコン等の賃借など、教材等の管理・整備を行ったことにより、教育環
境の充実に効果があった。

◎国公立大学の合格率　実績３９％（目標３５％）

千円16,869

高等学校教材研究等事業

3

教育局

100.0% 縮小Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　学校教育における補助教材として、小学校１年生から６年生に体育用と道徳　
用、小学校３・４年生に社会科用、中学校１年生から３年生に道徳用の副読本を
支給することにより、教育の充実に寄与するとともに、保護者の負担を軽減し
た。

◎児童生徒副読本配布率　実績１００％（目標１００％）
千円28,333

児童生徒副読本支給事業

4

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　教職員が使用する教科書及び指導書等の整備を行い、義務教育の充実を図った
ほか、新学習指導要領の移行措置に対応した教師用指導書を支給し、確かな学力
を育てる教育を推進した。

◎高松市立小中学校教員への配布率　実績１００％（目標１００％）

千円17,212

教材研究等事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

83.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

学校教育課

　「高松市生徒みらい議会」を開催し、中学校・高松第一高等学校の生徒の代表
が、より良いまちづくりについてテーマごとにグループ会議を行い、生徒の市政
についての関心が深まるとともに、未来の有権者としての自覚を促す効果があっ
た。
　また、学校現場における自主的研修に助成し、教員の資質向上に寄与した。

◎高松生徒みらい議会参加者数　実績３０人（目標３６人）千円6,270

教育研究研修事業

6

教育局
教育局総務課

　概ね計画どおりに小学校及び中学校の教材を整備したことにより、児童・生徒
の学習環境が充実した。

千円85,128

（評価対象外）教材整備事業

7

教育局
学校教育課

　学校教育課で嘱託職員を雇用することにより、学校教育に対する様々なニーズ
に対応し、学校教育の円滑な運営につながった。

千円13,101

（評価対象外）学校教育管理事業

8

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　総合的な学習の時間の充実や地域等の教育力の有効活用のため、市立小中学校
７１校全校に経費補助を行ったことにより、各学校において効果的な活用が図ら
れ、家庭、学校、地域、行政などの緊密な連携づくりに寄与した。

◎総合的な学習の時間における地域人材活用率　実績１００％（目標１００％）

千円4,980

総合的な学習の時間活性化推進事業

9

教育局

70.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

学校教育課

　市内小中学校に在籍する児童生徒で、日本語指導を必要としている帰国児童生
徒・外国人児童生徒に、学習や生活についての指導助言を行う指導者を派遣し、
外国人児童生徒等が日本語で学習に参加できるよう日本語指導が行われた結果、
学校生活を支援する上で成果が得られた。

◎帰国児童等の学校生活への適応率　実績１００％（目標１００％）
千円1,633

帰国児童等指導援助事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

100.0% 100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　少人数学級推進事業を実施した８校から生徒指導上の問題が減少し、学校が安
定してきたとの報告もあり、学校教育の充実に繋がった。

◎少人数学級市費講師配置率　実績１００％（目標１００％）
◎高松市独自の少人数学級編成校数　実績８校（目標８校）

千円19,588

少人数学級推進事業

11

教育局

100.0% 100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　「語学指導等を行う外国青年招致事業」（ＪＥＴプログラム）による外国語指
導助手（ＡＬＴ）２２名を各学校に派遣することにより、中学校英語教育や小学
校英語活動、国際理解教育が充実した。
　また、小学校において、小学校１年生から実施する英語教育において、学級担
任を補助する「英語指導補助員」を全小学校に配置することにより、英語教育が
充実した。

◎外国語指導助手（ＡＬＴ）配置率　実績１００％（目標１００％）
◎英語指導補助員１人当たり派遣時間数

実績１０５時間（目標１０５時間）

千円112,861

英語教育推進事業

12

教育局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　支援員の配置促進とともに、障がいの種別や程度に対応した適切な支援の充実
を図ることにより、対象児童生徒の教育環境が整備され、保護者や教員の負担軽
減につながった。

◎特別支援教育支援員配置率　実績１００％（目標１００％）

千円110,528

特別支援教育推進事業

13

教育局

97.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　給食関係職員等に対して専門知識を深める研修会等を実施したことにより職員
等の資質が向上し、各衛生検査の実施により衛生管理の徹底に効果があった。

◎研修参加率　実績９３％（目標９５％）

千円5,654

学校給食推進事業

14

教育局

92.6% 100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　朝日新町学校給食センターで各種食育関連行事を開催し、同センターを食育の
拠点として活用するとともに、私立幼稚園に市費栄養士を派遣し、園児・保護者
への指導を行ったことにより、幼児期からの食育の推進に効果があった。

◎学校給食における県産食材使用率　実績３２．４％（目標３５％）
◎食育セミナー開催回数　実績４回（目標４回）

千円3,963

学校教育における食育推進事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

114.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　児童生徒の交流の場として体育大会を開催したことにより、児童生徒の体力・
運動能力が向上し、相互の友情が深められたとともに、教職員の体育指導の資質
が向上し、健全な体育環境が強化した。

◎全国調査において本市平均が全国平均を上回るか同等の項目
実績１６種目（目標１４種目）

千円27,979

学校体育推進事業

16

教育局

61.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

高松第一高等学校事務局

　生徒の不登校や問題行動等に対応するため、専門的知識・経験を有するスクー
�カウンセラーを配置し、生徒や保護者等へのカウンセリングを行ったことに
より、生徒の快適な学校生活を支援する効果があった。

◎全校生徒に対する相談件数の率　実績１０．４％（目標１７％） 

千円477

高等学校カウンセラー配置事業

17

教育局

101.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　高松市学校給食会に補助金を交付することにより、学校給食の食材等給食用物
資が適正かつ円滑に供給され、学校給食の質の向上及び学校給食に係る保護者の
負担が軽減した。

◎給食実施延べ食数
実績６，９１１千食（目標６，８００千食）

千円69,089

高松市学校給食会補助事業

18

教育局

55.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

総合教育センター

　適応指導教室新塩屋町虹の部屋、香川町みなみとも２０２日開室し、小学生
２７名、中学生５３名が通室した。そのうち学校復帰に至ったのは２７．５％と
成果目標値の５０％に至らなかった。

◎適応指導教室通室児童生徒の学校復帰率　実績２７．５％（目標５０％）

なお、前年度からの繰越事業である旧高松市南消防署仏生山出張所解体工事に
ついては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１４，０２９，０００円）

千円101,312

不登校対策事業

19

教育局

80.0% 175.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　学校、地域に関わりの深い人材４０名を「ハートアドバイザー」として、小学
校４０校に配置し、学習支援、生活支援、教育相談等にあたることにより、問題
行動等の未然防止と解消に寄与した。
　また、社会福祉士等の資格を有するスクールソーシャルワーカー１２名を中学
校２３校に配置し、専門的な知識や技術、関係機関とのネットワークを活用し、
対応策を立てることにより、問題行動等の未然防止と解消に寄与した。
　さらに、中学校２３校において、生徒指導に関する地域ボランティアを募り、
１３８名に委嘱するとともに、学校サポート委員会を組織するなど、地域の教育
力を生かしながら、生徒の健全育成を推進した。

◎小学校における暴力行為の発生件数　実績３０件（目標２５件）
◎中学校における暴力行為の発生件数　実績１０５件（目標４２０件）

千円106,205

児童生徒指導推進事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局
保健体育課

　環境衛生検査を実施したことにより、学校における教育活動が安全な環境の下
で行われ、学校内の環境衛生が向上した。
　また、教職員の健康診断、ストレスチェックを実施した結果、疾病の早期発見
と教職員の健康の保持増進、ストレスへの気付き及びその対処の支援に効果があ
った。

千円42,227

（評価対象外）学校保健推進事業

21

教育局
保健体育課

　学校管理下における児童生徒等の災害に対して、独立行政法人日本スポーツ振
興センターにおいて、災害共済給付（医療費・障害見舞金）を行ったことによ
り、学校教育の円滑な実施と保護者の経済的負担が軽減した。

千円33,363

（評価対象外）日本スポーツ振興セ
ンター負担金事業

22

教育局
保健体育課

　学校給食センター以外の調理場において、機器類の整備等、適切な維持管理を
行ったことにより、安全安心な学校給食を提供することができた。

千円217,731

（評価対象外）給食調理場管理運営
事業

23

教育局
保健体育課

　学校給食センターにおいて、適切な施設管理に努め、円滑な運営を行ったこと
により、安全安心な学校給食の安定的な提供ができた。

　なお、前年度からの繰越事業である高松市山田学校給食共同調理場受変電設備
改工事については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１９，０１３，４００円）

千円349,462

（評価対象外）給食センター管理運
営事業

24

教育局
保健体育課

　学校給食センターから、受配校への学校給食の配送及び回収を業務委託によ
り、迅速・確実・安全に行ったとともに、学校給食センター受配校における配膳
業務に係る嘱託職員を雇用したことにより、配膳用務が円滑に行われ、安全安心
な学校給食を提供することができた。

千円38,525

（評価対象外）学校給食共同調理事
業

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局
保健体育課

　学校給食調理場から、受配校への学校給食の配送及び回収を業務委託により、
迅速・確実・安全に行ったとともに、学校給食共同調理場受配校における配膳用
務に係る嘱託職員を雇用したことにより、配膳用務が円滑に行われ、安全安心な
学校給食を提供することができた。

千円68,016

（評価対象外）共同調理給食運搬事
業

26

教育局

46.5% 縮小Ａ Ａ Ａ Ｃ

学校教育課

（事業概要、事業実績等）
　「高松市子ども環境学習交流会」を開催し、児童による各学校の環境学習の取
組の発表や、エコホタルの見学等を行うことにより、環境意識の高揚につながっ
た。また、「香川用水の水資源巡りの旅」（中学生対象）を実施し、早明浦ダム
や池田ダム等の見学をすることにより、香川用水及び水資源の重要性についての
意識の高揚につながった。

◎子ども環境学習交流会参加者数　実績９２人（目標１９８人）千円8,494

環境教育推進事業

27

教育局
教育局総務課

　教育基本法、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育に関す
る事務を執行するため、施策等について協議・決定した。
　また、教育振興基本計画の推進を図り、総合教育会議等を開催した。

千円5,120

（評価対象外）教育委員会事務

28

教育局

112.2% 125.8%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　子ども読書活動の推進にあたっては、全ての小・中学校に学校図書館指導員を
配置し、読み聞かせや図書紹介等を行うことにより、学校図書館の活性化につな
がった。

◎児童１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数　実績６１．７冊（目標５５冊）
◎生徒１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数　実績１５．１冊（目標１２冊）

千円139,439

学校図書館活性化推進事業

29

教育局

105.5% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　１２学級以上（特別支援学級は除く）の小学校３６校に児童の臨床心理に対し
て高度に専門的な知識・経験を有するスクールカウンセラー及びスクールカウン
セラーに準ずる者を配置することにより、小学校におけるいじめ、不登校等の問
題行動等の早期発見・早期対応につながった。

◎小学校におけるいじめ、不登校等に関する相談件数
実績３，３０９件（目標３，５００件）千円3,807

いじめ等対策事業

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

�����% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

保健体育課

　児童生徒の健康診断を実施し、疾病の早期発見と適切な予防に役立てたほか、
小児生活習慣病予防検診を小学校の４年生を対象に実施し、さらに、小学校での
生活習慣の改善が継続できているかの確認をするため、全中学校１年生のうち、
肥満度・腹囲などから抽出した者を対象に実施するなど、健康診断を充実させ
た。
　また、就学時健康診断を実施し、小学校入学予定者の健康状態等を把握し、円
滑な学校教育の推進と学校保健の向上に取り組んだ。

◎小児生活習慣病予防検診における二次検診の受診率
実績６０．�％（目標５７％）

千円146,570

生徒等健康診断事業

31

教育局

100.1% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　教育文化祭音楽会においては、小学校１２校（５４５名）、中学校１９校
（６９５名）の児童生徒が参加し、合唱・音楽劇・合奏・吹奏楽で日頃の音楽活
動の成果を発表することにより、保護者等、多くの来館者を得た。
　また、科学展、展覧会等を開催することにより、児童生徒の豊かな創造力と表
現力の育成に寄与した。

◎展覧会の作品点数　実績１�４０１点（目標１�４００点）千円5,352

教育文化振興事業

32

教育局

116.3% 100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　児童生徒や教員へのアンケート調査から、子どもたちの活動と交流の幅が広が
るとともに、これまで以上に興味・関心を持って、意欲的に学習に取り組む状況
が認められるなど、小中一貫教育が安定した学校生活につながっている。

◎「英語」・「高松みらい」の授業についてのアンケート支持率
実績９３％（目標８０％）

◎小中連携教育の実践校数
実績７１％（目標７１％）

小中一貫・連携教育推進事業

33

教育局

111.4% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

高松第一高等学校事務局

　各種の研究会等に参加し、研究用の雑誌を購読したことにより、教員の資質が
向上するとともに、授業の質が高まり、生徒の学力を向上させる効果があった。

◎国公立大学の合格率　実績３９％（目標３５％）

千円61,666

高等学校教育研究研修事業

34

教育局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　地域や社会に開かれた学校づくりをより一層推進するために役立ち、地域と一
体となって子どもたちを育むことに寄与した。

◎高松型学校・地域連携システム組織結成割合　実績１００％（目標１００％）

千円1,016

高松型学校・地域連携システム推進
事業

35
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

総合教育センター

　巡回相談を３１回、連携訪問を４０回実施したことにより、特別な支援を必要
とする幼児児童生徒の指導対応能力等の充実を図ることができた。

◎相談希望校等への相談訪問率　実績１００％（目標１００％）

千円187

特別支援教育体制整備推進事業

36

教育局
総合教育センター

　学校職員の資質・能力を向上させることを目的として、平成３０年度は、基本
研修、専門研修等の５１研修を実施したことにより、学校課題の解決及び学校教
育の充実につながった。

　なお、高松市総合教育センター外柵等改修工事については、設計内容の検討に
日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一
部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１７，６００，０００円）千円15,679

（評価対象外）教職員能力向上事業

37

教育局

95.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

総合教育センター

（事業概要、事業実績等）
　大学教員等と連携し、協力校の取組を支援するとともに、児童生徒及び教職員
等に意識調査を実施し、取組の成果を検証した。その成果を「教育フォーラム
ｉｎ高松」で教員・教育関係者・児童生徒・保護者に広く紹介した。また、高松
一高生の参加の様子をセンターだよりにまとめ、市立小中学校に配布するととも
に、ホームページにも掲載したことから、好意的な意見が市民から寄せられた。

◎教育フォーラム参加人数（アンケート回収後）

実績２３９人（目標２５０人）
千円14,917

教育に関する調査研究推進事業

38

教育局

118.2% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　国・県から研究指定校等事業を受けることにより、学校課題の解決及び学校教
育活動の改善・充実や、教職員・能力の向上に一定の効果を得ることができた。
　平成３０年度は、教育課程研究指定校事業（太田南小）、学力向上モデル校事
業思考力等の育成モデル校事業（屋島中）学力向上モデル校事業学習習慣形成モ
デル校事業（協和中）学力向上モデル校事業学力意欲向上モデル校事業（庵治
中）、学力向上モデル校事業幼小連携実践研究（国分寺北部幼稚園）、いじめ・
不登　校・暴力行為等の未然防止事業（鶴尾小）、人権教育研究指定校事業（鶴
尾中）アクティブ・ラーニング研究推進モデル校事業（木太中、古高松中）、
ＮＩＥ教育推進事業（亀阜小）、英語指導力向上事業英語教育改善プラン推進事
業（一宮小）を実施した。

◎研究指定校等事業の成果を生かしている学校数の割合
実績１３％（目標１１％）

千円1,518

研究指定校研究推進事業

39
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

学校教育環境の整備

千円6,092,814 31.8% 72.3%

教育局

　市立小・中学校、高松第一高等学校の児童及び生徒 　子どもたちが、学校において、安全・安心に、健康的
で、快適に学習・生活できる教育環境を整備する。

　計画的かつ効率的な老朽化対策を行うため、平成２９年３月に策定した「高松市学校施設整備指針」を基に「高松
市学校施設長寿命化計画」を策定した。また、学校教育施設の整備として、屋島中学校屋内運動場・プール改築整
備、栗林小学校改築、林小学校校舎増築、外壁改修（小学校１５校、中学校８校）、屋上防水（小学校８校、中学校
３校）等の工事を実施したほか、高松第一高等学校においては改築の実施設計業務が完了した。
　平成３０年度ＰＣ更新機器４５０台のうち、タブレットＰＣに変更したものはなかったため、全体としての配置割
合が２４．１％となった。

　今後、学校施設の老朽化がさらに進行し、学校施設の改修・改築の需要が集中することが想定される中、施設の老
朽化対策は喫緊の課題であり、計画的に実施する必要がある。
　機器更新年度に合わせ、必要に応じてタブレットＰＣへの更新を実施していく中で、技術革新、ＩＣＴ教育環境の
急激な変化を見極めながら、最適な機器選定を行っていく必要がある。

　「高松市学校施設長寿命化計画」に基づき、計画的かつ効果的な老朽化対策に取り組む。
　情報技術の進歩状況と平成３０年度に作成した「高松市ＩＣＴ教育推進計画」に基づき、今後、教育用ＰＣのタブ
レット端末への変更ではなく、ＰＣ教室のパソコンのタブレット化を推進していく。

学校施設長寿命化整備の進捗率

　計画的かつ効率的な老朽化対策を行うため、中・
長期的視点に立った、学校施設長寿命化計画を策定
した。

200.0%

実績H30

％10

目標H30

％5

教育用ＰＣのうち、タブレット端末の配置割
合
　平成３０年度ＰＣ更新機器４５０台のうち、タブ
レットＰＣに変更したものはなかったため、全体と
しての配置割合が２４．１％となった。これは平成
３０年度から電子黒板の整備を進めており、それと
セットでノートＰＣを配置する必要があることか
ら、ノートＰＣを増台したため、タブレットＰＣの
割合が低下した。

80.3%

実績H30

％24.1

目標H30

％30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

100.0% 改善継続Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ

学校施設整備室

　環境教育の推進や体力向上をはじめ、みどり豊かな学校教育環境の向上、ま
た、地球温暖化対策にも貢献した。

◎校庭の芝生化進捗率（全１１校）　実績１００％（目標１００％）

千円7,720

学校施設緑化事業

1

教育局

100.0% 68.2%一般重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

保健体育課

　安全で良質な学校給食の提供を図るため、施設の老朽化が著しい調理場や校区
内の児童生徒数の増加により調理能力がひっ迫している調理場について、複数の
調理場を統合し学校給食センターを建設するため、造成工事等を行った。

◎

◎

ドライ施設として整備した調理場から給食が提供される学校の比率���実績１９％（目標１９％）
新設第二学校給食センター（仮称）整備進捗率��実績４０．９％（目標６０％）

　なお、建設工事に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、建設工事等事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，８８０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である実施設計等については完了した。
（２９年度繰越明許事業費：３１，０６０，０００円）

千円418,663

給食センター整備事業

2

教育局

200.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校施設整備室

　小・中学校施設について、老朽化対策である香東中学校の改築工事実施設計に
着手した。

◎老朽化対策進捗率　実績１０％（目標５％）

　なお、国の補正予算事業の執行に当たり、実施期間を確保するなどのため、事
業を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１５０，１１１，０００円）
　また、前年度から繰り越した外壁改修事業などについては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１２５，８１７，６６８円）

千円125,817

小・中学校施設老朽化対策事業

3

教育局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校施設整備室

　洋式化を含めた学校トイレの環境整備及び避難所機能の強化を図るため、小学
校等のトイレ整備を行った。

◎トイレ改修完了率　実績１４．８％（目標１４．８％）

　なお、国の補正予算の執行に当たり、実施期間を確保するなどのため、事業費
を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７６１，２３９，０００円）
　��、前年度からの繰越事業である円座小学校便所改修工事などについては完
了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：８５９，４０２，３３２円）

千円881,160

小・中学校トイレ整備事業

4

教育局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

高松第一高等学校事務局

　生徒が安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した校舎等の全面
改築に係る仮設校舎の建設に着手し、学校教育環境の整備に寄与した。

◎改築事業の進捗率　実績３０％（目標３０％）

千円22,500

高松第一高等学校校舎等改築事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

62.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

学校施設整備室

　学校施設の整備を行い、良質な学校教育施設を維持するために、修繕・改修工
事等を実施した。

◎校舎等外壁改修の進捗率　実績２３％（目標３７％）

　なお、国の補正予算の執行に当たり、実施期間を確保するため、事業費を翌年
度に繰り越した。
　（繰越明許費繰越額：１４８，７５５，０００円）
　また、前年度から繰越事業である牟礼中学校給水設備改修工事などについては
完了した。
　（平成２９年度繰越明許事業費：１９，１７９，６２９円）

千円143,269

中学校校舎等整備事業

6

教育局

69.7% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

学校施設整備室

　学校施設の整備を行い、良質な学校教育施設を維持するために、修繕・改修工
事等を実施した。

◎校舎等外壁改修の進捗率　実績２４．４％（目標３５％）

　なお、国の補正予算の執行に当たり、実施期間を確保するなど�ため、事業
費を翌年度に繰り越した。
　（繰越明許費繰越額：４３０，６７４，０００円）
　また、前年度から繰越事業である花園小学校プールサイド改修工事などについ
ては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：４２，９８６，７８４円）

千円298,158

小学校校舎等整備事業

7

教育局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校施設整備室

　校区内の児童数の急増により教室不足が生じている、小学校等の増・改築の整
備を行った。

◎増改築完了率　実績７５％（目標７５％）

　なお、建設工事に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能
となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４２７，４２２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である林小学校校舎等建設事業などについては完
了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：７４０，２８２，３０９円）

千円1,851,423

小・中学校校舎等増・改築事業

8

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　学校施設の維持管理、運営のほか学校の現状を十分に把握して非常勤講師の適
切な配置を行うとともに、優れた知識や技術を有する地域人材を学校教育に活用
したことで、学校運営の充実に貢献した。

◎非常勤講師配置率　実績１００％（目標１００％）

千円729,852

小学校管理運営事業

9

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　学校施設の維持のほかに学校の現状を十分に把握して非常勤講師の適切な配置
を行うとともに、優れた知識や技術を有する地域人材を学校教育に活用したこと
で、学校運営の充実に貢献した。

◎非常勤講師配置率　実績１００％（目標１００％）

千円354,059

中学校管理運営事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局
高松第一高等学校事務局

（事業概要、事業実績等）
　安全で快適な学習環境を確保するため、施設の維持管理や管理用品の整備を
したほか、老朽化した施設の改修工事を実施し、生徒の学力の向上に寄与した。

　なお、前年度からの繰越事業であるトレーニング棟外壁その他改修工事等に
ついては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：４１，７７８，９６０円）

千円172,613

（評価対象外）高等学校管理運営事
業

11

教育局
総合教育センター

　教職員に一人一台の校務用パソコンを配置することで、教職員の情報活用能力
は向上している。また、校務支援システムの拡大充実及び管理システムの利用に
より、校務の効率化、情報管理の徹底が図られている。

千円524,142

（評価対象外）教育情報通信ネット
ワークシステム（ＴＥＮＳ）管理運
営事業

12

教育局
高松第一高等学校事務局

　学校図書館法に基づき、生徒及び教員の利用に供する図書等を整備したことに
より、学校教育の充実や調査研究等に寄与した。

千円1,267

（評価対象外）高等学校図書整備事
業

13

教育局
学校教育課

　各小・中学校の学校図書館図書標準達成率に基づき、小・中学校に図書整備費
を配当し、廃棄も行いながら、各校において図書整備を進めたことから、全小・
中学校の学校図書館図書標準達成率が、概ね１００％を維持し、各校における読
書や学習に必要な図書が整備されたことにより、読書活動の活性化が図られ、児
童生徒の一人当たりの年間貸出冊数の増加につながった。

千円34,331

（評価対象外）学校図書館図書整備
事業

14

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　遠距離通学児童生徒等の保護者の経済的負担を軽減することで、義務教育の円
滑な実施に寄与している。

◎通学費補助率　実績１００％（目標１００％）

千円24,449

遠距離児童・生徒等通学費助成事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局
学校教育課

　経済的な理由によって、小・中学校に就学することが困難な児童生徒の保護者
に対して、就学に必要な経費の援助を行い、保護者の経済的負担を軽減すること
により、義務教育の円滑な実施に役立てた。

千円458,055

（評価対象外）就学奨励事業

16

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

学校教育課

　就学者の経済的負担が軽減され、教育環境の充実に結びついた。

◎高松市の奨学金受給希望者の高等学校等の進学率
実績１００％（目標１００％）

千円27,616

教育資金支援事業

17

教育局

92.9% 147.5%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

総合教育センター

　パイロット校では、一人一台のタブレットＰＣや電子黒板とタブレットＰＣを
つないだ学習に取り組み、児童生徒の学習意欲の向上や学び合いに成果がみられ
る。小学校５・６年生の全ての普通教室に設置した電子黒板により、外国語や社
会、理科等の教科だけでなく、朝の会や道徳、総合的な学習の時間等での活用も
進み、毎日の利用が約７０％となっている。

◎ＩＣＴを活用した授業をわかりやすいと回答した割合
実績６５％（目標７０％）

◎教員の授業でのＩＣＴ活用率　実績５９％（目標４０％）

千円17,720

教育ＩＣＴ整備・活用推進事業

18
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

子どもの安全確保

千円4,283 39.7% 81.4%

教育局

　児童生徒及び関係機関・団体 　児童生徒を事件や事故、犯罪から守るための安全対策
を推進する。

（概要）
　子どもたちを事件や事故、犯罪から守り、地域ぐるみで子どもの安全確保を図るため、防犯の専門家である警察官
ＯＢのスクールガード・リーダーを小学校などに派遣するとともに、不審者情報のメール配信、学校における相談体
制の充実や安全教育の推進などに取り組む。
（実績）
　安全体制の構築、安全教育の実施、不審者情報のメール配信等の安全対策を推進した。また、市内の各幼稚園・小
学校などへのスクールガード・リーダーの派遣に伴い、地域の警察派出所との情報交流を行った。

　スクールガード・リーダーの人員確保やメール配信先の拡充、さらには、学校における相談体制の充実や安全教育
の推進など、安全対策強化への取組が必要である。

　地域ぐるみで子どもを見守り育てる活動を推進するため、学校、家庭、地域、関係機関等がより一層、連携、協力
して安全対策に取り組むことが求められている。

子ども人口千人当たりの不審者情報メール配
信先件数
　関係団体等の会合の場において、不審者情報メー
ル配信の内容や登録について説明し、配信先の拡大
に努めた結果、目標を達成できた。

114.6%

実績H30

件9.4

目標H30

件8.2

通学路合同点検計画における達成率

　「高松市通学路交通安全プログラム」に基づき、
関係機関が連携して、児童生徒が安全に通学できる
ように通学路の安全確保を図った結果、目標を達成
できた。

100.0%

実績H30

％80

目標H30

％80

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校教育課

　相談体制の充実、安全教育の推進、下校時の巡回強化などの安全対策の推進に
ついて成果が見られた。

◎学校安全対策事業実施割合　実績１００％（目標１００％）

学校安全対策事業

1

教育局

114.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

少年育成センター

　安全体制の構築、安全教育の実施、不審者情報のメール配信等の安全対策を推
進した。また、市内の各幼稚園、小学校などへのスクールガード・リーダーの派
遣に伴い、地域の警察派出所との情報交流を行うなど、子どもの安全確保に寄与
した。

◎子ども人口千人当たりの不審者情報メール配信先件数
実績９．４件（目標８．２件）千円4,283

子どもの安全確保活動事業

2
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

青少年の健全育成

千円39,279 19.8% 69.1%

教育局

　市内の青少年 　子どもたちの創造性や積極性、社会性を養い、心豊か
な人間の育成を目指す。

　青少年の非行防止活動を始めとする青少年健全育成事業やＰＴＡ・子ども会など社会教育団体との協働による子ど
もたちの幅広い交流体験活動等を通じて、青少年が心身ともに健やかに成長できる取組を推進する。
・非行防止活動事業

少年育成センターでは、市内を１３ブロックに分け、毎日２～３班で補導・巡視活動を実施した。また、インター
ネット利用に係るトラブルの未然防止を図るため、小学４年生及びその保護者を対象とした情報モラル教育推進事業
に取り組んだ。
・少年教育推進事業

高松市子ども会育成連絡協議会との共催による新春子どもフェスティバルやフットベースボール大会等、様々な体
験活動を通じて、異年齢の子どもたち同士が交流し、親交を深めた。

　地域、学校、関係機関などとの多面的かつ緊密な連携強化が必要である。

　引き続き、補導活動や情報モラル教育の推進により、非行やネットトラブルの未然防止に努めるとともに、地域で
の体験活動に取り組む機会を設定するなど、地域ぐるみで子どもを見守り育てる体制の構築とともに、心豊かでたく
ましい子どもの育成を図る。

子ども会加入率

　あらゆる機会を捉えて子ども会加入促進を図った
結果、目標の６８％を達成できた。

100.1%

実績H30

％68.1

目標H30

％68

少年人口千人当たりの補導人数

　学校及び関係機関・団体等との連携を密にすると
ともに、より効果的で温かい巡視・補導活動に努め
た結果、目標を達成できた。

173.7%

実績H30

人5

目標H30

人19

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

89.3% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

生涯学習課

　高松市ＰＴＡ連絡協議会や高松市子ども会育成連絡協議会等の社会教育関係団
体を支援し、団体の自立を図ることにより、団体の自主的な活動を促進し、加入
児童等の健全育成に寄与した。

◎社会教育団体１団体当たりの平均年間主催事業数
実績３５．７件（目標４０件）

千円4,600

社会教育団体育成支援事業

1

教育局

93.6% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

生涯学習課

　子どもたちが土に親しみ、農作物を育てる喜びや勤労の尊さを体験し、健康で
情操豊かな子どもの育成に資するため、こども農園を開設したほか、新春子ども
フェスティバル、フットベースボール大会や子ども会リーダー研修会等を高松市
子ども会育成連絡協議会との共催で実施することにより、子ども会活動の充実・
発展に寄与した。

◎共催（主催を含む。）事業における子ども（３～１２歳）の参加率������実績１０．３％（目標１１％） 千円3,133

少年教育推進事業

2

教育局

86.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯学習課

　新成人となる青年が、大人になったことを自覚するとともに、自立していく決
意を新たにしてもらうため、成人式を開催したところ、全対象者のうち約５６％
の新成人の参加があった。天候等の影響により、前年度より参加率が減少した
が、厳粛に式典を実施したことで、大人になるという大きな節目の行事として一
定の役割を果たした。

◎成人式参加率　実績５６％（目標６５％）千円4,665

成人式式典事業

3

教育局

62.8% 継続Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ

生涯学習課

　青年教育の振興を図るため、関係団体を支援したほか、市民ボランティアの協
力により、知的障がい者青年教室を実施し、知的障がいのある青年が、人とふれ
あう喜びを実感し、様々な学習・体験活動を通じて知識・技能を習得するととも
に、市民ボランティアが知的障がい者に対する理解を深める機会を提供した。

◎高松市青年連絡協議会の活動に参加した会員の延べ人数��実績１５７人（目標２５０人） 千円319

青年教育推進事業

4

教育局

173.7% 102.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

少年育成センター

　少年育成センターでは、市内を１３ブロックに分割し、毎日２～３班の巡視活
動、地域においては、少年育成委員を中心として４６校区で、月１回以上の巡視
活動を実施した。

◎少年人口千人当たりの補導人数　実績５人（目標１９人）
◎児童の情報モラルについての理解度　実績９４．５％（目標９２％）

千円26,562

非行防止活動事業

5
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

家庭・地域の教育力の向上

千円2,820 22.7% 66.2%

教育局

　市民（家族に子どもがいる家庭、地域住民） 　学校・家庭・地域が連携し、地域ぐるみで子どもの健
やかな成長を促す教育力が向上することを目指す。

　子育て力向上応援講座を市立の全小学校及び全幼稚園・こども園等で実施したことにより、子育てやしつけ等の向
上に寄与した。
　家庭教育学級の開設により、家庭教育の向上を推進した。
　早寝早起き朝ごはん運動の啓発のため、就学時健康診断時に全小学校で啓発資料を保護者に配布し、子どもたちの
基本的生活習慣の形成を推進したほか、小・中学校の児童・生徒を対象に「生活リズムチェックシート」を配布し、
自らの生活習慣を見直す機会を提供した。
　子どもを中心にした地域交流事業を通して、地域の子どもと保護者並びに地域の大人が顔見知りになることで、地
域の教育力の向上に寄与した。

　真に家庭教育の啓蒙・啓発が必要な保護者に対する、継続的なアプローチの方策を講じるほか、地域、学校、関係
団体、家庭などとの多面的連携の強化を図る必要がある。

　現行事業の実施・拡充だけでなく、社会における環境変化や市民ニーズを的確に把握し、家庭と地域の教育力の向
上に最も効果的な事業展開を目指す。

地域交流事業を実施している割合

　地域交流事業を実施した地域は、平成３０年度３
地域増加し、１９地域となったが、目標は達成でき
なかった。

59.4%

実績H30

％43.2

目標H30

％72.7

朝ごはん摂取率

　早寝早起き朝ごはん運動の啓発をしているが、全
国学力学習状況調査において、朝ごはんを毎日摂取
している小学６年生の割合は、ここ数年間減少傾向
であり、目標には達しなかった。

93.6%

実績H30

％83.3

目標H30

％89

実績H30 目標H30

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

117.1% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

生涯学習課

　小学校において、保護者を対象とした「家庭教育学級」を開設したほか、就学
時健康診断等の機会を活用して、子育てに精通した専門の講師による「子育て力
向上応援講座」を実施することにより、家族の役割や子育てに関する多種多様な
学習機会・関連情報を提供し、家庭の教育力の向上に寄与した。

　◎講座の開催数　実績４４５件（目標３８０件）

千円1,712

家庭教育推進事業

1

教育局

114.6% 132.8%一般重点 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

生涯学習課

　地域の子ども会、ＰＴＡ、婦人会など複数の各種団体で構成された実行委員会
が実施する、子どもとその保護者並びに地域の大人が交流する事業や通学合宿事
業を支援することにより、地域の一体感を醸成するとともに、地域ぐるみで子ど
もを育む機運が高まり、地域の教育力の向上に寄与した。

　◎地域交流事業に参加した児童生徒の累計人数
　　　実績５４，０５４人（目標４７，１８２人）
　◎地域交流事業に参加した保護者の累計人数
　　　実績１５，４９５人（目標１１，６６７人）

千円940

子どもを中心にした地域交流事業

2

教育局

97.3% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

生涯学習課

　子どもたちが生活リズムを向上させ、学習やスポーツ、読書など様々な活動に
いきいきと取り組めるよう、小学校の就学時健康診断を活用して、就学前の児童
の保護者を対象に「早寝早起き朝ごはん」運動の普及・啓発を実施したほか、保
育所・幼稚園・小学校・中学校に啓発用ちらしを、また、小・中学校の児童生徒
に「生活リズムチェックシート」を配布したことにより、子どもたちの基本的生
活習慣の形成に寄与した。

　◎生活リズムチェックシートで朝食を概ね食べていると回答した小学６年生の
比率　実績９７．３％（目標１００％）

千円168

早寝早起き朝ごはん運動普及・啓発
事業

3
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

社会を生き抜く力を育む教育の充実

大学等高等教育の充実

千円597 14.5% 54.9%

市民政策局

　大学等高等教育機関への進学者
　大学等高等教育機関の在学者
　大学等の高等教育機関

　高等学校卒業後の人材の流出を抑制し、本市への定着
化を図るため、郷土愛を醸成するとともに、高等教育機
関の充実と教育環境の整備を図り、市内及び近隣の高等
教育機関への進学者を増加させる。

　大学等の実施する、地域活性化のための事業を支援するとともに、県内各大学等との情報共有と連携の活性化を推
進した。
　こうした活動を通じて、大学生等の若者が地域と関わる地域貢献の機会を創出し、地域における地元大学等への親
近感を深めるとともに、郷土愛の醸成に寄与した。

　本市が行っている大学等との連携が、高等教育の充実に対して、より効果的なものとなるよう、検討する必要があ
る。

　大学等との連携事業の充実を図るほか、取組効果の情報発信をするとともに、地元大学等の地域への貢献やその必
要性を市民に周知する機会を増加させる。

包括協定を結んでいる大学等の学生・生徒の
充足率
　総定員２，５７１人に対し、２，５４８人が入学
し、充足率について、目標を達成した。

107.7%

実績H30

％99.1

目標H30

％92

包括協定を結んでいる大学等入学生の市内出
身者割合
　市内出身の入学者数が増加し、目標を達成した。

106.3%

実績H30

％25.5

目標H30

％24

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

115.9%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

政策課

　本市における地域活性化の検討と地域での実践活動を行い、活力ある地域再生
を図るため、地域における人的・知的資源である大学等と連携・協力し、地域課
題に関する調査研究共同事業を実施した。
　また、県内大学等との一層の連携協力を推進するため、若者から選ばれる大学
づくり・まちづくり等を議題として、市長と学長・校長との懇談会を開催した。
　
◎大学等との連携・協力事業数　実績９５事業（目標８２事業）千円597

大学等連携による地域の魅力発信事
業

1
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

心豊かで地域力を育む生涯学習社会の形成

生涯学習の推進

千円529,610 28.2% 57.6%

教育局

　高松市民 　心豊かな生涯学習の形成を図るため、学習機会の拡充
や、学びの場の充実と活用により生涯にわたって学習す
ることができる環境を整える。

　生涯学習センターと地域のコミュニティセンターが連携して様々な講座を開催したほか、市民の幅広い学習ニーズ
に応えるよう、市民と行政との協働によるまちづくりの実現を目指し、公募型企画講座を実施するなど市民の生涯学
習の機会の充実に寄与した。
　また、中央図書館及び地域館４館等においてのネットワーク環境により、図書館間での資料の貸出・返却の取次
サービスを実施したほか、移動図書館車により、「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏形成に係る連携協約」に基づく直
島町を含めた、８６か所の巡回の実施により、図書館サービスの利便性が向上した。
　さらに、コミュニティセンター内にある図書館分室の活性化を図るとともに、子ども読書まつり等を開催したこと
により、子どもの読書活動推進に効果があった。

　生涯学習センターやコミュニティセンターで実施する講座の開催回数や内容を精査し、地域における生涯学習の推
進を図るとともに、より実践的・効果的なものとする必要がある。
　また、図書館で実施する各種行事等の情報発信を強化し、来館者数や図書貸出冊数の増加を図る必要がある。

　講座の回数や内容を精査し、改善を加えながら、地域における生涯学習の推進を継続し実施していく。
　図書館においては、蔵書の充実など、サービスの向上に努め、市民の読書意欲・学習ニーズ等に応えていく。

まなびＣＡＮ及びコミュニティセンターの講
座の参加者数等
　主に、まなびＣＡＮにおける多目的ホールの天井
工事の影響により講座数が減少したこと、また、コ
ミュニティセンターの講座数が減少したことから、
目標を達成できていない。個々の講座等について問
題点を洗い出し、さらなる内容の充実を図る必要が
ある。

93.7%

実績H30

人576,220

目標H30

人615,000

市民１人当たりの図書館図書貸出冊数

　中学生ビブリオバトル大会の初開催や、ビジネス
支援コーナーの充実など、利用者層の拡大に努めた
ものの、貸出冊数は微増にとどまった。

86.3%

実績H30

冊6.9

目標H30

冊8

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

75.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

生涯学習センター

　超高齢化社会の到来に向け、より一層高齢者の生きがいづくりや高齢者間の
ネットワークづくりは重要になってきており、コミュニティセンターを中心に高
齢者教室を開設し、多種多様な学習機会を提供することにより、高齢者の生きが
いづくりや社会活動への参画を促進した。　

◎高齢者教室受講延べ人数　実績：１８，９５４人（目標：２５，０００人）

千円1,530

高齢者教育推進事業

1

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

生涯学習センター

　５２のコミュニティセンターにおいては、人権・環境問題などの現代的課題に
対応した各種講座のほか高齢者教室、家庭教育学級などを実施するとともに、自
主的な学習活動の場を提供し、地域住民の学習意欲に応じた。

　◎人口１人当たり受講回数
　　　実績：０．０１３回（目標：０．０１３回）

千円19,009

コミュニティセンター講座事業

2

教育局

93.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

生涯学習センター

　市民と行政との協働によるまちづくりの実現を目指し、地域で生涯学習を推進
するコーディネーター養成講座のほか、公募型の自主企画講座である「学習成果
発表の場事業」などを実施し、生涯学習事業等の企画・運営などに市民が積極的
に参加できる環境の整備に寄与した。

　◎学習成果発表の場事業における講座開催回数
　　　実績：２８回（目標：３０回）千円128

市民参画促進事業

3

教育局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

生涯学習センター

　少子高齢化や情報化、環境問題など現代的課題をテーマとした講座や大学等と
の連携による各種の専門的講座のほか、多様な団体と連携し、市民の学習ニーズ
に応じた様々な講座を開催するとともに、さらに幅広い市民の利用が得られるよ
う、まなび映画ＣＡＮや市民ギャラリーの活用事業等を行った。

　◎受講者の満足度　実績９５団体（目標９５団体）

千円2,461

生涯学習推進事業

4

教育局
生涯学習課

　ふれあい創作館の施設を適切に維持管理したことにより、地域活動拠点の場を
提供した。

千円576

（評価対象外）ふれあい創作館管理
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局
生涯学習センター

　公共施設利用総合情報システムを活用し、インターネット等を利用した施設予
約により行政サービスの向上に寄与した。

千円443

（評価対象外）公共施設利用総合情
報システム管理事業

6

教育局
生涯学習センター

　市民により良い生涯学習の場を提供するよう商店街のアーケード内の吊下げ広
告や歩道上の案内標識の増設、エントランスホールの立て看板の更新を行った。
　また、営利目的の利用基準を見直し、新たな貸館利用者の開拓に努めたほか、
多目的ホールの天井改修を行った。

千円124,479

（評価対象外）生涯学習センター管
理運営事業

7

教育局

105.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

中央図書館

　子どもの読書活動を推進するため、子ども読書まつりや子ども向け講座を開催
したほか、子どもを対象としたおはなし会を行うボランティアの技能向上等を図
るため、講座・研修会を実施した結果、目標を達成できた。

　◎子ども読書まつり参加者数　実績：約２，１００人（目標：２，０００人）

千円394

図書館文化活動事業

8

教育局

81.4%一般重点 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

中央図書館

　コミュニティセンター内にある図書館分室の活性化を図り、市民の読書意欲を
向上させるとともに、生涯学習の支援、推進につなげるため、２０分室に新規図
書の配置を行った結果、配置後の貸出冊数が増加となった。

　◎図書貸出冊数　実績：２６，０４０冊（目標：３２，０００冊）

千円1,999

図書館分室活性化事業

9

教育局

85.7% 92.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

中央図書館

　中央図書館（瓦町サテライトを含む）及び地域館４館におけるネットワーク環
境により、各館間での資料の貸出・返却の取次サービスを実施したほか、移動図
書館車３台により市内８４か所の巡回と「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の形成
に係る連携協約」に基づき、直島町２か所への巡回を行った。また、多様化する
市民の生涯学習意欲に応えられるよう資料の選定や収集の一環として、子育て支
援、ビジネス支援、障がい者支援事業等も積極的に実施したことにより、貸出冊
数は前年度比６，２４７冊の増、図書館利用者数は前年度比９７２人の増となっ
た。

　◎貸出冊数　実績：２，８８０，０６３冊（目標：３，３６０，０００冊）
　◎図書館利用者数　実績：６２５，６７４人（目標：６８０，０００人）

千円218,362

図書館運営事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局
中央図書館

　中央図書館・菊池寛記念館・歴史資料館及び各地域館の施設維持管理事業で、
開館後２０数年を経過し、老朽化が進んでいるサンクリスタル高松の建物・設備
を適切に維持管理することにより、図書館等利用者への安全で快適な環境を提供
した。

　なお、設計内容の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６，２００，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である中央図書館直流電源装置改修事業について
は完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１５，４９８，０００円）

千円160,085

（評価対象外）図書館管理事業

11
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

基本的人権を尊重する社会の確立

人権尊重意識の普及・高揚

千円178,689 19.1% 52.8%

市民政策局、教育局

　市民 　同和問題を始め、様々な人権問題の解決に向け、人権
教育・啓発を推進し、人権を尊重する社会の実現を
図る。

　人権啓発推進員への支援、人権・同和問題啓発講座、ハンセン病を正しく理解する講演会、パネル・作品展、人権
フェスティバルの開催、ＬＧＢＴに対する正しい認識を醸成するＬＧＢＴの講座、パネル展など、各種の啓発推進事
業等を実施したことにより、市民の人権意識の普及・高揚につながった。

【市民政策局】同和問題を始めとする様々な人権問題が今なお解決に至っていないことから、今後とも、市民一人一
人が正しい認識と理解を深めることができるよう、なお一層の効果的な取組が求められる。
【教育局】同和問題を始め、様々な人権問題に対し、学校人権教育・社会人権教育の関係組織と連携を図っている
が、市民一人一人の人権教育に対する意識・関心が十分でないことから、今後とも、人権教育の充実・発展を強力に
推進していく必要がある。

　市民一人一人が、あらゆる問題に対して、正しい認識と理解を深めることができるよう、各種講座や研修会等を開
催し、人権を尊重する社会の実現を推進していく。

人権啓発事業等参加人数

　人権啓発推進員による啓発事業において、推進員
の工夫により様々な形態での啓発事業を実施し、広
く市民の人権意識の普及・高揚に努め、目標値を達
成できた。

100.0%

実績H30

人13,406

目標H30

人13,400

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

116.0%一般重点 拡充Ａ Ｂ Ａ Ａ

男女共同参画・協働推進課

　ＬＧＢＴ（性的少数者）の正しい理解と認識を深める講演会やパネル展などの
啓発活動を行うことで、男女を問わず、全ての人々の人権が尊重され、差別や偏
見のない社会、多様性を尊重する社会の形成に寄与した。

◎講演会等参加人数　実績２９０人（目標２５０人）

千円479

ＬＧＢＴ啓発等推進事業

1

市民政策局

95.0% 99.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

人権啓発課

　人権啓発推進員への支援、人権・同和問題啓発講座、ハンセン病を正しく理解
する講演会及びパネル・作品展、人権フェスティバルの開催など、各種啓発推進
事業等を実施したことにより、市民の人権意識の普及・高揚につながった。

◎市民満足度（「人権尊重意識の普及、高揚」）実績１９％（目標２０％）
◎参加人数（人権啓発推進員による啓発事業、講演会等）　
��実績４，９６８人���������� 千円42,390

人権啓発推進事業

2

市民政策局

73.8%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

人権啓発課

　文化センター・児童館改修計画に基づき、適切な管理運営を図るため、修繕・
改修工事等を実施したことにより、地域における福祉の向上や児童の健全育成に
つながった。

◎文化センター・児童館改修進捗率　実績５３．３３％（目標７２．５％）

　なお、隣保館整備事業（吉光文化センター大規模改修）については、工法の検
討に日時を要したこと、児童館整備事業（新居児童館大規模改修）については、
地元関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：８９，９７９，０００円）

千円55,518

文化センター・児童館整備事業

3

市民政策局

87.5% 107.8% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

人権啓発課

　各種相談事業や啓発・広報活動事業等を実施したことにより、地域住民の福祉
の増進及び教育水準の向上並びに地域児童の健全育成に寄与した。

◎隣保館利用者数　実績５３，３５９人（目標６１，０００人）
◎児童館利用者数　実績２９，１０５人（目標２７，０００人）

千円37,332

隣保館・児童館管理運営事業

4

教育局

100.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

人権教育課

　高松市立の幼稚園、こども園、小学校、中学校、高等学校に対して、人権教育
指導資料の作成・発行、人権教育教員研修会の開催、人権教育研修会への参加補
助、人権教育資料の購入等を行ったことにより、人権教育・啓発を推進し、人権
を尊重する社会の実現に寄与した。

◎研修会等参加者人数　実績４６０人（目標４５９人）

千円5,074

学校人権教育推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

63.6% 107.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

人権教育課

　地区小・中学生を対象とした補充学習や保護者も対象とした進路・進学等につ
いての教育相談、大学生ボランティアによる学習支援等を行ったことにより、地
区小・中学生の基礎学力や進学意欲の向上につながった。

　◎子ども学級出席者数　実績３，１７０人（目標４，９８７人）
　◎教育相談出席者数　実績３６９人（目標３４３人）

千円6,545

子ども教育推進事業

6

教育局

33.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｄ

人権教育課

　地域における子どもの学習指導、生活指導を充実させ、進路保障を実現するた
めに社会教育指導員を配置することにより、子ども達の基礎学力や進学意欲等の
向上に寄与した。
　また、課内配置の社会教育指導員を人権教育市民講座等に派遣したことによ
り、人権教育・啓発の推進や人権を尊重する社会の実現に寄与した。

　◎学習指導等出席者数　実績８，５９８人（目標２６，０００人）千円17,681

社会教育指導員設置事業

7

教育局

47.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

人権教育課

　市民に対し、人権教育市民講座や人権教育研修会の開催、人権教育指導用資料
の作成、視聴覚教材の購入、人権尊重都市たかまつ市民会議への助成等を行った
ことにより、人権教育・啓発を推進し、人権を尊重する社会の実現に寄与した。

　◎人権教育市民講座受講者数　実績１，５０３人（目標３，１４０人）

千円9,052

社会人権教育推進事業

8

教育局
人権教育課

　人権教育課職員が多様化する人権・同和教育の正しい理解と実践について研究
を行うため、全国人権・同和教育研究大会、四国地区人権教育研究大会等に参加
したことにより、知識の向上、新たな人権問題に対する理解が進み、市民に対
し、人権教育・啓発を推進し、人権を尊重する社会の実現に寄与した。

千円318

（評価対象外）人権教育事務

9

教育局

111.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

人権教育課

　幼児・児童生徒及び保護者等による表現や合唱、ペープサート劇、作文朗読な
どを発表する「みんなで人権を考える会２０１８」を開催し、幼児・児童生徒及
び保護者等を始めとする市民の人権意識の高揚につながった。

　◎「みんなで人権を考える会」参加者数　実績６６６人（目標６００人）

千円393

人権啓発活動事業

10



－ 115 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

教育局

77.9% 201.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

人権教育課

　地域住民を対象に文化センターや児童館主催で、教養を高める各種講座（社会
教育学級）、ボランティア活動、三世代交流、地域交流行事など様々な体験・交
流の機会を提供する「ふれあい教室」を開催したことにより、地域住民の教育水
準の向上や、家庭及び地域社会における人間関係の円滑化、自立意識の高揚及び
社会的自覚の促進につながった。

　◎社会教育学級受講者数　実績４，１１０人（目標５，２７７人）
　◎ふれあい教室受講者数　実績１，１８８人（目標５９０人）千円3,907

文化交流推進事業

11
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

心豊かで未来を築く人を育むまち

基本的人権を尊重する社会の確立

平和意識の普及・高揚

千円14,211 19.1% 50.4%

市民政策局

　市民 　平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭などの開催、
小学校４年生などを対象とした平和学習の実施により、
市民に戦争の悲惨さと平和の尊さを訴え、平和意識の向
上を図る。

　平和記念館での戦争遺品等の常設展示や「平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭」、「高松市戦争遺品展」、
「教職員のための平和教育講演会」等の開催、平和記念だよりの発行などにより、市民に対して戦争の悲惨さと平和
の尊さを訴え、平和意識の普及・啓発を推進することができた。

　戦争体験者が高齢化し、戦争を知らない世代が大半となっていることから、平和を守り育てるため、平和を語るつ
どい・憲法記念平和映画祭、戦争遺品展などの各種ソフト事業や小学校４年生などを対象とした平和学習を継続的か
つ積極的に実施することが必要である。

　引き続き、平和意識の普及・啓発と向上を推進していく。

平和意識の啓発に関するイベントなどの参加
者数
　戦争遺品展の開催場所の変更、長崎市との共催に
よる戦争・原爆被災展や被爆体験講演会の開催など
により、参加者数が前年度に比べ倍増し、目標値に
かなり近づくことができた。

87.5%

実績H30

人／年7,002

目標H30

人／年8,000

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ



－ 117 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

87.5% 95.5% 改善継続Ａ Ａ Ａ Ａ

人権啓発課

　平和記念館での平和学習の実施や「平和を語るつどい・憲法記念平和映画
祭」、「高松市戦争遺品展」、長崎市との共催による「戦争・原爆被災展」等の
開催、平和記念だよりの発行などにより、戦争の悲惨さと平和の尊さを訴え、平
和意識の普及・啓発を推進することができた。

　◎平和意識の啓発事業の参加者数　実績７，００２人（目標８，０００人）
　◎平和意識の普及・高揚に対する市民満足度　実績１９．１％（目標２０％）千円14,211

平和啓発推進事業

1
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

商工業の振興

千円383,425 15.9% 72.2%

創造都市推進局

　市内の商工業者 　経営の改善・向上

　関係機関との共催による中小企業経営講習会・合同就職面接会の開催、中小企業融資の実施等により、市内中小企
業の育成と振興に寄与した。
　商店街振興組合が実施する電力需給対策事業や安全安心対策事業を県と共に助成した他、空き店舗改装費の助成や
にぎわい創出などにより、中央商店街の活性化に寄与した。
　企業誘致・立地活動については、企業誘致専門員を中心に、県や関係機関と連携・情報共有を図り、助成措置対象
企業の指定や助成金の交付を行った。

　事業者が本市で創業するよう周辺環境の整備や本市経済の持続的な発展のため、中小企業の育成と振興を図ること
が求められている。
　中央商店街のにぎわいを向上させるため、空き店舗率の改善、また地域経済の発展、産業の高度化及び雇用機会の
拡大を図るため、企業誘致の強化が必要である。

　人口減少・少子超高齢社会の進展等を背景として、地域経済には厳しい状況が続くことが予想されることから、引
き続き、商工業の振興に取り組むことが必要である。

中小企業経営講習会の年間受講者数

　企業側のニーズも高く、２０００人近い受講を得
たが、平成２９年度より、開催回数と、見直しの余
地のないメニュー（確定申告相談会等）の受講者数
が減少したことにより、目標とする受講者数の達成
には至らなかった。

84.0%

実績H30

人1,995

目標H30

人2,375

中央商店街の空き店舗率

　商店街共同施設の改修等や中央商店街にぎわい促
進事業と効果的に組み合わせて、利用者のニーズに
沿った空き店舗活用支援策を実施しているものの、
目標達成には至らなかった。

86.9%

実績H30

％16.85

目標H30

％14.9

企業誘致助成制度指定件数

　企業誘致専門員を中心に、香川県や金融機関等と
緊密に連携を図り、企業動向等の情報収集や立地、
設備投資等を希望する企業への訪問、先端設備等導
入計画の認定申請で来庁する企業に対する助成制度
の紹介等の支援を行うことで目標を達成できた。

150.0%

実績H30

件75

目標H30

件50

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　市内の中小企業者の経営改善・安定のために、売上げが一定割合以上減少して
いる企業に対し、緊急経営安定対策特別融資（２件）を実施した。
　また、中小企業融資（緊急経営安定対策特別融資含む）を期限内に償還した者
に対し、保証料の補給を行うとともに、緊急経営安定対策特別融資の貸付者で遅
滞なく支払いをしている者に対し、０．８％の利子補給を行った。
　さらに、小規模事業者経営改善資金融資の対象者に対し、一定率の利子補給を
行った。千円101,862

中小企業金融対策事業

1

創造都市推進局

84.0% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

産業振興課

　中小企業経営の近代化・合理化の促進並びに従業員の資質及び技術水準の向上
を図るため、関係団体と共催で講習会等を実施した。
　中小企業経営講習会「プレゼン資料の作り方セミナー」ほか１１回（全１２
回）
　中小企業経営講習会共催負担金等　１，６３５千円

　◎講習会等受講者数　実績１，９９５人（目標２，３７５人）千円1,635

中小企業経営講習会等事業

2

創造都市推進局

継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

産業振興課

　中小企業等の経営の近代化・共同化及び地場産業の育成・指導の推進に努める
とともに、その構成員の文化的・経済的な改善向上を図っている指導団体に対
し、高松市中小企業振興助成条例に基づき事業助成を行うことにより、その活動
を支援した。

千円34,984

中小企業指導団体等育成事業

3

創造都市推進局

117.9% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

産業振興課

　合同就職面接会を、高松商工会議所、香川労働局、高松公共職業安定所、香川
県などとの共催により開催したことで、中小企業の労働力及び人材の確保を促
し、経営の安定につながる効果が得られた。
　かがわーくフェア（合同就職面接会）の開催
　日時：平成３０年８月２２日（水）午後１時～午後４時
　場所：サンメッセ香川　大展示場
　参加企業数：１３３社、参加求職者数１７９人

　◎就職面接会参加企業の満足度　実績９４．３％（目標８０％）

千円285

中小企業人材確保・就業機会拡大事
業

4

創造都市推進局

109.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

産業振興課

　貿易振興に係る事業を実施している独立行政法人日本貿易振興機構香川貿易情
報センター（ジェトロ香川）に対して助成を行ったほか、関係団体等で組織され
た高松港コンテナターミナル振興協議会において、広報・宣伝・海外ポートセー
ルスを行うことにより、地場産業を始めとする、関連中小企業の貿易振興を推進
した。

　◎コンテナ取扱増加量　実績３，０１６ＴＥＵ（目標２，７６６ＴＥＵ）千円2,688

貿易振興事業

5



－ 122 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

86.9% 94.5%一般重点 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

産業振興課

　商店街共同施設の改修事業等に助成し、商店街の環境整備を進めたほか、空き
店舗改装費の助成や、南部三町商店街活性化拠点施設「マチカド・プラザ」の整
備に助成を行う等、中央商店街の活性化に寄与した。

　◎中央商店街の空き店舗率　実績１６．８５％（目標１４．９％）
　◎中央商店街の歩行者通行量　実績１３３，２００人
　　　　　　　　　　　　　　（目標１４１，０００人）千円33,233

中央商店街にぎわい促進事業

6

創造都市推進局

150.0%特別重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

立地・創業・イノベーション支援
室

　企業誘致専門員を配置し、企業誘致や立地に向けた情報収集やネットワークづ
くりに取り組むとともに、企業誘致助成制度を活用した支援を行い、企業立地を
促進した。
　また、平成２７年度に策定した創業支援等事業計画に基づき、関係団体等との
連携を強化しながら創業支援に取り組むとともに、四番丁スクエア内に設置した
創造支援センターを活用して、創造性に富む発想や独自性のある技術を活用した
新規事業者等の支援を行った。

◎企業誘致助成制度指定件数（２１年度以降の累計）実績７５件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目標５０件）

千円208,172

企業誘致・起業支援による地域経済
活性化促進事業

7
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

農林水産業の振興

千円3,733,738 22.7% 71.5%

創造都市推進局、農業委員会事務局

　市内の農林漁業者 　農林漁業者の生産販売額の増加

　経営所得安定対策制度の推進や園芸産地育成推進事業、林業振興事業、水産増養殖事業等により、生産性が向上し
たほか、農林水産業団体育成事業や人・農地プラン推進事業等により、生産体制が充実・強化された。また、土地改
良事業や土地改良施設管理事業、林道施設整備事業、漁場保全補助事業等により、生産基盤が整備されたほか、鳥獣
被害対策の実施により農業経営が安定した。その他、香南アグリームでの農業体験や市民農園整備事業等により、農
業体験者数が増加した。

　農業においては、農業者の高齢化や後継者等の担い手不足、農産物の価格低迷などの課題解決による早急な農業経
営の安定化を図る必要がある。林業においては、従事者の不足と木材価格の低迷から、管理不十分となっている森林
が増加しており、適正管理の推進が必要である。水産業においては、漁業従事者の高齢化や後継者不足、水産資源の
減少などにより、経営状況が一層厳しくなっており、これらの課題への対策の強化が重要である。
【農業委員会事務局】農地等利用の最適化の推進に向け、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防
�・解消、新規参入を促進するため農地中間管理機構等関係機関との連携を強化する必要がある。 

　農林水産業の振興のため、農産物等の品質向上や規模拡大のほか、６次産業化やＩＣＴ導入の促進、森林・漁場保
全等の環境整備、担い手等の確保・育成に努める。また、有害鳥獣による農作物被害の軽減を図るため、効果的な捕
獲や防護の支援に努める。

認定農業者数

　平成３０年度は、新たな認定農業者の積極的な確
保に努めた結果、前年比７名増の経営体数となっ
た。引き続き、新規就農者からのステップアップを
円滑に進めるなど、担い手の確保・育成に努め、目
標の達成を目指す。

99.1%

実績H30

経営体315

目標H30

経営体318

農畜産物販売額（ＪＡ取扱金額に限る）

　担い手農家等によるブロッコリー等の露地野菜の
面積が拡大傾向にあることなどから目標を上回って
おり、今後もこの状況を継続していきたい。

108.1%

実績H30

億円41.3

目標H30

億円38.2

卸売市場の取扱金額

　取扱金額の実績値は、前年度並みで推移してお
り、今後もこの状況を継続していきたい。

98.5%

実績H30

億円318

目標H30

億円323

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

117.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　山間地域の活性化と林業並びに森林の管理運営の活性化を図るため、森林組合
等への支援を行った。
　これにより、関係団体が森林関係補助事業などの国等への要望や、森林・林産
業の陳情活動及び啓蒙活動・情報誌等の発行を行い、林業発展に一定の効果があ
った。

◎木材の出荷数　実績４６９立米（目標４００立米）千円4,323

森林団体育成事業

1

創造都市推進局

95.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

農林水産課

　高松市畜産振興協議会に助成し、畜産振興に寄与した。また、高松市畜産共進
会や肉牛枝肉共励会等の開催を支援し、農家の技術研鑽、情報収集及び地産地消
が促進された。

◎県畜産共進会出品頭数　実績５７頭（目標６０頭）

千円1,036

畜産団体育成事業

2

創造都市推進局
農林水産課

　由良町地区において治山事業の要望があり、平成３０年度は測量設計業務を
行った。

　なお、契約の締結に不測の日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４，０００，０００円）

千円432

（評価対象外）治山施設建設事業

3

創造都市推進局

99.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　中山間地域などの農業生産条件が不利な指定地域内の農用地区域において集落
協定を締結し、５年以上農業を継続する農業者に交付金を交付したことにより、
耕作放棄地の発生を防止し、農業の多面的機能を確保した。　
　集落協定数　　５１集落
　農家数 ７１２戸

◎協定面積　実績２８２ｈａ（目標２８４ｈａ）千円43,252

中山間地域等直接支払事業

4

創造都市推進局

146.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　農業の担い手の経営規模拡大と農地の有効利用を図るため、農地中間管理事業
の推進、経営規模を拡大する認定農業者に対する支援等を実施することにより、
農地の効率的な利用と担い手への利用集積を促進し、遊休農地の拡大を防止する
とともに、地域農業の振興と生産性が向上した。
　認定農業者への助成対象面積　　１７．１ｈａ

◎農地中間管理機構への集積面積　実績７３．３ｈａ（目標５０．０ｈａ）千円20,130

農業経営対策事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

80.0% 改善継続Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　高松市内の若手農業者で構成する農業青年クラブの活動を支援し、関係機関と
の連携を図るとともに、若手農業者相互の情報交換や交流を促進し、農業技術の
向上や新規就農者の育成に寄与した。
　
　◎農業後継者クラブ主催事業参加者　実績１２人（目標１５人）

千円1,703

農業後継者育成事業

6

創造都市推進局

108.1% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　農業協同組合、農業共済組合及び香川県東讃農業改良普及センター等の関係機
関と連携を図るとともに、各種農業団体への支援等を行い、農業技術の普及や自
主的な活動を促進することにより農業振興に寄与した。

　◎高松市内の農畜産物販売額（農協取扱分）　実績４１．３億円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目標３８．２億円）

千円8,872

農業団体育成事業

7

創造都市推進局

100.0% 107.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　農業次世代人材投資事業の実施により、新規就農者の確保及び安定が図られる
とともに、人・農地プランの推進により、地域の担い手や農地集積に関する話し
合いが促進された。

　◎地区「人・農地プラン」数　実績３２件（目標３２件）
　◎人・農地プランへの参画者数　実績２０５人（目標１９０人）

千円36,578

人・農地プラン推進事業

8

創造都市推進局
農林水産課

　国分寺町盆栽集出荷場の運営及び維持管理を委託し、盆栽の生産振興と流通の
円滑化を促進した。
　また、選定枝のリサイクル作業を業者に委託し、資源を有効利用した。

千円895

（評価対象外）盆栽集出荷施設管理
運営事業

9

創造都市推進局

70.1% 128.6%一般重点 継続Ｂ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　国の荒廃農地等利活用促進交付金を活用して、耕作放棄地の利用希望がある担
い手農家への貸借の推進を通じて、荒廃農地再生利用事業に取り組むことによ
り、耕作放棄地の再生利用に効果があった。
　再生利用事業による耕作放棄地解消面積　１１３ａ
　
　◎荒廃農地の再生利用面積（累積：ａ）実績１，５４３（目標２，２００）
　◎農用地区域への編入面積（累積：ｈａ）実績０．９（目標０．７）千円9,758

優良農地確保対策事業

10



－ 127 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

89.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　林道を整備したことにより、山間地域が活性化し、森林の管理運営にも寄与で
きた。
　宮谷線開設工事　１７．２ｍ

　◎整備計画予定路線全体の整備進捗率　実績６７％（目標７５％）

千円5,903

林道施設整備事業

11

創造都市推進局
農林水産課

　４財産区管理会（弦打財産区・雌雄島財産区・塩江財産区・上西財産区）を適
切に運営することにより、その住民の福祉の増進に寄与した。

千円204

（評価対象外）財産区管理事務

12

創造都市推進局

74.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　漁業者の施設整備資金等の借入金に対し、利子補給を行ったことにより、漁業
の近代化が促進された。

　◎高松市内の漁獲量　実績２，８８７ｔ（目標３，９００ｔ）

千円928

漁業近代化資金等利子補給事業

13

創造都市推進局
農林水産課

　市有林の適切な維持管理を実施した。
　また、生活環境保全林等にある遊歩道の草刈り等の里山保全活動や市有林内に
あるトイレの維持管理を行ったことにより、市有林の保全と利用者の利便が向上
した。

千円3,246

（評価対象外）市有山林管理事業

14

創造都市推進局

74.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　７水産団体（漁業種別協議会、漁業後継者クラブ等）に助成することで、栽培
漁業や資源管理型漁業を推進したほか、後継者の育成が進んだ。また、県水産振
興協会の事業やあじっこ市場を通じ、魚食普及や水産物の消費が拡大した。

　◎高松市内の漁獲量　実績２，８８７ｔ（目標３，９００ｔ）

千円2,406

水産団体育成事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

106.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　市内の海浜及び漁港を漁業者が清掃することにより、漁港機能の確保や海浜の
美観が維持できた。

◎回収ゴミ量　実績６４ｔ（目標６０ｔ）

千円2,547

海浜清掃補助事業

16

創造都市推進局

74.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　海底に堆積した汚泥物質を海底耕うんすることにより、分解を促進し、漁場の
機能及び生産力を回復させ、底質が改善した。

◎高松市内の漁獲量　実績２，８８７ｔ（目標３，９００ｔ）

千円1,126

漁場保全補助事業

17

創造都市推進局
農林水産課

　農業振興地域の整備に関する法律に基づき、農業上の利用を確保すべき土地の
区域（農用地区域）を設定することにより、優良農地を確保するとともに各種農
業施策を推進している。

千円1,651

（評価対象外）農業振興地域整備計
画事務費

18

創造都市推進局
農林水産課

　農村環境改善センターの適正な管理運営を行ったことにより、農家の生活の改
善、健康増進及び市民相互交流が活発になるなどの効果があった。

千円5,951

（評価対象外）農村環境改善センタ
ー管理運営事業

19

創造都市推進局
農林水産課

　林道の維持管理として、危険箇所等の修繕、除草、竹林等の除去を実施し、利
用者の安全の確保及び森林環境の維持に寄与した。
　林道管理延長　８２ｋｍ

千円11,534

（評価対象外）林道施設管理事業

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局
農林水産課

　畜産クラスター事業に取り組み、経営規模の拡大や機器整備に助成することに
より、高品質牛乳の増産及び良質の堆肥の生産・販売並びに乳製品の新たな開発
を促進した。
（事業費３３３，９９９，７４１円、補助金額１１３，３４２，０００円）

千円113,342

（評価対象外）畜産競争力強化整備
事業

21

創造都市推進局

100.0% 98.5% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

土地改良課

　農業生産性の向上、農業総生産の増大等に資するため、土地改良事業関係各種
団体への負担、補助を行うとともに、土地改良施設の維持管理・環境整備を行う
ことにより、農業生産基盤の整備を促進した。

　◎土地改良区受益面積　実績１１，７１７ｈａ（目標１１，７１７ｈａ）
　◎施設利用者数　実績１９，６９１人（目標２０，０００人）

千円39,018

土地改良施設管理事業

22

創造都市推進局

102.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

土地改良課

　県営・団体営・県単・市単によるかんがい排水施設改修など４６２件の実施に
より、農業生産の向上と農業の健全な発展に向け、支援を行った。
　◎補助金交付件数　実績４６２件（目標４５０件）
　なお、県営・県単・市単補助土地改良事業補助金等については、施工内容の検
討に日時を要したことなどにより、年度内に工事の完了が不可能となったため、
事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９５，０５８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である単県・市単補助土地改良事業補助金等につ
いては完了した。（平成２９年度繰越明許事業費：９４，５９１，２４０円）
【３０年度事業内訳（２９繰越案件を含む）】県営事業１４件（内繰越４件）、
団体営事業３件、単独県費補助事業９８件、単独市費補助事業等２９１件（内繰
越１５件）、災害復旧事業費５６件

千円1,046,042

土地改良事業

23

農業委員会事務局
農政課

　農地転用等の各種申請については、適正な審査と迅速な処理を行い、議事録を
ホームページで公表し、審議過程等の透明性を確保した。
　市長に対して農地等利用最適化推進施策等に関する改善意見を提出したほか、
「かがわの農地利用最適化推進運動」において活動目標を設定して、農家への指
導等に計画的に取り組むとともに、簿記記帳講習会を２５回開催したことにより
農業経営管理能力が向上した。
　また、農家への情報紙として「農業委員会だより」を２回（各１６，０００
部）発行し、農業に意欲と誇りを持った３５８名の担い手（認定農業者・認定新
規就農者・集落営農組織）を始めとする人材の育成・確保を図り、地域を支える
農業の振興に繋がる成果が得られた。

千円6,657

（評価対象外）農業委員会事務事業

24

農業委員会事務局
農政課

　改正農業委員会法の施行により必須業務となった、担い手への農地利用の集
積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進等による農地利用の最
適化の推進に積極的に取り組んだ。
　８月を「農地パトロール月間」と定め、全ての農地の利用状況調査を実施し、
約６５６ｈａの荒廃農地の実態把握や分布地図の更新を行うとともに、再生利用
が可能な遊休農地の所有者等に対し、香川県農地機構への貸付けを促す利用意向
調査を実施するなど遊休農地対策を強化した。
　また、利用権設定に係る農業相談会を１８回開催し、認定農業者等担い手へ約
２０９ｈａの農地を集積することにより農地の有効利用及び担い手等の経営確立
を支援し、地域を支える農業が振興した。

千円37,847

（評価対象外）農地利用最適化推進
事業

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

99.3% 122.5%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

イノシシ対策として猟友会の捕獲活動等に対する助成を行ったことにより、鳥
獣被害防止計画の計画数をおおむね達成することができた。また、農家への侵入
防止柵等設置助成や狩猟免許取得を推進したことにより、農作物被害の拡大を防
止した。

◎有害許可捕獲によるイノシシの捕獲頭数 実績１，５８８頭
（目標１，６００頭）

◎有害鳥獣による農作物被害面積　実績１１．８２ｈａ
（目標１５．２６ｈａ）

千円29,443

有害鳥獣被害対策事業

26

創造都市推進局
農林水産課

　高松市農業基本対策審議会及び専門委員会を合同で開催し、高松市農業振興計
画（計画期間：平成２８年度～令和５年度）における進捗状況の点検・評価な
ど、本市農業施策に関する重要事項について審議した。

千円73

（評価対象外）農業振興事業

27

創造都市推進局
農林水産課

　茜町会館を適正に管理運営することにより、市民に集会、レクリエーション、
文化等の場を提供し、市民福祉の増進に寄与した。
　また、郷東海浜公園の維持管理に努め、市民にスポーツ等の場を提供し、市民
福祉の増進に寄与した。

千円1,608

（評価対象外）食肉センター周辺施
設管理運営事業

28

創造都市推進局

104.3% 111.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　多様化する消費者のニーズに対応した品質と安定的な供給力を持った園芸産地
の持続的発展を図るため、県オリジナル品種などの園芸作物等の生産拡大に取り
組むための農業機械施設等の整備に対する支援を行った。
　高松市園芸産地育成強化推進事業
　かがわ園芸産地活性化基盤整備事業ほか

◎高松市内の野菜販売額（農協取扱分）　実績１，３９７百万円
（目標１，３４０百万円）

◎高松市内の果物販売額（農協取扱分）　実績６４５百万円
（目標５８０百万円）

千円42,264

園芸産地育成推進事業

29

創造都市推進局

29.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ｄ

農林水産課

　松くい虫防除事業については、被害を受けた立木を適切に調査及び駆除を行う
ことにより、松枯れ被害の拡大を防いだ。

◎年間松くい虫被害材積において、伐倒駆除事業を実施した面積の比率�����実績５．８％（目標２０％）

千円857

森林整備事業

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

99.9% 統合Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　水稲や麦類などの土地利用型農業における規模拡大や経営の高度化を推進し
た。

◎交付対象作物の作付面積
実績　５，８９４，８５５㎡（目標５，９００，０００㎡）

水田農業振興事業

31

創造都市推進局

80.0%特別重点 縮小Ｃ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　高松産ごじまん品等の市内農産物について、６次産業化及び農商工連携の取組
を支援し、新たな加工品やサービスの開発を促進した。

◎農産物の加工品の創作数　実績４品（目標５品）

千円2,000

高松産ごじまん品６次産業化等支援
事業

32

創造都市推進局

225.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　本市農業の持続的な発展に向け、認定農業者や新規就農者等の農業経営の高度
化に必要なＩＣＴシステムの導入等を支援した。

◎高松市農業ＩＣＴシステム導入活用事業　実績９件（目標４件）

千円1,477

たかまつ農業ＩＣＴ導入活用支援事
業

33

創造都市推進局

94.3% 101.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　農業協同組合、農業委員会、農業共済組合等の関係機関と連携して、国の経営
所得安定対策事業を実施し、米の計画的生産と畑作物等の作付を推進した。

◎経営所得安定対策等交付申請者数　実績６６０人（目標７００人）
◎交付対象作物の作付面積　実績８，５６０，１３６㎡

（目標８，４００，０００㎡）

千円20,362

農業経営安定対策事業

34

創造都市推進局

100.0% 100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　分収造林地における森林施業事業について、現況に合わせた適切な事業実施が
できた。造林事業助成については、木材価格が低迷し、森林所有者の造林意欲が
低下している中ではあるが、ほぼ予定通りの施業に対し、支援が行えた。

◎分収造林地において造林施業を実施した面積の比率　実績３％（目標３％）
◎人工造林地において造林施業を実施した面積の比率　実績３％（目標３％）

千円5,685

林業振興事業

35
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

87.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　家畜法定伝染病予防事業に助成したことにより、家畜法定伝染病の予防を図っ
た。また、家畜環境衛生対策事業に対し助成したことにより、環境保全と家畜衛
生の改善が図られた。さらに、肉用牛等生産振興事業に助成したことにより、畜
産経営の体質強化と上質肉牛の生産拡大に寄与した。

　◎予防注射・検査頭数　実績５，０６８頭（目標５，８００頭）

千円4,351

畜産振興事業

36

創造都市推進局

70.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　栽培漁業推進事業、水産増養殖事業等に助成したことにより、水産資源の培養
及び養殖漁業の振興に繋がる成果が得られた。

　◎ヒラメ漁獲量　実績１２，０００ｋｇ（目標１７，０００ｋｇ）

千円7,308

水産振興事業

37

創造都市推進局
農林水産課

　有害鳥獣の捕獲許可事務を実施し、農作物等の被害防止を推進した。
　捕獲許可件数　６６０件

千円458

（評価対象外）鳥獣飼養許可等事業

38

創造都市推進局

102.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

土地改良課

　水源涵養や景観整備、防災など、農業・農地が有する多面的な機能を維持発揮
させるため、耕作継続に必要な農道・水路などの保全活動や施設の修繕、長寿命
化を図る活動を促すことを目的として、農業者や地域住民で構成される活動組織
へ支援を実施した。
　平成３０年度実績
　農地維持活動組織数　　　　　　　　　　　３５組織
　対象面積　　　　　　　　　　　２，３６４．５ｈａ
　資源向上（共同）活動組織数　　　　　　　２２組織
　対象面積　　　　　　　　　　　１，３０５．４ｈａ
　資源向上（長寿命化）活動組織数　　　　　１５組織
　対象面積　　　　　　　　　　　１，０８７．２ｈａ
　◎対象農用地面積　実績２，３６５ｈａ（目標２，３１０ｈａ）

千円137,879

多面的機能支払事業

39

創造都市推進局
農林水産課

　農村公園等（１４施設）の日常的な維持管理（指定管理）を行い、市民に憩い
とふれあいの場を提供し、市民の日常的な健康増進及び相互の交流が行われた。

千円5,919

（評価対象外）農村公園等運営事業

40
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局
農林水産課

　農業体験施設である香南アグリームの運営管理（指定管理）を行い、園地を利
用した農業体験、工房では園内で取れた野菜等を使った調理体験を実施し、来場
者の農業に対する理解を深めるとともに食育を推進した。
　また、香南朝市（産地直売所）では香南町を中心とした農家が出荷した農産物
の販売をするなど、地域農業の振興及び地産地消を推進した。

千円10,587

（評価対象外）香南アグリーム管理
運営等事業

41

創造都市推進局

100.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　都市と農村の交流を促進するため、グリーン・ツーリズムに取組む農業者等で
組織する協議会に対する支援を実施した。
　スタンプラリー及びモニターツアーの実施

　◎グリーン・ツーリズム実践団体来場者　実績１７９，６３６人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目標１７８，０００人）

千円226

グリーン・ツーリズム推進事業

42

創造都市推進局

86.1% 94.8% 改善継続Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ

農林水産課

　市民農園の新規開設補助　１カ所
　開設初期の市民農園の運営支援　２カ所

　◎市民農園の設置カ所数　実績３１カ所（目標３６カ所）
　◎市民農園利用率　実績８２．５％（目標８７％）

千円1,686

市民農園整備事業

43

創造都市推進局

62.5% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

農林水産課

　水産教室の開催に助成したことにより、地元漁業への児童の理解を深めること
ができた。（料理教室・タッチプール）

　◎開催回数　実績５回（目標８回）

千円360

水産教室開催事業

44

創造都市推進局
農林水産課

　研修集会施設の適切な維持管理を行い、農業振興のための研修及び集会、レク
リエーション、文化等の場を提供したことにより、市民福祉の増進に寄与した。

千円4,041

（評価対象外）研修集会施設管理運
営事業

45
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局
農林水産課

　本市食肉センターは、平成１８年４月１日に指定管理者制度の導入後、指定管
理者に指定した高松食肉事業協同組合により、円滑な施設管理が行われた。
　
　なお、軌条機械設備等改修実施設計業務については、設計内容の検討に期間を
要したなどにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌
年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２，３１５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である係留室内空調設備改修工事については、完
了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：４，６４４，０００円）

千円523,269

（評価対象外）食肉センター管理運
営事業

46

創造都市推進局

106.2% 100.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

市場業務課

　現行の市場の活性化に関するマスタープランに基づき、市場見学、たかまつ市
場フェスタ２０１８、市場特別開放及び夏休み市場ＤＥ自由研究などを実施し
た。
　
　◎市場への一般市民の来場者数　実績２５，４８１人（目標２４，０００人）
　◎当該年次取扱高を対前年比の９５％以上にする　実績９５．７％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目標９５％）千円1,756

卸売市場活性化推進事業

47

創造都市推進局
市場業務課

　中央卸売市場及び公設花き地方卸売市場施設・設備の維持管理、修繕及び保守
点検を行った。また、市場内の清掃やごみの分別収集を徹底し、美化に努めると
ともに、市場内警備を行い、安全を確保するなど、健全な市場運営を行った。

　なお、中央卸売市場ガス配管改修実施設計業務委託及び中央卸売市場冷蔵庫棟
コンクリートブロック塀等改修工事については、設計内容の検討に日時を要した
ことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に
繰り越した。（繰越明許費繰越額：７，２１７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である公設花き地方卸売市場花き棟受変電設備改
修工事については、完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：３，２１３，０００円）

千円238,765

（評価対象外）卸売市場管理運営事
業

48

創造都市推進局

98.5%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

施設整備室

　新青果棟の基本設計や南海トラフを震源とする地震や高潮被害に備えた、地盤
の液状化対策や盛土工事などの実施設計を実施した。
　また、青果棟の移転候補地の用地を所有者である日本たばこ産業株式会社から
購入した。

　◎卸売市場の取扱金額　　実績３１８億円（目標３２３億円）

千円814,004

卸売市場整備事業

49
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

特産品の育成・振興とブランド力
の向上

千円24,343 31.0% 71.1%

創造都市推進局

　市内の特産品生産者・製造者及び購入者 　高松ブランド化の推進に向けた取組を実施し、特産品
の育成・振興を図る。

　本市の伝統的ものづくり製品や特産品・農作物について、各種展示会への支援等を通じて、普及啓発事業・販路拡
大事業等を実施し、特産品の育成・振興とブランド化の推進及び地場産業の活性化に寄与した。

　伝統的ものづくり製品や特産品、農作物について、一定の評価はあるものの、その価値や評価を高めることが求め
られている。今後も関係団体と連携して、販路拡大や後継者育成等に取り組むとともに、国内だけでなく、国外への
輸出拡大を見据えた新たな取組が必要である。

　地域経済の活性化を図る上で、地場産業の振興は重要性を増しており、継続実施していく必要がある。

販路開拓事業等来場者数

　特産品の育成・振興とブランド化の推進に寄与す
るため、販路開拓事業の支援を実施しているが、開
催期間の短期化等により、目標達成には至らなかっ
た。

94.2%

実績H30

人18,832

目標H30

人20,000

盆栽輸出登録申請者数（ＥＵ）

　盆栽振興に関する新たな取組を実施しているが、
慢性的な後継者不足の中、生産者の高齢化が進み、
目標達成には至らなかった。

78.3%

実績H30

人18

目標H30

人23

伝統的ものづくり普及啓発事業等参加者数

　特産品の育成・振興とブランド化の推進に寄与す
るため、普及開発事業を実施しているが、開催数及
び開催場所等の制限により、目標達成には至らな
かった。

79.9%

実績H30

人599

目標H30

人750

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

79.9% 94.2%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　高松市伝統的ものづくり振興条例に基づき、伝統的ものづくり振興審議会や、
夏休み親子体験教室、学校巡回教室、伝統的ものづくり事業者対象セミナーなど
を開催した他、香川漆芸魅力発信戦略事業、展示会等への補助、伝統的ものづく
り振興事業補助などにより、人づくりの推進や販路拡大等に寄与した。

　◎普及啓発事業等参加者数　実績５９９名（目標７５０名）
　◎販路開拓事業等来場者数　実績１８，８３２名（目標２０，０００名）千円5,833

伝統的ものづくり支援事業（産業振
興課分）

1

創造都市推進局

継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

産業振興課

　昨年度は、水戸市において開催された姉妹城都市・親善都市と交流都市の観光
と物産展に本市の特産品を出品したほか、彦根市、由利本荘市、金沢市、帯広
市、かほく市にも同様に出品をした。また、新たに羽田空港において伝統工芸品
の展示を行うなど、特産品の育成や振興に寄与した。

千円3,458

特産品育成・振興事業

2

創造都市推進局

78.3%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

農林水産課

　香川県、ＪＡ及び盆栽事業者等と連携し、高松盆栽ＰＲ、生産振興、輸出拡
大、販路拡大等に取組み、高松盆栽の振興とブランド化を推進した。
　高松盆栽振興事業費　　　１，８４３千円
　高松盆栽の郷推進事業費　７，５７１千円

　◎盆栽輸出登録申請者数（ＥＵ）　実績１８人（目標２３人）

千円11,552

伝統的ものづくり支援事業（農林水
産課分）

3

創造都市推進局

93.3% 114.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

農林水産課

　ＪＡ香川県等の関係機関と連携して、高松産ごじまん品を推進し、食育・地産
池消に取り組んだ。

　◎食育・農業体験教室への参加者数　実績５６人（目標６０人）
　◎たかまつ食と農のフェスタ出展者販売額　実績１０，３１５千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目標９，０００千円）

千円3,500

高松ブランド農産物育成支援事業

4
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施策 事業費 総合評価
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名
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況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

就業環境の充実

千円376,782 13.9% 74.1%

創造都市推進局

　市内の事業所及び勤労者 　市内事業所の就業環境の充実及び勤労者の勤労意欲の
向上を目指す。

　平成１８年度に創設した子育て支援中小企業等表彰制度に基づき、３０年度は、７事業所を表彰・ＰＲするなど、
市内事業所のワーク・ライフ・バランス推進の成果が得られた。
　中小企業勤労者支援事業では、市内の勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調融資により住宅資
金を貸し付けた。利用状況は好調であり、勤労者の就業意欲・環境の向上につながった。
　中小企業勤労者福祉共済事業においては、新規事業所の加入促進に努めたことにより、新規事業所加入に伴う被共
済者加入人数１８９人を獲得するなどして、被共済者数が８，３８８人へと増加するとともに、福利事業も多くの利
用を得るなど、市内の中小企業に働く勤労者の福利厚生が向上した。

　施策を構成する各事務事業においては、成果目標を達成しているが、経済の先行きが不透明な状況下において、本
市が就業環境の充実や雇用対策に取り組んでいくためには、これまで以上に市の関係部局や国・県・関係機関との連
携・協力が必要である。

　市内企業における就業環境の向上を後押しすることや、市として市内の優良企業をＰＲすることは、勤労者福祉は
もとより、企業の人材確保の面でも重要性を増しており、今後一層、市の関係部局や国、県、関係機関と連携しなが
ら施策を継続（表彰制度についてはより効果的に市内企業をＰＲ等できるよう見直し）していく必要がある。

子育て支援中小企業等表彰事業の表彰事業者
延べ数
　平成３０年度は平成２９年度を上回る２７０事業
所に応募案内し、自主的な応募のみで、年間の目標
表彰事業所数（５社）を上回る７社を表彰すること
ができた。

100.0%

実績H30

団体76

目標H30

団体76

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

100.0% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　労働関係情報を発信するとともに一般事業主行動計画を策定し、従業員の仕事
と子育ての両立支援に積極的に取り組んでいる市内の７企業・団体を表彰した。
　その他、勤労者福祉に関する事業を行っている団体に補助を行った。
　これらのことにより、市内事業所の就業環境の向上等につながった。

◎子育て支援中小企業等表彰事業の表彰事業者延べ数　実績７６団体
（目標７６団体）千円3,090

就業支援推進事業

1

創造都市推進局

継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　四国労働金庫との協調融資により、住宅資金の貸付け（融資限度額は６００万
円）を行うとともに、優遇措置として、融資額の０．１％（最高６千円）を１回
還付（四国労働金庫が費用負担）することによって、勤労者の持ち家促進の成果
が得られた。

　融資件数：１９３件、融資額：１，１５１，０２０，０００円
　利子還付件数：１７１件、利子還付額：１，０１３，５９０円
　利用率：１５９．８６％千円180,500

中小企業勤労者支援事業

2

創造都市推進局

101.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

産業振興課

　福利事業や給付事業等のほか、会報紙を年９回発行し、事業の案内や決算状況
だけでなく、新規会員事業所の紹介などを行った。
　また、未加入事業所の訪問勧誘や、加入事業所の要望を聴くなど、加入確保対
策を実施した。
　これらのことにより、市内の中小企業に働く勤労者の福祉の増進と中小企業振
興の成果が得られた。

　平成３１年３月３１日現在の高松市中小企業勤労者福祉共済事業加入事業所数
　６９９事業所

◎加入被共済者数　実績８，３８８人（目標８，２３０人）

千円98,523

中小企業勤労者福祉共済事業

3

創造都市推進局
産業振興課

　高松テルサの管理運営を指定管理者である穴吹エンタープライズ株式会社に委
託した。その他、自主企画事業である「高松テルサ音楽祭」において高松市長賞
を贈呈した。
　これらのことにより、高松テルサを利用する勤労者等の福祉を増進することが
できた。
　高松テルサについては、平成３１年３月３１日に閉館記念式典を開催し、平成
３０年度をもって閉館した。
　高松テルサ平成３０年度利用者数：３８７，０５９人

　なお、契約の締結に不測の日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４５，７３４，０００円）

千円84,413

（評価対象外）高松テルサ管理運営
事業

4
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

文化芸術の振興と発信

文化芸術の振興

千円1,099,389 46.4% 59.8%

創造都市推進局

　市民 　優れた文化芸術に触れる機会の拡充や人材の育成・支
援等市民の自主的・創造的な文化芸術活動を推進する。

・デリバリーアーツ事業　　公演回数１７回、鑑賞者数２，２４０人　
・文化芸術活動推進事業
学校巡回芸術教室２０校　学校巡回能楽教室　６校　文化芸術活動補助５６件　文化団体活動補助　９件
・美術館運営事業　（市美）常設展４回　特別展５回、（塩江）常設展１回　企画展３回
・菊池寛顕彰事業　菊池寛生誕１３０年・没後７０年記念シンポジウム、����������文学展等の開催、
香川菊池寛賞及び菊池寛ジュニア賞の作品募集選奨等 
・文化芸術ホール管理運営事業　　文化芸術ホール管理運営、自主事業　等
・美術館管理事業　施設運営、建物の維持管理
・美術館資料収集事業　美術品購入等１９点

　優れた文化芸術に触れる機会の拡充や人材の育成・支援等、市民の自主的・創造的な文化芸術活動を更に推進する
必要がある。

　今後の施策を取り巻く環境変化や市民満足度調査の結果を踏まえ、デリバリーアーツ事業や美術館運営事業などに
より、効果的かつ継続的に文化芸術活動を推進していく。

文化芸術ホールにおける事業の参加者数

　目標値には達しなかったが、今後も公演内容の充
実や施設の整備を行いながら、利用者により満足し
ていただけるホールを目指し、本市の文化振興に繋
げる。

95.6%

実績H30

人209,232

目標H30

人218,750

アウトリーチ事業の参加者数

　平成３０年度は、まちなかパフォーマンスの鑑賞
者数増等により前年度を上回った。今後も、内容の
充実を図りながら市民のニーズに応じた事業展開を
目指す。

169.9%

実績H30

人123,208

目標H30

人72,500

美術館来場者数

　魅力的な展覧会ラインアップや教育普及活動の広
がりに努めたが、目標に達しなかった。今後も幅広
い層から利用され、親しみのある美術館事業の展開
を目指す。

71.9%

実績H30

人116,140

目標H30

人161,500

Ａ

（市美１９）
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

100.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　市民が創造・参加する市民企画提案型の文化の祭典として、市民文化祭「アー
�フェスタたかまつ」を開催している。平成３０年度は１７の公演・展示を実
施し、文化芸術活動の参加・発表の場を提供するとともに、幅広いジャンルの
作品鑑賞機会を提供した。

◎アーツフェスタたかまつ２０１８観覧者数
��実績９，０６６人（目標９，０００人） 千円7,760

市民文化祭開催事業

1

創造都市推進局

112.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　市民に身近な場所で、瀬戸フィル音楽会、讃岐国分寺太鼓、落語等の出前を実
施し、外に出られない人等にも生の優良芸術を鑑賞する機会を提供している。
　また、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の取組として、連携市町の協力の下、圏
域内市町にも出前し、平成３０年度はさぬき市及び東かがわ市で実施した。

◎デリバリーアーツ事業鑑賞者数
��実績２，２４０人（目標２，０００人） 千円3,799

デリバリーアーツ事業

2

創造都市推進局
文化芸術振興課

　本市を中心に活動し、本市における文化の振興に貢献している者で、将来にお
いてさらにその活躍が期待される者を奨励することを目的として、高松市文化奨
励賞選考審議会の審議により、新人部門、顕彰部門の２部門から選考し、同賞を
贈呈している。

千円319

（評価対象外）文化奨励賞贈呈事業

3

創造都市推進局

135.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　文化団体の育成・支援を行うとともに文化芸術活動への補助事業を実施し、活
動団体の自主的な活動を促進した。また、小中学校の児童生徒を対象に、学校巡
回芸術教室・能楽教室を実施したほか、劇団四季公演「こころの劇場」共催等に
より、子どもたちが優良芸術を鑑賞、体験する機会を提供した。

◎文化芸術活動助成事業における参加人数
��実績３，３８７人（目標２，５００人） 千円25,239

文化芸術活動推進事業

4

創造都市推進局

161.2%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

文化芸術振興課

　高松市文化芸術振興計画に基づき、アートディレクター推進事業、アーティス
ト・イン・レジデンス事業、０才からのコンサート事業、まちなかパフォーマン
�事業、ホスピタルアート事業を実施した。多様なアート展開により、市民に
よる文化芸術活動の場への参加や作品鑑賞の機会を広げ、文化芸術を生かした
まちづくりを推進した。

◎まちなかパフォーマンス事業観覧者数
��実績１０８，８１０人（目標６７，５００人） 千円19,686

アート・シティ高松推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

80.8% 142.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　高松市が生んだ偉大な文化人である菊池寛の功績を顕彰するとともに、市民の
教養の向上と市民文化の発展に寄与するため、「香川菊池寛賞」や市内小・中学
生を対象とする「菊池寛ジュニア賞」の作品募集選奨事業を行った。
　また、菊池寛生誕１３０年・没後７０年の記念事業としてシンポジウム「ふる
さとと文学～菊池寛の高松」文学展を始め、文学展の開催や菊池寛の生涯及び功
績を描いたマンガの製作、文芸講座などの文化活動事業を実施したことにより、
地域に根ざした文化芸術の普及と振興に効果があった。

◎文学展観覧者数　実績３，５６４人（目標２，５００人）
◎文芸講座参加者数（１０回延べ数）　実績６３８人（目標７９０人）

千円13,435

菊池寛顕彰事業

6

創造都市推進局

220.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

美術館美術課

　平成３０年度は開館３０周年記念ということもあり、教育普及活動の一層の充
実を図った結果、美術講座参加者数は前年度よりも大幅に増加した。

◎美術講座参加者数　実績４，４１３人（目標２，０００人） 

千円1,361

美術教育普及事業

7

創造都市推進局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

文化芸術振興課

　平成３０年度は「ＡＲＴ　ＳＥＴＯＵＣＨＩ２０１８」として継続作品の公開
や島同士の交流事業を進めたほか、実行委員会において取りまとめた瀬戸内国際
芸術祭２０１９実施計画に基づき、芸術祭開催に向けた準備を進めた。

◎瀬戸内国際芸術祭２０１９開催準備進捗率
�実績１００％（目標１００％） 

千円50,444

瀬戸内国際芸術祭推進事業

8

創造都市推進局

133.3%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　平成２７年度に国際音楽コンクール世界連盟に加盟したことにより、国内外か
らより一層注目を集めるコンクールとなった中、平成２９年度に開催した第４回
コンクールは、いずれも過去最多となる３２の国や地域から３３２人の参加が
あった。

コンクールが開催されない年度においては、コンクールの審査員・入賞者のリ
サイタル事業や公開レッスン、地域での無料演奏会などの事業を展開し、次回開
催への機運を高めるとともに、より市民に親しまれ、地域に育まれていくコン
�ールとなるよう推進している。

◎同コンクール推進事業学校訪問リサイタル実施校数
�実績８校（目標６校） 

千円2,800

高松国際ピアノコンクール事業

9

創造都市推進局
文化芸術振興課

　香南地区の陶芸の普及と香南焼の伝承を図るため、香南陶芸館の土地・建物を
香南陶芸クラブに貸し付けていたが、平成２９年度末をもって同クラブが活動を
休止したことに伴い、用途廃止した。木造で非常に老朽化しているため、今後、
地元の意見を踏まえながら早期の除却を検討する。

千円3

（評価対象外）元香南陶芸館管理事
業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局
文化芸術振興課

　本市西部地域における文化芸術活動の拠点として、日本管財・ＪＴＢコミュニ
ケーションデザイン共同事業体を指定管理者として指定し、同ホールの効果的な
管理運営に努めるとともに、１１メニュー４８件の自主事業数に対し補助を行っ
た。

千円40,257

（評価対象外）高松国分寺ホール管
理運営事業

11

創造都市推進局
文化芸術振興課

（事業概要、事業実績等）
　公益財団法人高松市文化芸術財団を、文化芸術ホールの指定管理者として指定
し、施設の効果的な管理運営に努めるとともに、同財団が実施する情報誌等発行
事業、ホームページ運用事業、財団自主事業に対し助成を行うことにより、文
化芸術の振興を推進している。

　なお、消費税増税に伴う予約管理システムの改修事業費について、システム
改修方法の検討に日時を要し、年度内に事業の完了が不可能となったため翌年
度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９５５，０００円）

千円570,823

（評価対象外）文化芸術ホール管理
運営事業

12

創造都市推進局
文化芸術振興課

　本市の交通結節点における文化芸術活動の創造・発表・交流拠点として、コト
デン瓦町ビル８階のＩＫＯＤＥ瓦町に整備し、市民課を始めとする他ゾーンと連
携しながら賑わいの創出に取り組んだ。

千円11,601

（評価対象外）瓦町アートステーシ
ョン管理運営事業

13

創造都市推進局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化芸術振興課

　平成３０年７月から工法検討業務を開始し、月１回の定例会において情報共有
と進行管理を行いながら、計画どおり業務を進めている。検討業務は令和元年７
月終了予定だが、平成３０年度末に、想定される特定天井への対応策等に関する
中間報告を受けた。　

◎更新改修に係る進捗率（工事計画策定）�実績３０％（目標３０％） 千円29,808

高松市文化芸術ホール改修事業

14

創造都市推進局

一般重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

文化芸術振興課

　平成３０年度は、各記念事業のメニューを決定するとともに、ホール主催事業
等において開館１５周年をＰＲするなど広報に取り組み、平成３１年４月２７日
の記念イベントから始まる一連の記念事業の準備を予定どおり行った。

◎１５周年記念事業参加者の本市人口に対する割合�実績－％（目標１．４％）
※Ｈ３０は事業実施年度でないため実績なし千円1,000

高松市文化芸術ホール開館１５周年
記念事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

100.1% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　菊池寛の業績を顕彰し、市民の教養の向上と市民文化の発展に寄与するため、
菊池寛や寛が創設した芥川賞・直木賞等に関する資料の収集、研究調査、保管及
び展示を実施するなど、後世に残す適切な管理運営を行った。

◎菊池寛記念館利用者数　実績７，５０８人（目標７，５００人）

千円11,970

菊池寛記念館管理運営事業

16

創造都市推進局

66.8% 100.0% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

美術館美術課

　平成３０年度の高松市美術館主催展入場者数は特別展５展が全体的に低調であ
るのに伴い常設展も低調となり、さらに塩江美術館が８か月間改修のため休館し
たことから、伸び悩んだ。アンケートに基づく展覧会満足度は目標値８５％に達
しており、内容面では充実していたと言える。

◎高松市美術館主催展入場者数　実績４０，１０３人（目標６０，０００人）
◎展覧会鑑賞に満足した人の割合　実績８５％（目標８５％）千円8,618

美術館運営事業

17

創造都市推進局

74.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

美術館美術課

　平成３０年度は美術品の購入１０点、寄贈９点、寄託３点と、寄贈点数が多
かったが、これは当館コレクションが評価されている事の表れであり、継続的な
収集活動の成果と言える。収集した美術品は常設展で公開しているが、３０年度
の常設展入場者数は特別展入場者数に伴い低調気味であった。

◎高松市美術館常設展入場者数　実績１７，１５３人（目標２３，０００人）

千円11,433

美術館資料収集事業

18

創造都市推進局
美術館美術課

　収蔵品を適切に保管するとともに、快適な鑑賞環境を維持するため、設備機器
の点検や整備、清掃等の業務を委託し適切な施設管理を行うほか、平成３０年度
は高松市美術館消防設備改修事業として、防火シャッター・防火戸・防火ダン
パー等の改修を行い施設の安全面を充実させた。

　なお、前年度からの繰越事業である高松市美術館地下駐車場消火設備改修事業
については、入札不調のため未執行となった。
（平成２９年度繰越明許事業費：０円）千円220,845

（評価対象外）美術館管理事業

19

創造都市推進局

46.8%一般重点 完了Ａ Ａ Ｂ Ｃ

美術館美術課

　３０周年記念事業は特別展５展、記念講演会、パフォーマンス、収蔵品図録
Ⅴ、商店街との連携など多彩な内容で、いずれも、職員の努力や学校・商店街と
の連携の甲斐もあって内容的には充実させることができた。例えばパフォーマン
ス（コンサート）で新曲として披露されたサヌカイト曲は地元高校生の演奏によ
るもので、平成３０年１０月からは美術館開館閉館音楽として使用され、親しま
れている。記念展５展の入場者数は当初予想よりも少ないものとなった。

◎記念特別展入場者数：実績２２，９５０人（目標４９，０００人）千円68,188

高松市美術館開館３０周年記念事業

20
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

文化芸術の振興と発信

文化財の保存・活用

千円290,125 29.1% 59.9%

創造都市推進局

　本市の歴史文化遺産のなかで、国・県・市において指
定する等、調査・保存・活用するのに相応しいもの。

　本市の歴史文化遺産の保存・管理と公開・活用を図
る。

　史跡天然記念物屋島等で文化財的価値を明らかにするための確認調査や、開発事業に伴う事前の発掘調査を実施す
るとともに、史跡讃岐国分尼寺跡等において公有地化を行ったほか、指定等文化財の管理や伝承に係る補助金の支
出、史跡地における除草や修繕等の維持管理を実施し、文化財の保存に寄与した。また、高松城築城４３０年記念事
業を開催するとともに、ふるさと探訪や埋蔵文化財をテーマにした連載講座等の学習会を開催し、文化財の活用を進
めた。各施設においては、埋蔵文化財センターでは、埋蔵文化財の情報発信、歴史資料館をはじめ、各資料館・郷土
館では、企画展及び講座等を開催し適切な運営を行い、市民の知識及び教養の向上と市民文化の発展に寄与した。史
跡高松城跡・玉藻公園では、桜御門復元整備工事について工事契約が締結できず未着工であるが、重要文化財披雲閣
の修繕を進めるとともに、耐震化に向けて大書院の耐震補強案を作成した。玉藻公園の入園者数に関しては、豪雨や
猛暑等の影響がみられるものの、４年連続して２０万人を超えた。

　指定文化財の件数増加や披雲閣の耐震補強等により、適正に維持管理するためのコスト増が予想される。

　文化芸術の振興と発信という上位の政策を実現するためには、地域を特色づける文化財の保存と活用に関する事業
を継続していくことは必要不可欠である。

歴史資料館等利用者数

　歴史資料館ほか各館で企画展等の開催や教育普及
活動等の充実を図ったが、広報活動・周知不足もあ
り、目標値を下回った。

96.0%

実績H30

人134,460

目標H30

人140,000

文化財学習会・体験講座参加者数

　ふるさと探訪については、参加者が前年度を上
回ったが、親子文化財教室は、会場の都合のため人
数制限を設けたため、また、市民文化財教室は開催
場所が遠方だったため参加者が減少し、目標値を下
回った。

98.2%

実績H30

人1,227

目標H30

人1,250

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

103.0%一般重点 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　稲荷山の積石塚４基が国史跡に指定され、関連行事を多数実施したことで市民
等から多くの反響もあり、報道等でも多数取り上げられた。同時に、史跡の保存
活用計画の作成に着手し、稲荷山には史跡境界標を設置するなど、史跡の保存に
資する事業を進捗させることができた。

◎見学者数（累積）　実績１，０３０人（目標１，０００人）

なお、３０年度に実施予定の峰山にある古墳の史跡境界標設置の委託業務は、
土地所有者との協議等に日時を要したことにより年度内の実施が不可能となった
ことから、翌年度に繰り越した。（繰越明許費繰越額：４，２６３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である稲荷山の史跡境界標設置の委託業務は完了
した。（平成２９年度繰越明許事業費：１，１３０，７６０円）

千円5,153

史跡石清尾山古墳群保存・整備事業

1

創造都市推進局
文化財課

　国の特別史跡讃岐国分寺跡及び史跡讃岐国分尼寺跡は、文化財保護法によって
建築等の現状変更が許可されない地域となっている。このため、本市は史跡内に
土地を所有する住民の財産を補償するものとして、国庫補助を受けて土地買上を
しており、３０年度は史跡讃岐国分尼寺跡について実施、公有地化を進めた。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９，５４５，０００円）千円85,442

（評価対象外）史跡讃岐国分寺・国
分尼寺跡保存整備事業

2

創造都市推進局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　史跡・天然記念物屋島の価値の再確認及び新たな価値を発見するため、史跡・
名勝・天然記念物の各分野において実施している。３０年度は、これまでの調査
成果を報告書としてまとめるとともに、石切場の調査等を開始し、屋島の文化財
的価値の一端を明らかにすることができた。

◎確認調査によって内容の詳細が判明した件数（累積）��実績４件（目標４件） 千円2,530

史跡・天然記念物屋島保存・整備事
業

3

創造都市推進局

87.9% 55.6%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

文化財課

　高松城跡整備事業について、披雲閣耐震補強においては、大書院の耐震補強方
針案を作成した。

◎玉藻公園の年間入園者数　実績２０２，１６１人（目標２３０，０００人）
◎桜御門の復元　実績５０％（目標９０％）

なお、桜の馬場・北の丸石塀等撤去工事については、設計内容の検討に日時を
要したことにより、年度内の事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６８，１７３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である桜御門復元整備工事については、契約不成
立のため、不用とした。（平成２９年度繰越明許事業費：０円）

千円25,094

高松城跡等整備事業

4

創造都市推進局
文化財課

　指定文化財の管理・修理・伝承公開事業に対する補助金の支出、本市が所有す
る史跡地の除草及び施設修繕等、さらに、ふるさと探訪等文化財学習会を開催
し、文化財の保存と活用に寄与した。

　なお、前年度からの繰越事業である重要文化財小比賀家住宅土塀保存修理補助
事業（正面）については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：３８８，０００円）千円18,116

（評価対象外）文化財保存活用推進
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

106.9% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

文化財課

　史跡石清尾山古墳群の国史跡追加指定記念のシンポジウムを開催するととも
に、埋蔵文化財をテーマにした連載講座を５回にわたって開催したほか、遺跡の
説明パンフレットの作成を行うなど、埋蔵文化財の公開活用を積極的に進めるこ
とができた。

◎埋蔵文化財公開活用事業関連行事参加者数　実績６，４１５人��（目標６，０００人） 千円1,780

埋蔵文化財公開活用事業

6

創造都市推進局
文化財課

　土地開発公社から玉藻公園整備事業用地を取得することにより、史跡高松城跡
と一体となる都市公園を整備し、風格ある都市空間の創出を図る玉藻公園整備事
業の推進に寄与した。

（評価対象外）玉藻公園整備事業

7

創造都市推進局
文化財課

　市内の史跡及び埋蔵文化財包蔵地の内容を確認し、文化財の適切な保存及び活
用を図る上で必要な資料の蓄積を行うことができた。

千円20,969

（評価対象外）文化財調査事業

8

創造都市推進局

94.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　石と人間のかかわりの文化を観点に、資料の収集・保管・調査研究を行うとと
もに、展示等の情報発信、体験学習等の教育普及活動を実施した。

◎利用人数　実績５５，９９５人（目標５９，０９０人）

千円22,863

石の民俗資料館管理運営事業

9

創造都市推進局

88.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　香南地区の有力豪族由佐氏の居城跡という立地を生かし、高松平野南部地域の
歴史民俗資料の収集・保管・調査研究を行うとともに、展示等の情報発信、講座
等の教育普及活動を実施した。

◎利用人数　実績３０，２０７人（目標３３，９７３人）

千円12,282

香南歴史民俗郷土館管理運営事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

100.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

文化財課

　特別史跡讃岐国分寺跡を保護し、文化財の保存及び活用を図るとともに、歴史
的意義等を説明するため、展示等の情報発信、講座等の教育普及活動を実施し
た。

◎利用人数　実績２２，３１６人（目標２２，１６１人）

千円9,615

讃岐国分寺跡資料館管理運営事業

11

創造都市推進局
文化財課

（事業概要、事業実績等）
　玉藻公園に係る管理運営の指定管理者への委託や、公園内のメンテナンスを
行った。入園者数については、豪雨や猛暑の影響がみられるものの、４年連続
して２０万人を超えた。

　なお、披雲閣屋根等の修繕工事については、関係機関との協議に日時を要し
たことにより、年度内の事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９，９９３，０００円）千円53,818

（評価対象外）玉藻公園管理運営事
業

12

創造都市推進局
文化財課

　本市の歴史民俗資料の収集・保管・調査研究を行うとともに、適切な管理運営
を行い、歴史・考古・民俗等に関する市民の知識及び教養の向上と市民文化の発
展に寄与した。

千円14,578

（評価対象外）歴史資料館管理運営
事業

13

創造都市推進局

95.8% 93.9% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

文化財課

サンクリスタル学習の受入れ、企画展等での講演会・ワークショップ等の開催
により、郷土の歴史や文化についての興味を喚起し、知識を深められる教育普及
活動を実施した。

◎教育普及活動の受講者数　実績４，５２２人（目標４，７２２人）
◎サンクリスタル学習参加校数　実績３１校（目標３３校）

千円3,177

歴史資料館教育普及活動事業

14

創造都市推進局

82.8% 78.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

文化財課

　本市の歴史民俗資料の収集・保管・調査研究のほか、資料整理を行い、収蔵品
システムへの登録を実施した。

また、企画展及び収蔵品展を４展、ロビー展を８展開催するとともに、学習室
を利用した展示も３展開催したほか、資料館サポーター等による展示解説を２４
回開催した。

◎展覧会観覧者数　実績２１，３６２人（目標２５，７９４人）
◎収蔵品システムＨＰアクセス数　実績２３，１４１件（目標２９，４２１件）千円5,444

歴史資料館常設展事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局
文化財課

　埋蔵文化財の整理作業及び展示等の普及啓発を実施するとともに、地域コミュ
ニティ協議会及び創造支援センターの複合施設並びに学校開放及び地域活動の場
を維持する上で、必要な施設管理を実施した。

千円9,264

（評価対象外）四番丁スクエア等管
理運営事業

16
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

元気を生み出すスポーツの振興

スポーツの振興

千円975,854 23.9% 56.9%

創造都市推進局

　市民 スポーツ活動の推進やスポーツ施設の整備を行い、ス
ポーツの振興を図る。

スポーツ施設等管理運営事業については、指定管理者との連携により適切な管理運営を行った結果、前年度より施
設利用者数が増加した。また、倒壊の恐れのあるスポーツ施設のブロック塀をフェンス等へ改修し、市民の安全を確
保した。サンポート高松トライアスロン大会開催事業については、平成２９年度からはアジアカップを併催し国際交
流の推進や交流人口の拡大に寄与しているが、３０年度は荒天により大会中止となった。障がい者スポーツ推進事業
については、四国初開催となる第２９回日本パラ陸上競技選手権大会を開催したほか、日本パラ陸上競技連盟の強化
指定選手、育成指定選手等の合宿を受け入れた。また、パラリンピアンと小学生との交流事業をはじめ、大会パネル
展や障がい者スポーツの体験等を他のスポーツイベントに併せて積極的に実施した。地域密着型トップスポーツチー
ム支援事業については、ホームタウンデーやパブリックビューイングなど、市民に試合観戦・応援機会の提供を通じ
て、認知度の向上やスポーツへの関心等につなげた。南部地域スポーツ施設（仮称）整備事業については、７月に建

　市民ニーズが多様化する中、市民ニーズの的確な把握に努めるとともに、スポーツ振興のさらなる推進のため、こ
れまで以上に行政と市民が協働・連携する方策の検討が必要である。

　引き続き、高松市スポーツ推進計画に基づき、スポーツ振興の推進を図る。

トップスポーツチーム試合観戦者数

　観客数全体の約２６％を占める香川ファイブア
ローズは前年比増となったものの、約５７％を占め
るカマタマーレ讃岐が、成績の低迷もあり前年比大
幅減少し、全体での目標達成率は７６％となった。

76.3%

実績H30

人113,138

目標H30

人148,300

社会体育施設利用者数

　高松市立りんくうスポーツ公園のオープンなどに
より、前年度に比べ利用者数は増加したものの、天
候不良の影響などにより市民プールの利用者が
６，５３３人減少したことなどから、８１．８％の
達成率に留まった。

81.8%

実績H30

人2,007,396

目標H30

人2,454,500

�ップスポーツ４チームの後援会等会員（高
松市民）数
�マタマーレ讃岐と香川オリーブガイナーズは 
��低迷、入場者数減少等により後援会員も減少
となったが、香川ファイブアローズ及び香川アイ
スフ ェローズは積極的な後援会員募集を行ったこ
とにより後援会員増につながっており、全体とし
ての目標値達成率は１２６％となった。

126.7%

実績H30

人1,552

目標H30

人1,225

Ｂ

設工事がしゅん工し進捗率１００％を達成した。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

84.8%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

スポーツ振興課

　平成２２年から開催しているエイジグループの大会に加え、２９年からはアジ
アカップを併催した結果、国際交流の推進や交流人口の拡大に寄与している。
　なお、３０年度においては、荒天のため大会中止となった。

　◎観客動員数　実績－人（目標３９，０００人）
　◎ボランティア参加者数　実績１，０１７人（目標１，２００人）
※３０年度は大会中止となったが、事前申し込みのあったボランティア希望者数
としている。千円26,870

サンポート高松トライアスロン大会
開催事業

1

創造都市推進局

78.2%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

スポーツ振興課

　屋島レクザムフィールドに障がい者用投てき設備を整備した結果、日本パラ陸
上競技連盟の強化指定選手、育成指定選手、投てき合宿の誘致につながったほ
か、視覚障がい者用対応工事をしたことにより、第２９回日本パラ陸上競技選手
権大会出場者及び来場者の利便性が向上した。
　また、大会開催に併せ、ＰＲイベントのほか、パラリンピアンとの交流事業、
障がい者スポーツ体験、大会パネル展の実施により、障がい者スポーツに対する
理解や認識が高まった。

　◎香川県障がい者スポーツ交流大会への参加人数
　　　実績２１２人（目標２７１人）

千円17,345

障がい者スポーツ推進事業

2

創造都市推進局

70.0% 改善継続Ａ Ａ Ｃ Ｂ

スポーツ振興課

　市、高松市スポーツ協会が主催し、高松市スポーツ推進委員連絡協議会が主管
となり、ソフトボールやバレーボール等の地区対抗競技大会を年６回開催し、成
人のスポーツ実施率の向上に寄与した。３０年度においては、地区行事と大会の
日程が重複したこともあり、８４チーム（９８５名）の参加となり、前年比
８９．３％と減少した。

　◎主催６大会参加者チーム数　実績８４チーム（目標１２０チーム）千円36,059

市民スポーツ活動推進事業

3

創造都市推進局
スポーツ振興課

　スポーツ施設の効率的・効果的な管理運営を行った。

　なお、はくちょう温泉ボイラー改修工事などの体育施設の整備について、関係
機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能とな
ったため、事業の一部を翌年度へ繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２８，１９４，０００円）

千円776,531

（評価対象外）スポーツ施設等管理
運営事業

4

創造都市推進局

105.2% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

スポーツ振興課

　市民が気軽に利用できる体力づくりや生涯スポーツの場を提供し、利用者数の
目標値を達成した。

　◎中学校体育施設開放利用者数　
　　　実績５０，５１７人（目標４８，０００人）

千円16,132

学校体育施設開放事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

66.7%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

スポーツ振興課

　県と協力して建設予定地の周辺関連基礎調査及び測量調査を実施した。
また、関係課と連携・協力し、地下埋設物移設・撤去実施設計業務委託を実施し
た。

　◎新県立体育館建設環境整備進捗率　実績２０％（目標３０％）

　なお、県施行の新県立体育館の基本設計に遅れが生じたことなどにより、年度
内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４６，６６６，０００円）

千円2,478

新県立体育館建設環境整備事業

6

創造都市推進局

112.5%一般重点 完了Ａ Ｂ Ａ Ａ

スポーツ振興課

　スポーツ施設の供用開始に際し、オープニングイベントを開催することで、ス
ポーツへの機運を醸成することはもとより、施設の利用促進や市民スポーツ活動
の推進につながった。

　◎スポーツ施設オープニングイベント参加者数　
　　　実績９００人（目標８００人）

千円2,286

スポーツ施設オープニングイベント
開催事業

7

創造都市推進局

100.0%特別重点 完了Ａ Ｂ Ｂ Ａ

スポーツ振興課

　平成２８年度より工事に着工し、平成３０年７月にしゅん工した。

　◎南部地域スポーツ施設（仮称）整備進捗率　実績１００％（目標１００％）

　なお、前年度からの繰越事業である、倉庫等の建設工事、倉庫等建設に伴う電
気及び機械設備工事、園内道路等整備工事、舗装工事については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：８１，４３９，３２０円）千円81,439

南部地域スポーツ施設（仮称）整備
事業

8

創造都市推進局

76.3% 115.8%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

スポーツ振興課

　地域密着型トップスポーツチームに対する支援として、ホームタウンデーや児
童観戦誘致事業など、市民に試合観戦・応援の機会を提供した。
　また、ホームタウン推進事業、チーム独自の教室開催により認知度の向上や市
民の「観るスポーツ」「するスポーツ」への関心等につなげ、教室参加者数は大
幅に増加したが、観客数全体の約５７％を占めるカマタマーレ讃岐の成績低迷等
により観客数は減少した。

　◎地域密着型トップスポーツチームのホームゲームでの観客数
　　　実績１１３，１３８人（目標１４８，３００人）
　◎地域密着型トップスポーツチームの市内でのスポーツ教室参加者数
　　　実績２，２００人（目標１，９００人）

千円16,714

地域密着型トップスポーツチーム支
援事業

9



－ 157 －

��������

��������������������

�������

���������������������������

�� ����� ����� �����

�������� ����� ����� �����

���������� ����� ����� �����

�� ��� �

�������������������������������������
������������������������������������������������������
����������������������������������������������������
��������������������������������������
������������������������������������������������������
���������������������������

��� ��� ��� ���

�������� ��� �

������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
��������
������������������������������������������������������
�����������������������������������

��� ��� ��

���������� ��� �

�
�
�
�
�
�

�������� ����������������������� ����

��� ��������������������� �

��������������



－ 158 －

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

2000

4000

6000

8000

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

20

40

60

80

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

訪れたくなる観光・ＭＩＣＥの振興

観光客受入環境の整備

千円584,291 27.5% 62.9%

創造都市推進局

　観光資源及び観光客・ＭＩＣＥに係わるすべての事業
者、市民、行政機関等

　受入態勢を充実させ、訪れる人の満足度が向上し、再
来訪意向の割合が高まる。

　行政・観光関連事業者・大学生が一堂に会して、外国人観光客の受入環境を改善するための座談会を開催するとと
もに、座談会での意見を契機として、高松外国人観光客お助け隊を発足させ、多くの外国人観光客が立ち寄るエリア
におけるガイド活動の実施に向けた準備を行った。
　本市を代表する観光地である屋島について、「屋島スカイウェイ」の市道供用を開始するとともに、屋島山上拠点
施設や利便施設の設計を完了させたほか、「屋島活性化基本構想」に基づき、新たな価値や魅力を創成するために
ＰＲ動画の作成・配信等の各種取組みを展開した。
　また、塩江温泉郷については、「道の駅しおのえ」エリアや「奥の湯」エリアの再整備に向けて、測量や設計業務
に着手した。
　高松まつりを始めとした各地域のまつり等に補助を行い、地域の賑わい創出、観光振興を図った。

　平成２８年度に策定した高松市観光キャッチコピーを基に、２９年度に決定したロゴマークを活用し、関係者の機
運の醸成を図るなど、行政、民間、市民が一体となった観光まちづくりの推進体制を構築していく必要がある。

　高松ならではの歴史や文化などの資源を活用しつつ、新たな観光資源の創出、さらに行政が担うべきハード整備の
実施や観光客を受け入れる市民等の機運の醸成を図るなど、来訪者に満足感を与えられる受入環境を形成し、魅力の
ある観光まちづくりを推進する。

観光施設等利用者数

　平成２９年度より減少したものの、目標を達成で
きた。

100.6%

実績H30

千人6,595

目標H30

千人6,557.8

香川県への再来訪意向割合

　平成２７年度から、再来訪意向調査の選択項
目が変更され、「ぜひ来たい」の割合が２９年
度の３５．５％から３０年度は２８．９％に減
少した一方で、「来たいと思う」の割合が２９
年度の４１．１％から５０．０％に増加した。
また、「やや来たいと思う」が１３．４％でほ
とんどが再来訪意向を示した。

54.1%

実績H30

％28.9

目標H30

％53.4

実績H30 目標H30

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

78.2% 改善継続Ａ Ａ Ｃ Ｂ

観光交流課

　高松まつりを始め、各地域のまつり等に対し補助を行うことで、８０万人を超
える入込客があり、地域のにぎわい創出、観光振興に寄与した。

◎まつり・イベント入込み客数��実績７９６，５５０人（目標１，０１８，０００人） 

千円85,693

観光イベント振興事業

1

創造都市推進局

128.7%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

観光交流課

　行政・観光関連事業者・大学生が一堂に介し、本市の外国人観光客の受入環境
改善について議論する座談会を開催。座談会で意見のあった、学生ガイド団体を
設立したほか、サンポート高松地区エリアや高松中央商店街等において、平成
２８年３月から導入している公衆無線ＬＡＮやデジタルサイネージの運用を引き
続き行った結果、観光案内所を利用する外国人数が目標数値を達成する等、多く
の観光客の利用があった。

◎観光案内所利用者数（外国人）��実績２３，１６４人（目標１８，０００人） 

千円8,507

観光客受入環境整備事業

2

創造都市推進局

98.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

観光交流課

　地域の伝統芸能やイベントの育成振興、またイベントの主催者になり得る観光
協会等の団体育成のため、地域の活性化を支援した。

◎観光関連施設等利用者数
実績６，６１４，５００人（目標６，７０５，６００人）

千円2,060

観光団体育成事業

3

創造都市推進局

98.6% 改善継続Ａ Ａ Ａ Ａ

観光交流課

　高松を訪れる観光客の満足度アップを図るため、市内の歴史・文化・自然及び
特産品等の正しい知識を紹介できるよう、本市の観光地を案内・紹介する観光ボ
ランティアガイドの育成を行い、昨年度と同程度のガイド件数があった。

平成３０年度ボランティアガイド件数　２，６６６件

◎観光関連施設等利用者数　実績６，６１４，５００人
（目標６，７０５，６００人）千円505

観光ボランティアガイド育成事業

4

創造都市推進局

88.7% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　高松観光まちづくりネットワーク推進委員会と連携し、市内の観光関連事業者
に対して、観光課題を共有するための講演会を開催したことにより、観光関連事
業者がまちぐるみで観光振興に取り組むための機運が高まった。

◎香川県の延べ宿泊者数　実績３９９万人（目標４５０万人）

千円143

観光連携プラットフォーム推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

96.7%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

観光交流課

（事業概要、事業実績等）
　高松城跡（玉藻公園）の魅力増進を図るため、夜間無料開放ライトアップや
バーチャル高松城事業、和船乗船体験、鉄砲隊事業などの事業を展開したとこ
ろ 、入園者数は２０万人を超えた。

◎高松城跡（玉藻公園）入園者数��実績２０２，１６１人（目標２０９，０００人） 
千円7,922

高松城跡（玉藻公園）を活かした観
光振興事業

6

創造都市推進局

91.7%特別重点 拡充Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

観光エリア振興室

　観光客のニーズや嗜好、競争環境の変化等に対応しながら、塩江温泉郷の活性
化を図るため、塩江温泉郷を「オンリーワンの価値を持つ温泉郷」に磨き上げる
ための指針として、平成２９年３月に策定した「塩江温泉郷観光活性化基本構
想」に基づき、各種取組を検討・実施した。

◎塩江温泉郷観光入込客数　実績６５，９４４人
（目標７２，０００人）

　なお、設計内容の検討に日時を要したことにより、事業の一部を翌年度に繰り
越した。
（繰越明許費繰越額：２８，８８１，０００円）

千円74,238

温泉をいかした塩江地域の観光振興
事業

7

創造都市推進局

70.7%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

観光エリア振興室

　瀬戸内海国立公園及び史跡天然記念物という特性をいかしながら、屋島全体の
活性化を目指すため、平成２５年１月に策定した「屋島活性化基本構想」に基づ
き、屋島を訪れる観光客のニーズ等に見合い、新たな価値や魅力を創成する各種
取組を展開した。

◎屋島観光入込客数　実績４９４，９８４人
（目標７００，０００人）　

　なお、関係機関協議及び許認可手続に日時を要したことなどにより、事業の一
部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５６１，６８６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である屋島山上拠点施設（仮称）建設実施設計業
務等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１８７，３９４，０４８円）

千円309,427

屋島活性化推進事業

8

創造都市推進局

73.2% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

観光エリア振興室

　男木島灯台資料館の管理運営を、地元の男木島観光協会に委託し、観光客から
の施設観覧の要望に応じて開館し、案内を行った。瀬戸内国際芸術祭をきっかけ
に、男木島の認知度は高まっている。　

◎利用者数　実績７，３１９人（目標１０，０００人）

千円1,591

男木島灯台資料館管理運営事業

9

創造都市推進局
観光エリア振興室

　映画のロケーション地としての観光資源を生かすこと等によって観光の振興を
図り、観光客と市民に憩いと交流の場を提供するために設置された純愛の聖地庵
治・観光交流館については、特定非営利活動法人はじめの一歩を指定管理者とし
て管理運営を行った。

　利用者数　実績２１，９６８人（目標３０，０００人）

千円5,272

（評価対象外）純愛の聖地庵治・観
光交流館管理運営事業

10



－ 161 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局
観光エリア振興室

　瀬戸内海を望むロケーションで、自動車を利用したキャンプができる太鼓の鼻
オートキャンプ場については、ハウス美装工業（株）を指定管理者として管理運
営を行った。海水浴シーズンである夏季にはキャンセル待ちとなるなど、好評を
博している。

　利用者数　実績３，３２６人（目標５，０００人）

千円2,885

（評価対象外）太鼓の鼻オートキャ
ンプ場等管理運営事業

11

創造都市推進局
観光エリア振興室

　女木島のフェリー発着所に鬼に関する資料の展示場とフェリーの待合所を兼ね
た施設として整備した鬼ヶ島おにの館については、地元の特定非営利活動法人瀬
戸内・女木アイランド振興会を指定管理者として、管理運営を行った。
　瀬戸内国際芸術祭をきっかけに、女木島の認知度は高まっている。

　利用者数　実績７０，６２３人（目標９８，０００人）

　なお、地元関係者との調整などにより、年度内に事業の完了が不可能となった
ため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２，０００�０００円）

千円43,473

（評価対象外）鬼ヶ島おにの館管理
運営事業

12

創造都市推進局
観光エリア振興室

　道の駅「香南楽湯」の物販・レストラン・公衆浴場部分について、（株）創裕
を指定管理者として、管理運営を行った。
　また、同社に委託し、県整備部分（駐車場・手洗い）についても清掃等管理を
行った。

　利用者数　実績１６３，４７６人（目標２２８，０００人）

千円13,248

（評価対象外）香南楽湯管理運営事
業

13

創造都市推進局
観光エリア振興室

　「道の駅源平の里むれ」における、施設部分について、引き続き四国にぎわい
ネットワーク株式会社を指定管理者とし、管理運営を行った。

また、同社に委託し、国が管理する駐車場部分についても、管理を行った。

利用者数　実績４４７，２０２人（目標６２６，０００人）

千円13,634

（評価対象外）道の駅源平の里むれ
管理運営事業

14

創造都市推進局
観光エリア振興室

　塩江湯愛の郷センターは、当初、浴場施設（行基の湯）・宿泊施設（自然休養
村センター）・道の駅（物産施設）の３施設から構成されていたが、老朽化に伴
い、宿泊施設を閉館し、２施設となった。同時期に閉館した奥の湯温泉と一体的
に管理していた「奥の湯公園」を加えることにより、平成２９年４月からは、「
塩江湯愛の郷センター等」と称し、塩江温泉旅館飲食協同組合を指定管理者とし
て、管理運営を行っている。

利用者数実績
浴場施設（行基の湯）：２３，５９６人（目標３３，０００人）
道の駅しおのえ：１３１，９１７人（目標１８４，０００人）
塩江奥の湯公園キャンプ場：５７０人（内日帰り：３５５人）（目標７００人）

千円12,073

（評価対象外）塩江湯愛の郷センタ
ー管理運営事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局
観光エリア振興室

　塩江町上西地区にある奥の湯温泉１号井から塩江地区まで約７キロを給水管を
配管して公共施設のほか地域の旅館・ホテルに温泉水を送水した。
　送水箇所　　９箇所
　使用量　　　１３，６５６トン

千円3,620

（評価対象外）温泉水給水事業

16
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

訪れたくなる観光・ＭＩＣＥの振興

観光客誘致の推進

千円309,399 20.2% 58.1%

創造都市推進局

　国内外の観光旅行及びＭＩＣＥを予定している人 　本市への観光客及び交流人口が増加する。

　リニューアルした外国語版観光サイトについて、体験型コンテンツを積極的に取材することで、サイト内累積記事
件数を３６件に増加させた。
　高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づき（公財）高松観光コンベンション・ビューローや香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会
等と連携しながら、首都圏を中心とした主催者団体を訪問して本市開催をアピールするとともに、地元大学の研究者
等も訪問して、全国大会等の引き受けを働きかける等のＭＩＣＥ誘致に取り組んだ。
　香川県等と連携し、高松空港国際線の航空ネットワークを活用した事業を実施するなどにより、平成３０年度の香
川県外国人延べ宿泊者数が過去最高となった。

　香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会の発足に伴い、大規模なＭＩＣＥや政府系ＭＩＣＥの誘致体制の強化が図られてい
る。また、外国人観光客の誘致は大きな成果を収めているが、一過性のものとならないよう、更なる観光資源の発掘
や、効果的な観光情報発信の方法等について検討し、集客に努める必要がある。

　平成２８年度に策定した高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づき（公財）高松観光コンベンション・ビューローや香川県
ＭＩＣＥ誘致推進協議会等と連携しながら、各種事業を実施し、高松らしいＭＩＣＥ振興を図る。また、新しい高松
の魅力を発信する観光宣伝活動を充実させるほか、周辺地域と連携した観光客等誘致政策の拡充に努める。

まつり・イベント入込客数

　目標に届いていないが、今後、補助金交付団体が
開催するイベントへの参加人数が増加をするよう支
援啓発に取り組む。

78.2%

実績H30

千人796

目標H30

千人1,018

コンベンション数

　昨年に比べて開催件数は減少しているものの、参
加人数は昨年度の７９，３４９人から８４，０６３
人に増加しており、今後、コンベンション開催件数
及び参加人数を増加させられるように取り組む。

83.5%

実績H30

件217

目標H30

件260

実績H30 目標H30

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

98.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

観光交流課

　本市の観光振興に資するため、総合観光パンフレット等を最新の情報に更新す
るとともに、需要に合わせたパンフレットの増刷を行い、利用者の満足度を向上
した。

◎観光関連施設等利用者数
実績６，６１４，５００人（目標６，７０５，６００人）

千円5,078

観光客誘致宣伝事業

1

創造都市推進局

85.8% 82.8%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

観光交流課

　灯台を活用したイベントを実施したほか、海外観光客情報発信事業において、
５言語（日・英・韓・中（繁体・簡体））に対応した記事を作成することによっ
て、高松市のこれまで知られていなかった魅力を多くの日本人観光客及び外国人
観光客に発信することができ、地域の魅力度向上につながった。

◎地域魅力度市区町村順位（地域ブランド調査）
�実績１３７位（目標１２０位）

◎高松市への愛着度（１８～２９歳）（市民満足度調査）
���７４．５％（目標９０％）

千円4,848

「気持ち高まる、高松。」シティプ
ロモーション事業

2

創造都市推進局

98.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

観光交流課

　他自治体等と連携し、市内では瀬戸内サマーナイトフェスティバルを実施した
ほか、都市圏では誘客キャンペーンを複数回実施した。また、東備讃瀬戸観光懇
談会においては、英語版のパンフレットを作成した。
　これらの施策により、観光関連施設等利用者数は、目標値を達成することがで
きた。

◎観光関連施設等利用者数��実績６，６１４，５００人（目標６，７０５，６００人） 千円12,836

共同観光宣伝事業

3

創造都市推進局

88.7%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

観光交流課

　県等と連携し、高松空港定期路線の航空ネットワークを最大限活用した誘客促
進事業を実施した。また、来高者の利便性向上を図るため、常時多言語に対応可
能な観光案内所の運営を実施した。これらの施策により、平成３０年の香川県延
べ宿泊者数は、３，９８９千人と過去最高となった。

◎香川県の延べ宿泊者数　実績３９９万人（目標４５０万人）

千円174,361

誘客促進事業

4

創造都市推進局

87.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

観光交流課

サンポート高松でのイベント開催をはじめとした多様な観光振興に関する事業
を実施するに当たり、高松観光コンベンション・ビューローに補助金を交付する
ことで、観光客誘致による交流人口の拡大につながった。

◎高松シンボルタワー来場者数��実績２，２８６，０００人（目標２，６００，０００人） 

千円70,239

観光コンベンション振興推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

128.7% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

観光交流課

　国際観光振興機構の賛助会員となり、当機構のウェブサイトを通じて高松の魅
力を海外に発信する等の観光誘致宣伝事業を実施した結果、香川・高松ツーリス
�インフォメーションの外国人利用者が２３，１６４人と増加した。

◎観光案内所利用者数（外国人）
��実績２３，１６４人（目標１８，０００人） 

千円300

国際観光都市推進事業

6

創造都市推進局

83.5%特別重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

観光交流課

　平成２９年３月に策定した高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づき、香川県ＭＩＣＥ
誘致推進協議会等の関係団体と連携してＭＩＣＥ誘致に取り組んだ結果、本市の
コンベンション開催件数は増加している一方、全国的に誘致競争が激しさを増し
ている。

◎コンベンション開催件数実績２１７件（目標２６０件）

千円41,737

ＭＩＣＥ振興事業

7
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

国際・国内交流の推進と定住の促進

国際・国内交流の推進

千円41,378 17.5% 44.9%

創造都市推進局

　市民 　海外の姉妹・友好都市や国内の提携都市等との多彩な
交流活動を推進し、国内外の様々な地域との相互理解を
深める。

　国際交流については、姉妹・友好都市等との交流活動を推進し、市民の国際感覚の醸成を図るとともに、（公財）
高松市国際交流協会の実施する事業に対して助成することにより、市民レベルでの交流活動を促進した。
　また、英語、フランス語及び中国語に専門性を有する職員を配置し、翻訳業務を行ったほか、在住外国人への情報
提供や市役所を訪れる外国人に対して通訳支援を行った。
　国内交流については、都市提携をしている国内の各都市と交流を深めることにより、交流人口の増加や地域の活性
化に努めた。

　国際交流では、海外の姉妹・友好都市等との交流事業を行い、市民の国際感覚の涵養が図られた。
　また、国内交流では、下野市などの提携都市との交流を推進した。今後は、より多くの市民が交流事業に参加でき
るよう努めていく。

　国際交流については、姉妹・友好都市等との交流を推進することにより、市民が異なる文化や習慣を理解し、尊重
し合える国際感覚の醸成を図る。
　国内交流については、提携都市との交流事業を推進することにより、人が行きかう、活力あるまちづくりを進め
る。

姉妹・友好都市等との交流事業参加者数

　（公財）高松市国際交流協会や民間団体と協力
し、目標を達成することができた。

141.8%

実績H30

人482

目標H30

人340

国内の提携都市との交流事業参加者数

　国内の提携都市との交流を図り、目標をおおむね
達成した。

90.9%

実績H30

人309

目標H30

人340

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

103.0% 97.8%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

産業振興課

　創造都市推進審議会及び懇談会を開催し、委員の意見を反映させながら策定し
た「第２次高松市創造都市推進ビジョン」に掲載される、各種創造的事業の進捗
管理を行ったほか、国内の創造都市の普及・発展を図ることを目的に設立された
創造都市ネットワーク日本の活動にも積極的に参画するなど、「創造都市高松」
の実現に寄与した。また、若い世代が自ら企画・発案した事業を自ら取り組む「
Ｕ４０プロジェクト事業」の実施により、若い世代の柔軟かつ創造的な発想を生
かすことができた。また、本取組が多くの報道機関において、好意的に取り上げ
られたことで、効果的な本市のシティプロモーションにつながった。

◎高松市への愛着度（市民満足度調査）　実績８４．５％（目標８２％）
◎「高松市創造都市推進局フェイスブックページ」いいね！数�実績４，５８５（目標４，６８８） 

千円6,070

魅力にあふれ人が輝く創造都市推進
事業

1

創造都市推進局

141.8% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

都市交流室

　国際交流事業を効果的かつ積極的に推進するため、（公財）高松市国際交流協
会の実施する事業に対して助成を行った。
　また、姉妹・友好都市から英語教師の招へいや親善研修生の相互派遣等を行う
など、姉妹・友好都市等との親善交流を推進した。

◎姉妹・友好都市等との交流事業参加者数
実績４８２人（目標値３４０人）千円10,648

国際交流推進事業

2

創造都市推進局

135.0%一般重点 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

都市交流室

　今年度は、姉妹都市提携３０周年という節目の年であることから、公式訪問団
をトゥール市へ派遣したほか、関係団体等で組織する「高松市・トゥール市姉妹
都市提携３０周年記念事業実行委員会」を設立し、（公財）高松市国際交流協
会、「ＴＡＫＵＭＩＫＵＭＯ（匠雲）」等と連携、協力しながら、市民や民間団
体を幅広く巻き込み、記念事業を実施した。
　この結果、記念事業には目標を大きく上回る市民が参加し、国際交流活動を更
に活性化させるとともに市民の国際感覚の醸成に効果があった。

◎記念事業参加者数　実績１，３５０人（目標１，０００人）

千円13,128

トゥール市姉妹都市提携３０周年記
念事業

3

創造都市推進局

113.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

都市交流室

　高い外国語能力を有する職員３人を配置し、翻訳業務を行ったほか、在住外国
人への情報提供や市役所を訪れる外国人に対して通訳支援を行った。

◎通訳・翻訳件数　実績８３６件（目標７４０件） 

千円9,272

多文化共生推進事業

4

創造都市推進局

125.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

観光交流課

　姉妹城都市等において開催される観光と物産展等に参加し、本市の観光及び特
産品のＰＲに努めた。
　６月２日・３日　金沢市観光と物産展（金沢市）
　９月１６日・１７日　香川県・石川県合同観光キャンペーン
　１０月２０日・２１日　由利本荘市観光と物産展（由利本荘市）
　１１月１５日～２０日
　　姉妹城・親善都市と交流都市の観光と物産展（水戸市）
　２月１日～３日　氷まつり（帯広市）
　２月４日～１７日　羽田空港イベント「にっぽんは、楽しいぞ！」

◎交流イベント等開催回数　実績１０回（目標８回）

千円1,726

姉妹城都市等観光交流事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

創造都市推進局

90.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

都市交流室

　貴重な文化遺産を有する、高松市国分寺地域と栃木県下野市との交流事業を行
う団体に対し、事業補助金を交付することにより、多彩な地域間交流を促進し、
活力あるまちづくりの実現に寄与した。

◎交流事業参加者数　実績１９８人（目標２２０人）

千円534

国内交流推進事業

6
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

国際・国内交流の推進と定住の促進

移住・交流の促進

千円44,948 10.9% 52.9%

市民政策局

　市外に居住しており、地方への移住を考えている人 　大都市圏に居住している現役世代層を中心に、本市へ
の移住者を増加させることにより、たかまつ創生総合戦
略に掲げる数値目標の一つである「平成３１年に１年間
の社会増を１，０００人」の実現を目指す。

　平成３０年度は、香川県移住・定住推進協議会への参画のほか、「たかまつ移住応援隊」を軸に市内移住者交流
会、移住体験ツアー、首都圏交流会といった取組を実施するとともに、東京都内に瀬戸・たかまつ移住＆キャリアサ
ポートセンターを開設し、首都圏から瀬戸・高松広域連携中枢都市圏への移住や就職に関する相談業務を新たに開始
した。
　また、２７年度から設置している地域おこし協力隊については、３０年度は、２人目の塩江担当及び女木島担当の
隊員を採用し、５人の隊員が活動を行った。

　本市の平成３０年の社会動態は社会増となったものの、若年層（１５～３９歳）の転出超過が大きく影響してお
り、若年層が大都市圏へ流出していること、また、全国的に東京一極集中が顕著であることから、大都市圏の若者世
代等に効果のあるプロモーション等を強化する必要がある。
　また、地域おこし協力隊については、隊員の活動に関する情報を行政からも全市的に発信・周知する必要がある。

　本市における人口減少を抑制する戦略の一環として、移住施策の軸である「たかまつ移住応援隊」の機能強化を図
り、効果的なプロモーションや各種移住促進施策を展開することにより、更なる社会増の実現を目指す。

高松市移住ナビ（ホームページ）閲覧件数

　平成３０年２月、高松市移住ナビを改修し、情報
発信のメニューを増やすとともに、新着情報の更新
回数を増加させたことなどにより、閲覧件数は目標
値を大きく上回る結果となった。

297.8%

実績H30

件35,735

目標H30

件12,000

年間社会増

　本市人口の社会動態としては社会増ではあるが、
若年層（１５歳～３９歳）の社会減が影響し、目標
値を大きく下回る結果となった。転入者の状況とし
ては、県内市町からの転入が多いため、今後、大都
市圏の若者世代等を対象とした効果的なプロモー
ション方策を行うなど、県外からの転入者の割合を
高めていく必要がある。

22.0%

実績H30

人198

目標H30

人900

実績H30 目標H30

Ｃ



－ 173 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

102.6%特別重点 改善継続Ａ Ａ Ａ Ａ

政策課

　本市が将来も若者から選ばれるまちであるために、将来を支える若者のアイデ
アを、本市の政策に取り入れるとともに、若者の地元への愛着を深め、地元に定
着させることを目的として、政策コンテストを開催した。

◎コンテスト参加者アンケートによる愛着が高まったとする割合�実績９２．３％（目標９０％） 
千円2,045

政策コンテスト開催事業

1

市民政策局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域振興課

　本市の中では、人口減少により地域力が低下している、山間部や島しょ部にお
ける地域の活性化に資するため、平成２７年度から「地域おこし協力隊」を配置
している。
　３０年度は、本庁、塩江、女木、男木地区、計５名の隊員が、食に関する開
発、休耕田などの整備、地域の魅力発信などの活動を行った。

◎隊員と地域コミュニティ協議会との連携により実施した事業数
実績５事業（目標５事業）千円17,317

地域おこし協力隊活動事業

2

市民政策局

158.8% 53.3%特別重点 拡充Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

移住・定住促進室

　香川県移住・定住推進協議会による大都市圏での移住フェアへの参加に加え、
市内移住者交流会、移住体験ツアー、首都圏交流会などを実施した。
　また、東京都内に瀬戸・たかまつ移住＆キャリアサポートセンターを開設し、
首都圏からの瀬戸・高松広域連携中枢都市圏域への移住や就職に関する相談業務
のほか、県内出身者の多い都内の大学を訪問し、就職情報の周知を行うなど大学
生のＵターン就職の促進に取り組んだ。

◎移住交流フェア等相談組数　実績１２７組（目標８０組）
◎移住促進事業を利用した移住者数の推計　実績３２０人（目標６００人）

千円21,143

移住・定住促進事業

3

市民政策局

101.3%特別重点 拡充Ｂ Ａ Ａ Ａ

移住・定住促進室

　平成３１年３月に、地域コミュニティ協議会を軸として、移住者を含むアク
ティブシニアが、地域に溶け込み、多世代の地域住民との交流を行いながら、自
らの経験やスキルをいかして生涯健康で生きがいを持って活躍できるまちづくり
の全市的な展開を目指す姿とする「高松版生涯活躍のまち構想」を策定した。

◎５０代及び６０代の市民における「住みやすさ」に対する市民満足度�実績８５．９％（目標８４．８％） 千円4,443

生涯活躍のまちづくり推進事業

4
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

消防・救急の充実強化

千円948,044 48.6% 76.6%

消防局

　市民 　生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、水
火災又は地震等の災害を防除し、これらの災害による被
害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に
行う。

　「消防体制の整備」においては、総合的な消防力の充実強化を図るため、東消防署山田出張所整備について、建設
設計委託業務をはじめ、地質調査委託業務や仮設庁舎建設用地造成工事などを行った。
　また、老朽化した消防車輌を計画的に更新したほか、木太分団第１部屯所の整備を完了するとともに、香川分団第
３部川東消防屯所、下笠居分団第２部消防屯所の整備工事等を計画的に行った。
　さらに、高度化・複雑化する各種災害に対し、迅速かつ的確に対処できる体制を構築するため、高機能消防指令シ
ステム等整備工事を完了させたことなどから、消防体制の充実・強化に繋がった。

ハード面における消防力の充実・強化を図るため、消防署所の耐震化及び消防車両の更新等を計画的に進めていく
必要がある。
　一方、ソフト面では、地域コミュニティの変容や高齢化、人口減少等による消防需要の多様化に対応するため、消
防団をはじめとする関係団体との連携を強化し、地域が持つ防災力を高め、総合的な消防力の強化に努める必要があ
る。

ハード面においては、大規模災害への対応力強化のため、引き続き施設・装備等を計画的に整備・充実していく。
ソフト面では、消防団員の確保・育成、ひとり暮らし高齢者宅防火診断等の実施による住宅防火対策の推進及び地

域における防災訓練の支援等により、地域防災力の充実・強化を図っていく。

出火率

　住宅火災の減少を目的とした住宅用火災警報器の
設置促進や火災予防広報活動による意識啓発を継続
的に実施することにより、引き続き目標値を達成で
きている。

110.8%

実績H30

％3.3

目標H30

％3.7

救命率

　応急手当普及啓発活動や「まちかど救急ステー
ション」事業の推進など、継続的な取組により心肺
蘇生等の知識を持つ市民は少しずつ増えているが、
目標値は達成できなかった。その要因は、救急要請
件数や、高齢者の増加等が影響していると考えられ
る。

65.0%

実績H30

％3.9

目標H30

％6

実績H30 目標H30

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

消防局

100.0%一般重点 完了Ａ Ａ Ｂ Ａ

消防局情報指令課

　高機能消防指令システムの整備が完了したことから、消防緊急情報システムの
機器賃借を終え、システム機器撤去を完了した。

◎事業全体進捗率　実績１００％（目標１００％）

千円10,335

消防緊急情報システム整備事業

1

消防局

100.0% 100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

消防局総務課

　東消防署山田出張所の整備に係る実施設計業務を行ったほか、当該整備に伴う
仮設庁舎建設のための用地造成工事等を実施するなど、計画的に事業を推進した
ことから、安全で安心できる生活環境の整備に寄与した。

◎消防署所の耐震化率　実績９１％（目標９１％）
◎消防署所数　実績１２箇所（目標１２箇所） 

　なお、用地造成工事については、設計内容の検討に日時を要したことにより、
年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２，０４３，０００円）

千円16,096

消防署所適正配置整備事業

2

消防局
消防局総務課

　非常勤嘱託報酬費等を始め、職員の福利厚生や被服費、事務に関する経費を適
切に管理するとともに、消防施設整備基金の適正な運用を行い、消防事務を円滑
に実施した。

千円97,844

（評価対象外）消防事務管理事業

3

消防局
消防局総務課

　市内９７箇所の消防屯所の維持管理を適切に行うとともに、必要な施設の修繕
等を計画的に実施するなど、消防屯所の適正管理を行った。

千円6,625

（評価対象外）消防屯所管理事業

4

消防局
消防局総務課

　消防署所の電気、ガス、水道、電話等に係る経費を適切に管理するとともに、
電気工作物等設備の保守点検、ごみ収集、庁舎等清掃、庁舎修繕を行うなど、消
防署所の適正管理を行った。

千円97,987

（評価対象外）消防署所管理事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

消防局
消防局総務課

　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の１４第１項の規定に基づ
き、三木町、綾川町から委託を受けている消防事務を、適切に管理し執行した。

千円33,856

（評価対象外）消防業務受託事業

6

消防局
消防局総務課

（事業概要、事業実績等）
　常備消防車輌７３台と非常備消防車輌１１１台の点検、修繕、保険、燃料関係
等を計画的に実施するとともに、老朽化した消防車輌を計画的に更新整備し、
消防体制を充実強化した。

　また、前年度からの繰越事業である小型動力ポンプ付積載車整備事業につい
ては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１５，７９０，１７２円）千円280,833

（評価対象外）消防車輌整備事業

7

消防局
消防局総務課

（事業概要、事業実績等）
　建物の老朽度、狭あい度などを総合的に勘案して策定した消防屯所整備計画に
基づき、香川分団第３部川東消防屯所については、実施設計及び境界確定業務
を、下笠居分団第２部消防屯所については、現屯所の解体工事及び実施設計を
それぞれ行った。

　また、前年度からの繰越事業である木太分団第１部消防屯所整備事業につい
ては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２２，０３１，７２０円）千円31,699

（評価対象外）消防屯所整備事業

8

消防局
消防局総務課

　消防水利の基準に基づき、消火活動に必要な消火栓５８個を整備し、消防力を
向上させた。

千円12,419

（評価対象外）消防水利整備事業

9

消防局
消防局総務課

　高度化・複雑化する災害活動に、適切に対応できる消防職員を育成するため、
消防大学校及び消防学校に職員を派遣するとともに、救急救命士を養成するため
の研修に派遣するなど、職員の資質を向上させた。

千円15,146

（評価対象外）消防職員研修事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

消防局
消防局総務課

　消火防災・救急救助における災害現場活動に必要な資機材の購入及び修繕など
を計画的に実施するとともに、重大な違反のある防火対象物の是正を重点的に行
うなど、安心安全に暮らせるまちづくりに寄与した。

千円51,439

（評価対象外）消防活動事業

11

消防局
消防局総務課

　消防団活動に必要な報酬及び旅費を始め、退職・災害補償及び福祉共済に関す
る経費や、団員の研修、表彰、被服費等を適正に管理することにより、地域防災
力を維持した。

千円253,419

（評価対象外）消防団活動推進事業

12

消防局
消防局総務課

　女木・男木・大島などの本市島しょ部における、迅速な救急搬送体制を構築す
るため、救急艇を運航する船長等の報酬を始め、燃料、修繕費及び保険料などを
適正に管理するなど、島しょ部における救急搬送体制等を維持向上させた。

千円40,346

（評価対象外）救急艇等管理事業

13
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

防災・減災対策の充実

千円1,291,874 30.3% 83.7%

総務局、財政局、都市整備局、教育局、消防局

　市民等 　市民等の防災意識を高めるとともに、地域及び国・
県等防災関係機関と連携し、防災・減災対策の充実を図
る。

【総務局】災害情報や避難に関する情報などを発信するため、防災ラジオの普及促進に努めた。【財政局】災害発生
時における本市の拠点施設とするため、常設の災害対策本部機能を備えた高松市防災合同庁舎（危機管理センター）
の整備に向け、工事を着実に進め、平成３０年２月に建物工事を完了するとともに、高機能消防指令システム等の関
連システム整備に取り組んだ。【都市整備局】民間住宅及び耐震診断が義務化された建築物などの耐震化に取り組む
ほか、鉄道事業者が実施する老朽化施設の長寿命化事業に要する費用の一部を助成し、今後発生が予測される大規模
地震や劣化による鉄道施設の被害の軽減に寄与した。【消防局】避難所運営に必要な防災資機材や防災訓練で使用す
る非常食品を助成するなどして、各地域における訓練の実施を推進した。【教育局】避難所機能を維持するため、避
難所となっている学校施設の非構造部材の耐震化を行った。

【総務局】防災ラジオの普及など災害時の緊急放送体制の整備を進めた。【財政局】高松市防災合同庁舎（危機管理
センター）の早期供用開始に向け、整備を推進した。【都市整備局】大雨の発生頻度が高まっており、県と連携した
急傾斜地崩壊防止事業を推進した。また、住宅・建築物の補助制度を活用した耐震化を促進した。また、鉄道事業者
が実施する長寿命化事業の費用の一部を助成し、鉄道施設の長寿命化を推進した。【消防局】全ての地域で防災訓練
の実施を指導し、未実施の地域は早期の実施を促進した。【教育局】学校施設（屋内運動場）における非構造部材の
耐震化対策を実施した。

　安全で安心して暮らせる環境整備のため、着実に各事業を継続し実施する。

地域における防災訓練の実施率

　防災訓練で使用する非常食品を助成するなどし
て、防災訓練の実施を促進した。
　実施率は、台風の影響を受けたが、前年度より、
４ポイント増加した。

126.7%

実績H30

％95

目標H30

％75

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

財政局

100.0% 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

財産経営課

　「安全・安心のまちづくり」の中核施設として、常設の災害対策本部機能を有
する「高松市防災合同庁舎（危機管理センター）」を整備するため、施設の建設
工事を進め、平成３０年２月に整備を完了し、３０年４月２４日の落成式挙行
後、順次、香川県広域水道企業団高松事務所、下水道部、消防局、危機管理課、
情報政策課が移転し、５月２１日から本格運用を開始した。

◎危機管理センター（仮称）等施設整備進捗率　実績１００％（目標１００％）

なお、前年度からの繰越事業である防災合同庁舎整備事業については、完了し
た。
（平成２９年度繰越明許事業費：８６２，１８８，３２４円）

千円908,118

防災合同庁舎整備事業

1

総務局

84.8%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

危機管理課

　自然災害や緊急事態に、市民等へ迅速かつ確実に情報を伝達するため、防災ラ
ジオを市民へ普及させた。

◎防災ラジオ普及率　実績８４．８％（目標１００％）

なお、工事の入札不調により、年度内に事業の完了が不可能となったため、翌
年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１７，７６６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である高松市アナログ式同報系防災行政無線撤去
工事については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：９，０６２，２８０円）

千円20,923

デジタル式同報系防災行政無線整備
事業

2

総務局

特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

危機管理課

　防災ＷＥＢカメラ等の構築委託や防災ＩｏＴの拡充等の庁内検討を行い、防災
ＷＥＢカメラ等の構築委託に関する業者選定作業を進めた。

　なお、業者選定に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２０，０００，０００円）

防災ＩｏＴ利活用事業

3

総務局
危機管理課

　デジタル式同報系防災行政無線が円滑に作動するように保守点検を実施した結
果、災害時における市民へ情報伝達及び災害対策本部の情報収集・伝達等の機器
について、適切な運用維持を実施した。

千円26,159

（評価対象外）防災行政無線事業

4

教育局

96.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

学校施設整備室

　児童生徒の安全を確保するため、屋内運動場の天井などの非構造部材の耐震化
を行った。

◎小・中学校非構造部材耐震化率　実績９６％（目標１００％）

なお、国の補正予算事業の執行に当たり、実施期間を確保するため、事業費を
翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４２，７１７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である中学校施設耐震化事業については完了し
た。�平成２９年度繰越明許事業費：６６，１４４，２５０円）

千円66,144

小・中学校施設天井等落下防止対策
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

89.4% 113.2%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

建築指導課

　住宅・建築物の耐震化を促進し、地震時の建物の倒壊等によって発生する人
的、経済的被害を軽減するため、住宅のほか、緊急輸送道路沿いや耐震診断が義
務化された民間建築物に対し、耐震診断、耐震改修等に要する費用の一部を助成
した。
◎民間住宅の耐震診断実施済棟数（累積）　実績９６６棟（目標１，０８０棟）
◎民間住宅の耐震改修実施済棟数（累積）　実績３５１棟（目標３１０棟）

なお、民間主体の事業の遅れにより、年度内の完了が不可能となった事業の一
部を翌年度に繰り越した。（繰越明許事業費：９０，８４０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である民間建築物の耐震診断、耐震改修等の事業
については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２４，１９１，０００円）

千円84,056

住宅建築物耐震改修等事業

6

都市整備局

100.0% 100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

都市計画課

　鉄道事業者が実施する老朽化施設の長寿命化事業に要する費用の一部を助成し
たことにより、今後発生が予測される大規模地震や劣化による鉄道施設の被害の
軽減に寄与した。

◎長寿命化率（事業費ベース）　実績２９％（目標２９％）
◎耐震補強化率（事業費ベース）　実績１００％（目標１００％）

千円14,640

鉄道施設安全対策事業

7

都市整備局

105.5% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

河港課

　香川県急傾斜地崩壊防止対策事業県費補助要綱に基づく採択基準に合致した市
内１箇所において、急傾斜地崩壊による災害から市民の生命を守るため、崩壊防
止対策工事を実施した。また、急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律に
基づき、香川県が施行する急傾斜地崩壊防止対策事業に対し、費用の一部を負担
した。
◎完成までの進捗率　実績１００％（目標９４．８％）
　なお、香川県が施行する急傾斜地崩壊防止対策事業については、事業主体であ
る香川県が事業の一部を翌年度に繰り越したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，２７４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：３，２８０，０００円）

千円17,648

急傾斜地崩壊防止事業

8

総務局

100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

危機管理課

　賞味期限切れ前に、効率的に災害時に必要な緊急物資を備蓄することができ
た。

◎賞味期限切れ前備蓄物資の総数　実績８，２９８個（目標値８，２９８個）

千円2,612

災害時緊急物資備蓄事業

9

都市整備局
河港課

　水防法に基づき市域内の水防責任を十分に果たすため、水防本部を設置し、水
災害の軽減を図るため水防活動を推進したほか、水防用資機材の購入整備等実施
し、安全で安心して暮らせる環境整備に寄与した。

千円125,120

（評価対象外）水防対策事業

10



－ 183 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

総務局

111.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

危機管理課

　市民の防災力向上に一定の成果が得られた。

◎ぼうさいまちカフェ年間参加人数　実績２２２人（目標２００人）

千円1,114

市民防災力向上推進事業

11

消防局

102.5%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

消防局予防課

　地域コミュニティ協議会が実施する防災訓練に非常食品を助成するとともに、
職員を派遣するなど支援を行い、防災訓練の実施を推進した。

◎避難所運営訓練又は安否確認訓練実施率　実績８２％（目標８０％）

千円9,075

自主防災組織等育成事業

12

総務局
危機管理課

　高松市国民保護計画について、修正等の必要が生じた場合には、高松市国民保
護協議会を開催するとともに、その内容を広く市民へ周知するため、広報たかま
つ及び市ホームページなどで掲載する。

（評価対象外）国民保護推進事業

13

総務局

118.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

危機管理課

　高松市地域防災計画に基づき、震災対策活動の習熟及び防災関係機関との連携
強化、市民防災意識の高揚等を図るため、大地震を想定した震災対策総合訓練を
一宮地区（新池農村公園）において、３６機関・団体、地域住民約１，０００人
が参加し実施した。
　また、市民の防災力向上のため、高松市民防災講演会を実施し、１０２人が参
加した。

◎高松市民防災講演会参加人数　実績１０２人（目標８６人）千円584

地域防災対策事業

14

総務局
危機管理課

　市民の迅速な避難行動や被害の軽減を図るため、高松防災マップの増刷を行な
い、市民の防災力向上に一定の成果が得られた。

千円986

（評価対象外）地域防災計画見直し
事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

総務局
危機管理課

　災害被災地に対する職員派遣や救援物資搬送ができる体制を整えている。

千円10,286

（評価対象外）地震災害等救援事業

16

総務局
危機管理課

　避難場所、緊急指定場所に新たなピクトグラムを反映した避難標識柱の設置を
実施して、防災啓発の向上に寄与した。

千円4,409

（評価対象外）防災事業

17
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

交通安全対策の充実

千円127,838 24.7% 79.9%

市民政策局、都市整備局

　市民 　交通安全教育・啓発活動を推進し、交通安全意識の向
上を図り、市民が道路を安心して、安全に通行できる環
境を整える。

　高松市交通安全都市推進協議会や交通安全母の会連絡協議会等の交通安全活動団体に対して助成を行ったほか、交
通安全教室（１，５６０回）や交通安全フェアの開催、交通安全啓発街頭キャンペーンの実施や高齢者運転免許証返
納促進事業（１，２５０人）を実施したことにより、市民の交通安全意識の向上と、高齢者の交通事故防止に寄与し
た。
　また、道路反射鏡（カーブミラー）などの交通安全施設を整備したほか、番町地下道や荷捌き駐車スペースの管理
を関係機関と連携して行うとともに、放置自動車対策にも取り組むなど、交通環境を整備した。
　このほか、交通事故相談事業については、利用者の激減等により事業の継続又は廃止を検討した結果、平成３０年
４月から休止し、同年６月末をもって廃止した。

【市民政策局・都市整備局】高齢者に対する交通安全対策を推進するとともに、地域との協働で交通マナーの一層の
向上に取り組んでいるほか、交通安全施設整備による安全対策を図るなど、安全な道路環境整備を推進している。
　今後も、交通安全教育や啓発活動に取り組むとともに、道路環境整備の効果的な推進により、交通事故防止に努め
る必要がある。

　市民満足度調査において不満度は改善傾向にあるものの、依然として高い状況であることも踏まえ、引き続き、交
通安全対策の充実に向け、各種事業を推進していく。

人口１０万人当たりの交通事故による死者数

　交通事故による死者数は、平成２９年の１３人か
ら３０年は１４人と１人増加したものの、目標値は
達成しており、引き続き、交通安全教育・啓発の推
進と交通環境の整備を推進していく。

102.9%

実績H30

人3.33

目標H30

人3.43

交通事故発生件数

　平成１８年をピークに交通事故発生件数は年々減
少しており、３０年も対前年比８６％の件数と順調
に推移している。

140.3%

実績H30

件2,569

目標H30

件4,300

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

93.2% 88.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　高松市交通安全都市推進協議会等に助成するほか、市内の幼稚園児、小学生な
どを対象に、年齢や心身の発達状況に応じた交通安全教室を開催するとともに、
その講師となる交通指導員を養成するなど、交通安全教育と啓発活動を推進し、
市民の交通安全意識の向上につながった。

◎幼稚園、保育所、小学校、中学校交通安全教室参加者数
実績３３，５３９人（目標３６，０００人）

◎高齢者交通安全教室等参加者数　実績４，４３０人（目標５，０００人）千円24,207

交通安全教育等推進事業

1

市民政策局

80.6% 100.4% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　交通安全フェアの開催のほか、市内統一の交通安全啓発街頭キャンペーンの実
施や交通安全啓発塔の管理を行い、市民の交通安全意識の向上につながった。

◎交通安全フェア参加者数　実績２９，０００人（目標３６，０００人）
◎統一街頭キャンペーン参加者数　実績８，０３２人（目標８，０００人）

千円1,926

交通安全啓発推進事業

2

市民政策局

廃止

くらし安全安心課

　交通事故相談事業については、利用者の激減等により事業の継続又は廃止を検
討した結果、平成３０年４月から休止し、同年６月末をもって廃止した。

（評価対象外）交通事故相談事業

3

市民政策局

113.6% 88.6%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　高齢者を対象としたシルバードライバースクールや各種交通安全教室を開催し
たほか、高齢者向け交通安全冊子を作成、配布するなど、高齢者の交通安全教育
の推進と交通安全意識の向上につながった。
　また、高齢者運転免許証返納促進事業の実施により、高齢者の自動車運転中の
交通事故発生の抑止に寄与した。

◎ＩＣカード乗車券交付申請者数　実績１，２５０人（目標１，１００人）
◎高齢者交通安全教室等参加者数　実績４，４３０人（目標５，０００人）千円12,419

高齢者交通安全啓発推進事業

4

都市整備局

111.2% 縮小Ａ Ａ Ａ Ａ

交通政策課

　違法駐車防止重点地域に指定する５路線及び周辺８路線を含めた市街地中心部
において、定期的に違法駐車の状況を調査するとともに、関係機関と協力して啓
発活動を実施した。
　また、荷捌き駐車スペース及びタクシーベイの管理等に関係機関と連携して取
り組むとともに、利用促進に向けた情報の発信を実施したことにより、違法駐車
の防止に寄与した。
　なお、新たな荷捌き駐車場の設置がない中、配送・集荷業者が手法を変更し、
車両総量を抑制する取組を始めていることから、高松ポケットローリングシステ
ム協議会に対する、荷捌き駐車施設の管理・運営及び新規設置拡充に係る補助金
については平成３０年度をもって廃止した。
◎違法駐車防止重点区域における平均瞬間違法駐車台数

実績２２．２台（目標２５台）

千円66

違法駐車防止対策事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局
道路管理課

　道路反射鏡（カーブミラー）、防護柵、道路区画線、道路照明灯など交通安全
施設の設置及び補修を行ったことにより、交通安全対策を充実させた。

千円86,572

（評価対象外）交通安全施設整備事
業

6

都市整備局
交通政策課

　対象となる放置自動車が無かったことから、廃物判定委員会は開催しなかった
が、放置自動車の発生の防止に関する指導、啓発を実施したことにより、公共の
場所における機能の保全と生活環境の維持向上に寄与した。

（評価対象外）放置自動車等対策事
業

7

都市整備局
都市計画課

クリエイティブ高松・中央通りプロムナード事業により整備された番町地下道
において、エレベーター監視設備やモニュメント類の保守点検業務を実施したこ
とにより、安全な歩行空間の確保、憩い・安らぎの場の提供に寄与した。

千円2,648

（評価対象外）番町地下道管理事業

8
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

防犯体制の整備

千円80,353 20.3% 77.9%

市民政策局

　市民 　犯罪の未然防止や、犯罪などを発生させない環境づく
りを推進し、市民が安全で安心して暮らせるまちづくり
に取り組むとともに、各地域コミュニティ協議会が主体
となった防犯活動を活性化する。

　香川県警が設置し、地域コミュニティ協議会が管理している防犯カメラ等の電気料金の助成を行ったことにより、
安全で安心なまちづくりに寄与した。
　地域の単位自治会が管理する防犯灯の新設、移設などに係る経費や、電気料金など維持管理上必要な経費の助成を
高松市連合自治会連絡協議会に対して行ったことにより、夜間における犯罪の防止と通行の安全に寄与した。
　防犯協会の行う防犯活動事業に対する補助金の交付を行うとともに、公益財団法人香川県暴力追放運動推進セン
ター・公益社団法人かがわ被害者支援センターへの負担金を交付した。

　高齢者世帯が増加し、単位自治会への加入率も低下する中、地域自ら防犯意識の高揚を図り、地域が主体となった
防犯体制を整備する必要がある。

　犯罪の未然防止や犯罪などを発生させない環境づくりを一層進めるため、引き続き、地域の単位自治会が管理する
防犯灯の新設や維持管理に要する費用に対し、支援を行うほか、防犯協会とも連携し、防犯意識の高揚を図るための
取組を推進していく。

人口千人当たりの街頭犯罪等発生件数

　全国の刑法犯認知件数は前年比１０．７％減で
１６年連続の減少となっている。

114.6%

実績H30

件3.5

目標H30

件4.1

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

57.0%一般重点 改善継続Ｂ Ａ Ａ Ｃ

くらし安全安心課

　県警が推進する防犯カメラ等に係る電気料金について、地域コミュニティ協議
会に対して助成を行った。

　◎青色防犯活動助成達成率　実績５７％（目標１００％）

千円951

防犯活動推進事業

1

市民政策局

107.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　防犯協会の行う防犯活動事業に対する補助金の交付を行うとともに、公益財団
法人香川県暴力追放運動推進センター・公益社団法人かがわ被害者支援センター
への負担金を交付した。
　地域の単位自治会が管理する防犯灯の新設、移設などに係る経費や、電気料金
など維持管理上必要な経費の助成を高松市連合自治会連絡協議会に行ったことに
より、夜間における犯罪の防止と通行の安全に寄与した。

　◎総防犯灯数　実績２９，２９３灯（目標２７，１８８灯）千円79,402

防犯組織・環境整備事業

2
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

生活衛生の向上

千円748,062 29.5% 65.7%

健康福祉局、市民政策局

市民 　飲食店営業施設等の食品関係営業施設や毒物劇物営業
施設、旅館業営業施設等諸営業施設、ペットショップ等
の動物取扱施設における監視・指導や流通食品の収去検
査等を行うほか、墓地、斎場の安定的な維持・運営等を
実施することにより、衛生水準の向上に努め、安全で快
適な市民生活の推進に寄与する。

・墓園・墓地整備事業　　新規墓所使用許可数：９２区画
・市民葬儀事業　　市民葬儀利用件数：５４６件
・食品衛生監視指導事業　　食品営業施設の監視件数：７，２６２件
・衛生試験検査事業 食品の収去等検査件数：４８５件　
・食肉衛生検査事業 と畜検査頭数：１０，０６７頭
・毒物劇物監視指導事業　　毒物劇物販売業者等への監視件数：１８７件
・動物愛護管理事業 動物愛護推進員数：２５人
・環境衛生諸営業等監視指導事業　　環境諸営業監視件数：７２６件

【市民政策局】墓地環境の適正な維持管理、及び墓所需要に応じた墓所の供給が求められている。また、施設の適正
な維持管理により、斎場業務を円滑に実施するほか、低価格で内容も充実している市民葬儀制度の活用を促進するた
め、普及啓発を積極的に実施する。
【健康福祉局】食に関する市民の関心が高まったことなどから、食品の安全確保対策を、より一層強化するほか、各
種衛生対策や動物愛護の普及啓発等を積極的に実施する。

　食品衛生法に基づく各種営業施設等に対する監視・指導などの食品衛生対策を推進するほか、動物愛護の推進や墓
地、斎場の安定的な維持・運営等を実施することにより、引き続き、生活衛生の向上に取り組んでいく。

食品衛生等違反指導率

　従来からの監視指導に加え、立入監視施設数を増
加したことにより、違反施設数が減少し、違反指導
率の目標値は達成できた。

127.3%

実績H30

％0.8

目標H30

％1.1

犬・猫の殺処分率

　野犬対策を強化したことにより、犬の収容数が前
年度より増加したが、殺処分率の目標値は達成でき
た。

104.5%

実績H30

％64

目標H30

％67

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局
生活衛生課

　食品関係営業施設における監視指導や流通食品の収去検査等を行うことによ
り、衛生水準の向上に努め、安全で快適な市民生活の推進に寄与した。食品によ
る事故を防ぎ、安全な食生活を確保するため、年度計画に基づく監視指導を強化
するなど、今後も引き続き、事業を実施していく必要がある。

千円12,056

（評価対象外）食品衛生監視指導事
業

1

健康福祉局
生活衛生課

　高松市食肉センターで処理される獣畜のと畜検査及びと畜場の衛生指導を行
い、安全で安心な食肉の流通に寄与した。
　と畜場における高度な衛生管理手法（ＨＡＣＣＰ）の導入に向けた協議を重ね
事業者へ助言を行い、一部導入が完了した。
　各食鳥処理場に対して、立入検査を行い、施設の衛生的管理及び食鳥肉の衛生
的な取扱いについて指導を行った。また、食鳥処理場においても、高度な衛生管
理手法（ＨＡＣＣＰ）の導入に向けた協議を重ね事業者へ助言を行った。
　さらに、伝達性海綿状脳症検査実施要領に基づき、牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検
査が必要な牛についてスクリーニング検査を実施し、ＢＳＥに感染した牛が食肉
として流通しないように努め、食肉衛生の向上に寄与した。

千円24,409

（評価対象外）食肉衛生検査事業

2

健康福祉局
生活衛生課

　食品衛生法に基づき、高松市内で製造又は流通する食品、輸入食品の理化学・
微生物の検査を実施し、安全な食生活の確保に寄与した。
　また、有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に基づき、家庭用品等
の理化学検査を実施し、健康被害の防止に寄与した。
　さらに、高松市食中毒対策実施要綱や感染症の予防及び感染症の患者に対する
医療に関する法律に基づき、食中毒や感染症発生時の原因究明及び蔓延防止のた
めの試験検査を実施し、健康被害の防止に寄与した。千円9,091

（評価対象外）衛生試験検査事業

3

健康福祉局
生活衛生課

　毒物及び劇物取締法に基づき、保健衛生上の見地から毒物劇物販売業者等の登
録申請・届出に対する審査及び監視指導を実施することにより、毒物劇物の適正
な販売及び管理等の体制を確保し、保健衛生上の危害の未然防止に寄与した。

千円5,224

（評価対象外）毒物劇物監視指導事
業

4

健康福祉局
生活衛生課

　研修会等に積極的に参加し、環境衛生監視員の資質向上に努め、監視指導にお
ける内容充実を図ることで、計画的な立ち入り調査を行った。

千円997

（評価対象外）環境衛生諸営業等監
視指導事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

健康福祉局

継続Ａ Ａ Ａ Ａ

生活衛生課

感染症の原因となる蚊の駆除を行うことにより、感染症の蔓延を未然に防止し
た。

◎衛生害虫（主に蚊）媒介感染症罹患者数（海外渡航後発症等を除く）
実績０人（目標０人）

千円32,358

害虫駆除事業

6

健康福祉局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

生活衛生課

　風呂のない家庭や地域住民の交流の場としての機能を持ち、公衆衛生の向上に
貢献している。

◎一般公衆浴場数（銭湯）　実績６か所（目標６か所）

千円6,934

公衆浴場施設改善事業等助成事業

7

健康福祉局
生活衛生課

　水道施設等の立入指導等を通して、法定検査等の受検徹底を周知した。また、
登録検査機関からの情報をもとに、台帳整理を行った。

千円838

（評価対象外）水道施設等衛生管理
指導事業

8

健康福祉局
生活衛生課

　野犬対策を強化し捕獲を進めた結果、野犬の収容が増加し、市民の生活環境保
全に寄与した。
　また、保健所へ収容された犬猫の飼い主への返還を推進するために、啓発ポス
ター及びチラシを作成したり、各種メディアを利用した啓発活動を実施し、適正
飼養の普及啓発に努めた。

千円70,754

（評価対象外）動物愛護管理事業

9

健康福祉局

104.5% 100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

生活衛生課

　より見やすい・わかりやすいサイトを目指し、ウェブサイト「わんにゃん高
松」のリニューアルを行った。
◎犬猫の殺処分率　実績６４％（目標７６％）
◎動物愛護センター整備進捗率　実績１００％（目標１００％）

なお、県と共同で整備していたさぬき動物愛護センターが、平成３０年１２月
にしゅん工、平成３１年３月に開所となり、前年度から繰り越していたセンター
整備については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：５５，０４０，５００円）

千円290,510

動物愛護センター整備等事業

10

100.0%
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

95.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

市民やすらぎ課

　簡素な葬儀を普及させため、葬儀に対する経済的負担の軽減を図り、市が葬儀
の種類及び料金を定め、市民葬儀取扱指定業者に取り扱わせた。また、霊柩車運
行料を補助し、火葬料及び市斎場の式場使用料（一定時間）を免除した。
　
　◎市民葬儀利用率　実績１２．７％　（目標１３．３％）

千円12,053

市民葬儀事業

11

市民政策局

99.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

市民やすらぎ課

　市民の墓所需要に応じて墓所を供給するため、返還墓所の整備及び通路修繕等
の環境整備を実施し、９２区画の墓所を貸出した。
　また、平和公園墓園において管理事務所の新築工事等を実施した。
　
◎新規墓所使用許可数（累計）　実績１，１６７区画（目標１，１７５区画）

　なお、平和公園墓園整備事業については、設計内容の検討に日時を要したこと
により、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り
越した。
（繰越明許費繰越額：１０，５６２，０００円）

千円79,482

墓園・墓地整備事業

12

市民政策局
市民やすらぎ課

　斎場公園ほか５施設の斎場業務等を円滑に実施するため、斎場公園の空調機修
繕工事や牟礼斎場及び庵治斎場の燃焼設備の修繕工事等を実施、施設の適正な維
持管理を行った。（火葬件数　４，４１６件　人体のみ）
　
　なお、修繕に日時を要したことにより、年度内に修繕の完了が不可能となった
ため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９８３，０００円）千円158,184

（評価対象外）斎場等管理運営事業

13

市民政策局
市民やすらぎ課

　市営墓地を適切に維持・管理するため、清掃、植栽剪定、塵芥収集を定期的に
実施した。

千円45,172

（評価対象外）墓園・墓地管理事業

14
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

消費者の権利保護と自立促進

千円14,773 17.2% 45.8%

市民政策局

　市民 　消費者が安心・安全に暮らせるために、賢い消費者と
して自立促進を行う。

　第３５回消費者ウイーク・第４０回暮らしをみなおす市民のつどい、消費者月間記念講演会、夏休み親子消費者教
室、多重債務問題研修会及び出前講座等の各種啓発事業を実施するとともに、消費者団体への支援を行い、自立した
賢い消費者を多く育成した。
　消費生活相談においても、利用した覚えのない有料サイト等の未納料金と称して高額な料金を請求される「架空請
求」をはじめとする「不当請求」に関する苦情・被害への対応だけでなく、相談員の助言・情報提供等により相談者
自身で自主的に対応できる賢い消費者を増やし、特殊詐欺等防止のため、市広報、市ホームページなどにより啓発を
行った。
　また、環境に対する省資源意識の向上を図るため、廃食油収集ステーションを２２か所（収集日数９２日）設置
し、６，６８７リットルを収集した。

　今後も消費者団体を支援しながら、より連携を強化していく。また、年々手口が巧妙化している悪質商法に対応で
きるよう、消費生活センターの相談体制堅持及び機能強化を行い、消費生活における安全安心を確保していくことが
求められる。

　消費者の利益の確保及び消費者被害のより一層の救済を目指す。そのために、消費者が参加できるイベント・機会
の提供、消費生活相談員による相談事業はもとより、出前講座の実施及び消費者団体の支援等を実施し、賢い消費者
の育成を行い、消費者保護を推進していく。

消費生活相談における解決割合

　全体の相談件数は、昨年度は、一昨年度に比べ
１３６件減少したが、相談内容は、多様化・複雑化
していることから、最新の傾向を把握し、消費者に
対し適切な助言等の対応が必要である。また、相談
員が、適切な助言等を行えるよう研修等に参加し相
談業務等のスキルアップを行う。なお、目標はほぼ
達成することができた。

99.8%

実績H30

％99

目標H30

％99.2

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
くらし安全安心課

　消費者からの相談による商品及び役務に関し、事業者と消費者との間に生じた
苦情・紛争等について、その解決のために、消費者からの相談に相談員が対応し
ている。また、平成３０年１１月に、消費被害を防ぐために、民生委員、事業
者、警察等と連携し「消費者安全確保地域協議会」を立ち上げ、消費被害の未然
防止を行っている。

千円10,212

（評価対象外）消費生活相談事業

1

市民政策局
くらし安全安心課

　小規模な事業所等が廃業しており、廃業に伴い特定計量器の数が減少してきて
いる中、定期検査が必要な特定計量器の未受検者数を減らすために、コンビニを
中心に受検を促した。

千円1,180

（評価対象外）計量検査事業

2

市民政策局

100.8% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　高松市消費者団体連絡協議会と連携し、講演会、イベント等を行い、消費者被
害に遭わないための啓発行事等を行った。また、小学校高学年を対象に消費者教
育リーフレットを市内小学校に配布している。

◎消費者月間事業等の満足度　実績８０．６％（目標８０％）

千円1,923

消費者啓発事業

3

市民政策局

191.5% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　消費生活に関する各種の調査・研究の諸活動や啓発活動を推進するとととも
に、加入団体相互の交流を行うため支援をした。

◎高松市消費者団体連絡協議会主催事業の参加者数
　　実績５１７人（目標２７０人）

千円1,235

消費者団体支援事業

4

市民政策局

95.7% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

くらし安全安心課

　省資源意識の向上と環境保全防止のため、廃食油収集ステーションを設置し、
廃食油収集を実施した。廃食油収集量は、一昨年度より３５１リットル増加し
た。
　
◎廃食油収集量　実績６，６８７リットル（目標６，９８４リットル）

千円223

廃食油収集事業

5
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

ごみの減量と再資源化の推進

千円350,975 26.3% 74.8%

環境局

　ごみを排出する市内の家庭や事業所 　ごみの減量と再資源化の推進により、環境と共生する
持続可能な循環型社会の形成を目指す。

　まず、家庭系ごみ減量推進事業では、生ごみ処理機等の購入補助事業を実施し家庭から出るごみの減量化を推進し
た。次に事業系ごみ減量推進事業では、多量排出事業者に事業系一般廃棄物減量等計画書の提出を依頼することによ
り、リサイクル率の向上に寄与した。また３０年度エコシティたかまつ優良事業者表彰について、優秀な事業者２者
を表彰した。次にレジ袋等削減推進事業では、協定締結事業者の店舗入口等へ告知用看板を設置することにより、恒
常的な意識啓発に努めるとともに、地球にやさしいオフィス・店、多量排出事業者にもレジ袋削減について働きかけ
た。次に家庭系ごみ有料化事業では、５種類の有料指定収集袋での運用を実施し、ごみ減量・資源化を促進した。次
に小型家電等リサイクル推進事業では、使用済小型家電の回収の結果、希少金属等の再資源化等に寄与し、前年度よ
り１．３トン回収量が上昇した。次にごみ減量・資源化啓発事業では、スマートフォンやタブレット利用者向けに「
ごみ分別アプリ」を配信し、ごみの減量・再資源化の促進に寄与した。次にごみ再資源化事業では、家庭系資源ごみ

　市民・事業者の「ごみの減量と再資源化の推進」に対する意識の向上と分別の徹底等により、さらにごみの減量と
再資源化を進める必要がある。

　引き続き、「ごみの減量と再資源化の推進」に積極的に取り組むことにより、環境への負荷の低減と限りある資源
の有効利用を通じて、上位目標である政策「環境と共生する持続可能な循環型社会の形成」を目指す。

１人１日当たりのごみ排出量

　施策構成基本事業と事務事業の積極的かつ継続的
推進と市民・事業者の「ごみの減量と再資源化」に
対する意識の向上等により、目標を達成することが
できた。

100.8%

実績H30

ｇ／人・日921

目標H30

ｇ／人・日928

１人１日当たりの資源化量

　家庭から分別して出された資源ごみや小型家電等
のリサイクル、正しいごみの分別方法の周知等によ
るごみの減量・リサイクルの推進に向けた事業を実
施しているが、目標達成には至らなかった。

88.9%

実績H30

ｇ／人・日184

目標H30

ｇ／人・日207

実績H30 目標H30

Ａ

の再資源化のため中間処理を行い、循環型社会の形成に寄与した。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局

85.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境保全推進課

　生ごみ処理機及び生ごみ堆肥化容器の購入にかかる費用の一部を補助すること
により、ごみの減量化・資源化を促進するとともに、市民のごみ処理に対する意
識の高揚に寄与した。

◎生ごみ処理機等使用による生ごみ減量値（推定）
実績２３，０６９ｋｇ（目標２６，９３３ｋｇ）

千円1,404

家庭系ごみ減量推進事業

1

環境局

90.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　事業の用に供する延べ面積３，０００㎡以上の建物を所有・占有する事業者を
「多量排出事業者」として、毎年、事業系一般廃棄物減量等計画書の提出を依頼
するとともに、優秀な取り組みをしている事業者を２者表彰し、事業系一般廃棄
物の減量及びリサイクル率の向上に寄与した。

◎多量排出事業者の廃棄物リサイクル率　実績５９．６％（目標６６％）
千円18

事業系ごみ減量推進事業

2

環境局

97.4% 拡充Ａ Ａ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　環境負荷の少ない循環型社会を構築するため、事業者、市民団体、市の三者で
�ジ袋等の削減に関する協定を締結し、市民に対して買い物袋の持参を呼びかけ
るなど、協働してレジ袋の削減に取り組むことで、意識の啓発等に寄与した。ま
た、多量排出事業者・地球にやさしいオフィス・店にもレジ袋削減について取り
組む事業所の拡大を図るため、働きかけを行ったほか、職員に対しても、使い捨
てプラスチック製品の使用自粛について周知を行い、その削減を推進した。

◎協定締結事業者の年間レジ袋削減枚数
実績１０，７３７，０００枚（目標１１，０２９，０００枚）

レジ袋等削減推進事業

3

環境局

113.1%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

環境総務課

　食品ロスに関する実態調査や市民アンケート調査を実施するとともに、「３き
り」啓発リーフレットを活用した周知啓発を行い、食品廃棄物の削減に向け事業
を推進した。

◎食品ロス認知度　実績８４．５％（目標７４．７％）

千円1,107

食品ロス対策等推進事業

4

環境局

99.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境保全推進課

　定期収集家庭ごみのうち、「燃やせるごみ」「破砕ごみ」について、大（４０
�ットル相当）・中（３０リットル相当）・小（２０リットル相当）、特小
（１０リットル相当）・超特小（５リットル相当）の５種類の有料指定収集袋
での運用を実施し、高齢者等のごみ排出量の少ない世帯の利便性向上にも配慮
しながら、更なるごみの減量化・再資源化を促進した。

◎有料指定収集袋使用枚数（特小換算）

実績４３，２７３，２５０枚（目標４３，０００，０００枚）
千円159,147

家庭系ごみ有料化事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局

70.0% 継続Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

環境業務課

（事業概要、事業実績等）
　市内２２か所に設置した回収ボックス等で約１，７７４キログラム、また、南
部クリーンセンター及び西部クリーンセンターで実施したピックアップ回収並び
にイベント回収で約２，５０２キログラムを回収し、合計４，２７６キログラム
の携帯電話やデジタルカメラなど２１品目の使用済小型家電を回収した。この
ことにより、希少金属等の再資源化や埋立��の減量化に着実な効果があった。

◎使用済小型家電の年間回収量　実績４．２トン（目標６トン）千円97

小型家電等リサイクル推進事業

6

環境局

96.8% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境保全推進課

　「ごみ分別ガイドブック」・「ごみ収集カレンダー」、小学校社会科副読本の
作成・配布、スマートフォンやタブレット利用者向けの「ごみ分別アプリ」の配
信により、広く市民にごみ処理等に対する啓発を行った。さらに、高松市リサイ
�ル推進員の各校区への配置により、地域ぐるみの主体的なリサイクルの��に
効果があった。

◎プラスチック容器包装ごみの再資源化割合　実績８７．１％（目標９０％）千円3,588

ごみ減量・資源化啓発事業

7

環境局

105.1% 102.4% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

環境保全推進課

　日々家庭から出される缶・びん・ペットボトル、プラスチック、紙類等の資源
ごみを、再資源化のための中間処理を行い、プラスチック、色つきのびんについ
ては日本容器包装リサイクル協会に引渡したほか、缶・びん・ペットボトル、紙
類など有価にて売払いできるものは専門業者に売却を行った結果、成果目標を
１００％達成した。

◎缶・びん・ペットボトル資源化量
実績２，３６３，７３４ｋｇ（目標２，２５０，０００ｋｇ）

◎プラスチック資源化量
実績３，０９９，４２７ｋｇ（目標３，０２６，０００ｋｇ）

千円185,614

ごみ再資源化事業

8
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1

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

廃棄物の適正処理

千円4,384,997 31.2% 73.1%

環境局

　一般廃棄物（し尿を含む）を排出する市民及び市内の
事業者並びに産業廃棄物を排出する事業者や廃棄物の収
集運搬・処分を行う者等。

　一般廃棄物及び産業廃棄物の排出を抑制し、適正かつ
効率的な処理を推進するとともに、将来に向けた安定し
た処理体制を構築することにより、生活環境保全及び公
衆衛生の向上を図り、循環型社会の形成に寄与する。

・一般廃棄物処理基本計画に基づき、一般廃棄物（し尿を含む）の適正処理を行うとともに、ごみの減量・資源化を
推進した。また、家庭から排出されたごみについて経済的で効率的な収集・運搬システムを運用した。・ごみステー
ションの適正管理を行うため、パトロールや看板配布等の啓発活動を行った。・南部・西部クリーンセンターの適正
かつ効率的な維持管理を行い、再資源化や廃棄物の減容化を行うことにより、最終処分量を削減するとともに、最終
処分場の延命化を推進した。・西部クリーンセンター長寿命化計画に基づき行っていた、焼却施設基幹的設備改良工
事（Ｈ２７～Ｈ２９）は完了した。引き続き、破砕施設基幹的設備改良工事（Ｈ２９～Ｒ元）を進めている。・し尿
及び浄化槽汚泥については、し尿等を衛生センターから東部下水処理場へ移送し、下水道との共同処理を行った。・
許可事務や苦情処理等を通じて、産業廃棄物の排出抑制、適正処理等を促進した。

　ごみの適正処理を確保した上で、より経済的で効率的な収集運搬体制を検討する必要がある。・西部クリーンセン
ター等施設の老朽化に伴い、適切な維持管理と効率的な運転管理で施設の延命化を図る必要がある。・し尿等の処理
については、下水道との共同処理を行っており、引き続き、適正に処理を行う必要がある。・排出事業者の責任や収
集運搬・処分を行う者の責務について、更に理解を深めてもらい、適正処理を推進していく必要がある。

　新たな一般廃棄物処理基本計画に基づき、一般廃棄物の発生抑制、適正処理、資源化を推進し、ごみ処理施設の適
切な維持管理を図るとともに、市の収集運搬体制の検討にも取り組み、公衆衛生の向上及び循環型社会の形成に貢献
していく。・し尿等の処理については、下水道との共同処理を安定的かつ適正に推進していく。・産業廃棄物につい
ては、排出事業者や許可業者等に指導や啓発活動により、排出抑制や適正処理及び再生利用の推進を図る。

一般廃棄物の年間埋立処分量

　家庭ごみの適正処理について、ホームページや広
報紙等で周知・啓発に努めた。基幹的設備改良工事
に伴い停止していた西部クリーンセンターの焼却炉
の稼働を平成３０年２月に再開したことにより、同
センターでの処理量が工事着手前の状況に戻った（
外部委託処理を終了した）ことから、焼却灰等の年
間埋立処分量が増加した。

����%

実績H30

ｔ14,022

目標H30

������ｔ

産業廃棄物の不適正保管量

　継続的・定期的な指導を行ったことにより、前年
度と比較し、不適正保管量が減少し、目標値を達成
した。

102.8%

実績H30

ｔ11,857

目標H30

ｔ12,200

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

平成３０年度

環境局
南部クリーンセンター

　特別目的会社との間に締結した、平成３０年度までの長期一括委託契約によ
り、ごみ処理施設、廃棄物再生利用施設、埋立処分地等について、一体的かつ効
率的な管理運営を行った。また、不適物の混入防止及び排除、並びにごみ処理の
適正化のため、ごみの搬入検査を行った。

千円1,053,201

（評価対象外）南部クリーンセンタ
ー管理運営事業

1

環境局
環境業務課

　ごみ収集運搬計画に基づき、旧高松市の家庭から排出された破砕ごみを始め、
缶・びん・ペットボトルやプラスチック容器包装等の資源ごみ、また、市全域か
ら排出された臨時・粗大ごみなど、約８，３４７ｔを直営で収集するとともに、
旧高松市の可燃ごみ及び紙・布類やプラスチック容器包装等の資源ごみに加え、
合併地区の定期収集ごみなど約７７，２９９ｔを委託により収集した。

千円1,472,034

（評価対象外）ごみ収集運搬事業

2

環境局
西部クリーンセンター

　有害物等を除去した後の破砕ごみを破砕・選別（中間）処理し、有価物の再資
源化（リサイクル）や廃棄物の減容化に取り組むなど、破砕施設の適正な維持管
理を行った。また、施設の延命化を図るための基幹的設備改良工事を平成２９年
度より令和元年度の３か年の予定で実施中である。

千円267,088

（評価対象外）西部クリーンセンタ
ー管理運営事業（破砕処理）

3

環境局
西部クリーンセンター

　焼却施設を適正に維持管理しながら、可燃ごみを焼却（中間）処理し、廃棄物
の減容化を行うことにより、最終処分量の削減を推進し、最終処分場の延命化を
推進した。

千円387,274

（評価対象外）西部クリーンセンタ
ー管理運営事業（焼却処理）

4

環境局
西部クリーンセンター

（事業概要、事業実績等）
　陶最終処分場では、リサイクルや減量化を推進した上でなお残る廃棄物につい
て、埋立処分を行った。また、第３処分地の埋立整備に係る保護マット敷設工事
を行った。

　なお、老朽化に伴う散水車の整備について、契約の締結に不測の日時を要した
ことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の全部を翌年度に
繰り越した。
（繰越明許費繰越額�９，８０７，０００円）

千円75,896

（評価対象外）ごみ最終処分場管理
事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局

97.7% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

適正処理対策室

　市内全域のごみステーションをパトロールし、不適正なごみが日常的に出され
ているごみステーションの管理者や使用者に対して、ごみステーションの適正管
理指導や看板を掲示する等の啓発活動を行い、適正にごみステーションを管理し
てもらうよう指導している。また、平成２６年度より取り組んでいる海底堆積ご
みの回収事業について、３０年度は３，７９０Ｋｇを回収し、海ごみ対策の推進
に寄与した。

◎不適正管理ごみステーション対応件数　実績８０８件（目標７９０件）千円4,391

ごみ適正処理指導事業

6

環境局

85.4%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

環境施設対策課

　西部クリーンセンター長寿命化計画に基づき行っていた、ごみ焼却施設の基幹
的設備改良工事（Ｈ２７～Ｈ２９）は完了した。引き続き、破砕施設の基幹的設
備改良工事（Ｈ２９～Ｒ元）を発注し、工事を進めている。
　また、施設周辺の地域振興事業として、農道・水路改修等補助事業を行った。

◎西部クリーンセンター大規模改修整備進捗率
実績８１．６％（目標９５．６％）

なお、施設周辺の地域振興事業として行っている農道・水路改修等補助事業に
ついては、実施主体の事業が遅れたことにより、年度内の事業の完了が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，５００，０００円）

千円650,025

西部クリーンセンター大規模改修事
業

7

環境局

100.0%特別重点 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

南部クリーンセンター

　南部クリーンセンターの管理運営業務委託が、平成３０年度末までの契約期間
であることから、令和元年度以降の管理運営が、最も効率的で安定したごみ処理
が行えるよう、平成２８年度から３０年度までの３年間で次期委託事業者選定を
含む、運営方法等について検討を行った。
　３０年度は、引き続き専門コンサルタント会社を活用し、入札公告、入札を
行った。応札のあった事業者のうち、学識経験者等の第三者の委員で構成する「
高松市南部クリーンセンター次期管理運営事業者選定検討委員会」において優秀
提案に選定された事業者を次期管理運営事業者として決定し、１１月５日に基本
協定を締結し、１２月２０日に契約を締結した。

◎次期運営方法等検討事業の進捗率　実績１００％（目標１００％）

千円23,984

南部クリーンセンター次期運営方法
等検討事業

8

環境局
環境施設対策課

　南部クリーンセンター場内の埋立処分終了用地等に、植栽を行った。
　また、総合防災調整池の浚渫を行った。

千円1,808

（評価対象外）南部クリーンセンタ
ー場内整備事業

9

環境局
環境施設対策課

　陶最終処分場周辺対策事業として、大原２号線道路に関する事業を行った。

　なお、ほ場整備事業に関する工事等について、実施主体の事業が遅れたことに
より、年度内の事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越
した。
（繰越明許費繰越額：１，７２８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業であるほ場整備事業については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：４８６，０００円）千円723

（評価対象外）一般廃棄物最終処分
場整備事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局
環境施設対策課

　旧最終処分場の適正な管理を行った。

　なお、女木最終処分場フェンス復旧工事について、設計内容の検討に日時を要
したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を
翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６８０，０００円）

千円489

（評価対象外）ごみ処理関連施設統
廃合整備事業

11

環境局
環境総務課

（事業概要、事業実績等）
　廃棄物減量等推進審議会を開催し、廃棄物減量・再資源化等について審議する
とともに、高松市一般廃棄物処理基本計画の執行管理を行ったほか、高松市一般
廃棄物処理実施計画を策定し、一般廃棄物の適正処理や減量・再資源化の推進
を行った。

　なお、松島町集会場ブロック塀等改修工事について、設計内容の検討に日時
を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の
一部を翌年度に繰り越した。
　（繰越明許費繰越額：９，６００，０００円）

千円2,143

（評価対象外）ごみ処理計画推進事
業

12

環境局

100.0% 100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

衛生センター

　高松市災害物資備蓄計画に基づく、避難所へ簡易トイレ等緊急物資の配備が平
成２９年度に完了したため、平成３０年度から、し尿凝固剤を計画的に更新し
た。

◎簡易トイレ備蓄率　実績１００％（目標１００％）
◎し尿凝固剤備蓄率　実績１００％（目標１００％）

千円1,527

災害時し尿処理事業

13

環境局

100.0% 完了Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ

衛生センター

　女木町及び男木町貯留槽の整備が完了し、離島のし尿等収集の効率化が図られ
た。

◎し尿中継貯留槽整備率　実績１００％（目標１００％）

　また、前年度からの繰越事業である男木町し尿・浄化槽汚泥中継貯留施設整備
事業については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１３，９６７，８６０円）千円15,299

し尿中継貯留槽整備事業

14

環境局
衛生センター

　離島のし尿収集の円滑化と住民負担軽減を図るため、収集業者に補助金を交付
した。
　また、定期の収集時に合わせて、浄化槽清掃を行う場合の航送料について補助
金を交付した。

千円8,166

（評価対象外）離島し尿収集事業

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局

106.0%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

衛生センター

　衛生処理センターの上部解体工事が完了した。

　◎解体・跡地整備進捗率　実績４８．６９％（目標４５．９４％）　

　また、前年度からの繰越事業である上部解体撤去工事及び監理業務について
は、完了した。
　（平成２９年度繰越明許事業費：８７，３９２，０００円）千円132,994

し尿処理施設跡地利用事業

16

環境局
衛生センター

　本市及び処理を受託している三木町・綾川町で収集したし尿処理及び浄化槽汚
泥を下水処理施設で下水と共同処理するため、前処理施設の運転維持管理を適切
に行った。平成３０年度においては、７１，５５４立方メートルの共同処理を効
率的に行うことができた。
　
　なお、衛生センター管理棟空調設備改修工事については、設計内容の検討に日
時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部
を翌年度に繰り越した。
　（繰越明許費繰越額：８，０１６，０００円）

千円263,766

（評価対象外）衛生センター管理事
業

17

環境局
衛生センター

　合併地区（塩江町、庵治町、香川町、国分寺町）及び離島地区（女木町、男木
町）に設置している、し尿中継貯留槽の維持管理を適切に実施することにより、
各地区から衛生センターへのし尿等の運搬を効率的に行うことができた。
　
　なお、香川町貯留槽防食被膜工事については、契約の締結に不測の日時を要し
たことにより、年度内に事業の着手が不可能となったため、事業の一部を翌年度
に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３５，５３２，０００円）千円3,181

（評価対象外）し尿中継貯留槽管理
事業

18

環境局
衛生センター

　跡地管理事業における委託業務等の執行により、バラ園等施設管理を適正に行
えた。

千円10,980

（評価対象外）衛生処理センター跡
地管理事業

19

環境局
環境指導課

　廃棄物の収集・運搬業、処分業及び施設設置の許可事務を通して処理業者への
適正処理の指導を行うとともに、パトロールによる不適正処理の未然防止や早期
発見、苦情処理及び事業場への立入検査による改善指導を行い、適正処理の促進
を行った。

千円10,028

（評価対象外）産業廃棄物適正処理
指導事業

20
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

不法投棄の防止

千円1,567 23.6% 69.9%

環境局

　高松市内全域における不法投棄が見られる地域 　不法投棄を防止するとともに、市民の環境美化意識の
高揚を図ることによって、清潔で、美しい高松を実現す
る。

　山間地や海岸線などの広範囲に渡る不法投棄ごみが見られる地域において、行政と住民が連携して、不法投棄撲滅
ふれあいクリーン作戦を実施し、不法投棄されているごみの回収を行うことにより、地域の環境美化と環境意識の向
上に努めた。

　平成２８年度のクリーン作戦において、イノシシに襲われ大けがをするといった事故があったことから、２９年度
から全てのクリーン作戦に傷害保険を掛け事故があった場合の対策を行った。また、当日のクリーン作戦においても
香川県猟友会や高松市農林水産課の協力のもとパトロールを実施しイノシシ対策を行った。

　監視パトロールの強化等による不法投棄の早期発見、早期対応を図るとともに、市民や事業者と連携してクリーン
作戦を実施し、不法投棄撲滅及び意識啓発のための取組を進める。クリーン作戦については、イノシシ対策を講じる
とともに、地区衛生組合協議会やコミュニティ協議会等と早めの時期から協議を行い、安全面に重点を置いて取り組
んでいく。

不法投棄通報、相談件数

　不法投棄の通報及び相談件数は目標に達してい
る。しかし、不法投棄はまだまだ後を絶たない状況
であるため、引き続き市民の環境美化意識の高揚を
図る必要がある。

133.6%

実績H30

件83

目標H30

件125

ボランティア清掃の参加者数

　目標を大きく超える参加者数であったが、今後も
引き続き啓発を行っていく。

121.0%

実績H30

人191,122

目標H30

人158,000

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局

67.7% 133.6% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

適正処理対策室

　不法投棄が特に多く見られる山間部や海岸線地域において、不法投棄の撲滅に
向けて、行政と市民及び企業ボランティアが協働して、不法投棄撲滅ふれあいク
リーン作戦を実施し、不法投棄されているごみの回収を行った結果、地域の環境
美化と市民の環境美化意識の高揚に寄与した。

◎不法投棄撲滅ふれあいクリーン作戦参加者数
　　実績４，８７３人（目標７，２００人）
◎不法投棄苦情処理件数　実績　８３件（目標１２５件）千円198

高松ふれあいクリーン事業

1

環境局

52.6% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

適正処理対策室

　市内全域における不法投棄が多くみられる地域の監視パトロールを強化し、不
法投棄行為者の特定調査や指導を行い、不法投棄ごみに対する対策を講じた。ま
た、不法投棄の抑止効果が高い監視カメラや啓発看板を設置して、不法投棄の未
然防止・早期発見・早期回収を図ったほか、保育所や幼稚園、小・中学校等で次
世代を担う子ども達に対し、環境啓発の取組を行った。

◎不法投棄書類送検件数　実績２８件（目標１９件）千円1,369

不法投棄防止対策事業

2
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

地球温暖化対策の推進

������千円 13.1% 60.1%

環境局、財政局

　市民・事業者 　市民・事業者との協働を進めながら、温室効果ガスの
排出抑制となる施策を推進し、地球温暖化対策を進め
る。

【地球温暖化防止活動の推進】たかまつＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥキャンペーンを実施し、地球温暖化防止の普及啓発
を行った。【再生可能エネルギー普及の促進】太陽光発電システム設置費補助（３８３件２６，５３２千円）、蓄電
システム設置費補助（７８件７，８００千円）及び太陽熱利用システム設置費補助（１件６０千円）を実施。【電気
自動車等普及の促進】公用車に電気自動車を新たに１台（環境業務センター）導入。急速充電設備（３箇所）の運営
を実施。【緑のカーテン事業】家庭部門等３部門でコンテストを実施（１９６件の応募）。【東部下水処理場バイオ
マス発電事業】下水汚泥の処理過程で発生する消化ガスを燃料としてバイオマス発電（発電量２，８０４千ｋＷｈ／
年、売電量２，０８８千ｋＷｈ／年）を実施。

　課題となっていた家庭部門及び業務部門での温室効果ガス排出量は、前年比及び基準年比ともに減少しており、今
後も引き続き啓発していく。

　家庭部門、業務その他部門及び運輸部門における温室効果ガスの排出抑制に向けて、引き続き周知啓発を進める。
また、再生可能エネルギーの利活用を進める。

市有施設における再生可能エネルギー発電設
備の発電出力
　これまで、小・中学校を中心に設置しており、平
成３０年度は木太コミュニティセンター及びみんな
の病院に設置しており、目標は達成できた。

106.8%

実績H30

ｋＷ4,876

目標H30

ｋＷ4,566

地球温暖化防止のための取組実施率

ホームページ及び広報媒体（広報誌、ケーブルテ
レビ等）、啓発展示に加え、「たかまつＣＯＯＬ
ＣＨＯＩＣＥキャンペーン」を実施し、温暖化防止
に向けた普及啓発に努めた。１３項目中９項目で取
組実施率は増加しているが、目標値を下回った結果
となった。（家庭における地球温暖化防止のための
取組率）

74.5%

実績H30

％32.5

目標H30

％43.6

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

財政局

95.9% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

財産経営課

　公用車の更新等において、平成１７年度排出ガス基準７５％低減レベル以上の
環境性能に優れた車両を２３台導入した。

◎低公害車等占有率　実績５２．７４％（目標５５％）

千円7,743

低排出ガス・低公害車・省エネルギ
ー車公用車導入事業

1

環境局

100.0% 10.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

環境保全推進課

　住宅用太陽光発電システム及び太陽熱利用システムの設置に対して助成を行
い、二酸化炭素を排出しないクリーンエネルギーの利用によって地球温暖化防止
を推進した。
　なお、太陽光発電システムと同時に定置用リチウム蓄電システム又は電気自動
車充給電設備を併設する場合に補助を行うプラスワン補助についても、平成２６
年度から引き続き実施した。

◎総電力消費量に占める太陽光発電補助による発電量の割合
実績１．５９％（目標１．５９％）

◎太陽熱利用システム年間二酸化炭素削減量
実績２４３ｋｇ（目標２，４３０ｋｇ）

千円34,392

再生可能エネルギー普及促進事業

2

環境局
地球温暖化対策室

　再生可能エネルギーの普及促進を図るため、平成２４年７月から開始された再
生可能エネルギー固定価格買取制度を利用して、市内４か所の市有地を太陽光発
電事業者に有償で貸し出し、発電させている。

（評価対象外）市有財産を活用した
再生可能エネルギーの普及促進事業

3

環境局
地球温暖化対策室

　市域における温室効果ガス排出量の抑制を図るため策定した「高松市地球温暖
化対策実行計画」の推進を図るとともに、地球温暖化問題についての認識を深
め、取組を進められるよう、「ストップ！地球温暖化展」などによる情報発信・
啓発活動を実施した。

千円10,068

（評価対象外）地球温暖化対策推進
事業

4

環境局

73.1%一般重点 縮小Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ

地球温暖化対策室

　市域における温室効果ガス排出量の抑制を図るため、走行時に二酸化炭素を排
出しない電気自動車１台を公用車に率先導入するとともに、車体ラッピングを行
い市内を走行させることにより、普及啓発を実施した（累計９台）。
　また、電気自動車の利用促進を図るため、市内３か所の道の駅（隣接地を含
む）に設置した急速充電設備の運営を行った。

◎市内の電気自動車保有台数（個人、法人等所有）

実績３６７台（目標４２０台）
千円1,072

電気自動車等普及促進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局

163.3% 継続Ａ Ｃ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　つる性植物を建物の壁面にはわせることにより、夏の強い日差しを和らげ、電
力エネルギーの節約が期待できる緑のカーテンを環境業務センター等で実施し
た。
　また、緑のカーテン・コンテストを実施し、家庭部門、学校・保育所部門及び
事業所部門の３部門において入賞者の表彰を行うなど、緑のカーテンの啓発・普
及を促進した。

◎「たかまつ緑のカーテン・コンテスト」応募件数
実績１９６件（目標１２０件）

千円212

緑のカーテン事業

6

環境局

103.0%一般重点 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

地球温暖化対策室

　昨年度に引き続き、たかまつＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥキャンペーンを実施し、
香川大学や地元事業者等と連携し各種事業を実施し、幅広い方面に対し普及啓発
を行った。

◎本事業によるＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥ賛同者数
実績２０６人（目標２００人）

千円5,470

ＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥ啓発事業

7
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

環境保全活動の推進

千円80,272 20.2% 56.9%

環境局、創造都市推進局、都市整備局

　市民・事業者 　一人一人が環境問題を考え、行動するとともに、市民
・事業者・行政の協働を進めながら、あらゆる分野にお
いて、環境に配慮した持続可能な社会に向けた施策を推
進し、人と環境にやさしいまちづくりとして、良質な環
境の保全に努める。

　環境保全推進事業においては、市民の環境意識向上のため、環境展や環境学習を実施するとともに、環境学習活動
を自主的に企画、運営、実施する団体に対しては、補助を（１団体　１００千円）実施した。
　「いざ里山」市民活動支援事業においては、市民が身近な自然を見直すきっかけづくりのため、従来、生活の一部
として利用されていた里山を保全する地域住民等の活動に対し補助（６団体　７５８千円）し、また、「ため池守り
隊」市民活動支援事業においても、用途地域内のため池について、ため池管理者だけでなく地域住民も参加する清掃
活動等に対し補助（１１地区　１，７８６千円）した。
　たかまつマイロード事業においては、自発的に、市が管理する道路の清掃等を行う道路愛護団体の活動を支援する
とともに、新たに３団体を認定した。

【環境局】環境学習活動や清掃活動など、市民・事業者・行政が、連携して環境保全活動に取り組む必要がある。　
【創造都市推進局】補助事業終了後も、里山やため池の保全活動が継続して実施されるよう、地域住民へ里山やため
池に対する保全の大切さを認識していただくことが必要である。　【都市整備局】市が管理する道路等の施設管理に
は、地元市民団体の協力が不可欠であることから、市民との協働事業として、環境意識の向上を図る必要がある。

　環境展や環境学習講座の実施などの啓発事業や、清掃活動などの環境美化、公害への対策などを継続実施すること
により、環境保全活動の推進を図り、環境と共生する持続可能な循環型社会の形成を目指す。

環境学習参加者数

　環境学習参加者数は、目標の５，６６０人には届
かなかったが、昨年度より５５６人増加しており、
市民の環境意識の向上が図られている。

98.1%

実績H30

人5,550

目標H30

人5,660

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局

86.2% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

環境保全推進課

　６月の環境月間に合わせ、環境展を実施するとともに、環境活動団体との協働
による環境学習の実施をしたことにより、市民の環境意識の向上につながった。
　また、本市の環境の状況や環境保全に関する施策の実施状況等を取りまとめた
環境白書を発行した。
　さらに、環境省などが主催し、大気環境の保全意識を高めるとともに、郷土の
環境を活かした地域おこしの推進に役立てることを目的として開催されている「
星空の街・あおぞらの街」全国大会の第３０回大会を本市で開催した。

◎環境学習講座参加者数　実績１，９４９人（目標２，２６０人）

千円14,283

環境保全推進事業

1

環境局

89.3% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

南部クリーンセンター

　施設見学を通じて、ごみ処理の現状と課題を学習する機会を提供した。また、
展示ギャラリーでは、環境パネル、環境に関する図書、パソコンなどで環境問題
を考える機会を提供し、地球規模での温暖化対策の必要性を啓発するとともに、
学習室では、紙すきや工作などを実施して、楽しみながら、リサイクル体験を
行った。

エコホタル利用者　　３，２３５人
　自主企画講座回数（見学会を含む）　１５回

◎エコホタル自主企画講座参加者数（見学会等を含む。）
実績４０２人（目標４５０人）

千円343

南部クリーンセンター環境学習事業

2

環境局
環境総務課

　環境審議会を開催し、環境基本計画に基づく取組の状況について審議した。ま
た、本市の環境の状況や、環境保全等のための施策を取りまとめた環境白書を環
境審議会に報告するとともに、市ＨＰに掲載するなど広く市民に公表すること
で、市民の環境意識の向上を推進した。

千円78

（評価対象外）環境基本計画推進事
業

3

創造都市推進局

96.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

農林水産課

　従来、生活の一部として利用されていた里山を保全する地域住民等の活動に対
し補助（６団体　７５８千円）し、市民が身近な自然を見直すきっかけづくりと
なった。

◎里山・保全活動面積　実績７．２ｈａ（目標７．５ｈａ）

千円759

「いざ里山」市民活動支援事業

4

創造都市推進局

89.5% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

土地改良課

　事業開始３年間で補助金上限を毎年５万円ずつ漸減する中で、前年と同様の事
業を実施しており、地域住民も参加した自主的かつ継続的な美化保全活動が継続
されている。

◎事業実施箇所　実績１７箇所（目標１９箇所）

千円1,786

「ため池守り隊」市民活動支援事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局

86.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

環境総務課

　高松市衛生組合連合会の運営、各地区衛生組合協議会の清掃活動参加者を対象
にした保険料、及び啓発活動について、補助金を支出し、地域住民が主体となっ
た環境美化活動やごみの適正排出等の活動を推進した。

◎清掃活動（河川清掃等）を実施する地区衛生組合協議会数
実績３８協議会（目標４４協議会）

千円3,789

衛生組合活動促進事業

6

環境局

95.4% 94.4% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

環境保全推進課

　「高松クリーンデー“ たかまつきれいでー” 」や「サンポート高松中央通り等
一斉清掃」を実施し、市民、事業者、ボランティア、行政の協働による美化活動
を促進するとともに「環境美化推進運動功労者表彰」などを行うことによって、
市民の環境美化意識の向上に寄与した。

◎高松クリーンデーでの回収ごみの重量　実績５１．５ｔ（目標５４ｔ）
◎高松クリーンデー参加者数　実績３４，０００人（目標３６，０００人）千円1,179

環境美化推進事業

7

都市整備局

100.7% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

道路管理課

　自発的に、市が管理する道路の清掃等を行う道路愛護団体の活動を支援するこ
とにより、道路の環境美化だけでなく、道路への愛護意識の高揚を図るととも
に、道路利用者のマナー向上の啓発活動を実施した。
　また、平成３０年度は新たに３団体（計１１８団体）を道路愛護団体に認定し
たことなどから、清掃延長は前年から２．１ｋｍ増となった。

◎清掃延長　実績１３８ｋｍ（目標１３７ｋｍ）千円1,979

たかまつマイロード事業

8

環境局
環境施設対策課

　市内２３箇所に設置する公衆便所の衛生的な維持管理を行った。

千円13,347

（評価対象外）公衆便所管理等事業

9

都市整備局
道路管理課

　まちのオアシスとして、美観上・風致上のモデル地区として位置付けられた、
北部コミュニティ広場、兵庫町広場及び田町コミュニティ広場を市民の憩いの場
として提供するとともに、道路空間の環境保全に寄与した。

千円596

（評価対象外）コミュニティ広場管
理事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

環境局
環境指導課

　大気環境保全の促進のため、市内の大気環境の常時監視により、その状況を把
握するとともに、事業場の立入検査を行った。また、苦情処理による改善指導等
を行った。

千円32,132

（評価対象外）大気汚染防止対策事
業

11

環境局
環境指導課

　水質環境保全の促進のため、市内の河川等の水質検査の実施により、水環境の
状況を把握するとともに、事業場への立入検査を行った。また、苦情処理による
改善指導等を行った。

千円6,124

（評価対象外）水質汚濁防止対策事
業

12

環境局
環境指導課

　騒音、振動及び悪臭に係る生活環境の保全の促進のため、騒音、振動調査を行
い、その状況を把握するとともに、苦情処理による改善指導等を行った。

千円164

（評価対象外）騒音・振動・悪臭規
制事業

13

環境局
環境指導課

　公害苦情相談員等ブロック会議に出席し、複雑多様化する住民ニーズ等に対応
するため、幅広い情報を得た。

千円3,713

（評価対象外）公害対策事業

14
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

居住環境の整備

千円851,503 14.3% 60.0%

都市整備局、市民政策局、創造都市推進局

　市民（市営住宅の入居者及び入居申込者、住居表示実
施区域内の住民、地籍調査計画区域内の関係権利者、開
発行為をしようとする者、建築物を建築しようとする
者、空き家所有者等）

　市営住宅の建設や適切な維持管理、住居表示設定、地
籍調査の実施、開発行為や建築に係る許認可事務の適正
な実施、空き家等対策の実施をすることにより、居住環
境の整備水準の向上を目指す。

・市営住宅の維持管理、空家修繕、建替事業を行うことにより、低廉な家賃の住宅を供給した。
・住居表示実施区域内での新規表示設定を実施したことにより、住所の明確化に効果があった。
・地籍調査の実施により、生活基盤の整備充実及び居住環境の整備に役立てた。
・開発行為の許可等の事務を適正に実施したことにより、良好な居住環境の向上に寄与した。
・建築確認、完了検査等の事務を適正に実施したことにより、良好な居住環境の向上に寄与した。
・空き家等の除却に対する支援や空き家の利活用を推進するなど、総合的な空き家対策を実施したことにより良好な

居住環境の向上に寄与した。

【市民政策局】倒壊の危険性や環境衛生面で問題のある空き家等には、防災、防犯、衛生、環境面などで多くの問題
を含んでおり、対策が急がれる。
【創造都市推進局】地籍調査は、災害時の復興事業を円滑に進めるためにも有効な事業であるため、調査の進捗率の
向上が課題となっている。
【都市整備局】市営住宅においては、老朽化による維持管理費等の増加と長寿命化計画に沿った効率的な事業実施が
課題となっている。

　豊かな暮らしを支える生活・居住環境の向上のため、各事業を引き続き継続し、着実に実施していく。

建築物等の完了検査済証交付率

　建築主や建設業者等に完了検査の受検を周知した
ほか、追跡調査を実施した結果、完了検査済証交付
率は高い値を維持している。

95.3%

実績H30

％95.3

目標H30

％100

老朽危険空き家除去支援件数

　老朽危険空家の除却について、補助制度を活用
し、３１件の除却支援を行った。

210.0%

実績H30

件63

目標H30

件30

実績H30 目標H30

Ａ



－ 223 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局
建築指導課

　建築基準法等の関係規定に基づき、建築確認申請等の審査、検査、許可、認
定、届出、承認、指導、取締り、相談、閲覧、定期報告、統計調査、道路調査等
の事業を実施し、良好な居住環境の形成に寄与した。

千円22,879

（評価対象外）建築指導事業

1

都市整備局
建築指導課

　都市計画法に基づく開発許可制度の適切な運用により、無秩序な市街化を防止
するとともに、一定の開発行為に対して、道路、公園等の公共施設等の必要な整
備を義務付けることなどにより、良好な居住環境の形成に寄与した。

千円781

（評価対象外）開発指導事業

2

都市整備局
都市計画課

　市内中心部において、土地の分合筆により、欠番や飛び番が多くなり、住所が
分かりにくいことに対応するため、土地所在地とは別に、住居ごとに番号を付す
住居表示制度を昭和３９年から実施している。
　この住居表示実施区域について、新旧証明書発行事務や住居新築時等における
住居表示の新規設定を行ったことにより、住所の明確化に寄与した。

千円43

（評価対象外）住居表示管理事業

3

都市整備局

96.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

市営住宅課

　住宅困窮者に対する住宅セーフティネットとしての公営住宅の役割を担うた
め、建築年度が古く、老朽化が進んでいる市営住宅の建替整備を進めることによ
り、安全・安心で快適な居住環境を整備した。
◎事業進捗率　実績７２％（目標７５％）
　なお、工程調整に日時を要したこと等により、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、香南町北部団地解体工事（２期・１３戸）等の一部を翌年度に繰り
越した。
（繰越明許費繰越額：１３６，８３９，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である香南町北部団地建設工事（１期・１０戸）
については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２０２，００３，２４０円）

千円296,042

市営住宅建設事業

4

都市整備局
市営住宅課

　住宅困窮者に対する住宅セーフティネットとしての公営住宅の役割を果たすた
め、空家募集用住宅の改修工事や、浄化槽・上下水道施設・エレベータ・消防施
設の保守等、市営住宅の維持管理を行ったことにより、安全・安心で快適な居住
環境を維持した。
　なお、契約の締結に不測の日時を要したこと等により、年度内に事業の完了が
不可能となったため、朝日町団地内壁改修工事（３号棟）等の一部を翌年度に繰
り越した。
（繰越明許費繰越額：１１８，２６２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である市営住宅の外壁改修工事等については完了
した。
（平成２９年度繰越明許事業費：８４，０２６，４８０円）

千円454,070

（評価対象外）市営住宅管理事業

5



－ 224 －

主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

310.0% 25.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

くらし安全安心課

　空家等対策の推進に関する特別措置法に規定する特定空き家等の措置を行った
ほか、老朽危険空き家等の除却や、空き家の利活用と高松市内への移住の促進を
図るため、香川県空き家バンク登録物件の改修工事に対し、補助金を交付するな
ど、総合的な空き家対策に鋭意取り組んだ。

　◎老朽危険空家除却支援件数　実績３１件（目標１０件）
　◎空家改修等支援件数　実績５件（目標２０件）千円44,747

空き家等対策事業

6

創造都市推進局
地籍調査室

　平成１７年度の本市及び６町の合併に伴い、合併前から地籍調査事業に着手し
ていた塩江町、牟礼町、庵治町の調査業務を合併時の建設計画、合併基本計画に
基づき継続して事業を行ない、平成２１年度末で塩江町は調査を終了した。令和
元年度現在、庵治町、牟礼町、香川町において事業継続している。
　事業実施により、豊かな暮らしを支える生活環境の向上（政策）、居住環境の
整備（施策）等に基礎的、根幹的部分で大きく貢献している。

千円32,941

（評価対象外）地籍調査事業

7
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

身近な道路環境の整備

千円2,627,122 32.2% 65.0%

都市整備局

　市道利用者 　道路の点検、修繕及び適切な道路改良などを行うこと
により、良好な道路環境を確保するとともに、その
整備・充実を図る。

・道路橋りょう維持管理事業　○工事件数：１０２件　○舗装修繕面積：約８万㎡

・道路新設改良事業（単独）　○工事施工路線数：２９路線

・道路整備事業（建設計画等登載路線）　○道路整備進捗率の伸び：約３％

・県施行道路整備事業地元負担金　○負担路線数：１３路線２１工区

・橋梁改築修繕事業　○修繕等橋梁数：１橋

　道路の維持管理は、近隣６町との合併による管理区域の拡大から、より一層のコスト縮減が求められており、今
後、橋りょうのみならず、舗装についても、維持管理コストの縮減を図っていく必要がある。
　また、道路の整備についても、財源を確保しつつ、平成２８年度に創設した生活道路整備事業により効率的な整備
が求められている。

　道路や橋りょうの点検、修繕及び適切な道路改良などを行うことにより、安全で安心できる道路環境を確保すると
ともに、その整備、充実を図る。

市道改良延長

　建設計画登載路線や生活道路の整備を進め、目標
を達成できた。
　橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋りょうの修繕
や、舗装の補修等を適切に行い、良好な道路環境を
確保することができた。

100.8%

実績H30

ＫＭ1,516

目標H30

ＫＭ1,504

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局
道路管理課

（事業概要、事業実績等）
　道路を保全するための点検、修繕を行ったことにより、安全で安心できる道
路環境を確保した。

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２５５，９３８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業費である道路修繕工事等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２９３，６５２，１３８円）千円1,695,796

（評価対象外）道路橋りょう維持管
理事業

1

都市整備局

76.9%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

道路整備課

　橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的に橋の修繕等を行ったことにより、管
理コストを縮減するとともに、道路交通の安全性を確保した。

◎橋梁修繕数（累積）　実績２０橋（目標２６橋）

　なお、関係機関との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４７，９４３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である橋りょう定期点検等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：４８，８７３，６００円）

千円171,179

橋りょう改築修繕事業

2

都市整備局
道路整備課

　本事業は、県の河川改修に併せ、橋りょうをグレードアップすることにより、
生活環境の向上に寄与するものであり、平成３０年度は、橋りょう架替工事につ
いて、事業主体である県に委託料を支出した。

　なお、事業主体である県が事業を翌年度に繰り越したことにより、年度内に支
出が不可能となったため、委託の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１，７００，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である工事委託については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１６，７６０，０００円）

千円78,886

（評価対象外）県管理河川改修関連
橋りょう架替事業

3

都市整備局
道路整備課

　県が施行する道路整備について、道路法第５２条の規定に基づき地元負担金と
して、事業費の１０％を負担したことにより、地域住民の利便性の向上や安全で
安心できる道路環境の創出を推進した。

　なお、実施主体である県が事業の一部を翌年度に繰り越したことにより、年度
内に支出が不可能となったため、負担金の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３０，７１８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路整備に係る負担金の支出については完
了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２０，１６３，８７４円）

千円63,465

（評価対象外）県施行道路整備事業
地元負担金事業

4

都市整備局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

道路整備課

　適切な道路構造への改良を行ったことにより、地域住民の利便性の向上や安全
で安心できる道路環境の創出を推進した。

◎幅員４ｍ以上の市道整備率　実績６５．５％（目標６５．５％）

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９７，０３４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路改良工事等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１８４，４９８，６９８円）

千円538,438

道路新設改良事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

75.8%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ｂ

道路整備課

　建設計画等に位置付けられている２車線以上の道路の整備を行ったことによ
り、地域住民の利便性の向上や安全で安心できる道路環境の創出を推進した。
　
　◎道路整備率　実績６９％（目標９１％）

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１６２，４７６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である用地取得等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１５，１００，０００円）

千円79,358

道路整備事業（建設計画等登載路線
）

6
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安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

河川・港湾の整備

千円635,838 27.4% 67.1%

都市整備局

　河川・生活排水路・港湾・漁港・海岸などの施設 　各施設の適正管理及び計画整備を行い、その機能を十
分に発揮させる。

　平成１６年度の台風による高潮被害を踏まえ、「香川県津波・高潮対策整備推進アクションプログラム」に基づ
く、市管理漁港・港湾内施設の胸壁、陸こう等の整備を完了した。また、今後発生が予想される南海トラフ地震等の
大規模地震を想定し、総合的かつ計画的に浸水被害の解消を図るため、「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計
画 」に基づき、市管理漁港・港湾において、発生頻度の高い津波に対して、人命と財産を守る防災を目指した施設
整備を推進するとともに、最大クラスの津波に対しては、粘り強い構造により減災を目指した施設整備事業を進めて
おり、庵治港において地質調査・基本設計・実施設計を行った。

　事業の実施に当たり、厳しい財政状況を踏まえて、国・県に対し、引き続き補助要望を行い、予算確保に努める。

　引き続き、豊かな暮らしを支える生活環境の向上を図るため、計画的に河川・港湾の整備事業を推進する。

津波・高潮対策施設の整備率

　庵治港において、平成３０年度からの地震・津波
対策事業の施設整備工事に向け、地質調査・基本設
計・実施設計を行った。庵治港の地震・津波対策事
業の一部を繰り越したことから、目標の整備率を達
成できなかった。

�����

�����

���

�����

���

治水施設の不具合による浸水発生件数

　老朽化した河川の護岸や排水路の改修及びポンプ
の更新のほか、適時に堆積土砂のしゅんせつを実施
したことで、施設の不具合による浸水発生件数は０
件となり、目標を達成した。
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都市整備局
河港課

　高松市が管理する準用河川及び普通河川において、大雨や台風時の通水機能を
確保し、洪水被害を未然に防ぐため、老朽化した護岸構造物の改修やしゅんせつ
工事を実施した。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２１２，５０２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である中ノ川改修工事等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１８０，８９４，３７７円）

千円206,260

（評価対象外）河川改良事業

�

都市整備局
河港課

　大雨や台風時等における河川の氾濫浸水を防ぐため、ポンプ場、水門等の点検
整備や維持修繕を実施し、施設の機能維持を行った。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１８，１００，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である辻２号ポンプ場ポンプ分解整備工事につい
ては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：９，６１８，９４８円）

千円44,891

（評価対象外）ポンプ場等整備・維
持管理事業

�

都市整備局
河港課

　生活排水等による水質の悪化や、通水不良が発生している生活排水路の改修及
びしゅんせつ工事を行うことにより、生活環境の改善に寄与した。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２４，２７６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である第１号生活排水路整備工事等については完
了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１０，１６１，１６０円）

千円31,099

（評価対象外）生活排水路整備事業

�

都市整備局
河港課

　市管理港湾の修繕、改良等を行うとともに、港湾内清掃の実施や港湾施設の適
正な使用を求めるなど、環境の改善を図り、管理９港湾の機能を維持した。

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２６，３１８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である女木港西防波堤防食工事等については完了
した。
（平成２９年度繰越明許事業費：８０，０００，０００円）

千円130,073

（評価対象外）港湾施設管理事業

�

都市整備局
河港課

　市管理漁港の修繕、改良等を行うとともに、漁港内清掃の実施や漁港施設の適
正な使用を求めるなど、環境の改善を図り、管理１２漁港の機能を維持した。

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３５，６２０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である高松漁港防波堤防食工事等については完了
した。
（平成２９年度繰越明許事業費：３６，１７６，０４０円）

千円172,915

（評価対象外）漁港施設管理事業

�
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都市整備局
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河港課

　平成１６年度の台風による高潮被害を踏まえ、「香川県津波・高潮対策整備推
進アクションプログラム」に基づく、市管理漁港・港湾内施設の胸壁、陸こう等
の整備を完了した。また、今後発生が予測されている南海トラフ地震等による浸
水被害の解消を図るため、「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づ
く実施設計等を行った。
　◎津波・高潮関連整備事業の進捗率　実績１４％（目標１６％）

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９８，９０１，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である庵治港胸壁建設工事等については完了し
た。（平成２９年度繰越明許事業費：２７，７６９，３２０円）

千円50,600

津波・高潮関連整備事業

�
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

みどりの保全・創造

千円509,122 35.6% 55.2%

都市整備局

　市民 　公園の整備や緑地の保全等により、生活環境の向上を
目指す。

・身近な公園の大野ふれあい公園については、計画どおり工事の施工等が完了し、供用開始した。また、香西中央公
園についても工事の施工に着手し、令和元年６月に供用開始予定であり、街のみどりの創造に努めた。
・ちびっこ広場修繕等により、市民が気軽に憩い、ふれあえる場の保全に努めた。
・公園・街路樹の維持管理により、緑豊かで美しい景観の維持に寄与した。
・名木の指定や管理支援などにより、地域のシンボルである名木の保存・育成に寄与した。
・花壇づくりやフラワーフェスティバルの開催により、快適な生活環境づくりや緑化意識の高揚に寄与した。
・公共公益施設、民有地の緑化により、温暖化対策に寄与するとともに、市民が憩え、楽しめる空間を創出すること
ができた。

　第２次緑の基本計画に基づき、緑の保全・創造に取り組んでおり、運動公園であるりんくうスポーツ公園や、街区
公園である仏生山駅前公園、大野ふれあい公園が完成する等、緑豊かなまちづくりを計画的に進めている。一方、多
様化する市民の緑や公園に対する要望や、都市公園法等の一部法改正、上位計画である都市計画マスタープランの見
直し、立地適正化計画の策定を踏まえた基本計画の改定を、今年度実施予定である。なお、基本計画の主要事業であ
る「１小学校区１公園」の身近な公園整備事業については、地域の実情等に留意し、整備基準、整備対象となる小学
校区の優先順位等を考慮した計画策定が必要となっている。

　環境保全機能、レクリエーション機能、防災機能、景観形成機能等の多様な機能を持つ都市公園の整備や公園・街
路樹の維持管理等の緑の保全に関する施策は、潤いと安らぎのある生活環境の創出に不可欠であることから、今後と
も継続していくものとする。

市民１人当たりの都市公園等の面積

　仏生山駅前公園、りんくうスポーツ公園、大野ふ
れあい公園の整備が計画どおり完了し、供用開始し
たことにより、都市公園等の面積が増加した。

100.5%

実績H30

㎡9.2

目標H30

㎡9.15

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

平成３０年度

都市整備局
公園緑地課

　公園の高木や街路樹の剪定、病害虫の駆除等を行い、樹木の育成や樹形を整え
たことにより、市民に緑あふれる快適な環境を提供できた。

千円103,231

（評価対象外）公園・街路緑化事業

1

都市整備局
公園緑地課

　郷土の景観やシンボルである貴重な古木・巨木４５本を、高松市の名木として
指定し、樹木の紹介や管理を支援するとともに、平成３０年度は３本の樹勢診断
を行ったことなどにより、市民に自然の恵みを与えてきた名木の保存に寄与し
た。

千円893

（評価対象外）名木保護事業

2

都市整備局
公園緑地課

（事業概要、事業実績等）
　公園愛護会による公園の清掃活動のほか、公園施設の安全点検、修繕及び樹木
の剪定などの愛護活動を支援したことにより、公園の適切な維持管理ができた。��なお、公園等再整備事業については、設計内容の検討に日時を要したことによ
り、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越し
た。
（繰越明許費繰越額：１０９，４７２，０００円）千円315,378

（評価対象外）公園施設管理運営事
業

3

都市整備局

83.5%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

公園緑地課

　第２次緑の基本計画に基づき、大野ふれあい公園の整備を行うことにより、小
学校区に公園が少ない地域に、気軽に憩いふれあえる場の創出事業の推進を図る
ことができた。

◎全体進捗率（公園整備件数累計）　実績４５．５％（目標５４．５％）

　なお、身近な公園整備事業については、設計内容の検討に日時を要したことに
より、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越
した。
（繰越明許費繰越額：２９，５４６，０００円）

千円66,158

身近な公園整備事業

4

都市整備局
公園緑地課

（事業概要、事業実績等）
　第２次高松市緑の基本計画に基づき、地域に都市公園等が無く、当分の間、
公園整備が見込まれない地区の公園を補完するちびっこ広場の適切な維持管理
を行 った。

千円235

（評価対象外）ちびっこ広場整備事
業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

97.2% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

公園緑地課

　駅前広場や道路、商店街の街角の公共花壇や、公園やポケットパーク等の地区
花壇の草花管理を推進するとともに、フラワーフェスティバルを開催したことに
より、快適な生活環境や潤いのあるまちづくりを推進することができた。

◎ボランティア管理花壇箇所数　　実績１０４箇所（目標１０７箇所）

千円23,227

花いっぱい推進事業

6
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

水の安定供給

��������円 41.2% 77.4%

市民政策局、環境局、都市整備局、総務局

　市民、事業者 　限りある水資源を有効利用することで、持続可能な水
環境を形成するとともに、安心して、いつでも、いつま
でも使える水道水を供給する。

【市民政策局】水環境に関する取組は広範囲に及ぶため、市内部はもとより、香川県広域水道企業団・関係機関等の
相互理解の下、連携・協力体制を構築することが必要である。【環境局】生活用水等確保対策事業については、利用
件数が少ないことから、制度の周知を広く図り、自己の用に供する飲用水の安定的な確保を図る必要がある。【都市
整備局】椛川ダム整備事業については、県施行に対する地元負担金について、厳しい財政状況を踏まえ、県に対し、
負担金の軽減や、コストの縮減を要望している。再生水利用下水道整備事業の既存施設有効活用や雨水利用施設整備
事業の制度周知により、更なる普及促進に努める必要がある。

　香川県広域水道企業団との連携を図り、引き続き、自己処理水源の確保に取り組むとともに、施設の耐震化や老朽
化した施設の更新を計画的に実施して、安全で安定した水道水の供給に努める。
　さらに、水環境基本計画第２期実施計画の進行管理を適切に行い、持続可能な水環境の形成の実現に向けた取組を
進める。

自己処理水比率

　【参考：香川県広域水道企業団実績】
　前年から自己処理水の配水量を僅かに増加させる
ことができ、自己処理水比率を維持（微増）し、目
標値をほぼ達成することができた。なお、夏季渇水
による香川用水の取水制限は、平成３０年８月１２
日から８月１６日までの５日間であり、これによる
自己処理水比率への影響は無い。

98.9%

実績H30

％44.8

目標H30

％45.3

基幹管路の耐震化適合率

　【参考：香川県広域水道企業団実績】
　管路の布設、布設替を促進したため、目標値を達
成できた。

101.8%

実績H30

％39.9

目標H30

％39.2

１人１日当たり水道平均使用水量

　【参考：香川県広域水道企業団実績】
　平年よりも日照時間が長く、かつ、平均気温が高
い月が多かったが、節水意識の高揚などにより、昨
年度に比べ水道使用水量が減少し、目標をほぼ達成
することができた。

99.3%

実績H30

Ｌ302

目標H30

Ｌ300

Ａ

　県が行う椛川ダム建設事業に対する負担金の支出を始め、浄水場整備事業や配水管布設工事、布設替工事などを�
�し、安定給水に寄与した。さらに、水道水を将来にわたり、安定的に供給するため、県と市町で協力しながら、県
内水道事業の広域化に取り組んだ結果、平成２９年１１月に香川県広域水道企業団が設立され、３０年４月から、水
道事業が同企業団に移管された。安全で良質な水の供給においては、浄水場の適正な運転管理や水質検査を実施する
とともに、あらゆる工事機会を捉えた鉛管の取替えや助成制度の利用促進など、鉛製給水管の解消にも積極的に取り
組み、安全な水道水を供給してきた。なお、給水対象外の居住者に対しては、自家用給水装置の費用の一部を補助
し、飲用水を確保する事業に取り組んだ。持続可能な水環境の形成においては、「水環境基本計画」の円滑な進捗を
図るため、第２期実施計画に沿って取組を進めた。さらに、引き続き、我が家の水がめづくり事業や水道週間関連事
業など、水の有効利用促進に取り組むことにより、市民等の自発的・積極的な節水行動や節水意識の向上に寄与し
た。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

総務局
危機管理課

　渇水対策について、国、県及び関係機関から通知を受けたとき、又は、気象状
況等により渇水対策を講じる必要があると認められたときに、渇水対策本部を設
置し、渇水災害に係る災害予防、応急対策等を講じることとしており、平成３０
年度は渇水対策本部を滞りなく立ち上げ、活動することができた。

（評価対象外）渇水対策事業

1

環境局

73.3% 40.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

環境総務課

　香川県広域水道企業団が実施する水道事業の給水対象外の区域に居住する者に
対し、自家用給水装置の費用の一部を補助することで、自己の用に供する飲用水
の安定的な確保を推進したが、補助の申請がなかった。
　生活用水等確保対策事業補助件数：０件

◎生活用水確保対策事業補助累積件数（２１年度以降）
実績１１件（目標１５件）

◎飲用水給水ホース等設置事業補助累積件数（２１年度以降）
実績２件（目標５件）

生活用水等確保対策事業補助事業

2

都市整備局

88.6%一般重点 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

河港課

　香川県が施行する治水、利水、渇水対策機能を持つ多目的ダムの建設に対し、
費用の一部を負担した。また、ダム建設による水源地域への影響を緩和し、関係
住民の生活の安定と福祉の向上を図るため、香川県が施行する道路新設改良事業
に対し、費用の一部を負担した。

◎ダム本体整備率　実績６７．５％（目標７６．２％）

　なお、事業主体である香川県が事業の一部を翌年度に繰り越したことにより、
年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３０５，４２６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２９７，２９７，５４０円）

千円478,134

椛川ダム整備事業（建設事業、水源
地域整備事業）

3

市民政策局
水環境対策室

　平成２８（２０１６）年度から令和元（２０１９）年度までを計画期間とする
「第２期実施計画」に基づき各種施策に取り組んだ。

千円487

（評価対象外）水環境基本計画推進
事業

4

市民政策局

99.3% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

水環境対策室

　節水に関する事業や啓発活動等を総称する我が家の水がめづくりの取組の一環
として、巧水スタイル推進チームと連携し、水道週間関連行事に参加した。
　また、水道週間に併せて、本市の主要水源地域の特産品等を販売する水源地交
流物産市の開催などにより、市民の水源地域への理解を深めることができた。

◎１人１日当たりの水道水平均使用量　実績３０２Ｌ（目標３００Ｌ）

千円167

我が家の水がめづくり事業

5
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

汚水・雨水対策の充実

����������� 31.4% 66.9%

都市整備局

　市民 　生活環境の改善や公衆衛生の向上、浸水被害の軽減・
解消、さらには、河川、海域等の公共用水域の水質保全
を図る。

　汚水管きょの整備を実施し、新たに約５．９ｈａの供用を開始するとともに、雨水管きょの整備として、西部バイ
パス幹線や福岡排水区雨水管などの整備を行ったことにより、生活環境の改善や浸水被害の軽減に寄与した。
　また、下水道施設長寿命化事業として、下水処理場やポンプ場など老朽化の進んだ設備の改築により、処理機能を
確保し、適切な運転・維持管理を行うとともに、消化ガスや再生水など下水道資源を有効に活用した。
　さらに、９３５基の合併処理浄化槽の設置経費に助成を行い、このうち１９９基の単独処理浄化槽から合併処理浄
化槽への転換については、上乗せ助成を行った結果、生活環境が向上した。

　下水道事業計画区域内の汚水・雨水対策については、計画どおり整備を進めているが、生活排水対策を更に推進す
るため、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進や、下水道未接続世帯の解消に努めるなど具体的な取組を
継続的に行う必要がある。

　多核連携型コンパクト・エコシティの取組に配慮しつつ、第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、公共下水
道の整備や、合併処理浄化槽の設置促進により、計画的かつ効果的な生活排水対策に取り組む。
　また、中心市街地西部地区における浸水対策に取り組むなど、安全で安心なまちづくりを推進する。

汚水処理人口普及率

　下水道汚水管きょの整備による５．９ｈａの供用
を始め、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転
換促進等により、汚水処理人口普及率が前年度から
０．５％上昇の８７．０％となり、目標を達成し
た。

100.1%

実績H30

％87

目標H30

％86.9

雨水対策整備率

　中心市街地の浸水対策として、東部地区において
１００ｍの雨水管工事を、また、西部地区において
事業費換算で７４２ｍ相当の雨水幹線工事を行い、
雨水対策整備率４８．８％と目標を達成した。

100.0%

実績H30

％48.8

目標H30

％48.8

下水道管路耐震化率

　耐震性を確保した下水道管路の新設及び改築・更
新を５．５ｋｍ行い、耐震化率が前年度から２．２
％上昇の３８．３％となり、目標を達成した。

104.1%

実績H30

％38.3

目標H30

％36.8

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

102.6% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

下水道経営課

　下水道事業計画区域外における合併処理浄化槽の設置に対し補助を行ったほ
か、下水道事業計画区域外のうち、居住誘導区域内及び用途地域内の新設につい
ては、平成３０年度から通常の２倍の額の補助を行った。
　また、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換についても、転換の重点化
を図るため、撤去費や配管に要する費用に上乗せ補助を行った。
　このような取組の結果、汚水処理人口普及率（合併処理浄化槽）が０．４％上
昇し、生活環境が改善された。

　合併処理浄化槽設置補助　９３５基
　（単独処理浄化槽撤去・配管費補助　１９９基）　
　
　◎合併処理浄化槽による汚水処理人口普及率　２３．５％（目標２２．９％）

千円260,900

合併処理浄化槽設置整備事業

1

都市整備局
下水道経営課

　浄化槽の法定検査未受検管理者に対して、香川県浄化槽協会と連携して受検指
導を行ったほか、浄化槽管理士を対象とした研修会や新たに浄化槽を設置した管
理者を対象とした浄化槽教室の開催などにより、浄化槽の適正な管理を推進し
た。

千円2,700

（評価対象外）浄化槽管理指導事業

2
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

コンパクトで魅力ある都市空間の形成

多核連携型コンパクト・エコシテ
ィの推進

千円169,137 18.6% 65.0%

都市整備局、市民政策局

　高松市民 　平成３０年４月に改定した多核連携型コンパクト・エ
コシティ推進計画に基づき、集約拠点への都市機能の集
積と市街地の拡大抑制による、コンパクトで持続可能な
都市構造「多核連携型コンパクト・エコシティ」の実現
を目指す。

　今後の人口減少、少子・超高齢社会の到来を見据え、平成３０年３月に「コンパクト・プラス・ネットワーク」の
まちづくりを後押しする立地適正化計画を策定した。
　この計画に基づき、都市構造の集約化に向けた具体的な取組として、平成３０年４月に「居住誘導のインセンティ
ブ施策の推進」を始めとする事業を登載した「多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画」を改定し、効果的な支
援制度等の創設について検討を行った。
　集約拠点における都市機能集積事業においては、地域交流拠点となっている仏生山地区における新病院を核とした
まちづくりを推進し、事業の確実な進行、管理を行った。

【市民政策局】【都市整備局】平成３０年３月に策定した立地適正化計画に基づき、今後、実効性のある誘導施策・
事業を実施し、市街地の更なる拡大の抑制と都市機能の集約を図るとともに、コンパクトで持続可能なまちづくりを
目指す。併せて、コンパクト・エコシティ推進計画を改定し、公共交通を基軸とした集約型都市の構築に向けた効果
的な施策・事業を推進する。また、新病院を核とする仏生山エリアにおいて、地域交流センター整備等の適切な進捗
管理を行う必要がある。

　今後とも、立地適正化計画やコンパクト・エコシティ推進計画に基づき、人口減少・超高齢社会を見据え、３０年
後、５０年後においても活力を失わず市民がいきいきと暮らせるコンパクトで持続可能なまちづくりを実現するため
に継続して事業を推進していく。
　新病院を核としたまちづくりにおける都市機能集積においては、国の「地方再生コンパクトシティ」の採択を受
け、今後、地域交流センターの整備等、新病院を核とする仏生山エリアのまちづくりに重点的に取り組む。

用途地域内の人口比率

　前年度と比べ０．１％減少しており、目標値の達
成には至っていない。

99.2%

実績H30

％63.7

目標H30

％64.2

中心市街地の居住人口の割合

　前年度から１２人減の２０，６５３人とほぼ横ば
いで、居住人口の割合としても前年度と同値の
４．８％であり、目標値の達成には至っていない。

94.1%

実績H30

％4.8

目標H30

％5.1

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

99.2% 94.1%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

住宅・まちづくり推進室

　平成２９年度に策定した立地適正化計画を踏まえ、多核連携型コンパクト・エ
コシティ推進計画を改定するとともに、推進懇談会を開催し、事業の進捗状況を
確認することで、集約拠点への都市機能の集積や市街地の拡大抑制によるコンパ
クトで持続可能な「多核連携型コンパクト・エコシティ」の実現に寄与した。

◎用途地域内の人口比率　実績６３．７％（目標６４．２％）
◎中心市街地の居住人口の割合　実績４．８％（目標５．１％）千円366

多核連携型コンパクト・エコシティ
推進事業

1

都市整備局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

住宅・まちづくり推進室

　本市の住宅需要の現状や課題を明確化し、総合的な住宅施策の推進や良好な住
環境の形成に取り組むための基本指針となる「豊かな住まいづくり条例（仮
称）」の制定に向けて、高松市コンパクト・エコシティ推進懇談会にて意見を聴
取した。

◎計画策定までの進捗率　実績１５％（目標１５％）

豊かな住まいづくり事業

2

都市整備局
都市計画課

　都市の健全な発展と秩序のある整備を図るため、土地利用、都市施設、市街地
再開発事業など都市計画を定める都市計画審議会の運営を行った。

　なお、平成２８年度からの３か年計画で行う最終年度の都市計画基礎調査の負
担金については、実施主体である県が事業を翌年度に繰り越したため、翌年度に
繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１，６８４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である都市計画基礎調査の負担金については、当
該年度分の県の事業完了に伴い、完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２，６４２，５３５円）

千円6,288

（評価対象外）都市計画制度運用事
業

3

市民政策局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域振興課

　中部総合センター（仮称）については、用地を取得し、実施設計に着手したほ
か、防火水槽工事、埋蔵文化財調査等を行った。

◎整備事業の進捗状況（令和４年度完了）　実績６９％（目標６９％）

　なお、中部総合センター（仮称）実施設計、防火水槽工事については、工程調
整に日時を要したことなどにより、年度内の事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２０，０４３，０００円）

（事業費は「総合センター整備事業（地域振興課分）」で計上。）

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（地域振
興課分）

4

都市整備局

100.0%特別重点 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

都市計画課

　平成３０年８月末までに仏生山駅パークアンドライド駐車場整備が完了し、同
年９月１日から供用を開始した。

◎整備事業の進捗状況（令和４年度完了）　実績６９％（目標６９％）

　なお、前年度からの繰越事業である仏生山駅西口駅前広場整備工事については
完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１０７，７７９，６８０円）千円107,780

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（都市計
画課分）

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

住宅・まちづくり推進室

　農業試験場跡地北側エリアにおいて、埋蔵文化財調査の整理作業を実施すると
ともにエリア内の管理業務を遂行した。

　◎整備事業の進捗状況（令和４年度完了）　実績６９％（目標６９％）

千円840

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（住宅・
まちづくり企画課分）

6

都市整備局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

道路整備課

　「新病院を核としたまちづくり」を推進するため、県農業試験場跡地北側エリ
アの整備計画に基づき、エリア内道路の改良工事等を推進した。

　◎整備事業の進捗状況（令和４年度完了）　実績６９％（目標６９％）

　なお、関係機関との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２６０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である舗装工事等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：３１，１０４，２４０円）

千円32,870

新病院を核としたまちづくり推進事
業（北側エリア整備事業）（道路整
備課分）

7

都市整備局

99.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

道路整備課

　新病院へのアクセス道路である市道仏生山円座線及び仏生山町８号線の改良工
事等を推進した。

　◎道路整備率　実績９９％（目標１００％）

　なお、関係機関との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２６０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である舗装工事等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１９，２２７，１０６円）

千円20,993

新病院を核としたまちづくり推進事
業（新病院アクセス道路整備事業）

8
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

コンパクトで魅力ある都市空間の形成

景観の保全・形成・創出

千円11,541 22.1% 61.5%

都市整備局

　市民 　良好な景観の保全・形成・創出と環境美化を一体的に
推進するため、美しいまちづくり条例を制定し、条例に
基づく景観施策の指針となる美しいまちづくり基本計画
を策定するとともに、景観法に基づく景観計画を策定す
ることにより、地域に即した都市景観の形成を目指す。

　良好な都市景観を保全・形成・創出するとともに、まちの環境美化に取り組むことで美しいまちづくりを推進する
ため、平成２８年４月１日から屋島地区及び讃岐国分寺跡周辺地区を景観計画で定める景観形成重点地区に追加指定
した。
　また、景観条例に基づく届出対象行為（１４２件）に対する審査を行ったほか、既存不適格広告物の広告主に対し
屋外広告物改修補助制度の活用による早期撤収・改修を促す（利用件数：１９件）とともに、電柱広告などの違反屋
外広告物について、関係者と連携して簡易除去（７件）を行ったことにより、良好な景観の保全・形成・創出に寄与
した。

　美しいまちづくりの実現に向けては、市・市民・事業者が適正な役割分担の下で、三者が一体となって地域の魅力
や特性を活かしたまちづくりを進めていく必要がある。

　良好な都市景観の形成に向け、美しいまちづくり条例に基づく基本計画で定めた目標を達成するため、平成２８年
４月に一部変更した景観計画の周知・啓発と一定規模以上の建築物等に対する指導・助言により、良好な景観の保
全・形成を図るとともに、２５年度に改正した高松市屋外広告物条例に基づく、屋外広告物の規制・誘導を行い、建
築物等と一体となった良好な景観形成を推進する。

特別な区域における既存不適格広告物の適正
化率
　平成２７～２８年度にかけて、特別な区域のうち
特に栗林公園内の眺望地点から望見される広告物の
改修が進み、また、３０年度は主要交差点の広告物
が撤去されたことにより、目標を十分に達成するこ
とができた。

147.7%

実績H30

％65

目標H30

％44

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

平成３０年度

都市整備局

78.9% 83.3%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

都市計画課

　景観施策の指針である美しいまちづくり基本計画に定める目標を実現するため
一定規模以上の建築物等に対して指導・助言することなどにより、良好な景観形
成を誘導した。

◎都市景観に関する満足度　実績２２．１％（目標２８％）
◎景観形成重点地区数　実績５地区（目標６地区）

　なお、既存不適格広告物改修等補助事業については、事業主体の事業が遅れた
ことにより、年度内に補助金の支出が一部不可能となったため、事業の一部を翌
年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，５００，０００円）

千円4,562

美しいまちづくり推進事業

1

都市整備局

198.8% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

都市計画課

（事業概要、事業実績等）
　一定規模以上の屋外広告物の安全点検義務化を規定する屋外広告物条例の改正
を行うとともに、同条例に基づき、屋外広告物の表示や掲出物件の設置を規
制・誘導したほか、市民との協働により簡易な違反広告物の除去活動を行�こ
とにより、良好な景観形成に寄与した。

◎違反広告物簡易除去件数　実績７件（目標６００件）

千円6,979

屋外広告物対策事業

2
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

快適で人にやさしい都市交通の形成

公共交通の利便性の向上

千円1,970,238 19.7% 85.4%

都市整備局

　市民、来訪者 　市民の活動を支える多様な移動手段を確保するととも
に、公共交通の利便性の向上により、公共交通の利用促
進を図る。

・持続可能な公共交通ネットワークの再構築（交通結節拠点等整備及びバス路線再編）
・総合都市交通計画推進協議会の開催及び公共交通利用促進条例の理念を踏まえた施策の実施
・新交通システムの導入検討
・モビリティ・マネジメントの実施
・鉄道駅のバリアフリー化、生活交通路線の確保維持
・パークアンドライド駐車場の管理運営
・市道東山崎町５１号線の改良工事
・市立駐車場の管理運営

　過度な自動車利用から公共交通へ転換を図るため、利便性が高く持続可能な公共交通ネットワークの再構築に当
たっては、新たな交通結節拠点整備やバス路線再編とあわせて、良好な交通環境の確保が課題である。

　公共交通の利便性の向上に当たっては、市全域を対象とした公共交通体系の再編と、ハード・ソフトの両面から公
共交通の利便性の向上に資する施策を積極的に推進するとともに、都市計画マスタープランに掲げる、「多核連携型
コンパクト・エコシティ」の観点から、拠点地域等への都市機能の集約を進めるなど、集約型の都市構造への転換を
図り、公共交通の利用を促進していく必要がある。

公共交通機関利用率

　公共交通利用率は、平成１９年度を基準年度とし
て、毎年一定の利用者増を目標として掲げている。
　前年度に比べ、１日当たりの公共交通機関利用者
数は、約１，０００人増加し、利用率も１５．０％
から１５．２％へと上昇したものの、平成２０年代
の初期に利用者数が減少した影響により、目標値の
達成に至らなかった。

96.8%

実績H30

％15.2

目標H30

％15.7

交通結節拠点におけるバス路線の結節数（中
心部を除く）
　当該指標は、平成２４年度の交通結節拠点におけ
るバス路線の結節数を目標と掲げている。
　新たな公共交通の結節拠点整備に併せ、バス路線
再編を進める、公共交通ネットワークの再構築の進
捗を確認するものであり、昨年度は、新規路線を含
め、３路線を仏生山駅に結節させ、目標は達成して
いる。

100.0%

実績H30

路線6

目標H30

路線6

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

93.9% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

道路整備課

　国道１１号高松東道路整備に関連した琴電高架化に伴う側道整備として、平成
３０年度は引き続き東山崎町５１号線について、国道１１号から南の区間のう
ち、約１５ｍの区間の整備を行った。

◎側道整備率　実績８７．８９％（目標９３．６２％）

　なお、関係機関との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不
可能となったため、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１７，７５３，０００円）

千円3,122

国道 号高松東道路関連整備事業11

1

都市整備局

96.8%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

交通政策課

　ＪＲ端岡駅を本市西部南地域のまちづくりに資する交通結節拠点として整備す
るため、ＪＲ端岡駅周辺整備における基本的な考え方を取りまとめた。

◎公共交通機関利用率　実績１５．２％（目標１５．７％）

千円11,988

ＪＲ端岡駅周辺整備事業（交通政策
課分）

2

都市整備局

71.4%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

都市計画課

　ＪＲ端岡駅を本市西部地域のまちづくりに資する結節拠点として整備するため
ＪＲ端岡駅周辺整備基本構想の策定に向け、事業を交通政策課に移管した。

◎ＪＲ端岡駅周辺整備事業進捗率　実績２５％（目標３５％）

千円356

ＪＲ端岡駅周辺整備事業（都市計画
課分）

3

都市整備局

85.7% 96.8%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

交通政策課

　「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考えの下、持続可能な公共交通体系
の構築に向け、バス路線を再編するため、地域公共交通再編実施計画を改定し
た。
　持続可能な公共交通ネットワークの形成を目指し、地域公共交通網形成計画に
基づき、新たな交通結節拠点整備とバス路線再編に関し、関係機関と連携し事業
を進めた。
　平成３０年９月には「みんなの病院」の開院に合わせ、仏生山駅を拠点とする
バス路線再編を実施した。

◎市民満足度　実績１９．７％（目標２３％）
◎公共交通機関利用率　実績１５．２％（目標１５．７％）

千円4,550

地域公共交通再編事業（交通政策課
分）

4

都市整備局

96.8%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

交通政策課

　ことでん三条～太田駅間の新駅整備に関し、駅前広場整備については、大型物
件の用地取得及び補償を行った。
　駅舎整備及び複線化事業については、それぞれの実施主体である法定協議会及
びことでんにおいて、本工事に着手した。

◎公共交通機関利用率　実績１５．２％（目標１５．７％）

　なお、道路管理者及び河川管理者の協議に日時を要したことなどにより、年度
内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３７１，６１２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である駅前広場物件補償等については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２９０，２４７，０４６円）

千円644,300

地域公共交通再編事業（都市計画課
分）

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

100.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

都市計画課

　鉄道事業者である高松琴平電気鉄道（株）が実施するバリアフリー化（仏生山
駅多機能トイレ改修）事業費の一部や四国旅客鉄道（株）が実施する（ＪＲ高松
駅点字ブロック整備）事業費の一部を支援することで、公共交通の維持、良好な
交通環境の確保に寄与した。
　また、公共交通の利用促進のため、パークアンドライド施設（３か所）につい
て、適正な管理・運営を行った。

◎バリアフリー化率　実績４０．５％（目標４０．５％）千円8,014

公共交通維持改善事業（都市計画課
分）

6

都市整備局

85.7% 96.8%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

交通政策課

　「総合都市交通計画」及び「公共交通利用促進条例」の理念を踏まえた施策で
ある、電車・バスの乗り継ぎ割引の拡大や、７０歳以上の市民を対象とした運賃
半額制度を継続した。また、まちなかループバス等ネットワークバスへの運行支
援のほか、モビリティ・マネジメントなど、利用促進事業の実施により、公共交
通機関の利用者は、平成２４年度以降増加している。

◎施策全体の満足度　実績１９．７％（目標２３％）
◎公共交通機関利用率　実績１５．２％（目標１５．７％）

　また、前年度からの繰越事業であるバスへの１０カード片利用システム導入事
業補助金については事業の完了を確認し、補助金の交付を完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：６９，９０４，５００円）

千円228,214

公共交通利用促進事業（交通政策課
分）

7

都市整備局

80.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

都市計画課

　自転車と路線バスの乗継利便性の向上を図るため、サイクルアンドバスライド
駐輪場整備箇所について関係機関等と協議・検討を行った。

◎Ｃ＆ＢＲ駐輪場利用者数　実績６０人（目標７５人）

公共交通利用促進事業（都市計画課
分）

8

都市整備局

85.7%特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

交通政策課

　新交通システム導入の可能性について、調査事業を行うとともに、「総合都市
交通計画推進協議会」において検討し、平成３１年３月に改定した「高松市総合
都市交通計画」の具体的施策の中で「需要に応じた新交通システム（ＬＲＴ等）
の導入」を掲げた。

◎市民満足度　実績１９．７％（目標２３％）

千円2,992

新都市交通システム導入検討事業

9

都市整備局

96.8% 71.4%特別重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

交通政策課

　公共交通の維持や利便性の向上を図り、良好な交通環境を確保するため、県と
共に、赤字バス路線に対する補助金や離島航路等に対する補助金を交付した。

◎公共交通機関利用率　実績１５．２％（目標１５．７％）
◎コミュニティ交通路線数　実績５路線（目標７路線）

千円91,671

公共交通維持改善事業（交通政策課
分）

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局
交通政策課

　引き続き指定管理者による、市営駐車場８施設の管理・運営を行い、利用者の
利便性の向上と経費節減につなげた。

　なお、契約の締結に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２１，１１０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である南部駐車場、瓦町駅地下駐車場、高松駅前
広場地下駐車場についての事業は完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１２，３６７，１２０円）

千円710,110

（評価対象外）駐車場管理運営事業

11
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1

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

快適で人にやさしい都市交通の形成

自転車の利用環境の向上

千円198,135 22.0% 54.7%

都市整備局

　市民 　市民が安全で快適に、自転車を利用するための環境を
整備し、自転車利用の促進を目指す。

　自転車を利用した香川の新しい都市づくりを進める協議会高松地区委員会を継承する形で創設された、高松市自転
車ネットワーク計画推進協議会を開催するとともに、平成２０年１１月策定の「高松市中心部における自転車ネット
ワーク整備方針」に示された対象路線のうち、２路線を整備中である。

また、放置自転車対策として、一定の期間以上放置された自転車について、警告（４７，２３８台）、移送
（４，９３６台）を行うとともに、レンタサイクル事業の利用促進及びイメージアップのため、引き続き、新規導入
車両に新デザインの塗装を行った。
　さらに、ＪＲ栗林公園北口駅前自転車駐車場の整備（１００台）を行い、自転車利用環境整備の推進に寄与した。

　道路管理者・鉄道事業者や商店街などが、役割分担に基づき、関係機関と連携し計画的に事業の推進に努めている
が、利害関係者の意見調整に時間を要する。

　自転車の走行空間と駐輪スペースの確保を最優先に取り組むとともに、自転車事故対策やマナーアップ等について
警察やその他の関係機関と連携して取り組む必要がある。

自転車道等整備済延長（累積）

　平成３０年度には、八番町西浜新町線において整備
を進めたが、関係機関等との協議に日時を要したこと
により、当初の目標を達成することができなか った。

81.1%

実績H30

㎞9

目標H30

㎞11.1

レンタサイクル利用者数

　駅前の地下にあるポートへの案内看板の設置や新
デザインの導入などの利用促進策を講じたが、栗林
公園駅及び高松駅を除く５箇所のサイクルポートの
利用者数の減少により、目標を達成することができ
なかった。

98.1%

実績H30

人309,995

目標H30

人316,000

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

81.1%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

道路整備課

　安全空間確保部会において、平成２０年１１月策定の「高松市中心部における
自転車ネットワーク整備方針」に示された対象路線のうち、未整備路線の整備手
法について検討した結果を踏まえ、２路線を整備中である。

　◎自転車道等整備済延長　実績９．０Ｋｍ（目標１１．１Ｋｍ）

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：８７，６００，０００円）

千円12,400

自転車利用環境整備事業

1

都市整備局

128.3% 98.1%一般重点 改善継続Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

交通政策課

　整備員５名による点検整備を行うとともに、平成２６年度に公募により決定し
た新デザインを１２０台の車両に塗装（累計１，０４１台）したことにより、安
全安心かつ快適に利用できる交通手段の市民への提供に寄与した。

◎放置自転車撤去台数（禁止・整理区域）
　　実績２，７１９台（目標３，７９０台）
◎レンタサイクルの利用延べ人数
　　実績３０９，９９５人（目標３１６，０００人）千円67,928

レンタサイクル事業

2

都市整備局

99.8% 100.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

交通政策課

　自転車駐車場の整備及び中央商店街における民間自転車等駐車場の確保に対す
る支援を行ったことで、自転車利用者の利便性の確保及び放置自転車の減少に寄
与した。
　ＪＲ栗林公園北口駅前自転車等駐車場整備（収容能力）１００台

◎鉄道駅周辺公共駐輪場の収容台数
　　実績１１，２３４台（目標１１，２５２台）
◎補助駐輪場の収容台数
　　実績３３３台（目標３３３台）

千円9,094

駐輪場整備事業

3

都市整備局
交通政策課

　引き続き自転車等駐車場の維持・管理を行い、自転車等利用者の利便性の確保
に寄与した。

千円68,893

（評価対象外）駐輪場管理事業

4

都市整備局

127.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

交通政策課

　放置自転車の警告、移送、保管、返還、処分等を行ったことにより、快適で安
全なまちづくりに寄与した。
　警　告　４７，２３８台
　移　送　　４，９３６台
　返　還　　２，６７９台
　処分等　　２，０３０台

　◎放置自転車警告件数　実績４７，２３８台（目標６５，０００台）千円39,820

放置自転車等対策事業

5
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

拠点性を発揮できる都市機能の充実

拠点性を高める交通網の整備と利
用促進

千円619,391 24.9% 74.4%

都市整備局

　地域経済・産業（人・物・情報） 　環瀬戸内海圏の中核都市としての機能を発揮できる陸
海空の交通ネットワークの整備と利用促進により、交流
人口の拡大、物流の円滑化を促進し、地域経済及び産業
の活性化を目指す。

　高松空港における新規定期路線の就航及び既存定期路線の増便を図り、航空ネットワークが維持された結果、利用
者数は増加している。
　４航路週７便の海上輸送網を維持しているが、高松港に入港した外国貿易船の年間延べ純トン数について、前年度
から増加はしたものの、目標値の達成に至らなかった。
　四国の新幹線の早期実現が図られるよう、県内全市町等で組織する「香川県ＪＲ四国線複線電化・新幹線導入期成
同盟会」等を中心として、シンポジウムや勉強会を開催した。

　航空路線の維持・定着により利用者数は増加しているが、高松空港振興期成会の一員として、運営事業者である高
松空港株式会社と連携しながら、更なる交流人口の拡大による地域活性化に取り組む必要がある。
　高松港においては、４航路週７便という海上輸送網を維持しているが、今後の航路拡充・物流量の増加に向けた地
域経済の活性化に取り組む必要がある。
　また、四国の新幹線を実現するため、関係団体等との連携により、国等に調査・研究を要望するなど、整備計画へ
の格上げに向け取り組む必要がある。

　高松空港の航空ネットワークの拡充については、高松空港振興期成会の一員として、運営事業者である高松空港株
式会社と連携しながら、より効果的な事業の推進に努める。
　高松港の交通・物流拠点性の向上については、事業主体である香川県と連携し、より効率の良い施設整備及び運営
に努める。
　四国の新幹線の整備計画への格上げに向け、関係機関と連携し、国等への要望活動とともに、市民意識の醸成に努
める。

高松空港の利用者数

　定期路線については、平成２８年度からの路線数
を維持しており、国内・国際定期路線ともに過去最
高の利用者数となった結果、全体の利用者数も前年
度比で５．６％増加した。

111.4%

実績H30

万人206

目標H30

万人185

高松港に入港した外国貿易船の年間延べ純ト
ン数
　平成９年に韓国釜山航路が開設されて以降、順次
航路開設が進み、現在４航路週７便の海上輸送網を
維持しており、前年度から増加はしたものの、目標
値の達成には至らなかった。
　（中国航路２便、韓国航路４便、フィーダー航路
１便　計７便）

88.3%

実績H30

千純トン892

目標H30

千純トン1,010

市内ＪＲ駅の乗降客数

　当該指標は、平成１９年度を基準年度として、毎
年一定の利用者増（累積）を見込み目標として掲げ
ている。
　前年度実績に比べ増加したものの、平成２０年代
の初期に利用者数が減少したことの影響により、目
標値の達成に至らなかった。

95.6%

実績H30

万人721

目標H30

万人754

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

87.5% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

交通政策課

　高松空港振興期成会が実施するエアポートセールスや積極的なＰＲ活動、利用
者に対するグループ助成など、様々な利用促進事業に対し、県を始め県内市町と
共に負担金を支出した。平成３０年６月に高松空港（株）、県、本市、経済団体
等で構成する「高松空港エアライン誘致等協議会」が設立され、９月には高松空
港と地域の活性化プランを策定した。また、国が施行する高松空港整備事業に対
し、負担金を支出し、滑走路の整備に対応した。
　◎定期路線数　　実績７路線　（目標８路線）

　なお、高松空港関連整備事業地元負担金について、実施主体の国が事業の一部
を翌年度に繰り越したことから、年度内に事業の完了が不可能となったため、事
業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２，３３４，０００円）

千円148,775

航空路線網拡大促進事業

1

都市整備局
河港課

　香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画に基づき、香川県が施行する津波・
高潮危機管理対策事業に対し、費用の一部を負担した。

　なお、事業主体である香川県が事業の一部を翌年度に繰り越したことにより、
年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：８８，６８６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：８６，９６８，８７１円）千円470,015

（評価対象外）県施行港湾建設事業

2

都市整備局
交通政策課

　四国の新幹線の導入が早期に図られるよう、「四国新幹線整備促進期成会」や
「香川県ＪＲ四国線複線電化・新幹線導入期成同盟会」等を中心として、シンポ
ジウムや勉強会の開催により、市民意識の醸成に寄与した。

千円601

（評価対象外）広域輸送交通機関整
備促進事業

3
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移
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策
の
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策
の
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向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

拠点性を発揮できる都市機能の充実

拠点性を高める道路ネットワーク
の整備

千円522,907 33.2% 72.4%

都市整備局

　対象施設：都市計画道路
　対象者：道路利用者（歩行者・自転車利用者・自動車
利用者）及び道路周辺住民

　中枢拠点都市としての道路ネットワークを強化し、安
全安心な市民生活と機能的な都市活動を確保する。

　コンパクトな都市構造への転換に向けて、中心市街地地区を中心とした集約拠点間のアクセスを向上させるため、
都市計画道路の整備により、道路ネットワークの強化を図った。
・高松海岸線（玉藻工区）　電線共同溝詳細設計等
・木太鬼無線（西春日・鶴市工区）　道路改良工事等
・木太木無線（三条工区）、（木太工区）、朝日町仏生山線、香西東町香西南町線、
　郷東檀紙西線、兵庫町西通町線、栗林上福岡線　用地補償等
・県施行街路事業地元負担金等

　多額の事業費が必要な街路事業においては、将来を見据えたコンパクトで持続可能なまちづくりの視点など、更な
る費用対効果の分析・検討が必要である。

　本市が目指す、多核連携型コンパクト・エコシティの実現に向け、立地適正化計画との整合性を図りつつ、都市の
骨格を成す街路や集約拠点間を結ぶ道路ネットワークの強化が必要となっている。このようなことから、都市計画道
路整備プログラムの見直しを進めており、令和元年度に完了する予定としている。

都市計画道路整備率

　木太鬼無線（西春日・鶴市工区）の供用を開始す
るなど都市計画道路の整備を進めたが、高松海岸線
の４，４５０ｍ延伸により、全体整備率は減少し
た。

96.1%

実績H30

％86.1

目標H30

％89.6

実績H30 目標H30

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

30.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ｄ

都市計画課

　前回の都市計画道路網の見直しから１０年以上が経過しており、公共交通を基
軸としたコンパクト・プラス・ネットワークの構築に向けた取組が、より一層求
められており、都市計画道路ネットワークとしての必要性に変化が生じているこ
とから、新設路線及び未着手路線の必要性や課題を評価した。

◎計画策定までの進捗率　実績３０％（目標１００％）

　なお、都市計画道路の新設、計画の存続、変更、廃止等の方向性と、今後の整
備優先順位等を明確化するため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６，７００，０００円）

街路事業（都市計画課分）

1

都市整備局

96.1%一般重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

道路整備課

　都市交通の円滑化及び良好な都市環境の形成により、安全で快適な都市機能を
確保するため、高松海岸線、木太鬼無線、朝日町仏生山線等、都市計画道路の整
備を進めた。

◎都市計画道路整備率　実績８６．１％（目標８９．６％）

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３９３，７８９，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路改良工事、用地取得等については完了
した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２３３，７３９，７５５円）

千円522,907

街路事業（道路整備課分）

2
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標
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指
標
名
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況

達成度

達成度の推移
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策
の
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②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

拠点性を発揮できる都市機能の充実

中心市街地の活性化

千円139,630 19.0% 60.7%

都市整備局、市民政策局

　高松市中心市街地 　中心市街地の機能強化を図るとともに、魅力ある
商業・業務空間の形成や、まちなか居住を促進する再開
発等の事業を推進することにより、中心市街地の活性化
を目指す。

　本市を取り巻く環境の変化に伴い、中心市街地の人口減少や商店街の空き店舗の増加など、にぎわい・活力の低下
が見られたので、にぎわいを戻すために、国の交付金等を活用するべく、平成１９年５月に第１期高松市中心市街地
活性化基本計画の国の認定を受けた。第１期計画の計画期間が２５年３月で終了したため、第２期計画を策定し、
２５年６月に国の認定を受けた。
　これらに基づくハード・ソフト両面からの施策展開を図るとともに、３０年度は、第２期計画の検証を十分に行
い、現状を踏まえた課題等を整理した上で、昨今のインバウンド需要等、域外からの流入を喚起する取り組みのほ
か、まちなか居住の推進につながる施策の展開などを盛り込んだ、第３期高松市中心市街地活性化基本計画の策定に
取り組んだ。

　民間主導により、丸亀町商店街等で計画された再開発のうち、未着手の街区において、より魅力のある空間を創出
することにより、中央商店街全体のにぎわいを取り戻すことを目指しており、事業化に向けた関係権利者の合意形成
や事業スキームの確立が課題である。また、第２期基本計画に掲げた３つの数値目標の達成には至らなかったことか
ら、第２期計画の検証を十分に行い、今後はより一層官民が連携し、ハード・ソフトの幅広い施策・事業を盛り込ん
だ次期計画（第３期）の策定を進めていく必要がある。

　激しさを増す都市間競争において、本市の優位性を更に高めるために、中心市街地の活性化は重要な継続課題であ
り、社会経済情勢を見極めながら、各事業の進行管理や精査・検討を行うことで、効果的に事業に取り組み、拠点性
を発揮できる都市機能の充実を図るため、現状分析や課題の抽出を行い、たかまつ創生総合戦略、高松市立地適正化
計画等を踏まえた第３期計画を策定し、民間事業者等との情報共有や連携を図りながら施策・事業を展開していく。

中央商店街の空き店舗率

　各商店街でイベント等の実施によるにぎわいの創
出や空き店舗活用事業による店舗の出店誘致など、
活性化に向けた様々な事業が行われ、一定の改善は
見られたが、平成３０年度の空き店舗率は、目標値
を下回る結果となった。

86.6%

実績H30

％16.9

目標H30

％14.9

中央商店街の歩行者通行量

　平成３０年度の歩行者通行量は、各商店街のイベン
ト等の実施によるにぎわいの創出など活性化に向けた
様々な事業が継続的に行われていたため、前年度と比
べ約１０，０００人増加したが、目標値を下回る結果
となった。

91.4%

実績H30

人128,854

目標H30

人141,000

中心市街地の居住人口の割合

　前年度から１２人減の２０，６５３人とほぼ横ば
いで、居住人口の割合としても前年度と同値の
４．８％であり、目標値の達成には至っていない。

94.1%

実績H30

％4.8

目標H30

％5.1

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
政策課

（事業概要、事業実績等）
　平成２８年１１月２８日の県議会本会議において、新県立体育館の建設に関
し、県教育長から、サンポート高松での建設の方向で進める方針が発表された。
　これに伴い、サンポート高松Ａ１街区を含んだ建設予定地の無償貸与に向
け、港�地区区画整理事業に関する国土交通省との財産処分協議を経て、下水
道・電線共同溝・市道等の移設及び撤去に関する設計業務を推進した。
　また、円滑な整備推進を目的とし、県市間の情報共有や共通課題の解決を図る
ため、香川県が中心となって、県市の関係課で構成する新県立体育館県市合同調
整会議を３０年度は１回開催した。

（評価対象外）サンポート高松北側
街区整備事業

1

市民政策局
市民課

　瓦町駅ビルを利活用するため整備した市民交流プラザＩＫＯＤＥ瓦町につい
て、適正に施設を維持管理した。開館以来、利用者は増加傾向にあり、平成３０
年度における年間利用者数は、約２６万人であった。

千円107,059

（評価対象外）瓦町駅ビル利活用事
業

2

都市整備局
都市計画課

（事業概要、事業実績等）
サンポート高松の高松市土地開発公社が所有しているＡ１街区等について、

サンポート高松のにぎわいの創出に寄与するイベントの用に貸し付けるなど、
適正な維持管理を行った。

千円1,052

（評価対象外）サンポート高松管理
事業

3

都市整備局
住宅・まちづくり推進室

　高松中央商店街の通行量や店舗立地動向調査については、高松商工会議所が行
う年２回の調査結果を基に、現状を把握し、これまでの調査結果との比較分析を
行ったほか、中央商店街のにぎわい向上を図るために実施する事業の基礎データ
としたことから、関係団体と共に、調査費用の一部を負担した。

千円464

（評価対象外）中央商店街調査事業

4

都市整備局
交通政策課

　ＩｒｕＣａ電子マネー取扱手数料を支出することにより、中心市街地における
施設利用者の利便性が向上した。

千円210

（評価対象外）中心市街地活性化推
進事業（都市計画課分）

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

都市整備局

91.4% 86.6% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

住宅・まちづくり推進室

（事業概要、事業実績等）
　本事業では、平成３０年３月に終了した第２期中心市街地活性化基本計画に引
き続き、継続的な中心市街地の活性化を図るため、第３期計画の策定を進めた。
　また、同計画の策定には、中心市街地活性化協議会の意見を聴取することと
�っており、本事業において同協議会の運営に対する負担金を支出した。

◎中央商店街の歩行者通行量
実績１２８，８５４人（目標１４１，０００人）

◎中央商店街の空き店舗率　実績１６．９％（目標１４．９％）千円5,441

中心市街地活性化推進事業（まちづ
くり企画課分）

6

都市整備局

109.5%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

都市計画課

　大工町・磨屋町地区における再開発事業の実施を検討する民間準備組合に対し
補助金を交付することにより、再開発事業計画の熟度向上に寄与した。

◎丸亀町商店街の通行量　実績３９，９７８人（目標３６，５００人）

　なお、実施主体の事業が遅れたことにより、年度内に補助金の支出が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５７，２４４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である基本設計及び資金計画書作成業務について
は完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：２５，２００，０００円）

千円25,404

高松丸亀町商店街再開発事業

7
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1

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

地域コミュニティの自立・活性化

千円1,600,711 34.8% 50.0%

市民政策局、教育局

　市民 　各地域コミュニティ協議会及び高松市コミュニティ協
議会連合会の活動を支援するとともに組織強化を促すほ
か、地域コミュニティ活動の拠点整備を促進することに
より、地域コミュニティの自立・活性化を目指す。

　１１月の自治会加入促進月間における啓発活動などの種々加入促進活動に加え、自治会関係課長会を開催し、より
実効性のある加入促進策の検討に取り組んだが、加入率の減少傾向に歯止めがかからない状態が継続しているため、
地域が設置した自治会の在り方等検討プロジェクトチームに市も参画し、地域住民から共感を得られる活動や、加
入・継続しやすい自治会の在り方などの検討を行った。
　また、コミュニティプランの見直しに対応するため、担当課による出前講座や、関係各課からの情報提供を行いコ
ミュニティプラン見直しの支援を行ったが、目標達成には至らなかった。
　このほか、人材育成としての人材養成事業、活動拠点づくりとしてのコミュニティセンターの整備等を実施、活動
支援としての地域まちづくり交付金の交付など、地域コミュニティ協議会及び自治会に対する支援を行った。

【市民政策局】地域コミュニティ協議会の中核組織である自治会の加入率低下が課題となっている。
　また、地域コミュニティ組織の構築からおおむね１０年以上が経過し、各地域の活動への理解や取組状況に温度差
がみられ、民主的な組織運営、適正な会計処理などが求められている。
【教育局】学校施設・跡施設利用実施計画に基づき事業を実施し、完了したが、今後継続的に利活用するには施設の
維持管理等が課題となる。

　自治会加入・継続促進策について、行政や自治会それぞれの役割や目的を検証した上で、地域とともに実効性のあ
る具体的な方策を検討していく。
　また、コミュニティ組織の強化・充実に向けて、高松市コミュニティ協議会連合会や各地域コミュニティ協議会へ
の運営支援を行うとともに、地域の裁量を生かした地域まちづくり交付金等によるコミュニティの活動支援を行う。
　また、活動拠点となるコミュニティセンター施設について、平成３０年度から始動した新整備計画に基づき、計画
的な改築及び改修を行う。

自治会加入率

　種々の自治会加入促進活動に加え、地域で設置す
る自治会の在り方等検討プロジェクトチームに市も
参画し、住民から共感を得られる活動や、加入・継
続しやすい自治会の在り方についての検討等に取り
組んだが、加入率の目標値６２．４％に対し、実績
は５７．７％であり、目標達成に至らなかった。

92.5%

実績H30

％57.7

目標H30

％62.4

コミュニティプランの見直し率

　各地域コミュニティ協議会における課題や特性に
合った事業が実施できるよう、コミュニティプラン
の見直しの支援に取り組んだが、目標値１００％に
対し、実績は６３．６％であり、目標達成に至らな
かった。

63.6%

実績H30

％63.6

目標H30

％100

実績H30 目標H30

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

100.0%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

コミュニティ推進課

　地域コミュニティ協議会の事務局職員に対する人件費を補助することにより、
事務局体制の強化に寄与した。

◎事務局体制を構築・強化した地域コミュニティ協議会数　
　　実績４４協議会（目標４４協議会）

千円108,687

地域コミュニティ協議会事務局体制
強化支援事業

1

市民政策局
コミュニティ推進課

　市とコミュニティセンター間の情報共有を促進したことにより、コミュニティ
センターの管理運営業務の効率化に寄与した。

千円13,233

（評価対象外）コミュニティ活動支
援システム整備事業

2

市民政策局

115.1% 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

コミュニティ推進課

　高松市コミュニティ協議会連合会が実施する外部監査等を実施するために運営
補助を行うことにより、各地域コミュニティ協議会における会計全体の透明性の
向上につながった。

◎講演会・講習会の参加者数　実績４７２人（目標４１０人）

千円29,223

コミュニティ推進事業

3

市民政策局

92.5% 改善継続Ｂ Ａ Ｃ Ｂ

コミュニティ推進課

　高松市連合自治会連絡協議会に対する運営補助金を交付した。
　また、自治会加入率が減少傾向であるため、地域が設置する自治会の在り方等
検討プロジェクトチームに市も参画し、地域住民から共感を得られる活動や、加
入・継続しやすい自治会の在り方等について検討を行った。

◎自治会加入率　実績５７．７％（目標６２．４％）

千円5,452

自治会活動推進事業

4

市民政策局

63.6%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

コミュニティ推進課

　地域コミュニティ協議会が、コミュニティプランに基づいて主体的に行うまち
づくり活動を支援し、住民自治及び市民と行政の協働による地域自らのまちづく
り活動を推進するため、地域コミュニティ協議会に対し、地域まちづくり交付金
を交付した結果、各地域におけるまちづくり活動の活性化につながった。

◎コミュニティプランの見直し率　実績６３．６％（目標１００％）

千円305,197

地域まちづくり交付金事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
コミュニティ推進課

　各地域コミュニティ協議会をコミュニティセンターの管理運営を行うための指
定管理者に指定することにより、地域交流活動や生涯学習を推進するための拠点
施設として活用することにつながった。

千円518,494

（評価対象外）コミュニティセンタ
ー管理運営事業（コミュニティ推進
課分）

6

市民政策局

98.1% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

コミュニティ推進課

　高松市自治会集会所新築等補助規程に基づき、地域住民の活動拠点である自治
会集会所の新築、増築、又は改修に対して助成を行った。

◎自治会集会所整備率　実績３５．６％（目標３６．３％）

千円27,654

自治会集会所整備支援事業

7

市民政策局

100.0%一般重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

地域振興課

　木太コミュニティセンターの改築、川岡・太田・屋島・男木・十河コミュニ
ティセンター改築設計を行うなど、地域の活動拠点づくりに貢献した。
◎施設整備進捗割合　実績４７．３％（目標４７．３％）

　なお、川岡コミュニティセンター電気・太陽光設置工事のほか、太田、屋島、
十河コミュニティセンターの設計等は、工程調整に日時を要したこと等により、
年度内の事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５７，３８８，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である木太コミュニティセンター改築工事等、川
岡コミュニティセンター実施設計、屋島コミュニティセンター地質調査は、完了
した。（平成２９年度繰越明許事業費：６４，５５５，８８０円）

千円495,798

コミュニティセンター整備事業

8

市民政策局
地域振興課

　公共施設点検マニュアルに基づき、各コミュニティセンターが、安全かつ快適
に利用できるよう修繕工事等を行った。

　なお、鶴尾コミュニティセンターサービスヤード外整備工事については、契約
の締結に不測の日時を要したことにより、年度内の事業の一部を翌年度に繰り越
した。（繰越明許費繰越額：３，９６１，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である川東コミュニティセンターの空調工事等に
ついては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：１３，２７６，９９９円）

千円73,551

（評価対象外）コミュニティセンタ
ー管理運営事業（地域振興課分）

9

市民政策局
牟礼総合センター

　市民に地域活動やレクリエーション等の交流の場所を提供したことにより、コ
ミュニティ活動の推進に寄与した。

千円3,227

（評価対象外）集会所施設管理事業
（牟礼総合センター分）

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
香川総合センター

　市民に地域活動やレクリエーション等の交流の場所を提供したことにより、コ
ミュニティ活動の活性化に寄与した。

千円4,154

（評価対象外）集会所施設管理事業
（香川総合センター分）

11

市民政策局
国分寺総合センター

　市民に地域活動やレクリエーション等の交流の場所を提供したことにより、コ
ミュニティ活動の活性化に寄与した。

千円6,337

（評価対象外）集会所施設管理事業
（国分寺総合センター分）

12

教育局

100.0% 完了Ａ Ａ Ａ Ａ

学校施設整備室

　旧上西小学校プールを、解体の上、駐車場整備を行った結果、地域の利便性の
向上に寄与した。
　
　◎事業全体進捗率　実績１００％（目標１００％）

千円9,704

学校跡地・跡施設再利用事業

13
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

参画・協働の推進

千円144,606 18.1% 39.6%

市民政策局、総務局

　市民 　市民活動センター機能の拡充や協働の担い手づくりな
ど協働事業の充実及び広聴・広報活動の充実、情報の公
開・提供など行政の透明性を図ることにより、市民と行
政との参画・協働によるまちづくりの推進を目指す。

　市民活動センターで行う講座の開催、情報収集・発信、相談事業等を効果的に実施したことにより、市民活動団体
等の活動支援につながった。高松市自治と協働の基本指針に定める「協働の原則」に基づき、協働企画提案事業等に
取り組んだ結果、協働への理解が深まるとともに、新たな「協働の担い手」が地域で事業を展開する等、協働事業の
充実に成果が得られた。「市政出前ふれあいトーク」、「市長まちかどトーク」の開催や、「広報たかまつ」の発行
を始め、民放テレビ等での市政情報番組制作や、本市ホームページ等インターネットの情報発信ツールと連携しなが
ら市政情報の効果的発信を実施するなど、市民が主体的に市政に参画できる環境を整えることにより、まちづくりへ
の関心や参画意識の向上に貢献した。情報公開及び個人情報保護の徹底を図るため、情報公開条例に基づき、情報公
開請求に対し適正な公開を行い、また、個人情報保護条例に基づき、個人情報を適正に取り扱うとともに、個人情報
の開示等について適切な措置を講じ、市民の市政に対する理解と信頼性を高めた。

【市民政策局】市民活動団体等の活動支援のため、市民活動センターの機能強化を図るとともに、協働事業及び講座
等を通じた効果的な協働意識の醸成と「協働の担い手」の育成が求められている。【総務局】市民との情報共有を推
進するため、市政に関する情報を積極的に分かりやすく、適時適切に提供するとともに、参画と協働による市政運営
が行えるような市民との情報共有のための仕組みづくりが課題となっている。

　市民活動団体等の活動を支援する中間支援組織としての役割を果たせるよう、市民活動センターの機能強化に取り
組む。また、協働事業及び講座等の充実を図り、協働意識の醸成や醸成した意識の市民活動への活用及び「協働の担
い手」の育成を図る。
　様々な媒体を活用し、広報機能の充実に取り組むとともに、市民の意見が市政に適切に反映されるよう、市民が主
体的に市政に参画できる環境づくりに取り組む。
　市民の市政に対する理解と信頼を得るため、個人情報の保護と情報公開の徹底を図る。

協働事業数

　行政と市民活動団体等との協働事業は、協働の意
識の啓発等を行ったものの、実施団体の解散等によ
り廃止となった事業があったため、目標値を１％程
度下回る結果となった。

98.5%

実績H30

件129

目標H30

件131

市政出前ふれあいトーク延べ参加者数

　市政出前ふれあいトークで実施している施設見学
のうち、平成２８年度からの改修工事により実施で
きなかった施設について、施設見学を再開したもの
の、受入件数は改修工事前の半数となったほか、市
政出前ふれあいトークの申込件数も減少したため、
目標値を８％程度下回る結果となった。

91.7%

実績H30

人19,252

目標H30

人21,000

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

107.3% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

男女共同参画・協働推進課

　市民と行政が共に考え、共に活動する協働の場として市民活動センターを効果
的に運営し、市民活動に関する情報収集・発信、相談、学習機会の提供等の事業
を実施するなど、市民活動の中間支援組織としての役割を果した。
　協働事業のモデル事業となる「高松市まちづくり学校運営事業」における「地
域づくりチャレンジ塾」においては、これまでの塾生が、行政や地域コミュニ
ティ協議会、市民活動団体等と連携し、協働によるまちづくりを展開するなど、
「協働の担い手」づくりの育成に成果があった。

◎市民活動センター総利用者数　実績２１，３１１人（目標１９，８６５人）

千円21,123

市民活動センター管理運営事業

1

市民政策局

96.7%一般重点 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

男女共同参画・協働推進課

　行政と市民活動団体等が互いの特性を生かし、地域社会の課題に協働で取り組
み、市民サービスの向上を図ることを目的とした協働企画提案事業を募集し、新
規事業２件、継続事業２件を採択実施した。事業ごとにアドバイザーを選任し、
アドバイザーを交えた関係課及び提案団体の協議をきめ細かに実施し、情報共有
を密にした結果、事業内容の充実とともに、行政と市民活動団体等が共に協働事
業への理解を深めることができた。
　事業を通して市民活動団体等と協働意識の醸成に取り組んだことにより、本事
業を機に事業終了後も、協働事業として継続実施している事業数は増加した。

◎継続事業数　実績２９事業（目標３０事業）

千円1,655

協働企画提案事業

2

市民政策局

99.5% 103.0% 継続Ａ Ｂ Ａ Ａ

男女共同参画・協働推進課

　高松市協働づくり懇談会を２回開催し、協働企画提案事業等について広く意見
を聴き、市民活動推進施策等の推進につなげた。
　協働推進人材養成研修を実施し、協働企画提案事業として実際に取り組んだ実
施団体の事例発表を取り入れるなど内容を充実させ、協働の意識が向上した。
　特定非営利活動法人認証等事務については、昨年度に引き続き、事業報告書等
が未提出の法人に対し、督促書等の送付を行ったことにより、法人の実情を把握
するための効果があった。
　市民活動センターにおいて、市民活動団体等と多様なパートナーシップを構築
するために、市民活動団体の活動紹介を行う講座などを開催し、連携の強化に効
果があった。
◎所属担当協働推進研修受講者数　実績１８９人（目標１９０人）
◎市民活動センター利用登録団体数　実績３４０団体（目標３３０団体）

千円2,841

ボランティア・市民活動推進事業（
男女共同参画・協働推進課分）

3

市民政策局

73.7% 改善継続Ａ Ｂ Ａ Ｂ

コミュニティ推進課

　市政出前ふれあいトーク等を通じて、地域コミュニティ協議会や自治会関係者
など、幅広い住民を対象に市の取り組みや方針を伝えたことにより、住民参画・
協働への認識を高めることができた。

◎市政出前ふれあいトークの参加者数　実績２２１人（目標３００人）

自治と協働の基本指針普及事業

4

市民政策局

71.9% 改善継続Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

コミュニティ推進課

　地域担当協働推進員を対象にした研修を実施し、職員間の情報共有を行った
り、外部講師を招いての講演会を実施した結果、地域課題解決のサポートが担え
る人材としての資質向上につながった。

◎地域担当協働推進研修受講者数　実績１８７人（目標２６０人）

千円180

ボランティア・市民活動推進事業（
コミュニティ推進課分）

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

総務局

97.8% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

広聴広報課

　広報たかまつを月２回（毎月１日・１５日）発行し、市の重要施策や事業、各
種計画などを図表や写真などを交え、分かりやすく紹介するとともに、イベント
に参加した市民の表情などを掲載するなど、市政に対する関心と理解を深め、市
民主体のまちづくりの推進に貢献した。配布については、毎号１４０，９１７部
（平成３０年度平均）を主に連合自治会を通じて配布した。
　また、広報たかまつや市視覚障害者福祉協会からのお知らせなどを、「点字広
報」や「声の広報」として収録し、市内在住の視覚障がい者の希望者に対して送
付するとともに、市内４か所の市立図書館に配置した。

◎広報たかまつ配布部数　３，１２９，１５７部（目標３，２００，０００部）

千円67,654

広報たかまつ等発行事業

6

総務局

89.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

広聴広報課

　市民からの意見や要望等をいただき市政に反映させるほか、日常生活での諸問
題について相談に応じるとともに、弁護士・司法書士による法律相談などの各種
専門相談を行うことで、市民が抱えている疑問や問題の解決に努めることができ
た。
　平成３０年度実績

・市政相談（４，４３２件）
・一般相談（２，６０２件）
・専門相談（１，７０１件）

◎法律相談利用者の満足度　実績７６％（目標８５％）

千円8,434

市民相談事業

7

総務局

103.4% 継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

広聴広報課

　地域のイベントや小学校への訪問演奏など、計２５公演を行い、演奏活動を通
じて、「親しまれる市役所」を目指すとともに、地域の活性化や一体感の醸成に
寄与した。
　また、定期演奏会等の機会を捉え、市政情報の発信を行った。

◎聴衆者数（参加者数）　実績１４，４７０人（目標１４，０００人）

千円2,383

吹奏楽団事業

8

総務局

85.0% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｂ

広聴広報課

　市の重要施策や制度、市民生活に関わりの深い事業など、市民にわかりやすく
伝える市政番組を放送し、広く市政に対する関心や理解を深めたほか、郷土の歴
史や伝統文化などを紹介する歴史番組等を放送し、本市の持つ魅力を再発見する
ことにより、シビックプライドの醸成に貢献した。
・民放市政番組１（１２回／年）
・民放市政番組２（　３回／年）
・民放歴史番組　（　２回／年）
・ＣＡＴＶ番組　（４～５回／日、毎月２回内容更新）
・ＦＭラジオ番組（２回／週（１０分番組、１５回／週（３分番組））

◎民放テレビ広報番組視聴率（年平均）　実績３．４％（目標４％）

千円20,042

テレビ放送等広報事業

9

総務局

58.3% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

広聴広報課

　本市の広報媒体の中でも、速報性が高く、より広範囲に情報を発信できるホー
ムページを通じて、本市の施策や制度を始め、重要な市政情報などを、幅広くタ
イムリーに発信し、市民の市政への理解や関心を高め、参画を促したほか、本市
の持つ様々な魅力ある資源や情報を積極的に国内外に発信し、本市のＰＲに貢献
した。
　また、民間ソーシャルメディアを活用した動画配信サイト「高松ムービー（動
画）チャンネル」を開設し、市政情報を始め、観光情報や地域活性化の取組など
を紹介した番組を配信した。

◎市ホームページ（トップページ）のアクセス件数　実績１，４５６，６０７件
（目標２，５００，０００件）

千円9,684

ホームページ等管理運営事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

平成３０年度

総務局
コンプライアンス推進課

　自治基本条例に規定する個人情報の保護の徹底を図るため、高松市個人情報保
護条例に基づき、市の保有する個人情報を適正に取り扱うとともに、個人情報の
開示等を請求する市民の権利について、適切な措置を講じた。
　平成３０年度に個人情報の開示請求のあった１４８件については、条例に基づ
き、すべて決定がなされた。
　また、不開示決定等に対する審査請求１件についても、同条例に基づき、情報
公開・個人情報保護審査会への諮問、答申を経て決定がなされる予定である。千円78

（評価対象外）個人情報保護事業

11

総務局
コンプライアンス推進課

（事業概要、事業実績等）
　自治基本条例に規定する情報公開の徹底を図るため、高松市情報公開条例に基
づき、適正に情報公開を推進した。
　平成３０年度に情報公開請求のあった１，８７４件（うち１６件は取下げ）に
ついては、条例に基づき、すべて決定がなされた。
　また、非公開決定等に対する審査請求は２件あったが、うち１件について
は、同条例に基づき、情報公開・個人情報保護��会への諮問、答申を経て決
定がなされた。
　なお、残りの１件についても、同様に同審査会への諮問、答申を経て決定がな
される予定である。

千円217

（評価対象外）情報公開事業

12
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

離島の振興

千円18,999 20.2% 40.6%

市民政策局、都市整備局

　市民（各島の住民・各島への渡航者） 　女木島、男木島及び大島、それぞれの特性をいかした
交流・定住人口の拡大を図る。

　離島の活性化を図るため、交流人口の増加・地域振興・活性化に向けた取組を行う。
　女木・男木島航路に係る利用促進策の実施、離島航路確保維持改善協議会の開催や大島ネットワーク構築に係る情
報発信業務や交流ワークショップ開催業務等を行った。

　瀬戸内国際芸術祭の開催等により、各島への渡航者が増加傾向にあるが、芸術祭期間以外においても航路等の利用
促進が図れるような施策の展開が必要である。

　各島への交流人口を増加させながら、更なる交流・定住を促進するため、多様な主体との連携・協働により各島の
魅力を生かした活性化を図る。

各島への年間来島者数

　平成３０年度は前年度増の２１５，５７２人とな
り、来島者の目標値（１２６，４２７人）を達成し
た。

170.5%

実績H30

人215,572

目標H30

人126,427

イベント参加者数

　大島振興方策等に基づき、大島振興につながる人
権学習などを含む交流活動に取り組み、前年度と比
較してイベント等の参加者数は増加した。

107.0%

実績H30

人8,022

目標H30

人7,500

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
地域振興課

（事業概要、事業実績等）
　瀬戸内国際芸術祭を契機として、スペインを代表するアーティストがデザイン
した現代アートの建築物である男木交流館について、必要な維持管理を行った結
果、地域と観光客等との交流促進につながった。

　なお、前年度からの繰越事業である「水盤浄化設備設置工事」事業について
は 、契約締結時に不測の日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９，９９０，０００円）千円7,222

（評価対象外）男木交流館管理運営
事業

1

市民政策局

107.0%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

地域振興課

　大島の将来にわたる振興を図るため、芸術家の創作活動を通じ、大島青松園入
所者や子どもたちとの交流を促進する目的で宿泊型ワークショップを開催した。
またワークショップを元にした大島マップを発行し、大島青松園や市の関係施設
に加え、ホームページやフェイスブックでも情報発信を行った。

◎大島交流イベント参加者数（年間総数）
実績８，０２２人（目標７，５００人）千円2,561

大島振興方策推進事業

2

都市整備局

86.1% 改善継続Ａ Ａ Ａ Ａ

交通政策課

　瀬戸内国際芸術祭の影響がない年ということもあり、前年度より利用者は減少
したが、平成２４年３月に策定した男木～高松航路改善計画に基づき実施してい
る島発往復割引やゴールドＩｒｕＣａの提示による高齢者割引の適用等により、
航路利用者は基準年度の２１年度と比較して約１．１６倍に増加している。

◎女木・男木島航路利用者比率（基準年：平成２１年度）
実績１１６．４４％（目標１３５．１８％）千円9,216

離島航路振興事業

3
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

市民と行政がともに力を発揮できるまち

相互の特長をいかした多様な連携の推進

連携の推進

千円1,207 17.0% 46.3%

市民政策局

　国、県、県内市町、産学など 　広域的な課題を始め、基礎自治体の在り方や新たな都
市圏域の在り方について調査・研究を進めるなど、効果
的な連携を推進する。

　瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン推進事業においては、協約を締結している２市５町と圏域全体の経済成長
のけん引や高次の都市機能の集積・強化、生活関連機能サービスの向上を目指し、関連の事業を実施した。
　多様な主体との連携事業においては、大学等と特定行政課題に関する調査研究・共同事業を実施するとともに、百
十四銀行等民間企業との連携協力に関する協定により、連携・協力事業を行った。また、市長と学長・校長との懇談
会を開催し、大学等との連携強化に取り組んだ。
　広域都市連携事業においては、知事と高松市長とのトップ会談等を開催した。

　市が広域的な課題に対処するに当たり、高度かつ専門的な内容などを取り扱うことも求められていることから、多
様な主体との連携強化などを図る必要がある。

　引き続き、都市間の広域連携や国・県・産学との連携を図り、社会の変革に即応した行財政運営を推進する。瀬
戸・高松広域連携中枢都市圏の構成自治体や大学、金融機関など多様な主体との連携事業の拡充を図る。

連携中枢都市圏での生活関連機能サービス等
連携事業数
　連携中枢都市圏での生活関連機能サービス等連携
事業数が５２事業となり、目標を達成した。

104.0%

実績H30

事業52

目標H30

事業50

大学等との連携・協力事業数

　大学等との連携・協力事業数が９５事業となり、
目標を達成した。

115.9%

実績H30

事業95

目標H30

事業82

実績H30 目標H30

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

97.3%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

政策課

　連携事業については、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会を２回、
また若者会議を２回開催し、様々な意見を伺ったほか、連携する２市５町との協
議を踏まえ、次年度に向けて、新たに３事業追加した。
　また、２８年度に構築した、ポータルサイトについて、適切な保守・管理を行
いながら、都市圏ビジョンに基づく取組や本市及び連携市町の魅力を、適宜、発
信した。

◎圏域で取り組む連携事業の数（都市圏ビジョン登載事業数）
実績７１事業（目標７３事業）

千円1,207

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジ
ョン推進事業

1

市民政策局
政策課

　県との連携について、県市間の重要課題に対する共通理解や意見交換等を行う
ため、知事と高松市長とのトップ会談を１１月に開催したほか、香川県・高松市
政策連携会議を開催し、共通の政策課題等について、効果的に取り組むための意
見交換、連絡調整を行った。

（評価対象外）広域都市連携事業

2

市民政策局

115.9% 180.0%一般重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

政策課

　包括協定を締結している大学等と特定行政分野に関する調査研究・共同事業を
実施するとともに、金融機関等との連携協力に関する協定に基づき、産業振興に
よる地域活性化及び市民生活の向上に資する事業に取り組んだ。

◎大学等との連携・協力事業数　実績９５事業（目標８２事業）
◎金融機関等との連携協力事業数　実績４５事業（目標２５事業）

多様な主体との連携推進事業

3
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施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

市民と行政がともに力を発揮できるまち

健全で信頼される行財政運営の確立

職員力の向上

千円27,130,729 21.1% 66.2%

総務局

　高松市職員 　職員の意識改革、資質向上及び組織の活性化を図ると
ともに、職員のコンプライアンス意識とモチベーション
も向上させる。

　職員の長時間労働の是正とワーク・ライフ・バランスの推進を図るため、平成２９年１１月に、働き方改革を推進
するリーダー宣言である、高松市版イクボス宣言「もっとイクボス」を行っており、その宣言を実効性のあるものと
するために、３０年度から３か年、働き方改革重点取組、通称「スマイルプラン」を、全庁を挙げて集中的に取り組
むこととした。昇任試験制度においては、受験しやすい環境づくりを行い、資格を有する職員に対し、働きかけると
ともに、女性管理職の登用率の向上を図ったが、受験率の向上には至らなかった。自治大学校への派遣研修や公務員
倫理研修等の各種研修を行うことで、職員の意識改革とコンプライアンス意識の向上を実現した。

　職務に対する職員のモチベーション及びコンプライアンスに対する意識の向上が必要である。加えて、職員一人一
人が、公務員としての自覚を持って職務に取り組むことが求められる。

　高松市職員人財育成ビジョンに基づき、計画的に研修を実施し、職員力の向上を図るとともに、新コンプライアン
ス推進施策の各種取組を着実に実施し、信頼される職員を育成する。また、業績評価を盛り込んだ人事評価制度を実
施するほか、昇任試験制度も適宜見直しを行うとともに、受験しやすい環境づくりに努め、組織の活性化と市民サー
ビスの向上を図る。加えて、多様な市民ニーズに対応するため、業務に必要な職員数も適正に管理していく。さら
に、ワーク・ライフ・バランスの推進と長時間労働の是正に向け、働き方改革として、スマイルプランを継続的に取
り組む。

市職員としてのコンプライアンスを理解して
いる職員の割合
　「新コンプライアンス推進施策」に基づき、職員
の意識改革に主眼を置いた各種取組を進めたが、一
部の職種では効果的な研修が実施できなかったこと
などから、前年度に比べ２．３ポイント下降し、目
標値の達成には至らなかった。

87.9%

実績H30

％87.9

目標H30

％100

昇任試験受験率

　近年、昇任試験の受験資格があるにもかかわら
ず、受験しない職員が増えており、適宜、昇任試験
の制度改正を行ったり、各種研修の充実を図ってい
るが、受験者数を増加させることができなかった。
　給与制度と連動した、抜本的な改善が必要であ
る。

40.4%

実績H30

％9.3

目標H30

％23

職員数の適正化計画の達成率

　平成２９年３月に、計画を改定したものの、福祉
行政など様々な行政需要への対応のため、目標には
届かなかった。

99.0%

実績H30

％99

目標H30

％100

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

総務局

87.9% 100.0% 改善継続Ｂ Ａ Ｂ Ａ

コンプライアンス推進課

　高松市職員の倫理及び公正な職務の執行の確保に関する条例に基づき、内部公
益通報や不当要求行為に対応するなど、職員の倫理及び公正な職務の執行の確保
に取り組んだ。
　また、「新コンプライアンス推進施策」に基づき、各局において局内全職員を
対象に公務員倫理に係る研修を実施するなど、職員の意識改革に主眼を置いた各
種取組を実施した。
　さらに、行政執行過程で生じる諸問題に対応するため、行政問題法律相談を実
施するなど、職員のコンプライアンス意識や法的知識の向上に寄与した。
◎市職員としてのコンプライアンスを理解している職員の割合　実績８７．９％
（目標１００％）
◎懲戒処分者数の減少率（対平成２６年度比）　実績１００％（目標１００％）

千円4,404

コンプライアンス推進事務

1

総務局
人事課

　平成２９年３月に一部改定した「高松市職員人財育成ビジョン」に基づき、多
様化した行政需要に誠意を持って応え、将来を見据えた行政運営ができる職員を
育成するため、各種研修を実施したことにより、職員の資質・能力が向上した。
　また、平成２９年１１月には、働き方改革を推進するリーダー宣言である、高
松市版イクボス宣言「もっとイクボス」を行ったほか、職員の長時間労働の是正
とワーク・ライフ・バランスの推進を図るため、３０年度から３か年、働き方改
革重点取組、通称「スマイルプラン」に、全庁を挙げて取り組むこととした。千円22,135

（評価対象外）人材育成事業

2

総務局
人事課

　人事評価制度については、評価者に対する面談研修や新規採用職員に対する制
度説明の研修を実施するなどして、職員の人事評価制度に対する理解を促進する
よう取り組んだ。昇任試験制度については、受験しやすい環境づくりに努めたも
のの受験率の向上には繋がらなかった。

千円6,100

（評価対象外）職員力向上事業

3

総務局
人事課

　引き続き、職員数の適正化を進めるとともに、人事院勧告に準拠した改定を行
い、高松市職員の給与に関する条例等の一部改正を行った。

千円22,008

（評価対象外）人事管理事務

4

総務局
行政改革推進室

　社会状況の複雑な変化や、多様化・高度化する市民ニーズを踏まえ、本市が目
指すべき都市像である「活力にあふれ　創造性豊かな　瀬戸の都・高松」を実現
していくために、効率的・効果的な組織体制の見直しを行った。
１　市民政策局の「コンパクト・エコシティ推進部」及び「住宅・まちづくり
　企画課」を廃止し、「交通政策課」を都市整備局に移管
２　都市計画課に「住宅・まちづくり推進室」を新設
３　健康福祉総務課に「地域共生社会推進室」を新設し、長寿福祉課の地域包
　括ケア推進室を廃止
４　教育局総務課に「学校施設整備室」を新設

（評価対象外）組織機構・事務所管
等の見直し事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

総務局
人事課

　「高松市職員の定員管理計画」を平成２９年３月に策定したものの、福祉行政
など様々な行政需要への対応のため達成できていない。

（評価対象外）職員数適正化事業

6

総務局
人事課

　安全衛生委員会を実施し、職場の安全保持及び職員の安全意識高揚を図るとと
もに、各職場内の一層の自主的な安全活動を推進した。
　また、職員の安全管理と疾病を予防するため、産業医による健康・メンタルヘ
ルス相談を実施した。

さらに、職員の心理的な負担の程度を把握し、メンタルヘルス不調を未然に防
止するため、ストレスチェックを実施し、職員自身にストレスへの気づきを促し
た。千円107,504

（評価対象外）職員福利厚生事務

7



－ 287 －



－ 288 －

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
20
40
60
80

100
120

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

20

40

60

80

100

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
2
4
6
8
10
12

施策の概要調書

施策 事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標

政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
課
題

施
策
の
方
向
性

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

③

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

平成３０年度

市民と行政がともに力を発揮できるまち

健全で信頼される行財政運営の確立

効率的で効果的な行財政運営の推
進

千円38,459,958 19.2% 56.9%

総務局、市民政策局、市議会事務局、健康福祉局、財政局、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局、
都市整備局、公平委員会、創造都市推進局、出納�

　市民 　多様化する市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応
できる、効率的で効果的な行財政運営を推進し、より質
の高い適切な公共サービスの提供を継続する。

　「効率的な行政運営の推進」では、シティプロモーションの一環として、導入を予定している高松版図柄入りナン
バープレートの国への提案デザインを決定したほか、ファシリティマネジメント推進事業において、「高松市公共施
設再編整備計画」の策定等により、財政負担の軽減や平準化に向けた取り組みを進めた。総合センター整備事業で
は、市民の利便性向上のため、中部総合センター（仮称）の実施設計、幼児健康診査の機能を有する保健センターの
整備に係る施設の配置や設備等の検討を実施した。「健全な財政運営の推進」では、ふるさと高松応援寄附制度にお
いて、制度の趣旨を遵守しつつ、寄附金の使途となる事業の積極的ＰＲ、お礼品の見直し等を行ったほか、制度を活
用したクラウドファンディングを実施した。また、競輪事業においては、コスト縮減と売上拡大を図る取組を行い、
一般会計への繰出を行った。「電子行政の推進」では、社会保障・税番号制度推進事業において高松市ポイントの
サービスを開始したほか、電気通信サービス等の安定した利用環境の提供や、ＩＣＴを活用したスマートシティの推

　高松版図柄入りナンバープレート制度の周知・啓発により、地元高松に対する誇りや郷土愛を醸成するほか、地域
行政組織再編計画及び社会保障・税番号制度の推進、ＩＣＴ・データを活用したスマートシティの実現に向けた取組
の推進等により、市民の利便性や行政効率を向上させる必要がある。
　また、事業の選択と集中、ふるさと高松応援寄附制度の積極的ＰＲ等により、財源を確保するとともに、公共施設
については、ファシリティマネジメントの観点から、保有総量の適正化や配置の見直し等を進め、財政負担の軽減化
・平準化に努める必要がある。

　多様化する市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応できる、効率的で効果的な行財政運営を推進し、健全で信頼
される行財政運営の確立を目指す。

行財政改革計画の目標達成度

　計画登載の実施項目１０５件のうち、関係者等と
の協議を要する事業において遅れが生じたことや、
前年度は目標を達成できていたが、３０年度におい
ては社会情政の変化等により目標を達成できなかっ
た事業があったことなどから、達成度が「達成」及
び「おおむね達成」となった事業は８１件となり、
目標を下回った。

77.1%

実績H30

％77.1

目標H30

％100

経常収支比率

　３０年度は、経常経費が増加（＋１４億円）した
ことや、地方交付税などの経常一般財源が減少
（▲４億円）したことにより、前年度比で、１．９
ポイント上昇し、目標の９０％以下を達成できなか
った。

97.7%

実績H30

％92.1

目標H30

％90

実質公債費比率

　元利償還金（繰上償還分除く）の減等により、前
年度比で、０・６ポイント改善し、目標を達成した
状況を継続している。

119.0%

実績H30

％8.1

目標H30

％10

Ａ

進により、生活の利便性や快適性を向上させた。
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
政策課

（事業概要、事業実績等）
　全国的な意見交換会や研修会等に参加するほか、地方への人材還流や幼児教
育・保育の無償化問題など、同様の課題を持つ自治体との協議・意見交換等を
行ったことにより、課題の解決及び効率的な事業実施に寄与した。

千円2,164

（評価対象外）企画調整事務

1

市民政策局

88.2% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

政策課

（事業概要、事業実績等）
　高松市自治基本条例逐条解説の公開や、高松市自治基本条例パンフレット等の
配布により、条例について市民への周知啓発や職員への研修等を行った。
　また、高松市自治推進審議会を１回（��月）開催し、同条例の見直し���
�及びホームページ等による効果的な情報発信等について協議した。

◎施策全体の満足度（市民満足度調査）�実績２５．３％（目標２８．７％） 千円59

自治推進事業

2

市民政策局

特別重点 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

政策課

　高松版図柄入りナンバープレートの国への提案デザインについて、広く公募
し、選考委員会等の審査・選考を経て、市民投票によって決定した。
　その結果、市民の方が地元に愛着を持ってもらえるようなデザインを提案する
ことができた。

ナンバープレート交付枚数（目標２，０００枚）

千円391

高松版図柄入りナンバープレート導
入事業

3

市民政策局
政策課

　市民の意見を市政に反映させるため、第６次高松市総合計画に掲げる施策に対
する満足度等のほか、「高松市への愛着度」や「市政への関心」等について、市
民満足度調査を実施した。
　また、総合計画を市民に広く周知し、本市が目指すべき都市像を共有するた
め、総合計画概要版を作成し、市民に配布した。
・市民満足度調査回答率　４４．０％（１，１０１人／２，５００人）
・施策全体の満足度 ２５．３％（前年比＋１．７ポイント）
・施策全体の不満度 １６．６％（前年比△１．０ポイント）千円1,199

（評価対象外）総合計画推進事業

4

市民政策局
政策課

　たかまつ創生総合戦略推進懇談会を開催し、総合戦略に掲載している各事業の
進捗状況を評価するなど、進行管理等を行った。

千円56

（評価対象外）たかまつ創生総合戦
略推進事業

5
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局

100.0% 100.8%特別重点 継続Ａ Ａ

地域振興課

　中部総合センター（仮称）については、用地を取得し、実施設計に着手したほ
か、防火水槽工事、埋蔵文化財調査等を行った。
　東部南総合センター（仮称）については、基本設計をとりまとめた。
　◎総合センターへの移行施設数　実績４箇所（目標４箇所）
　◎総合センターの取扱業務数　　実績２４１業務（目標２３９業務）

　なお、中部総合センター（仮称）実施設計、防火水槽工事については、工程調
整に日時を要したことなどにより、年度内の事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２０，０４３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である東部南総合センター（仮称）の基本設計に
ついては完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：３，７４７，６００円）

千円139,545

総合センター整備事業（地域振興課
分）

6

市民政策局
地域振興課

　本課所管の支所・出張所において、住民にとっての市民サービスの向上に努め
た。

千円25,988

（評価対象外）支所・出張所管理運
営事業（地域振興課分）

7

市民政策局
牟礼総合センター

　総合センター化により、本庁機能を分散する受け皿としての役割を担うととも
に、窓口サービスや相談業務の拡充により、地域に身近な行政組織として、住民
福祉や利便性の向上に寄与した。

千円20,541

（評価対象外）支所・出張所管理運
営事業（牟礼総合センター分）

8

市民政策局
香川総合センター

　総合センターとなり、香川、塩江、香南地域はもとより、それ以外の市民の方
の来庁者が増えたことにより、地域における行政組織の総合的な窓口として市民
サービスの向上に寄与した。

千円35,034

（評価対象外）支所・出張所管理運
営事業（香川総合センター分）

9

市民政策局
勝賀総合センター

　施設開設後２ケ年の窓口処理実績について、市民課業務、市税関係業務、保
険・福祉関係業務、管理係業務の全てにおいて取り扱い件数が増加している。
　高松市西部北地域の拠点施設としての認知度も着実に高まっていることに加え
て、中心地（本庁）に近い地理的要件からも、今後も窓口利用者の増加が見込ま
れ、更なる市民サービス向上に寄与できるものと期待が寄せられている。

千円6,501

（評価対象外）支所・出張所管理運
営事業（勝賀総合センター分）

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市民政策局
国分寺総合センター

　市民により近いところで幅広いサービスを提供する総合センターの役割を十分
に果し、市民サービスの向上に寄与するとともに、総合センターの運営経費につ
いても、真に必要なもののみとし、効率的に効果が得られるように努めた。

千円41,858

（評価対象外）支所・出張所管理運
営事業（国分寺総合センター分）

11

財政局
契約監理課

　工事及び物品に係る入札等について、「かがわ電子入札システム」を利用した
契約事務を執行することにより、入札手続の透明性を確保するとともに、市及び
入札参加業者の入札事務の効率化に寄与した。

千円19,779

（評価対象外）工事請負契約等事務

12

市民政策局
市民課

　市内に本籍若しくは住所を定める日本人及び外国人からの戸籍届出や住民異動
届出等に基づき、戸籍簿や住民基本台帳等を適正に管理するとともに、住民票の
写し等の各種証明書交付事務を実施した。

千円79,718

（評価対象外）戸籍・住民基本台帳
事務

13

財政局
財産経営課

　公用車を一括管理することにより、車検・点検・修繕関係等を計画的に実施す
るなど、保険・燃料関係を含めた公用車の適正管理を行った。

　なお、五番町公用車駐車場ブロック塀改修工事に日時を要したことにより、年
度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７０２，０００円）

千円72,365

（評価対象外）自動車管理事務

14

財政局
財産経営課

　公有財産の適正管理を行うとともに、未利用財産の貸付けや売払処分などの有
効活用により、公有財産管理に寄与した。
・貸付け３５件、貸付収入１１，０８７，９４４円
・随意契約による売払い１件（３０．００㎡）、売払収入１００，０００円

　なお、公有財産管理システム改修内容の検討に日時を要したことにより、年度
内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２，４６３，０００円）千円39,214

（評価対象外）公有財産管理事務

15
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

財政局
財産経営課

　利用者に安全で快適な環境を提供するため、本庁舎設備のほか、不具合箇所に
ついては随時修繕を実施したことにより、庁舎等の適切な維持管理を行った。

千円468,455

（評価対象外）庁舎等管理事務

16

健康福祉局

100.0% 100.8%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

保健センター

　中部総合センター（仮称）の実施設計を行う中で、幼児健康診査の機能を有す
る保健センターの整備に係る施設の配置や設備等の検討を実施した。

　◎総合センターへの移行施設数　実績４箇所（目標４箇所）
　◎総合センターの取扱業務数　実績２４１業務（目標２３９業務）

　なお、工程調整に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１０，３６４，０００円）

千円3,714

総合センター整備事業（保健センタ
ー分）

17

総務局
行政改革推進室

　平成２８年度から４年間を計画期間とする第７次高松市行財政改革計画に基づ
き、市政全般にわたって行財政改革に取り組み、３５８，５６２千円の節減を
図ったほか、事務事業の改革・改善の実効性を高めるため、高松市行財政改革推
進委員会による外部評価を実施した。

千円292

（評価対象外）行政改革推進事業

18

総務局
総務課

　歴史公文書等の収集や選別を行い、それらを適切に保存するとともに、イン
ターネット上の検索システムへの目録の登載を行い、市民等の利用に供した。
　また、公文書館や歴史公文書等の役割などについて広く知ってもらうととも
に、市民の防災意識の向上につなげるため、公文書館及び防災合同庁舎１階の
「たかまつ防災プラザ」において企画展「高松を襲った危機」を開催した。
　このほか、小学生親子を対象とした夏休みこども講座「公文書館ってなに？」
を実施した。

　来館者数　３９０人

千円15,381

（評価対象外）公文書館管理運営事
業

19

都市整備局
建築課

　主管課からの依頼を受け、高松第一高等学校改築、屋島山上拠点施設（仮称）
建設等の実施設計を行った。また、高松市立みんなの病院、高松市立栗林小学
校、高松市立多肥小学校増築等の工事監理を行ったほか、安全・安心で良質なス
トック整備事業の支援及び技術的な助言を行った。

千円16,640

（評価対象外）市有建築物設計監理
監督事務

20
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

総務局

100.0% 100.8%特別重点 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

行政改革推進室

　市民により近いところで幅広い行政サービスを提供できるよう、平成２８年度
にオープンした牟礼、香川、勝賀、国分寺の４つの総合センターについて、事務
取扱状況を検証した。取扱件数が増加しており、市民の利便性が向上している。

◎総合センターへの移行施設数　実績４箇所（目標４箇所）
◎総合センターの取扱業務数　　実績２４１業務（目標２３９業務）

総合センター整備事業（行政改革推
進室分）

21

財政局

100.0% 継続Ａ Ｂ Ｂ Ａ

ファシリティマネジメント推進室

　公共施設の保有総量の適正化や配置の見直し等を進め、財政負担の軽減化・平
準化を図るため「高松市公共施設再編整備計画」を策定した。

◎各種方針・計画等の進捗率　実績１００％（目標１００％）

なお、公共施設マネジメントシステム改修内容の検討に日時を要したことによ
り、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越し
た。
（繰越明許費繰越額：１６２，０００円）

千円4,142

ファシリティマネジメント推進事業

22

総務局
総務課

（事業概要、事業実績等）
　市長からの諮問に応じ、高松市議員報酬、市長及び副市長の給料等審議会�３
回開催し、議員報酬の額、市長及び副市長の給料の額、議会における政務活動費
の額について審議、答申した。

　審議結果（平成３０年度答申）
・議員報酬の額　据置き
・市長及び副市長の給料の額　据置き
・�����������������

千円130

（評価対象外）議員報酬、市長及び
副市長の給料等審議会事務

23

総務局
情報政策課

　住宅・土地統計調査や学校基本調査など、統計法に基づく各種基幹統計調査等
を実施した。

千円16,651

（評価対象外）統計調査事業

24

監査委員事務局
監査委員事務局監査課

　平成３０年度高松市監査実施計画に基づき、①補助金交付事務②財産の管理③
行財政改革計画の検証を重点取組事項とし、事務改善や行財政改革の推進に資す
る監査を実施するとともに、監査結果、措置通知等の公表は市民に対し、分かり
やすく情報発信を行った。

千円4,335

（評価対象外）監査事務

25
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

市議会事務局
総務調査課

　議員の調査研究に資するため、政務活動費を交付し、調査活動の充実に寄与し
た。
　市民への議会情報の提供として、インターネットによる議会映像の配信や、議
会広報誌「たかまつ市議会レポート」の配布及び市議会ホームページへの掲載を
行った。また、市民との意見交換会を１回、高松第一高等学校生徒との意見交換
会を２回開催し、市議会への関心を高めた。
　議会活動資料として、会議録を始め、市政概況、主要・新規事業調べ、議員ハ
ンドブックなどを作成し、議員等に提供した。なお、平成３０年６月から導入し
たタブレット端末を利用して、順次ペーパーレス化を進めている。

千円600,209

（評価対象外）議会事務

26

総務局
総務課

　適正な行政運営を推進するため、報道機関がインターネットを通じてリアルタ
イムで配信する行政情報サービスを活用したほか、包括外部監査を実施した。

また、市長、副市長の秘書業務及び貴賓の接遇を行った。

包括外部監査テーマ
教育及び子育てに関する財務事務の執行について

千円42,522

（評価対象外）一般行政事務

27

総務局
総務課

（事業概要、事業実績等）
　多年にわたり公益の増進や市政の振興発展に寄与され、その功績が顕著な方々
に、高松市表彰条例に基づき市政功労者表彰を行った。平成３０年度は市政功労
者表彰式を平成３１年２月１５日に開催し、９人と２団体に対し、市長表彰を
行った。
　人目につきにくい分野やボランティア分野など幅広い分野からの候補者の掘り
起こしに��るため、各部局に積極的な呼びかけを行ったが、各部局からの候補
者推薦件数は、昨年度（１７人と１団体）より７件減の１１件であった。千円584

（評価対象外）市政功労者表彰事務

28

公平委員会事務局
公平委員会事務局

　地方公務員法に基づき、中立的かつ専門的な人事機関として、人事行政の公平
性・中立性の確保や職員の権利を保護するため、臨時会を開催した。

　平成３０年度実績
１　公平委員会臨時会　４回開催
２　職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に対する審査請求　０件
３　職員からの苦情相談の実施　２件
４　職員団体の登録等に関する事務　３件千円847

（評価対象外）公平委員会事務

29

総務局
総務課

１　本庁舎ＰＰＣ複写機１９台を職員の利用に供した。
　　（用紙購入枚数約１，２９７万枚（Ａ４換算））
２　２０１件の例規の制定・改廃を行った。
３　メールカーによる支所・出張所等集配便により約３５万９，０００件の文書
　を集配した。
４　文書管理システムにおける電子決裁率が９８．１％となった。

千円42,707

（評価対象外）文書事務

30
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

選挙管理委員会事務局
選挙課

　公職選挙法の規定に基づく各種選挙の管理執行について、選挙管理委員会で決
定を行ったほか、市内の小学校児童、中学校・高等学校の生徒に「明るい選挙啓
発ポスター」を募集し、ＩＫＯＤＥ瓦町でポスター展を開催した。
　また、香川県や明るい選挙推進協議会と共同で、高松南部３町ドームにおい
て、選挙時の街頭啓発を実施したほか、香川大学、高松大学・同短期大学、高等
学校において、模擬投開票などの選挙啓発を行ったことにより、若年層における
有権者意識が向上した。千円11,366

（評価対象外）選挙管理委員会事務

31

選挙管理委員会事務局
選挙課

　公職選挙法等に基づき、香川県知事選挙及び香川県議会議員補欠選挙の管理執
行を適正に行った。
　開票事務においては、投票用紙自動読取分類機１０台を使用したことにより、
当初の想定より約２０分早く作業が終了した。
　また、８つの土地改良区の総代選挙を執行した。

千円176,554

（評価対象外）選挙執行事務

32

総務局
総務課

　行政不服審査法に基づき、行政庁の処分に関して、高松市長に対し審査請求が
行われた件について、審理員による審理手続、行政不服審査会への諮問を経て裁
決を行うなど、適切な対応を行った。

　平成３０年度実績
　審査請求の受付件数　４件
　行政不服審査会の開催　３回千円148

（評価対象外）行政不服審査事務

33

総務局
総務課

　牟礼浄化苑多目的広場の適切な維持管理に取り組んだ。

千円307

（評価対象外）牟礼浄化苑多目的広
場管理事業

34

財政局
財政課

　基金については、１２月補正において、合併特例債を活用し、地域振興基金を
３２億円を積み立てたことにより、年度末には一定の基金残高を維持できた。
　しかしながら、財政調整基金のみの残高は、平成３０年度末で約９２．４億円
となり、中期財政収支見通しでは、今後大幅な財源不足が見込まれることから、
引き続き、基金の適正規模の確保に努める。

千円3,214,928

（評価対象外）基金管理事務

35
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

財政局
財政課

　厳しい財政状況の中、将来を見据えたまちづくりを着実に推進するため、「第
２期まちづくり戦略計画」に掲げる事業を積極的に展開する予算編成を行った。
　今後とも、厳格な予算査定を行うとともに、予算編成過程を公開するなど、市
民に対して財政運営への理解と協力が得られるよう努める。なお、前年度からの
繰越事業である「公会計システム新基準移行業務及び財務書類作成支援業務委
託」については完了した。
（平成２９年度繰越明許事業費：７，６６８，０００円）

　平成３０年度決算（見込み）における主な財政指標（前年度）
・経常収支比率９２．１％（９０．２％）平成２９年度中核市平均９２．２％
・実質公債費比率８．１％（８．７％）平成２９年度中核市平均６．５％
・自主財源比率５０．６％（４８．４％）平成２９年度中核市平均４９．９％

千円15,085

（評価対象外）財政管理事務

36

財政局
財政課

　プライマリーバランスに留意し、事業の平準化や市債発行額の抑制に努めたも
のの、大型建設事業の進捗等により市債残高が増加した。
　今後においても、借入に際して、交付税措置のある市債を選択するとともに、
事業の緊急性や必要性を検討することにより、投資的事業の重点化・効率化、後
年度負担の抑制に努める。
　平成３０年度末市債残高（前年度比較）
　一般会計　１７７，８６８，３３７千円（＋２，６９１，１１５千円）
　上記のうち臨時財政対策債を除く残高

１０２，２６７，８０１千円（＋１，８１１，７４２千円）

千円17,616,386

（評価対象外）市債管理事務

37

財政局
財政課

　西日本豪雨による被災地への支援活動経費や、台風２０・２１・２４号に伴う
災害時応急措置等経費や消防団員出動報酬等について、予備費充当を行った。
　今後とも、突発的な経費の支出又は予算超過の支出に充てるための、予備費の
適正な管理に努める。

（評価対象外）予備費管理事務

38

創造都市推進局

99.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

競輪場事業課

　昭和２５年度から自転車競技法に基づき、①自転車その他の機械工業の振興、
②体育、社会福祉などの公益の推進、③地方財政の健全化を図るため、競輪事業
を実施している。厳しい経営環境の中、ナイター場外発売やミッドナイト競輪の
実施など、様々な車券売上げの増加策を講じるとともに、各種経費の見直しを行
い、経営改善に取り組んだ。

◎車券発売収入　実績１３，４７０，００３千円
（目標１３，４９０，０００千円）千円13,585,769

競輪事業

39

財政局

32.6% 52.4% 継続Ａ Ａ Ｂ Ｃ

納税課

　制度の趣旨を遵守しつつ、より多くの方々から応援していただけるよう、寄附
金使途となる事業をホームページ等を活用し積極的にＰＲするとともに、お礼品
の追加・見直しなどを行ったほか、ふるさと納税制度を活用したクラウドファン
ディング「世界盆栽プロジェクト～高松が切り拓く世界のＢＯＮＳＡＩ」を実施
したが、寄附金額、寄附人数とも目標を下回った。

◎ふるさと納税寄附人数実績４，３９０人（目標１３，４７８人）
◎ふるさと納税寄附金額実績１億４８７万５千円（目標２億円）千円45,026

ふるさと高松応援寄附促進事業

40
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

財政局
納税課

（事業概要、事業実績等）
　昨年度に引き続き、納税案内センターを設置し、市税現年課税分の納期別滞納
者に対し、早期の納付等を呼び掛ける電話催告・文書発送業務を継続し、現年に
おける収納率を維持するとともに、差押処分等行う必要がある滞納繰越件数を削
減した。

　なお、納税案内センターの契約見直しに伴う、税系システムの改修内容の検討
に日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の
一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：８１０，０００円）

千円457,795

（評価対象外）収納管理事務

41

財政局
市民税課

　従業員の納税の利便性の向上や、収納率向上対策の一環として、特別徴収未実
施の事業所に対し、制度の利用を推進した。
　また、平成３１年度から県内全市町で実施される特別徴収完全実施に向け、年
末調整説明会等で周知を行った。

　給与所得者に占める特別徴収の割合
　８１．７％（前年度比＋１．２％）千円79,127

（評価対象外）市民税等課税事務

42

財政局
資産税課

　土地、家屋及び償却資産の当初課税事務や課税客体の補足事務を行った結果、
平成３１年度固定資産税の当初調定は、総額で２５９億９２４万円（前年度比
２．０％増）、納税義務者数で１７３，６４３人（前年度比０．４％増）となっ
た。

千円72,726

（評価対象外）固定資産税等課税事
務

43

出納室

　公金の収納・支払事務を始め、出納員検査等を実施し、適正かつ効率的な会計
事務を行った。

　出納員及び分任出納員等の職務執行状況検査　１１４件
　審査出納員の職務執行状況検査　２９件
　指定金融機関等の公金収納及び支払事務等検査　５４件

千円44,742

（評価対象外）会計管理事務

44

財政局
債権回収室

　債権所管課において回収に取り組んだものの回収が困難な強制徴収公債権、非
強制徴収公債権及び私債権について、効果的・効率的な回収を行うため、納税課
の滞納処分等の徴収ノウハウを活かし、預金等の差押えなど徴収強化に取り組む
とともに、収納担当者実務研修会を開催するなどにより、各債権所管課の債権管
理の取組のレベルアップにつなげた。

　債権回収額（３０年度実績）２６，１７１，７４５円
　債権管理に関する研修会４回千円645

（評価対象外）債権管理適正化推進
事業

45
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

平成３０年度

市民政策局
香川総合センター

　民営化した塩江ケーブルネットワークを安定供給するため、ケーブルなどの維
持管理を行うことにより、塩江住民の情報化の推進に寄与した。

千円19,509

（評価対象外）塩江ケーブルネット
ワーク管理運営事業

46

市民政策局

30.7% 17.6%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ａ Ｄ

市民課

マイナンバーカードの普及促進を図るため、タブレット端末による写真撮影及
びインターネット申請を行うサービスなどを継続して実施したことにより、前年
度よりマイナンバーカードの交付枚数は増加した。
◎コンビニにおける証明書発行数　実績１３，１９４通（目標４３，０００通）
◎マイナンバーカード交付枚数（累計）

実績５２，８３０枚（目標３００，０００枚）

なお、マイナンバーカード作成等事業の実施主体である国が、事業の一部を翌
年度に繰り越したため、当該事業を繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４２，８１２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業であるマイナンバーカード作成等事業については
完了した。（平成２９年度繰越明許事業費：３３，４９０，６００円）

千円95,402

社会保障・税番号制度推進事業（市
民課分）

47

総務局

83.3%特別重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ａ

推進室ICT

　「官民データ活用推進基本法」の市町村「官民データ活用推進計画」として、
スマートシティたかまつ推進プランを策定したことにより、本市のＩＣＴ施策の
方向性が明確になった。
　また、オープンデータサイトの構築やＩｏＴやオープンデータを活用したアイ
デアソン等の開催により、オープンデータの公開件数や利活用件数が増加した。

◎オープンデータ件数　実績７５件（目標９０件）千円7,696

官民データ活用推進事業

48

総務局

30.7% 17.6%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ｄ

情報政策課

　個人番号制度の円滑な導入・推進を図るため、国の動向を踏まえシステムの整
備方法を検討した。また、マイナンバーカードの普及を促進するために、マイナ
ポータルと連動し、カードの新たな付加価値として、介護ぴったりサービスの導
入を検討し、本年度、一部を導入した。

◎コンビニにおける証明書発行数　実績１３，１９４通（目標４３，０００通）
◎マイナンバーカード交付枚数（累計）

実績５２，８３０枚（目標３００，０００枚）千円30,403

社会保障・税番号制度推進事業（情
報政策課分）

49

総務局

30.7% 17.6%一般重点 改善継続Ａ Ａ Ａ Ｄ

行政改革推進室

（事業概要、事業実績等）
　２９年度にはマイナンバーによる情報連携及びぴったりサービスの本格運用が
開始され、市の一部手続きで添付書類の省略及び電子申請手続きが可能となるな
ど、市民の利便性が向上した。３０年度は、マイナンバーカード利活用策の一つ
として、新たに高松市ポイントのサービスを開始したほか、前年度から継続し
て、タブレット端末を使用し、写真撮影とインターネット申請を行うマイナン
バーカード申請受付サービスを、市民課窓口、イベント会場、確定申告会場等で
行うなど、普及を促進した。

◎コンビニにおける証明書発行数　実績１３，１９４通（目標４３，０００通）
◎マイナンバーカード交付枚数（累計）

実績５２，８３０枚（目標３００，０００枚）

千円140

社会保障・税番号制度推進事業（行
政改革推進室分）

50
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

重点 成果達成度 妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性

（事業概要、事業実績等）

平成３０年度

総務局

100.0% 継続Ａ Ａ Ａ Ａ

情報政策課

　システム障害等インシデント発生時も迅速かつ適切に対応し、情報システムや
情報インフラを安定的かつ効率的に運営管理した。

◎インシデント解決率　実績１００％（目標１００％）

　なお、新元号へのシステム改修対応について、事業の一部を翌年度に繰り越し
た。
　（繰越明許費繰越額：１，７３４，０００円）千円906,995

情報処理システム管理運営事業

51

総務局

66.7%特別重点 拡充Ａ Ａ Ａ Ｂ

推進室ICT

　産学民官の多様な主体が参画するスマートシティたかまつ推進協議会と連携を
図りながら、ＩｏＴ共通プラットフォーム上で、防災・観光・福祉・交通など、
様々な分野での取組を推進するとともに、ワークショップや勉強会などを開催
し、協議会の活性化に向けた取組を推進したことにより、ＩＣＴ・データの活用
により地域課題の解決を図る「スマートシティたかまつ」の実現に寄与した。

◎共通プラットフォームで収集・分析するデータ種別数
　　実績４種類（目標６種類）千円10,095

データ利活用型スマートシティ推進
事業

52

総務局

99.9% 継続Ａ Ａ Ｂ Ａ

情報政策課

　池田町の一部、西植田町、東植田町、菅沢町及び庵治町東部については、公設
民営方式で整備した光ファイバー網により、電気通信サービス等の安定した利用
環境の提供及び設備の運用管理を実施し、また、女木島、男木島においては、
Ｗｉ－Ｆｉスポットを整備し、地域住民の情報化の推進に寄与した。

◎市域における整備率　実績９９．８％（目標９９．９％）

千円13,159

超高速情報通信網整備事業

53

総務局

100.0% 完了Ａ Ａ Ｂ Ａ

情報政策課

　平成２６年度に策定した「次期庁舎内及び危機管理センターネットワーク基本
設計書」に基づき、平成３０年度は危機管理センターを整備した。

◎本庁舎ネットワーク再構築進捗率　実績１００％（目標１００％）

千円39,395

庁内ネットワーク再構築事業

54
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